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海 人 草 の 純 効 成分 と サ ント 
ニン ミ を 最も 的 に 配合 、 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 度 虫 薬 マ ク 
ニン S は 、 そ の 高い 叉 虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と こと が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
で 、 高い も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 に 最適 で す 。 
価格 も 特に 低 版 な の で 、 学校 、 工場 
会 詩人 等 で 非常 な 好評 を えて いま す 。 


(包装 ) 3 (大 人 一 人 分 円 ・6 150 円 
団体 用 2 メ 100 (大 人 100 人 分 ) 
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言 

大 平 肺 吸虫 セル カリ ア の 形態 に 関し て は , 扇田 (1957), 
池田 (1957) 及び 吉田 (1959) 等 の 報告 が ある が , 前 2 
者 の それ は , カワ ザン ショ ウ ガ イ て に 実験 的 に 感染 せしめ 
て 得 た セル カリ ア に つい て の 記載 で あり , 何れ も 充分 な 
も の と は 云え な い . 又 本 種 メ え タ セル カリ ア に つい て は 宮 
崎 (1939) の 報告 が ある が , 排 洪 系 に つい て は 未だ 明 ら 
か に され て いな い . そこ で 著者 等 は 以下 に , 本 種 セ ルカ 
リア 及び メタ セル カリ ア の 形態 特に 排 滋 系 た に つき, 報告 
する こと に する . 

実験 材料 及び 実験 方 法 

本 種 第 1 中 間 宿 主 は 著者 等 (1958) に より 始め て 静岡 
県 賀茂 郡 下田 町 吉 佐 美 及 び 湊 で 見 出さ れ た も の で , 当時 
ウス イロ オカ チ グ サ Paludinella devilks と 命名 され た 
が , その 後 直ちに 黒田 (1958) 及び 吉田 (1959) 等 に よ 
り ム シヤ ドリ カワ ザン ショ リウ Assiminea japonica と 訂 
正 さ れ た . 

検 鏡 に 用 いた セル カリ ア は 前 記 吉 佐美 及び 湊 で 採集 し 
た ムシ ヤ ャ ドリ カワ ザン ショ ウ を 破砕 し て 得 た も の で , 感 
と り 出 し た レディ ア 及び セル カリ ア は 直ちに 
0.4 食 塩水 深 液 を 充 し た 時 計 皿 に 移し , 生鮮 標本 と し 
て 検査 する と 共に 、 一 部 は 中 性 赤 ,. 及び ナイ ル 青 に より 
生体 染色 を 行 つ た . 尚 計測 は 10% ホ ル マ リ ン 水 で 固定 し 
た も の に つき 行 つ た と た. 

メタ セル カリ ア は ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ を 採集 
し た 同一 地点 に お いて 集め た クロ ベン ケイ Sesarma 
dehaani の 肝臓 か ら 分 離し , 自然 脱 褒 を 防ぐ た め に 直 ち 
に の 1.2~1.4% 食塩 水 を 充 し た ブロ ッ ク シ ヤー レ に 移 


し , この ブロ ョ ロック シヤ ー レ は 氷水 中 た に おき 冷却 し た , 
実験 成績 

1) レデ イア に つい て 

通常 1 ケ の 感染 員 に み ら れ る 成 レ ディ ア の 数 は 8 ~ 
20 (平均 10) で 何れ も その 中 腸 線 こ に み ら れ た . レデ ィ ア 
の 形態 は 長 円 簡 形 を 量 し , 淡 黄 色 を 帯び て いる が , ウエ 
ステ ルマン 肺 吸 虫 の を それと 比較 し , 細長 繊細 で あつ た . 
10% ホ ル マ リ ン 水 で 固定 し た 20 個 体 の 計測 値 は Table 1 
の 如く で , 体長 平均 1006.2g (963.2~1054.6), 体 幅 平 


、 均 163.4z (160.8~167.7m) で あつ た . カラ ー 及 び 突起 


物 は 見 当ら ず , 又 ウ エス テル マン 肺 吸虫 の レデ ィ ア で 小 
宮 (1950) 等 の 記載 し て いる 如き 前 端 部 の 感覚 毛 は こ 
れ を 確認 し 得 な か つた . Fig. 1 に 示し た 如く , よく 発 。 
達し た 咽頭 は 略 ぼ 円 形 で 大 き さ は 長径 平均 48.2g (55.9 
~36.14) , 横 径 平均 49.5x (56.8~45.6g) を 算 し , 腸管 
に つづ いて いる . 腸管 は 長径 124.34 (87.7~150.5), 
横 径 78.8x (74.8~82.6m) で を し , 淡 黄 褐色 の 
粒 を 充 た し て いる . 産 朋 は 咽頭 の 直ぐ 近く に 開口 し て い 
る . 排 江 系 に つい て は 主 排 洪 管 より 前 後に 走る 集合 管 を 
認め 得 た の み で , 終末 細胞 まで を 追求 し 得 な か つた . 肥 
細胞 の 数 は 8~24 (平均 18) で , 成熟 し ディ ア に 含ま れ 
る セル カリ ア の 数 は 8~16, 平均 14 で あつ た (Fig. D. 
2) セル カリ ア に つい て 

本 種 セ ルカ リア は 短 尾 の 中 形 セ ルカ リア で , その 形態 
及び 運動 は ウェ エス テル マン 肺 吸虫 の を れ と 略 ぼ 同 似 で あ 
る が , 肉質 薄く 繊細 で ある . 生鮮 標本 20 ヶ 体 の 計測 値 は 
Table 2. の 如く で ある . 日 吸盤 は 腹 吸盤 より 稽 々 大 き 
く , 鋭く 太い 備え て いる . 体 表面 は 軟 い 細い が 


本 研究 は 文部 省 科学 研究 夫 の 補助 に ょ よ つ た と と を 記し て 許す . 
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Table 1. 


Measurement of the rediae of Paragonimus ohirai Miyazaki, 
1939. (20 specimens fixed with 10% formalin solution) 


Species P. ohirai P. iloktsuenensis 
Authors Yokogawa et al. Ikeda (1957) Chen (1936) 
resh raw meterials 
Methods fixed with 10% average 
formalin (12 specimens) 
body length 963..2-1054.6 (1006.2) 625-1080 (823..8) 1360 
body width 160.8- 167.7( 163.4) 130- 264(174.5) 238 
pharynx length 36.1- 55.9(: 48.2) 42- 65( 49.5) 53.4 
pharynx width 45.6- 56.8( 49.5) 35-..597(.51.1) 55.3 
intestine length 87.7- 150.5( 104.3) 53- 150( 86.3) 97.8 
intestine width 74.8- 82.6( 78.8) 30- 105( 62.5) 84.5 


0.5 mm 


Fig. 1. Redia of Paragonimus ohirai 
BP. birth pore Ph. pharynx 
G.C. -- germ cell intestine 


貴 ら に み ら れ る が . 体 の 後 端 部 と は 特に 毛 が 密 生 し て お 
り , 又 短 い 尾 の 未 端 部 に も 特に 著 明 で ある . 腹 吸盤 は 体 の 
中 心 よ り 稽 々 後 端 よ り に 腹面 に 位置 し て いる . 咽頭 及び 
腸管 は と る れ を 明らか に 認め る こと は 困難 で あぁ つた. 体 の 
前 半 部 両側 に は 2 種 の 容 刺 腺 が み ら れ た . 即ち 外側 の 4 対 
の 腺 細 胞 は 粗大 題 粒状 の 内 容 物 を 蔵 し , その 排 江 管 は 集 
合 し て 吸盤 を つら ぬき 球 上 端 に 開口 し , 内 側 の 


3 対 の 腺 細 胞 は 細 題 粒 よ りな り , その 排 江 管 は 合 し て , ロ 
吸盤 を つら ぬき 容 刺 隷 の 中 間 部 で 開口 し て いる . 体 の 後 
端 部 は 型 を る 排 占 あ られ て お り , 排 
は 立方 上 皮 細 胞 よ りな る 一 層 の 厚い 層 で 被 わ れ て いる . 
排 江 閥 の 前 端 両 側 角 か ら 出 た 集合 管 は 入 曲 上 行 し , 腹 吸 
盤 の 高 さ で 前 及び 後 の 2 本 の 集合 管 に 分 岐 し て いる . 上 
行 集合 管 は , 走行 途中 で 4 本 の 分 枝 を 出し , それ ぞ れ の 未 
端 は 1 ケ の 細 胞 で 終っ つっ てい る. 下行 集合 管 も 同様 に 走 
行 途中 で 4 本 の 分 枝 を 出し , それ ぞ れ 1 ケ の 粘 細 胞 を 有 し 
て いる . 従 つ て 終末 細胞 式 は 二 1) 
1 二 1 二 1 二 1)]=20 と な る . これ は ウエ ステ ルマン 和 肺 吸虫 
の それ が , 山 日 及び 小宮 の 報告 し て いる 如く 2[3 二 3 二 3 ・ 
十 3 二 3) 十 (3 寺 +3 十 3 十 3 十 3)]=60 と 著しく 異な つた 点 で 
ある . 又 本 種 セ ルカ リア の 終末 細胞 の 数 は 既に 横川 等 
(1958) 及び 吉田 (1959) の 指摘 し て いる の と 全く 一 致 
し て いる (Fig. 3). 

3) メタ セル カリ ア に つい て 

クロ ョ ベン ケイ の 肝臓 より と り 出 し た メタ セル カリ ア の 
被 概 は , 宮崎 (1939) の 指摘 し て いる 如く , 内 外 の 2 
膜 より な る が , 外 膜 は 匠 る 弱く 容易 に 破れ 失 つ て いる こ 
と が 多い . 内 膜 の み の も の 30 ケ の 計測 値 は (カバ ー グ ゲ 
ラス 使用 ) 190.8~264.0X272.0~321.6g, 平均 234.4X 
292.6m で , カバ ー グ ラス を 用 いな いも の の 20 ヶ の 計測 
値 は 194.3~214.4X217.0~274.7g, 平均 203,0X262.9g 
で , 何れ る も 析 円 形 を 量 し て いた . 内 膜 の 厚 さ は 3.5~ 
5.25g, 平均 で あつ た (Fig. 3). 

被 を 解剖 針 で 破り 脱 しめ た 幼虫 は 0.4% 食塩 水 
中 で は 活 潤 な 伸縮 ほふく 運動 を な し て いる が , これ を カ 
バー グラ ス 下 で 10 個 体 の 測定 値 を 示せ ば Table 3 の 如く 


で ある . 
体 表 は 厚 さ 約 2~3w の うす い ク チク ラ で 被 わ れ て お り 
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Table 2. Measurement of the Cercariae of Paragodimus ohirai and P. loktsuenensis 


Species 


okra 


P. iloktsuenensis 


Authors 
Methods 


Yokogawa et al. 
Fresh raw materials 
(20 specimens) 


Yoshida (1958) 
Fresh raw materials 
(23 specimens) 


Chen (1936) 
Fresh raw materials 
(12 specimens) 


bedy length 

body width 

oral sucker length 
oral sucker with 
ventral sucker length 
ventral sucker width 
stylet length 

stylet width 

bladder length 

tail length 

stail width 


230.5(170.3-329.4 
132.4(104.9-149. 
39.3( 26.7- 55. 
36:1- 73:; 
.4- 4 


© 


Ro 
へ 


230.6 (160.0-360.0 
102.6( 74.0-135. 


265 
102 g 
54.6 gp 


Fig. 3. Metacercaria of Paragonimus ohirai 


その 表面 に は 多く の 微細 隷 が 一 本 づつ 交互 に 審 生 し て い 
る が , 体 後半 に は 次 第 に 微細 と な り , 上 且つ 下 ら に な つて 
いる . 体 は 排 江 閥 を 除き 一 般 に 透明 で ある が , 時 に は 大 
小 種 々 の 紅色 の 馬 粒 を 含む こと も あり , この 点 ウ 肺 吸 躍 
の メタ セル カリ ア の 場合 と 貼 ぼ 同 様 で ある , 

体 の 前 端 と あつ て 正 円 形 た 近い が , 包 


Cercaria of Paragonimus ohirai, showing 


penetration glands on the left side and 内 に ある と き は , 前 後に 圧縮 され て 析 円 形 を な し , その 


径 (50~60g), 横 径 (70~85) を 算 す る . 吸盤 の 
前 方 背面 と 近く 吸 内 に うず まつ て 1 本 の 
認め られ , その 長 さ は (6.6~11.5 平均 9.8), 巾 は 
(2.9~6.6, 平均 3.6u) を 算 す る , 脱 論 幼虫 の 計測 値 
は Table 3 の 通り で ある . 即ち セル カリ ア の 時 代 の 容 


excretory system on the right side 


excretory bladder P.G.:'penetration gland cell 
flame cell St. ‘stylet 

‘nerve commisure tail 

‘oral sacker V.S. ventral sucker 


(983 


. 453 
| | | | 
3( 40.0- 66.0) gp 
6( 38.0- 63.0) gw 
7( 30.0- 49.0) | | 
7( 36.0- 50.0) | 
4( 21.0- 32.0) | 
25.5( 19.0- 31.0) gp 23 
20.5( 14.0- 27.0) gp 
05----- 
MN 
E | 
| 
/ | 
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E.B. | 
N.C. 
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Table 3. 


Measurement of the excysted metacercaria 


Species 


P. ohirai 


P. iloktsuenensis 


Authors Yokogawa et al. Miyazaki (1939) Chen (1936) 
fresh raw materials 
fresh raw materials. fresh raw materials average 
Methods (10 specimens) (12 specimens) 
body length 398.3 (297.0-527.0) gp 418.0(336.0-468.0) gp 417 
body width 225.8(169.0-266.0) gp 164.0(123.0-204.0) pg 194 
oral sucker length 65.0( 62.0- 72.0) gw 52.0( 45.0- 59.0) gp 52.,5 
oral sucker width 53.7( 36.0- 66.0) g 46.0( 42.0- 53.0) gp 
ventral sucker length 73.0( 62.0- 80.0) g 59.0( 53.0- 73.0) gp 59.4 
ventral sucker width 66.0( 59.0- 75.0) gp 58.0( 50.0- 67.0) gp 
stylet length 9.8(. 6.6- 11.5) gp 9.9( 8.4- 11.2) gp 10 
pharynx length 29.2( 23.0- 36.0) gp 28.0 
pharynz width 25.0( 19.0- 26.0) gp 5 24.5 
bladder length 283.0(210.0-442.0) gp 


お redia お よび cercaria の その 他 の 微細 構造 , 特に 感 
覚 毛 等 に 関し て は ここ で は 触れ な い 洗 . 


刺 球 に 比較 すれ ば や や 小形 に た な つて いる . 

腹 吸 磐 は 体 中 央 また は 少し 後方 に あつ て 口 吸盤 より 大 
きい . 路 ぼ 正 円 形 で ある が , 体 が 収縮 する 時 は や や 横 桂 
円 形 こ なり, 殊 に 包 内 で は の 径 に 対 し 
て 横 径 が (80~904) を 算 す る ほど に な る . 

口 は 体 前 方 の 生々 腹面 に 位置 置 し , 口 吸盤 内 を 通 つ た 
後 直 ち に 咽頭 と 続い て 前 咽頭 は 認め られ な い . 時 に は 咽 
頭 が 口 吸 盤 内 た くい 込ん で いる 場合 も ある . 食道 は 極め 
て 短く , 直ちに 2 分 し て 太い 腸管 と な り 炒 回 入 曲 し て 腹 
吸盤 の 両側 を 通り ,。 体 の 後 端 で 盲 管 に 終 つ っ て いる . 内 容 
は 通常 全く 空 虎 で 透明 で ある た め に 極め て 見 易い が , 稀 
れ に 小数 の 透明 な 題 粒 が 含ま れ て いる 場合 も ある . 

排 江 癌 は 1 字 型 を 量 し て 太く , その 上 端 は 食道 と 腸 の 
分 岐 点 の 直後 に の びている . 排 江 韻 の 中 に は 不透明 な 微 
細 題 粒 が 充満 し , 顕微 鏡 下 で は 真黒 た み を る . 圧 平 し な 
い 場 合 は 排 江 旗 内 に 均等 に 充満 し て いる が 圧 平 し た 場合 
は その 腹 側 中 央 に ある 腹 吸盤 の た め に 題 粒 が 前 方 と 後方 
に 誘 動 し , その た め に その 部 分 が 透明 に みえ る える. 主 排 池 
管 は 腹 吸盤 の 後方 の 位置 か ら 出 て , 屈曲 し つつ 終 前 方 に 
の び , ほぼ 腹 吸盤 の 中 央 で 前 後 の 集 合 管 に 分岐 し て いる . 
前 集合 管 は 4 本 の 枝 を 出し つつ 咽頭 の 両側 に 達する . 4 
本 の 分 岐 お よび 最前 端 の 1 本 の 未 端 は それ ぞ れ 3 ケ づ つ 
の 燈 細 胞 を うけ て 居る . 後 集合 管 も 全く 前 集合 管 と 同様 
で , その 排列 状態 は 図示 せる 如く で あり , セル カリ ア の 考 察 
細 胞 式 は 1 1 二 1 1) (1 1 1 1 1) 〕=20 現在 独立 種 と 認め られ て いる 肺 吸 虫 は Paragonimus 
で あつ た か, それ と 全く 対比 し て お の お の が 3 ケ づ つ に westermani, P. kellcotti, P. okirai KR び P iloktsue- 
増加 し た も の で ある (Fig. 4). nensis の 4 種 で ある が , 選 okrai を の ぞ く 他 の 3 種 に . 
食道 の 両側 に 極め て 微か に 神経 連合 が 認め られ た . な つい て は 既に その 生活 史 の 全貌 が 明らか に され て いる . 


許 と この 点 に 関し て は 後日 改め あて 報告 する 予定 で ある . 


Fig. 4 Metacercaria of Paragonimus ohirai, show- 


ing excretory system on the right side 


(4 ) 
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と ころ が , 大 平 肺 吸虫 の み は そ の 第 1 中間 宿主 が 永い 間 
不明 の まま で あつ た . 最近 た 至り 扇田 (1954) 及び 池田 
(1957) 等 は カワ ザン ショ ウ ガ イ が 本 種 吸 虫 の 第 1 中間 
宿主 で あろ う と 想像 し 本 種 吸虫 ミラ シ ジ ウ ム を これ に 感 
染 せ し め セ ルカ リア に 包 発育 せしめ る こと に 成功 し た . 
然し 沿 流 行 地 に お ける 自然 感染 例 は 見 出し 得 な か つた . 
著者 等 の 一 人 横川 (1957) は 此 の 点 に 不審 を いだき , 静 
岡 県 下田 附近 の 本 種 吸 虫 分 布地 において, その 第 1 中 間 
宿主 を 採集 中 , カワ ザン ショ ウ ガ イ と こと な る 一 種 の 中 
に 自然 感染 を 見 出し , 又 実 験 的 に も 本 種 ミ ラ シ ジ ウム を 
感染 させ る こと に 成功 し , 本 由 を ウス イロ オカ チゲ グ サ 
(Puludinella devils) と 同定 発表 し た . 

吉田 等 は この 横川 等 の 見 出し た 中 と 同一 の 中 を 兵庫 県 
円 山河 流 城 に 見 出し , 自然 感染 例 を 見 出す と 同時 に 実 険 
感染 に も 成功 し た が , 黒田 (1958) の 同定 に も と ず ま き , 
本 由 は ウス イロ オカ チ グ サ と する は 誤り と し , 新種 の ム 
シヤ ドリ カワ ザン ショ リウ (Assiminea parasitologica) 
と し て 発表 し た (1958). 横川 (1959) も その 後に 至り 本 
由 は ウス イロ オカ チゲ グ サ と 同定 し た の は 誤り で り ,, ムシ 
に 始め て 大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 和 宿主 が 決定 し た わけ で あ 
%. 

カワ ザン ショ ウ ガ イ に つい て は , 吉田 も 実験 感染 た に は 
成功 し て いる が , 自然 感染 例 は 未だ 見 出さ れ て いな い の 
で 本 種 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 と す る か 否 か は 今後 の 研究 
に まち た い ; 

本 種 第 1 中 間 宿 主 ム シン シヤ ドリ カワ ザン ショ ウ に 見 出さ 
れ た レデ イア は . 池田 も 述べ て いる 様 に 成熟 し た も の は 
細長 い 円 筒 形 で , 腸管 が 著しく 短く 許 状 を 呈し て いる の 
が 特徴 で ある . これ は P mestermani び P. kelli- 
co が の それ が 比較 的 長く 体 の 半分 或いは それ 以上 を 占め 
て いる の と 比較 し 著しく 異な る 点 で ある . 然 し P lokts- 
uenensts の それ は Chen (1936) に よる と , 著しく 短 か 
く 体長 の し か な く で ある と 云う こと で ある が 
この 点 は 本 種 し ディ ア と よく 上 類似 し て いる . 第 2 代 レ デ 
ィ ア に み ら れ る germcells の 数 は 比較 的 多く 8~24 ヶ で 
あつ た が, 選 loktsuenensis の それ は 数 ケ に すぎ な いと 
云う . 本 種 セ ルカ リア の 体 表 毛 は 前 半 部 は 極め て 疎 で あ 
る が , 後半 部 に 至り 密生 し て いる 点 は , P westermanz 
及び P kelkcottt の それ と は 著しく 異な る が P ilokt- 
suensis と は この 点 た お いて も 著しく 似 て いる . 排 江 系 
に お いて 胞 式 は , 2[(1 二 1 1 二 1 十 1) 十 (1 1 1 
+1)J=20 の 如く 各 側 10 ヶ 宛 計 20 ケ を 認め た が , これ は 
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P. mestermam 及び の 30 対 と 異な り , 
比較 的 他 の 点 た お いて 類似 し て いる P iloktsuenensis 
の それ が 15 対 で ある の と も 異な つた 点 で ある . 

本 種 メ タ セ ルカ リア の 排 江 系 に つい て は 未だ 何等 の 記 
載 も 認め られ な か つた が . 著者 等 と より 類 細 胞 は 30 対 あ 
る こと が 始め て 明らか に され た . 本 種 セ ルカ リア の 時 期 
に は 10 対 で あつ た こと と 考え 合せ 極め て 興味 深い . 

総 括 

大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 和 宿主 発見 の 経過 を 述べ る と 共に 
人 幼虫 の 形態 につい て 明らか に し た . 即ち 本 種 レ ディ ア 及 
び セ ルカ リア は 選 loktsuenensis の それ と は 著しく 似 
て いる が , セル カリ ア の 排 洪 系 は 明らか に 異な つて いる 
こと を 認め た . メタ セル カリ ア の 排 江 系 に つい て る も 明 ら 
か に し , これ ら の 幼虫 時 代 に お いて その 形態 学 的 特徴 か 
ら 他 種 肺 吸虫 と 鑑別 し 得る こと を 認め た . 


1) Ammel, D. J. (1934) : Paragonimus, its life 
history and distribution in North America and 
its taxonomy. Amer. J. Hyg., 19, 979-316. 
Chen, H. T. (1935): Further Notes on the life 
history of Paragonimus from rats. China Med. 
Jour., Suppl. 1. 368. 
3) 池田 温 (1957) : 大平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 和 宿主 ( ヵ 
ワザ ンジ ン シ ョ ウ ガイ ) 内 に 所 ける 発育 (会 ). 寄生 躍 
学 雑誌 , 6(3, 4), 88-89. 
黒田 徳 米 (1958) : 日 本 産 カ ワザ ン シ ョ ウ ガイ 人 属 
の 追補 , ヴィ ナス , 20(1), 16-22. 
Komiya, K. & Ito, J. (1950): Contribution to 
the morphology of Paragonimus westermanit. 
Jap. Med. Jour., 3(5), 309-314. 
宮崎 一 郎 (1939): 新しき 肺 有 スト (Para- 
gonimus ohirai n. sp.) に つい て , 福岡 医学 会 雑 
誌 , 33(3), 336-344. 
7) 扇田 衝 年 (1954): 大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 に 
関す る 研究 , 医学 研究 , 24(1), 148-162. 
Yamaguti, S. (1943): On the morphology of the 
larval forms of Paragonimus westermani, wih 
special reference of their excretory system. J. 
Jour., Zool., 10(3), 461-467. 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 ・ 小 山 千 万 樹 ・ 佐野 基 人 ・ 津 
帳 守 道 ・ 鈴 木 重 一 ・ 辻 守 康 (1958) : 大 平 肺 吸虫 
(Paragonimus ohirai) の 新 第 1 中 間 宿 主 ウ イス 
ロ オ カチ グ サ (Paludinella devilis(Gould, 1861) , 
Habe, 1942 に た ついて, 東京 医事 新 誌 , 75 (2), 67 
-72. 
10) 吉田 幸 雄 ・ 宮 本 正実 (1959) : 大 平 肺 吸虫 Para- 
goninus ohirai Miyazaki (1939) の 和 1 中 間 
ムシ ヤ ャ ドリ カワ ザン ショ ッ リウ Assiminea parasito- 


2 


4 


5 


6 


8 


9 


1 1 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
に . 
| 
| 
| 
| 
| | 
| 
4 
| 
| 


logica Kuroda, 1958 (横川 , 小山 等 に よる ウス ネイ 
ロ オ カチ グダグダ サ ) に 関す る 研究 , 寄生 虫 学 雑誌 , 8 


(1), 122-129. 


ON THE MORPHOLOGY OF THE LARVAL FORMS OF 


in this paper. 


PARAGONIMUS OHIRAI MIYAZAKI 1939 
MUNEO YOKOGAWA, Hiroyukl YOSHIMURA 
(Department of parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan) 
YOsHITAKA KOMIYA 
(Department of Parasitology, National Iustitute of Health, Tokyo, Japan) 


1) The circumstances of the finding of the first intermediate host of P ohirai was given 


2) Detailed description of second generation rediae, cercariae and metacercariae are given 


and a comparison is made with those of P. westermani, P. kellicotti and P. iloktsuenensis. 
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(寄生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 号 457-463 1960] 


の 排 系 に つい て 


石川 
名 古屋 大 学 医学 部 解剖 学 教 
(昭和 35 年 2 月 23 日 受領 ) 


は LE 法 は 主として パラ フィ ン 包 埋 を 行い , 6g 連続 切片 を 作 


山忠 の 排 江 器 官 は 形態 上 の 所 見 か ら 従 来 側 管 で ある と 
考え られ て いた が , Mueller (1927) は 側 管 は 分 泥 腺 で あ 
る と 主張 し , 又 小泉 (1954), 村瀬 (1943), 土橋 (1932 一 
34), 田宮 (1930) は 環 虫 の 排 洪 作用 の 主体 は 側線 中 の 
側 管 以 外 の 腔 導 構 造 に ょ つて 角 皮 を 通じ て 行わ れ , 花房 
状 器 官 も 一 部 排 洪 の 機能 を 担当 する と 述べ た . 最近 森下 
(1957), 小林 (1956) は 一 般 染 色 像 と 色素 注入 及び 色素 
液 内 飼育 の 遇 虫 の 組織 像 と 沈降 抗原 に ょ る 方 法 と か ら 和 観 
祭 し て , 遇 虫 の 排 洪 系 は 側 管 の み で あつ て , 花房 状 器官 
角 皮 下層 , 角 皮 下 の 模 状 裂 潮 は 特別 に 排 洪 作用 に 関与 し 
な いと 述べ た . 
以上 の よう に , 遇 虫 で は 側 管 その 他 の 排 洪 を 想像 させ 
る 器官 が 容易 に 認め られ る が , 腸 液 の 中 に 棲息 する 環 忠 
に 独立 し た 排 洪 系 を 期待 する こと は む づ か し い の で は な 
か ろう か . 即ち 側 管 , 又は 小泉 等 の 述べ て いる 腔 導 構 造 
が 排 江 の 主体 を な し , 又 そ れ ら が 体液 の 組成 を 調整 する 
唯一 の 器官 で あり えな い の は , 体 通じ て , 
の 和 宿主 腸 液 と 遇 虫 体液 と の 交流 が 行わ れる で あろ うこ と 
を 考え て も 当然 の こと と 思う . 

最近 羽田 野 ・ 内 田 ・ 藤 本 (1956) は P“ を 利用 し て , 
の 新陳代謝 を 研究 し , 添加 液 試験 , 体 
腔 内 注入 , 角 皮 の 3 実験 を 行い , の 虫 体 
内 分 布 を Autoradiographie に よ つ て 検索 し , 腸管 か ら の 
排 角 皮 を 通じ て 虫 体内 に す る の を みた . 
私 は 山忠 の 組織 学 的 検索 , 墨汁 添加 飼育 液 試験 (第 1 
実験 は 口腔 を 開い た まま の 場合 , 第 2 実験 は 口腔 を 閉鎖 
し た 場合 ), 墨汁 体腔 内 注入 実験 を 行い , 遇 忠 た 独立 し 
た 排 江 系 を 期待 する こと は 不可 能 た 近い こと を 知 つ た . 

実験 材料 並び に 方 法 

材料 は 名 古屋 市 の 殺 場 で 採取 し た 運動 の 活 
虫 を , 魔法 泊 で 温度 37°C 前 後に 保つ た リン ゲル 液 た 入 
れ て 研究 室 に 持ち 帰っ つっ た も の を 用 いた . 

目 忠 の 組織 学 的 検索 に 当り , 固定 液 に は Zenker 液 , 
フォ オォ ル マリ ン 液 , Kolster 液 , Carnoy 液 を 用 いた . 包 埋 


成 した. 染色 法 は Zenker, フォ オル マリ ン 液 固定 の も の は 
主 に Hématoxylin-Eosin 重複 染色 , Azan 染色 , Kolster 
液 固 定 の も の は Heidenhain の Eisen-Hématoxylin 染色 
Carnoy 固定 の も の は ムチ カル ミン 染色 を 用 いた . な お 
必要 に 応じ て 凛 結 切片 を 作成 し , 位相 差 法 を 応用 した. 

の 飼育 は 大 型 シャ ー レ (19cm x 5cm) 内 に 
Ringer 液 を 満 し た 中 に 3 条 を 入れ て , 37°C 恒 温 に 保ち 
飼育 し た . この は 活 運動 を つっ づけ た . 

自己 所 見 

組織 所 見 

(1) 角 

角 皮 は Zenker 固定 , Azan 染色 で は 外 , 中 , 内 の 3 
層 に 大 別 さ れる . 角 皮 は 鱗 状 を 呈し (第 1 図 ), 位相 差 


第 1 角 皮 横断 面 , Zenker 固定 , HX.E 染色 (5Xx60) 


法 で 表面 か ら 観 祭 す る と, 角 皮 は 輪状 に 横 走 する 潮 状 線 
と , それ に 直交 し 縦走 する 線 と で 状 を 
(第 2 図 ). 外層 に は ピ ョ ニ ン 好 性 物質 が 存在 する . こ 
れ は Ribonuklease で 消化 され る . 側線 中 央 部 で , 角 皮 
の 中 層 に 模 像 が ある (第 3 図 ). 位相 差 法 で は , この 模 
像 部 は 洞 状 を 量 し , 外 , 内 は 裂 潮 と な り , 角 皮 を 容 通 し 
外部 と 側線 と が 変 流す る (第 4 図 ). 
(2) 側線 
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第 2 図 角 皮 の 位相 差 鏡 所 見 ( 暗 
角 は 竹 状 を る 


第 3 図 角 皮 横断 面 , Kolster 固定 , 鉄 HX 染色 (5 x 20) 
角 皮 の 中 層 に 模 像 が ある 


第 4 図 角 皮 の 位相 差 鏡 所 見 ( 暗 5X40) 
は 洞 で 内 外 に する 


側線 は 基礎 組織 , 側 管 , 中 央 索 及 び 周 囲 層 か ら 成 る . 基 
礎 組 織 は 銀 好 性 線維 に ょ つて 包囲 され , ここ か ら 銀 好 性 
線維 が 基礎 組織 内 に 浸入 し 不 完 全 な 綱 を 形成 する . ここ 
に 不定 数 の 短い 原形 質 突起 を 備え た 細胞 が 存在 する . 校 


は 比較 的 大 きく 円 形 又は 卵 形 で , 染色 質 に 乏しく 1 乃 習 
数 個 の 核 小 体 が 存在 する . これ ら 細 胞 の 周囲 と は 鉄 He 
可 粒 が 在 する (第 5 図 )。 これ ら 細 胞 の 他 に 少数 


5 図 側線 横断 面 , Kolster 固定 , 鉄 HX 染色 (5x20) 
側線 内 の 短い 原形 質 突起 を 備え た 細胞 の 周囲 
は 鉄 HX 可 が 在 する 


食 細胞 が 存在 する . 中 央 索 は 主 に 銀 好 性 線維 に ょ っ て 了 膝 
洞 構造 を 形成 し, 内 方 に 側 管 を 包 蔵 する . 腔 洞 内 に は 肌 
質 XH 可 粒 側 管 附近 に は ョ ニン 好 性 
が 存在 する . 鉄 HX 可 題 粒 は 側 管 周囲 に 集合 する 
6 図 ). 側 管 は 1 層 の 円 柱 細胞 に よ ょ つて 包囲 され る 細 失 
で , 円 柱 細胞 の 核 は 円 形 で 胞体 内 と に は ピロ ニン 好 性 題 系 


第 6 図 側線 横断 面 , Kolste 
鉄 HX 可 染 題 粒 は 側 息 周囲 た 集合 する 


(3) 花房 状 器官 

花房 状 器 官 は 腸管 と 側線 の 聞 で 体腔 中 に 存在 し , その 
1 部 は 側線 組織 に 連結 する . 花房 状 器 官 は 奏 胞 , 体 部 , 
分 枝 及 び 終 末 器 官 か ら 成 る . 体 部 か ら 上 下 に 分 枝 が 樹 校 
状 に 出る . は 長 形 で 両極 は 開口 し , 茎 を 
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第 7 図 花房 状 器 官 並び に 側線 の 横断 面 , Zenker 固定 
HX.E 染色 (5X10). 花房 状 器 官 は を 


て , 側線 に 連結 する 


て 側線 に 連結 する (第 7 図 ). 朗 壁 は 粘膜 上 皮 細 胞 に 被 わ 
れ , 胞体 内 た は ムチ カル ミン 可 染 題 粒 が ある . 時 に 胞体 
内 に 粘液 様 物質 が 増加 し て 胞 状 を 量 す る (第 8 図 ). 胞 
内 に は ピ ョ ニ ン 好 性 の RNA が ある . 


第 8 図 花房 状 器 官 國 胞 横 断面 , Carnoy 固定 , Muci- 
carmin 染色 (5X60) 花房 官 の は 
上 皮 細 胞 に 被 わ れ , 胞体 内 に は ムチ カル ミン 可 
染 が ある 


(4) 腸管 
中 腸 部 位 で は 腸管 は 粘膜 上 皮 と 基底 膜 と か ら 成 る . 粘 
膜 上 皮 は 単 層 高 円 柱 , 多く は 6 往 柱 状 細 胞 か ら 成 る . 上 
皮 細 胞 は 自由 表面 に 線 条 を 備え た 上 皮 縁 を 備え , 閉鎖 電 
で 結合 され る . 上 皮 細 胞 は 通常 1 細胞 中 1 個 の 円 形 又 は 
析 円 形 の 核 を 備え , 通常 基底 側 に 位 す る が , し ば し ば 中 
央 に 位置 を 占め る とこ と が ある . 系 粒 体 は 球状 で , 細胞 中 
央 部 に 多く , 核 よ り 基 底 側 に は 少な い ( 第 9 図 ). 上 皮 細 
胞 で は 分 泌 像 と み ら れ る も の に 核 の 表 在 側 に た 大小 不同 の 
液 胞 が ある. これ ら の 液 胞 は Golgi 城 た 発生 し た 分 泥 題 


第 9 図 腸管 横断 面 , Kolster 固定 , 鉄 HX 染色 (5 X40) 
腸 上 皮 細 胞 の 糸 粒 体 は 球状 で , 細胞 中 央 部 に 多 


側 た は 少な い 


粒 と の 間 に 移 行 が 証明 され る . 上 皮 細 胞 の 核 の 表 在 側 
に 存在 する 大 小 不同 の 小 胞 は ムチ カル ミン に 可 染 する . 
上 胞 に は お Sudan III 可 染 粒 が 存在 する . 該 
粒 は 核 の 表 在 側 に あり , . 遊離 表面 に 至る に 従い , 題 粒 
は 次 第 に 粗大 と な る . 腸 上 皮 中 に は (第 10 
図 ), 水分 の 吸収 を お も わせ る 細胞 に それ と 
接 な 関係 が ある と 思わ せる 筆 状 細胞 が ある (第 11 図 ). 


第 10 図 腸管 横 , Carnoy 固定 , Mucicarmin 色 
(5x60). 腸 上 皮 細 胞 中 の 誤 状 細胞 を 示す 


墨汁 添加 飼育 液 試験 
(1) を 0.1 Ringer 氏 液 (37°C) 内 に 
遇 中 を 入れ て 墨汁 が 体内 に 浸入 する 経過 を 観察 し た . 
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第 11 図 腸管 横 灯 面 , Zenker 固定 , HX-E 染色 . (5X 
20) 腸管 上 皮 中 の 細胞 , 状 細胞 を 示す 


数 分 乃至 30 分 後 , 食道 上 皮 は 異常 な い が , 食道 壁 に 存在 
する 食 細胞 は 黒 を 摂取 する . 中 腸 部 の 上 皮 細 胞 は 単独 乃 
至 連 続 し た 数 細胞 の 胞体 内 に 黒 を 含有 する . 黒 は 核 の 表 
在 側 又 は 基底 側 た に あぁ つて 一 定 し な い . 腸 上 皮 細 胞 の 基 秦 
膜 の 直下 及び 隔離 組織 内 は 黒 が 著 明 に 存在 する . 側線 , 
角 皮 下層 , 角 皮 内 に も 墨 が 存在 する . 1 時 間 後 に お いて 
も 上 述 の 墨 の 所 見 は 余り 変化 し な い . 

(2) コロ ヂ ウ ム で を 閉鎖 し た を 墨汁 を 0.1 
加え た Ringer 氏 液 (37°C) 内 に 入れ て , 墨汁 が 体内 
に 浸入 する 経過 を 観察 した. 

第 1 経路 

数 分 の 後 , 大 小 の 墨汁 題 粒 は 角 皮 の 魚の 間隙 を 通 つ て 
角 皮 の 中 層 に 浸入 する (第 12 図 ). 30 分 後 黒 汁 題 粒 は 角 
皮 を 通過 し て 角 皮 下層 に 温 入 し て 側線 内 に は いる (第 1。 
図 ). 1 時間 後 , 側線 内 の の 粒 は , ある 食 細胞 
に ょ っ つて 摂取 され る が (第 14 図 ), 他 の 大 部 分 は 側線 を 


固定 , H-XE (5X20) 


第 12 図 角 皮 横断 
黒 は 角 皮 の 中 層 に ある 


HX.E 染色 (5Xx60) 黒 は 側線 内 に 侵入 する 


第 14 図 側線 内 の 食 細 胞 , Zenker 固定 , HX-E 染色 
(x90). 黒 は 食 細胞 に ょ つて 摂取 され る 


出 て (第 15 図 ), 体腔 内 に 浸入 する . 2 時 間 後 , 体腔 
内 の 墨 題 粒 の 大 部 分 は 隔離 組織 を 通 つ て (第 16 図 ), 用 
管 の 基底 膜 に 達し (第 17 図 ), 腸管 上 皮 細 胞 を 経て (第 
18 図 ), 腸管 腔 内 に 排 洪 され る (第 19 図 ). 

第 2 経路 

側線 を 通過 し た 体腔 液 内 の 墨 の 一 部 は 側線 や 体腔 液 内 
の 食 細胞 に ょ つて 摂取 され る . 黒 を 摂取 し た 食 細胞 は 花 


房 状 器 官 の 壁 細胞 を 経て (第 20 図 ), 花房 状 器 官 の 友 


内 た は いる (第 21 図 ). 

墨汁 体腔 内 注入 実験 

体腔 内 に . ' 黒 を 0.1% 加 えた Ringer 氏 液 0.1ee 
を 注入 し , Ringer 氏 液 内 で させ た に つい て 
汁 の 排 江 経路 を 観察 し た . 
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第 13 図 角 下層 並び に 側線 の 横断 面 , Zenker 固定 , 


第 15 図 側線 横断 面 , Zenker 固定 , HX-E 染色 (5 X40) 
黒 は 側線 を 出 て 体腔 内 た に 入る 


隔離 組織 横断 面 , Zenker 染色 (5X 
40) 黒 は 隔離 組織 を 通る 


第 17 図 腸管 , 隔離 組織 横断 面 , Zenker 固定 , HX-E 染 
色 (5X40). 黒 は 腸管 の 基底 膜 に 達する 


第 18 図 腸管 横断 面 , Zenker 固定 , HX-E 染色 (5 X60 
黒 は 腸 息 上 皮 を 通る 


第 19 図 腸管 横断 面 , Zenker 固定 , HX-E 染 色 (5X40) 
黒 は 腸管 腔 内 に 排出 され る 


横断 
(5x69) を 摂取 し た 食 細胞 花房 状 器 宮 
細胞 を 通る 
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第 21 図 花房 状 器 官 の 横断 面 Zenker 固定 , HX--E 染色 
(5x60) 摂取 食 細胞 は 内 に た は いる . 


数 分 乃 柱 30 分 後 , すべ て の 上 友 細 胞 は 黒 題 粒 を 摂取 す 
る . 黒 題 粒 は 多く は 核 の 基底 部 な ら び に 表 在 側 に 群 在 し 
中 央 部 は 少 い . 墨 題 粒 は 表 在 側 に 向う に し た が つて 粗大 
と な る . 側線 の 基礎 組織 , 中 央 索 、 周囲 層 内 に は , わ ず 
か に 墨 題 粒 が 点 在 する . 側 管 に は な い . 角 皮 下層 , 角 皮 
内 た に も , わずか に 黒 題 粒 が ある . 花房 状 器 官 の 旗 胞 内 に 
は , わずか に 黒 題 粒 が ある . 1 時 間 後 , 腸 上 皮 細 胞 胞 体 
内 の は 著 明 と な り , 腸管 腔 内 た に ゃ も 題 粒 が 出現 す 
る . 側線 , 角 皮 下層 , 角 皮 及び 花房 状 器 官 の 胞 内 の 黒 
題 粒 は 増加 する . 

者 

水棲 動物 の 所 調 排 洪 器 官 は 老 療 物 を 除去 する 主要 な 通 
路 で は ある が , 体液 調整 する 唯一 の 器官 で は あり を な 
い . 同様 に 腸 内 に 寄生 する 幅 虫 に 機能 的 に 分 化し た 一 陰 
の 排 洪 系 を 期待 する こと は む づ か しい . 

の 排 江 (1) 角 皮 , (2) 側線 , (3) 側 管 , (④ 花房 状 
和 器官, () 腸 等 の 色々 の 部 位 で 行わ れる , 

(1) 

角 皮 たつ いて は , Told (1904) は 外皮 層 に 腔 導 構 造 が 
ある の を 認め , Galdschmidt, (1906) , Kennitz (1912) は 
それ に 反対 し た が , 小泉 (1954) は それ は 腔 導 で な い 
に し て も を も, 液体 流動 に 何 か 役 立つ て いる だ ろう 3 と 述べ , 
更に 角 皮 中 層 の 裂 隙 構造 を 排 洪 の 最終 の 経路 と 考え た . 
角 皮 は 鱗 状 に 配列 する 上 皮 か ら 成 る . 角 皮 外層 に は 腔 導 
構造 が あり , 叉 側 線 中 央 部 で , 角 皮 中 層 に は 机 像 が あり ’ 
これ 際 を 経て , は 忠 体 の 皮下 組織 に 出入 す 
る . 

(2) 側線 
小泉 (1954) は 側線 内 の 腔 導 構 造 が 排 洪 の 主体 を な し 


体腔 液 及び 外皮 下層 か ら 来 た 排 江 物 は そこ か ら 角 皮 を 通 
つて 排 洪 され る と 考え た , 側線 が 排 江 に 関与 する こと は 
形態 的 に みて も 当然 で ある が , 私 の 所 見 で は , 小泉 の 腔 
導 構 造 は , 中 央 索 の 銀 好 性 線維 で 作ら れ た 加 隙 像 で ぁ っ 
て , 内 に 鉄 HX 可 染 題 粒 が 存在 し , それ ら が 側 管 周囲 
に 集合 する 所 見 は み ら れ る が , 墨汁 添加 飼育 液 試験 , 黒 
汁 体腔 内 注入 実験 で は , この 部 分 に 黒 汁 題 粒 は 集合 し な 
いか ら , 墨汁 排 江 の 主要 経路 で は な いと 思う . 

(3) 管 

側 管 は 従来 排 江 器 官 で ある と いわ れ て いる が , 私 の 実 
験 で は 墨汁 題 粒 は ここ を 経て 排 港 されない. Armstrong 
(1932) が Fundulus heterocolitus の 用 で , 色素 を 排 洪 
する 機能 の 発生 を 研究 し た と ころ に よる と , 肥 が 前 腎 息 
を 備え る 段階 で は , 色素 の 排 江 機能 が な く , 胸 鱗 の 原 基 
が 出現 し て 始 監 管 を 有する 段階 で , 初め て その 機能 が あぁ 
ら わ れる の を みた . 遇 虫 の 側 管 は 比較 発生 学 的 に は 前 腎 
管 を 有する 段階 で ある . 従 つ て 色素 の 排 洪 機能 は 存在 し 
な いと 解 さ れる . 

か よう に 側 管 は 墨 洲 を 排出 し な いこ と は 事実 で ある が 
両側 の 側 管 が 左右 合 一 し て 集合 管 や 作り , 排 江口 に 開 ロ 
する こと は , 老 立 物 の よう な も の を 体外 に 排出 する に 好 
都合 の 構造 と 考え られ る . 特に 私 の 所 見 で は 側線 内 に 存 
在 す る 細胞 の 周囲 に ある 鉄 HX 可 染 題 粒 は 中 央 索 を 通っ 
て 側 管 に 集合 し , 排 洪 口 を 経て 外部 に 排出 され る . 従っ 
て , この 鉄 HX 可 染 題 粒 は 一 種 の 排 洪 物 と 想像 され る . 

(4 花房 状 器 官 

花房 状 器 官 は 従来 , 巨大 な 細胞 で 食 作用 を 備え る と 考 
えら れ て いた が , 私 の 所 見 で は , 側線 と 連結 し た 有 腔 の 
器官 で , その 壁 は 粘膜 か ら な り , 墨汁 を 体 胸 に 注入 し た 
場合 と , medium か ら 墨 汁 が 浸入 し た 場合 と 共に , 墨 は 
食 細胞 に 摂取 され , 摂取 し た 細胞 は 花房 状 器 官 の 井内 に 
浸入 する . 府内 は RNA に 富む の で , お そら く , そこ で 
蛋白 の 合成 , 分 解 が 行わ れ , 墨 は 消化 され , 老 療 物 は 側 
管 に 運搬 され る だ ろう 

(5) 腸 

を 開い て お いて リン ゲル 液 内 に 入れ た の 
腸管 の 墨 題 粒 の 所 見 は , 口 有 俊 を コロ ヂ ウ ム で 閉鎖 し た 場 
合 の 所 見 と 殆ど 同様 で ある が , 数 時 間 後 の 両者 の 所 見 
を 比較 する と , 曲 腔 開放 の 場合 が , 閉鎖 し た 場合 に 比較 
し て , や や 粒 が 多い . これ は 腸管 上 皮 が 粒 を 
収 も や する し , 又 排 港 も する こと を 物語 つて いる . 下 虫 体 
腔 内 に 墨汁 を 注入 する と , 黒 は 腸 か ら 排 出さ れる の が 最 
も 多い . 


な 


ご 


む す で 

貞 中 の 排 洪 は 角 皮 , 側線 , 側 管 , 花房 状 器 官 , 腸 等 の 
色々 な 部 分 で 行わ れる . 

1) 角 皮 は 鱗 状 を 量 し , その 外層 に は 腔 導 構 造 が あり 
線 中 央 部 で , 角 中 層 に は が ある . これ ら の 
隙 を 経て , 墨 は 体内 外 へ 出入 する . 

2) は 排 江 関与 する が , 墨汁 排 江 主要 経路 で 
は な い . 側線 内 の 食 細 胞 は 黒 を 運搬 する . 

3) 側 管 は 墨汁 な どの 色素 を 排 滋 する 機能 は な い が , 
新陳代謝 産物 を 排 滋 す る. 即ち 側線 内 の 細胞 の 周囲 に あ 
る 鉄 HHX 可 染 題 粒 は , 中 央 索 を 通 つ て 側 管 に 集合 し , 排 
江 唱 を 経て 外部 に 排出 され る . 

4) 墨汁 を 体 注入 し た 場合 と medium か ら 
が 浸入 し た 場合 と 共に 黒 は 食 細 胞 に 摂取 され , 摂取 し た 
細胞 は 花房 状 器 官 の 奏 胞 内 に 入り 消化 され る . 

5) 腸管 は 墨 を 吸収 及び 排 洪 する 顕著 な 機能 を 備え 

る . 

御 校 関 を 賜 つ た 戸 庁 教授 に 深く 感謝 いた し ます . 

本 論文 の 要旨 は 第 27 回 日 本 寄生 虫 学会 に 発表 し た . 
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Ascaris excrets the waste products at the various organs, i.e. cuticle, lateral line, lateral 


canal, so-called bushy organ, and intestine. 


1) The cuticle shows scale like. The outer layer of cuticle has the leading’ duct, and the 
middle layer has wedge-shaped cleft at the centre of lateral line. India ink granules, therefore, are 


led in and out of the body through these structures. 


2) Although the lateral line takes part in the excretion, it is not main route to excrete ink 


granules. Phagoytes in the lateral line, however, carry the dye. . 

3) The lateral canal excrets the metabolic products though has no excretory function of such 
dye as ink granules. Fe-haematoxylin stainable granules in the lateral line are assembled to the 
lateral canal and are led to the out of body through the excretory pore. 

4) When India ink is injected to the body cavity, it is taken by phagocytes and is digested 
in bushy organ. Such a phenomenon is also observed when the worms are kept in the medium 


containing the ink. 


5) The intestine discharges the high function of the absorption and excretion of ink. 
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鶏 の 消化 管内 に 侵入 し た 撫 裏 尾 虫 は , 条 虫 の 種類 に よ 
つて 多少 の 差異 は ある が , お お よそ 15 一 25 日 間 で 成 条 忠 
に 発育 し て 後 端 の 老 熟 片 節 を 離脱 し 始め , 片 節 が と 共 
た 体外 に 排 洪 され る よう に な る . 老 熟 片 節 の 離脱 に は 日 
週 期 性 が ぁ あり , 一 般 に 午前 10 時 頃 か ら 片 節 の 排 洪 が 見 ら 
れ , 午後 3 時 頃 に いた つて 最高 に 達し , その 後 徐々 に 減 
少し 夜間 と か 早朝 に は 殆 と ど 片 節 の 離脱 は お こ な わ れ な 
い . か か る 片 節 落下 の 日 週 期 性 に つい て は Wetzel(1932, 
1934), Reid, Ackert & Case (1938), Levine (1938) な 
ど に よ つ て ある 程度 明らか に され た が 彼 等 の 調査 は 宿主 
体内 に 宿 つ た 不定 数 の 忠 体 に つい て の 短期 間 の , し か も 
極め て 断片 的 な も の で あぁ つて 離脱 の 日 週 期 性 を 正確 に 検 
討 す る まで に は いた つて いな い . 片 節 離脱 の 日 週 期 性 を 
正確 に 観 祭 す る こと は 和 宿主 体内 に お ける 和 人 条 忠 の 発育 状態 
を 推測 する の に 極め て 重要 で ある . ’ 

ここ に お いて 著者 は 鶏 に 一 条 の み の 条 忠 を 宿 ら せ , そ 
の 条 忠 に よる 片 節 離脱 の 状態 を 観 祭 する と 同時 に 多数 の 
条 虫 が 宿 つ た 場合 に お ける 片 節 離脱 の 状態 を も 観 祭 し , 
両者 の デー ター を 比較 し て 日 週 期 性 の 検討 を お こなつ た 
の で 報告 する . 

材料 お よび 方 法 
橿原 条 Reillzetina kashiwarensis お よび 有 条 
Raillietina cesticillys に つい て は 一 条 の み の 忠 体 な ら び 
に 多数 の 忠 体 に お ける 片 節 落 下 の 日 週 期 性 を , 球 溝 条 忠 
Raillietina echinobothrida に つい て は 多数 の 忠 体 に お け 
る 日 週 期 性 を 調査 し た . それ ぞ れ の 虫 体 を 宿 し た 鶏 を 一 
っ ケー ヂ に 入れ , 他 か ら 条 が 感染 し な いよ うに 注 
意 し て 飼育 し た . ケー ヂ の 下 に は 取り か え 自 由 の 黒 紙 を 
の せ た 受 け 板 を お き , 午前 6 時 か ら 午 後 6 時 な いし 午 
後 8 時 まで の 間 , 2 時 間 ご と に 黒 紙上 に 落下 し た 片 節 数 
を 数 えた . 排 され た 離脱 片 節 の 一 は 条 で は 大 
部 分 節 つ で ある が , 有 輪 条 で は 2 ~ 3 連続 片 節 , 
橿原 条 中 で は 3 ~ 5 連続 片 節 か ら な つて いる . 
観察 結果 

1. 条 忠 


鶏 条 虫 に お ける 片 節 落下 の 日 週 期 性 に つい て 


沢 田 
奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
(昭和 35 年 3 月 5 日 受領) 


a) 1 条 の み の 忠 体 に よる 排 江 状態 

第 化 52~68 日 後 の ロ ッ ク ホ ー ン 雄 中 雛 5 羽 に 1 匹 ず っ 
の を 食べ させ て 1 条 の 体 を 寄生 させ , それ ぞ 
れ の 鶏 に つい て 片 節 の 排 洪 状態 を 観察 し た . その 結果 は 
第 1 図 に 示す 如く , 全 排 江 期 間 を 通じ て 最も 多数 の 片 節 


eueyostp go Kousnbeisg 


Fig. 1 Showing periodic discharge of segments 
from birds infected with a specimen of 
Railhetina kashiwarensis 


の 排 江 が お こ な わ れ た 時 間 は No. A と No. E の 鶏 で 
は 14 時 か ら 16 時 まで の 間 で 25.5%~35.8%. No.B で 
は 8 時 か ら 10 時 まで の 間 で 43.3%, No. C で は 12 時 か 
ら 14 時 まで の 間 で 28.2%, No. D で は 10 時 か ら 12 時 ま 
で の 間 で 31.2% で あぁ つた. 

これ ら 5 羽 の 鶏 に お ける を 食べ させ て か とら 最 
初 の 片 節 の 排 江 が み ら れ る まで の 期間 , 片 節 の 排 洪 継 続 
期間 な ら び に その 期間 中 に お ける 1 日 間 の 最高 排 江 片 節 
数 を 示せ ば 第 1 表 の 如く で ある , な お 5 羽 の 鶏 は 片 節 の 
排 洪 が 停止 し て か ら 13~25 日 後に 必殺 し て 小腸 内 を 調査 
し た が 寄生 条 虫 は 発見 出来 な か つた . 

b) 78 日 齢 の ロッツ ク ホ ー ン に 9 の 虫 を 食 
べ さ せ た . この 鶏 に よる 片 節 の 排 江 状態 は 第 2 図 に 示 ず 
如く , 片 節 の 排 洪 が 最高 で ある つた の は 16 時 か ら 18 時 まで 
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Table 1 Record of segment discharge in Raillietina kashiwarensis 


Period until first a iiod Time in which Frequency of segment Average number 


Chicken segments are most segments discharge in a day of segments 
number discharged after discharged in discharged in a 
infection (days) a day Maximum Average day 
A 14 19 14—16 7 5 *15—25 
B 14 17 8—10 5 15—25 
E> 13 20 12— 2 14 7 21—35 
D 14 14 10—12 24 9 27—45 
E 13 10 14—16 10 5 15—25 
F 13 45 16—18 51 54—90 


* The number of segments discharged from a bird which has a specimen of R. kashiwarensis at once is 3 to 


3 5, and so that of segments discharged at 5 times is 15 to 25. 
そ A-E birds had one tapeworm respectively. 
は F bird had 5 tapeworms. 
50 
8 
8 
oF = 
“ 10 12 14 16 18 20 6 2 | 
0 Fig. 2 Showing periodic discharge of segments 8 | 
1 from a bird infected with five speci- . - | 0 
mens of R. kashiwarensis ? 
10 12 14 is 20 6 
の 間 で その 排 は 25.9%% で あぁ つた . 中 投与 
後 13 日 目 に 最初 の 排 江 片 節 が 認め られ , 45 日 間 片 節 の 排 Fig. 3 Showing periodic discharge of segments 
江 が 続い た . し か し 46 日 以後 全く 及 節 の 排 洪 は 認め られ from a bird infected with a specimen 
名 で な く な つた . 片 節 の 排 江 が 停止 し て か ら 20 日 後に 鶏 を 必 of R. cesticillus 
で 殺し て 小腸 内 を 調査 し た 結果 , 5 条 の 成 条 虫 が 発見 され 多く 排 洪 し た 片 節 数 は 16~24 片 節 で あつ た , 一 方 排 洪 期 
か た . この うち 1 条 は 後 端 の 老 熟 片 節 を 離脱 せん と する 寸 間 中 を 通じ て 離脱 片 節 の 排 洪 数 の 増減 に つい て は 何ら 週 
すま 前 で あつ た . 期 性 は 認め られ な か つた . 
2. 有 輪 休 躍 な お 片 節 の 排 港 が 停止 し て か ら 15 日 後に 鶏 を 必殺 剖検 
ら 最 a) 1 虫 体 の み に よ る 排 江 状 態 42 日 齢 の ロ ツ ク ホ ー し た が 寄生 条 躍 は 巳 に 自然 排 洪 され た の か 認め る こと は 
ン 中 雛 に 1 匹 の 中 を 食わ せ , 20 日 経過 後 離脱 出来 な か つた . 
上 上 箇 節 の 排 江 が 停止 され る まで の 34 日 間 に わ た る 排 洪 状態 を b) 多数 虫 体 に よる 排 江 状態 
の 観 て 1 日 に お ける 排 状態 を 検討 し た . 57 日 齢 の ク ホ ー ン 15 の 忠 を 食わ 
調査 その 結果 は 第 3 図 に 示す よう に 1 日 の うち で 最も 多く せ , 15 日 経過 し て か ら 39 日 間 に わ た つて 片 節 の 排 洪 状 
の 片 節 が 排 洪 され た の は 14 時 か ら 16 時 まで の 間 で , その 態 を 観 人 し た . その 結果 は 第 4 図 上 H に 示す ご と く , 1 日 
を 食 排 洪 率 は 52.7% の 高 率 に 達し , 1 日 中 の 二 節 排 洪 の 約 半 の うち で 最も 多く の 片 節 の 排 江 が お こ な わ れ た の は 前 者 
示す 数 を し め た . 夜間 な ら び に 早朝 に 片 節 の 排 江 は 全く お こ 同様 14 時 か ら 16 時 まで の 間 で その 排 洪 率 は 52.4% を 示 
まで な われ な か つた . 又 片 節 排 洪 期 間 中 に お いて 1 日 に 最も し た . この 鶏 は 排 洪 状態 の 観察 を 中 止 し た 旦 か ら 3 日 後 
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Fig. 4 Showing periodic discharge of segments 
from a bird infected with 5 specimens 
of R. cesticillys (H) and that from a 
bird infected with 13 specimens of R 
cesticillus (I) 


に 片 節 の 離脱 を 停止 し た . 片 節 の 排 江 が 停止 され て か ら 
5 日 後に 鶏 を 必殺 解剖 し た と ころ 小腸 内 に 5 条 の 幼 条 忠 
の 寄生 が 認め られ た . な お 観察 期間 中 を 通じ て 1 日 の う 5 
ち で の 排 江 片 節 数 の 最高 は 98 片 節 で あつ た . 

(⑮ 自然 に 多数 の 有 輪 条 虫 に 寄生 され て いた 白色 レグ 
ホン 3 年 産 部 に つい て 片 節 の 排 洪 状 態 を 観察 し た . 本 
鶏 は 自然 感染 の 為 明 瞭 に 何時 , 何 条 の 躍 体 が 寄生 し て い 
た の か に つい て は 判明 し な い が 片 節 の 排 洪 が 中 止 す る ま 
で の 28 日 間 に わ た つて 観察 し た . その 結果 は 第 4 図 1 に 
示す ご と く , (|) 同様 14 時 か ら 16 時 まで の 問 に 最も 多く 
の 片 節 が 排 江 され , その 排 洪 率 は 52.6% で あつ た . この 
鶏 は 片 節 の 排 洪 を 停止 し て か ら 4 日 後に 剖検 し た と ころ 
30~33mm の 長 さ を 有する 13 条 の 再生 幼 条 虫 が 寄生 し 

な お 本 条 虫 に お いて は 1 忠 体 の 場合 も 多数 躍 体 の 場合 
に も 観察 期間 中 , 排 洪 片 節 数 の 増減 に つい て の 週 期 性 は 
認め られ な か つた し , 夜間 な ら び に 早朝 に お ける 片 節 排 
江 も 認め られ な か つた . 

3. 条 中 

本 和楽 虫 の 場合 に は 1 条 の み の 忠 体 に よる 排 洪 状態 の 観 
祭 を お こ な う 機会 が な か つた の で 多数 寄生 の 場合 の み に 
つい て 観 した. 

130 日 齢 の 白色 レグ ホン の 雄 (J) に 5 匹 , 同じ く 雌 


(K) に 11 匹 の 折 尾 中 を 食わ せ て 片 節 落 下 状 態 を 調査 
し た . J で は 撫 論 尾 中 を 食わ せ で か ら 21 日 後に 片 節 の 排 
洪 が 開始 され , その後 23 日 間 に わ た つて 片 節 の 排 洪 が 続 
き , 24 日 以後 排 江 は 停止 し た . 本 期間 中 に み ら れ た 1 
に お ける 片 節 排 江 の 時 間 的 経過 は 第 5 図 』 に 示す ご と 
く , 離脱 片 節 が 最も 多く 排 洪 され た の は 16 時 か ら 18 時 
まで の 間 で , その 排 洪 率 は 44.2% で あつ た . 本 鶏 は 片 節 
の 排 洪 が 停止 され て か ら 1 ケ 月 後に 前 検 し た が 小腸 内 に 
は 寄生 条 忠 は 発見 出来 な か つた . 
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Fig. 5 Showing periodic discharge of segments 


from a bird administered 5 cysticercoids 
(J]) and that from a bird administered 


11 cysticercoid of R echinobothrida (K) 


一 方 K に は 11 匹 の 撫 坦 尾 躍 を 食わ せ , 22 日 後に 離脱 
片 節 の 排 洪 が 開始 され た . そし て 23 日 間 片 節 の 排 滋 が 続 
き 24 日 後に 片 節 の 排 洪 は 停止 し た . この 23 日 間 に 観 察し 
た 片 節 の 排 江 状 況 は 第 5 図 に し めす ご と く , 1 日 の 5 ち 
で 最高 の 片 節 数 を 排 洪 し た の は J 鶏 同 様 16 時 か ら 18 時 ま 
で の 間 で , その 排 洪 率 は 26.5% で あつ た , 

K 鶏 は その 後 誠 検 し な か つた の で 寄生 躍 体 の 数 を 知る 
こと は 不可 能 で あつ た が 2 ケ月 経過 し て も な お 排 洪 片 節 
は 認め られ な か つた の で 中 体 は 自然 に 排 江 され て し まつ うろ. 
た も の と 思わ れる . 

条 の 場合 は 橿原 条 , 有 輪 条 の 場合 と 異な つ 
て 夜間 お よび 早朝 に お いて せ も 少 数 で は あぁ る が 離脱 片 節 の 
排 洪 が 認め られ た . な お 本 条 虫 に お いて も 前 記 条 虫 の 場 
合同 様 観察 期間 中 に お ける 排 洪 片 節 数 の 増減 に よる 週 勤 
性 は 認め られ な か つた . 
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論 議 

1 条 の み の 橿 原 条 虫 が 寄生 し た 場合 に お ける 離脱 片 節 
の 排 江 状 態 は 第 1 図 な ら び に 第 1 表 に 示す ご ど ご とく, 1 日 
の うち で 最も 多数 の 片 節 が 排 洪 され た 時 間 を 5 羽 の 鶏 に 
つい て 比較 する と , No. A と No.E の 2 羽 は 時 間 が 一 
致し て いる が 他 の 3 羽 に つい て は 個体 に よ つ て 可 な り の 
相違 が 認め られ る . 又 多 数 寄生 し た 場合 に は 午後 2 時 か 
ら 4 時 まで の 間 が 25.3%, 午後 4 か ら 6 時 まで の 間 が 
25.9% と 殆ど 同じ で あぁ つた . 以上 の よう な 点 か ら 検 討 
し て 本 条 虫 の 宿主 体内 に お ける 老 難 片 節 の 離脱 は 主 と し 
て 午後 に そ 多 く お こ な われ る 傾向 に ある . し か し 和 宿主 で あぁ 
る 鶏 の 個体 に よ つ て 可 な り 早 い 午 前 8 時 か ら で も 片 節 の 
離脱 が お こ な わ れる こと も ある こと が 判明 し た . 

鶏 条 虫 の 片 節 の 排 洪 は 主として 午後 大 ん で あぁ る こと に 
つい て は Wetzel (1932), Reid, Ackert & Case (1932) , 
Levine (1938) な ど が 短 節 条 忠 について, Wetzel (1934) 
が 有 輪 条 虫 に つい て 観 祭 し て いる . し か し その 原因 に つ 
いて 彼 等 は 明瞭 な 見 解 を 述べ て いな い 。 た だ Levine は 
条 躍 自身 の 内 部 的 特性 に よる の で は な く , 鶏 へ の 給 飾 の 
時 間 と 小腸 内 に お ける 分 節 運 動 の 感 論 な どの 外 的 要因 が 
条 虫 の 老 就 片 節 の 離脱 に 大 きく 影響 し て いる こと を 指摘 
し て いる . 又 Harwood (1938) は 鶏 へ の 給餌 の 時 間 を 
変更 し た り , 人 錠 の 質 を 変え た りす る こと に より 片 節 の 排 
江 時 間 を 変え る こと が 出来 る こと を 実験 的 に 確認 し て い 
る . こう し た 点 か ら 考 えて 本 実験 に 使用 し た 1 条 の み の 
虫 体 が 宿 つ た 5 羽 の 鶏 た に み ら れ た 片 節 排 洪 に つい て の 日 
周期 性 の 相違 は , 主として 鶏 に よ つ て 小腸 内 に お ける 消 
化 活動 の 様子 が 異な る た め に その 影響 を 受け て 老 熟 片 節 
の 離脱 の 時 間 も 異 な つて きた の で あろ う . 

有 輪 条 忠 に み ら れ る 片 節 排 港 の 日 週 期 性 に つい て は 第 
3 図 お よび 第 4 図 に 示し た ご ど ごとく , 1 条 の み の 由 人体 に よ 
る 場合 も 多数 寄生 で ある 5 条 お よび 13 条 寄生 の 場合 に お 
いて も 排 洪 時 間 は ほぼ 一 致し , 共に 10 時 頃 か ら 排 江 片 節 
の 数 が 増加 し 初め , 14 時 か ち 16 時 まで の 間 に 最 も 多く , 
1 日 に 排 洪 され る 片 節 の 約 半 数 に あたる 52% 強 が 排 洪 さ 
れ た . か か る 事実 か らし て 有 輪 人 条 虫 で は Wetzel, Reid, 
Ackert 尽 Case な ら び に Levine が 述べ て いる 如く , 片 
節 排 江 の ピ ー ク を 午後 3 時 頃 と みて さしつかえ な い . 

束 溝 条 中 に つい て の 日 週 期 性 で は 1 条 の み に よ る 中 体 
の 排 江 状態 の 観察 を お こ な う 機会 が な か つた こと な ら び 
に 多数 寄生 の 場合 で も 5 匹 , 11 匹 の 擬 枚 尾 忠 を 食わ せ た 
鶏 に つい て の 観察 で は ある が , 鶏 を 必殺 し た 際 す で に 条 
虫 が 自然 排 江 され て いた り , 誠 検 し な か つた り し た の で 
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寄生 躍 体 数 を 確 め る こと が 出来 な か つた こと な どか らし 
て , 単 条 忠 に よる 場合 と 多数 条 虫 に よる 場合 と の 比較 が 
不可 能 で あつ た が , 第 5 図 か ら 判 明 す る ご と く 2 羽 共 片 
節 排 江 時 の ピー ク は 16 時 か ら 18 時 まで の 間 に あ り , 橿原 
条 虫 お よび 有 輪 条 虫 に 比 し て 片 節 落 下 時 の ピー ク が お く 
れ て いる よう で ある . な お 本 条 躍 で は 前 2 者 の 場合 と 軸 
な り , 夜間 お よび 早朝 に お いて も 少数 で は ある が 片 節 の 
排 江 が お こ な わ れ た . この 原因 に つい て は 次 の 2 点 が 考 
えら れる . 即ち 1) 条 を 寄生 させ た 2 羽 の の 消 
化 管内 に お ける 消化 活動 が 特異 的 で あつ た . 和 抽 貝 体 自 
身 の 片 節 離 脱 の 機構 が 他 の 条 躍 と 異な る . し か し 上 記 の 
いずれ で ぁ る か に つい て は 本 観察 の み で は 判断 出来 な 
い . し た が つて これ を 明らか に する に は さら に 多く の 鶏 
に つい て , 1 条 ぁ あるいは 多数 の 忠 体 を 寄生 させ て , それ 
ら に よる 様子 を 詳細 に 比較 検討 し な けれ ば な ら な い . - 
Harwood (1938) は 1 条 の み の 有 輪 条 虫 に 感染 させ た 
鶏 か ら 排 洪 さ れ た 毎日 の 排 洪 片 節 炒 は 7 ~18 片 節 で 平均 
数 は 10 片 節 で あり , この 数 を 基本 に し て 不定 数 の 忠 体 
が 和 宿 つ た 鶏 か ら 排 洪 さ れ た 平均 片 節 数 を 数 えれ ば , 居 検 
し な く て も 寄生 忠 体 数 を 推定 する こと が 可能 で ある と 偽 
べ て いる . これ を 確 め る た め に 橿 原 条 虫 お よび 有 輪 条 虫 
の 場合 に 1 条 の み の 虫 体 を 宿 ら ちせ, それ ら の 条 躍 が それ 
ぞ れ 1 日 に 排 洪 する 片 節 下 の 平均 数 を 求め , それ を 基本 
に し て , 一 定数 の 橿原 条 躍 お よび 有 輪 条 虫 を 宿 ら せ た 
場合 の それ ら と を 比較 検討 し た . その 結果 第 1 表 に 示す 
ご と く 橿 原 条 虫 で は 1 条 の 場合 の 平均 排 洪 片 節 数 は 18~ 
30 片 節 , 5 条 の 場合 の それ は 54~90 片 節 で あつ た の で , 


. 後者 は 前 者 の 場合 の 3 倍 に あたる か ら , も し 3 条 で あれ 


ば 推定 数 と 実在 数 が 一 致す る が 実在 数 は 5 条 で あぁ つた の 
で 不一致 で ある . 又 有 輪 条 虫 で は 1 条 の 場合 の それ は 6 
へ ~ 9 片 節 , 5 条 の 場合 の それ は 96~144 片 節 で あり , 後 
者 は 前 者 の 16 倍 と な り , これ 又 推 定数 と 実在 数 と が 一 致 
し な い . 以上 の よう な 事実 か らし て 本 実験 結果 に お いて 
は Harwood の 説 を 支持 する こと は 出来 な い . 

9 中 を 食わ せ て 検 時 に 5 条 の 原 条 が 和 
つて いた 鶏 に お いて は 片 節 の 排 洪 が 停止 する 5 日 前 頃 か 
ら 換 羽 が 開始 され た 有 輪 条 虫 で は 15 中 を 食わ 
せ て 時 に 5 条 の が つ て いた 鶏 な ら に 
虫 が 自然 寄生 し て いた 鶏 に お いて , 片 節 の 排 滋 停 止 前 , 前 
者 で は 7 日 , 後者 で は 9 日 に それ ぞ れ 換 羽 に 入り , 多数 
の 羽毛 が 脱落 し 初め た . 換 羽 と 片 節 の 排 洪 と の 関係 に つ 
いて Enigk & Sticinsky (1959) が 宿主 の 換 羽 が 初 まる 
と 離脱 片 節 の 排 洪 は 減少 し 初め , 遂に は 排 港 が 停止 する 
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と 述べ て いる . この こと は 前 述 の ご と く 本 実験 の 場合 に 
も その まま あて は まる . 換 羽 と 条 忠 の 発育 と の 間 に は 何 
か 関係 が ぁ つ て 換 羽 が 開始 され る と 条 忠 の 発育 が 限 害さ 
れる の で 片 節 の 離脱 が 行わ れ な く な る の で あろ う が 示 だ 
両者 の 関係 の 詳細 に つい て は 不明 で 今後 調査 し て みる 必 
要 が ある . 

摘 

1. の 片 節 落下 に は 1 日 の うち で 性 が み ら 
れ , 橿原 条 虫 お よび 有 輪 条 虫 で は 14 時 か ら 16 時 まで の 間 
に 最も 多く 排 江 され, 夜間 に は 片 節 の 排 洪 は 全く お こ な 
われ な い . これ に 反し 勅 溝 条 虫 で は 16 時 か ら 18 時 まで の 
間 に 最 も 多く 排 洪 され , 少数 で は あぁ る が 夜間 に も 片 節 の 
排 江 が 認め られ る . 

2. 老 熟 片 節 の 離脱 は 虫 体 自 ら の 内 因 的 条件 に よっ つて 
左右 され る も の で は な く , 宿主 で ある 鶏 の 消化 管内 に お 
ける 種々 の 生理 的 条件 に よっ つて 左右 され る . 

3. 1 条 の みな の 中 体 に つい て の 長期 間 に わ た る 1 日 に 
お ける 平均 排 洪 片 節 数 か ら 不 定数 の 条 虫 が 寄生 し た 場合 
の 1 日 の 平均 排 洪 片 節 数 を 比較 検討 し て も 寄生 忠 体 数 を 
推定 する こと は 不可 能 で ある . 

4. 原 , 有 輪 , 3 条 つい て の その 日 その 
. 上 且 に お ける 片 節 の 排 江 数 の 増減 に 関し て の 周期 性 は 認め 


られ な い . ; 
5. 鶏 が 換 羽 期 に 入る と 老 熟 片 節 の 排 工 は 減少 し 始め 
や が て 排 洪 が 停止 する . 
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ON THE DAILY PERIODICITY IN THE SEGMENT DISCHARGE 
OF BIRDS INFECTED WITH THE TAPEWORMS 


lsAMU SAWADA 
(Biological laboratory, Nara Gakugei University, Nara, Japan) 


In order to investigate .the daily periodicity in the segment discharge of the birds infected 
with tapeworms, the birds experimentally infected with Raillietina kashiwarensis, R. cesticillus and 
R. echinobothrida were confined in the cage with a board beneath it to catch the droppings. By 
spreading a black paper over the board, the white proglottids of tapeworms can be distinguished 
readily from the debris. The number of the proglottids in the droppings was counted at the 
interval of two hours during 6:00 AM to 6:00 PM. The results are summarized as follows. 

l. The time of the greatest segment discharge in R kashiwarensis and R. cesticillus 
appeared between 2:00 PM and 4:00 PM, while none was passed during the night or early 
morning. On the contrary that in R. echinobothrida appeared between 4:00 PM and 6 :00 PM 
and yet a small number of segments was passed during the night. 

2. The periodic shedding of senile segments is controlled by physiological factors in the 
alimentary canals of chickens rather than by internal factors of tapeworms. 

3. Even if the average number of segments eliminated per day from a bird which has 
unknown number of tapeworms is divided by that from a bird which has only one tapeworm, it 
is impossible to presume the number of tapeworms which the former has. 

4. The rhythmical cycles on segment production which mark increase or decrease of the 
number of segments discharged each day were not found during the course of this work. 

5. When the chickens infected with tapeworms begine to molt, the number of segments 
in the droppings begine to decrease, and before long the segment discharge stops. The relation 


between the beginning of moulting and the decrease of segment production is unknown. 
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【 寄 生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 5 号 470-479 頁 1960〕 


腸 内 細菌 の 映 虫 感染 に 及ぼ ば す 影 響 の 病理 学 的 研究 


丈 に 枯草 菌 と 肝 蜂 感染 の 関係 に つい て 
(1) モル モッ ト に な ける 審 生 躍 学 的 観 祭 


大 阪 府立 大 学 農 学部 (獣医 学科 森田 教授 ) 


言 

寄生 虫 の 感染 機転 を 観る と , その 種類 に よ つ て , 宿主 
に 適 , 不適 が あり , その こと は . 年 令 , 個体 , 或 は 健康 
状態 , 栄養 の 良否 等 に も 現れ る こと は 周知 の こと で あ 
る . 寄生 中 の 感染 の 成立 に は 勿論 中 体側 と 宿主 側 に 夫々 
問題 が ぁ ある が , その うち 宿主 側 , 殊 に 腸管 を 経由 し て 
感染 する も の に つい て の こと を 考え て みる と , 腸 内 に お 
ける , 消化 液 , pH, 温度 , 細菌 , 栄養 物 , それ か ら 物 理 
的 作用 等 が ある . これ ら の うち で , 腸 内 細菌 の 影響 に 
つい て は , 従来 主として , 原虫 類 と 病原 細菌 と の 関係 
を 検討 し た も の が 多い . し か し 映 忠 類 が , 細菌 殊 に 正常 
細菌 と どの よう な 関係 に あめ る か と いう 問題 に つい て は 。, 
全く 知ら れ て いな い . 究 開 に し て 未だ 文献 に 接する 機会 
を 得 て お ら な い . 一 方 細菌 学研 究 分 野 の 傾向 を 見 る と . 
従来 は 病原 細菌 の 追 完 が 主体 で あつ た も の が , 近年 病 く 
腸 内 の 正常 細菌 の 領域 まで 拡げ られ , 培養 法 の 進歩 に 侍 
つて 嫌気 性 菌 等 が 続々 と 証明 され る こと に な つた . その 
結果 明らか に され た こと の うち で , 動物 の 腸 内 細菌 菌 業 
は , 動物 の 種類 , 年 令 , 食餌, 健康 状態 , その 他 の 要因 
に よっ つて 変動 を 表し , 同一 動物 に お いて も , か な り の 変 
動 が 見 られ る . し か し な が ら , この 変動 も , これ を ある 
種 の 動物 の 一 群 単位 に つい て 眺め た 場合 , 自ら 飼養 条件 
な ど が 一 定 し て いる の で , 腸 内 細菌 業 に も 大 体 の 傾向 が 
見 られ る と いつ て いる , この 場合 の 構成 菌 種 は , 常 在 苗 
(固有 菌 ) Resident flora と 称し 腸 内 に 住み つい て いる 
も の と , 一 過 性 に の みみ られ る 外来 性 の 即ち 非常 在 菌 
Transient flora と に 分 けら れ て いる . 前 者 に 属す る も の 
と し て は , 乳酸 程 菌 属 , 腸 球 菌 , 大 腸 菌 群 , クロ スト リ 
ジウ ウ 菌 属 。 バク テ ョ ロイ デス 菌 属 な ど が あげ られ , 後者 
に は 外来 性 の すべ て の 菌 が 含ま も れ て いる . また 一 般 的 に 
は 腸 内 細菌 と いえ ば 大 腸 菌 が 大 部 分 で ある と 考え られ て 


京都 府立 医科 病理 学 教室 (指導 田中 教授 ) 
(昭和 35 年 3 月 11 日 受領 ) 


(.20 ) 


いた が , 研究 の 結果 で は , 割合 に 少な く , むし ろ ほ か の 
菌 が , 大 腸 菌 より も 優勢 で ある と , この こと は 興味 深い 
こと ある .。 : 

私 は この 動物 の 種類 に よっ つて, 腸 内 常 在 菌 の あり か た ・ 
に , 一 つの 傾向 が あぁ る . 即ち その 中 で 特異 的 に 見 られ る 
細菌 と , その 動物 を 好適 宿主 と し て いる 咽 虫 , 殊 に その 感 
染 機転 と の 間 に 和 密接 な つなが り が ある の で は な いか , と 
の 考慮 を する と 共に , 深い 興味 を 感ずる も の で ある . 具 
体 的 に 一 例 を 挙げ る と , 越智 (1958) ら , 多数 の 研究 者 の 
成績 か ら , 腸 内 細菌 業 の うち , 主 と し て 出現 する 菌 種 と , 
その 出現 頻度 と の 比率 と を 集計 する こと に よっ て 摘 式 化 
を 試み て いる . その 中 か ら 第 1 図 に 示す 通り に, モル モ " 
ツ ト を 中 心 に し て , 草食 獣 , 肉食 区 ( 犬 ) を 並べ て , 比較 
検討 を 試み る と , 腸 球 菌 , 大 腸 菌 , それ か ら 乳 酸 杏 苗 は 
比率 に 多少 の 差異 は ぁみ つて も , 王者 何れ に も 共通 的 に 存 
在 し て いる . し か る に , 枯草 菌 は , 草食 獣 に 断然 多く 現 
われ て いる の に 反し て , 肉食 獣 に は 見 る こと が で き な 
い . モル モツ ト に は 低い 率 で は ある が 現れ て いる . バク 
テ ョ ロイ デス, クロ スト リ ジ ウ ム 菌 属 は , 枯草 菌 と 対称 的 
で 肉食 環 に だ け 現 れ て , 草食 獣 , モル モツ ト に は 見 られ 
な い . 他方 , 幅 虫 類 の うち か ら , 肝 峰 と 肺 吸虫 を と りあ 
げ て みる と , 肝 蜂 は 草食 仙 に も つと も よく 感染 し , 高度 
の 被害 を 与え て いる が , 肉食 獣 に は 感染 例 が な い . モル 
モツ ト に は , 感 湊 の 機会 か ら 考 える と , 草食 獣 と 変ら ぬ 
感染 率 が 予期 され る が , 実際 は 比較 的 低 率 で ある, 肺 吸 
中 は , 肝 蜂 と 全く 反対 で あつ て , 犬 の よう な 肉食 獣 に は 
その 例 だ ない, モル モツ ト に は 非常 に 低い 率 で あぁ る が 感 
染 が 見 られ る . 即ち , 以上 の 相互 の 関係 を 思い 合せ て み 
る と , 肝 贅 の 感染 に は 枯草 菌 が , 肺 吸虫 の 感染 に は クゥ ョ 
スト リ ジ ウ ム , 或 は バク テリ オイ デス 菌 属 等 が , 夫々 な 
ん ら か の 上 繋 り を 持ち , これ ら の 感染 機転 に , 或 は 強い 支 
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第 1 図 動物 腸 内 正常 細菌 模 式 図 ( 越 光岡 ) 
本 的 役割 を さえ も 演じ て いる の で は ある まい か , と の 疑 
問 を 抱か せら れる も の で ある . 従来 , 映 虫 類 の 宿主 特異 
性 , 感染 の 個体 差 , 流行 , 老若 に よる 感染 の 相違 , 基 の 
他 一 連 の 問題 に は 対す る 解釈 は , 必ず し も 納得 の いく も 
の で は な か つた の で ある が , 前 述 の よう に , 特異 的 に 存 
在 す る 腸 内 細菌 が , 蝶 虫 の 感染 機転 の 重要 な る 部 分 を も 
支配 し て いる も の と すれ ば , これ ら 幾 多 の 疑問 も , む 盾 
な く 氷 解す る こと に な り , 影響 する と ころ は 重大 で あつ 
て , 興味 は 雪 り な いも の が ある . 以上 の よう な 考慮 か 
ら , この 関係 を 証明 する 目的 で , モル モツ ト を 試験 動物 
と し て , 先ず 枯草 菌 を 飲ま せ , 次 で 肝 此 の メタ セル カリ 
ア を 与え て 感染 を 試み た の で ある . 今日 まで 全く 知ら れ 
て お ら な い 実 験 で あり , 例 数 も 必ず し も 充分 と は いえ な 
い が , 実験 の 結果 は , 概ね 予期 以上 の 結果 を 得 た も の と 
思う . 第 一 報 に は 感染 実験 の 直接 の 結果 で あぁ る 肝 蜂 の 感 
染 率 , 寄生 躍 体 数 等 . 寄生 虫 学 的 事項 に 就 て 述べ , 病理 
学 的 、 細菌 学 的 観察 は 第 二 報 以 下 に 譲る . 

材料 及び 実験 方 法 

実験 動物 : 研究 室 で 生産 し , 衛生 管理 し た モル モツ ト 
で ある . 貝 卵 検査 の 結果 肝 蜂 卵 は 陰性 で あり , 一 般 検査 
に より 健康 状態 の も の を 選ん だ . 

枯草 菌 : 土壌 か ら 分 離し た K49, 274, それ か ら 人 学内 
飼育 の 牛 の 准 か ら 分 離し た SD の 三 株 を 液体 培地 に 培 
養 し た 新鮮 材料 で ある . 

肝 蜂 の 被 誰 仔 忠 (Fh.mc. と 略記 す ) : 実験 室 で 生産 
し た も の で あつ て , 被 奏 後 10~30 日 以内 の 活性 の 強い も 
の で ある . 

実験 (1) : 前 処置 を し な い モ ル モ ツ ト 16 頭 に , 夫々 
Fh.mc.'50 個 を 経口 投与 , 30~64 日 目 に 誠 検 を 行 つ た . 

実験 (2) : 前 処置 と し て 枯草 液 2cc 宛 , 2 日間 経口 
投与 し 、 引 き 続 き Fh.mc. 50 個 を 夫々 慎重 に モル モツ ト 
の 食道 内 に 注入 し た . 

実験 (3) : モル モツ ト を 無菌 飼育 し て いな いか ら , 
結果 的 に 厳密 を 期待 する こと は 不可 能 で ある が , 枯草 菌 
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だ け の 影 絡 を , 多少 と も 知る 目的 か ら , Chloromycetin 
10mg 宛 を 内 服 さ せる こと に よろ つて , 少な く と も , 腸 内 
細菌 の 活動 力 を 弱め , 或 は 殺 減 する こと を 期待 し た . 1 
日 経過 し て か ら (この 間 無 菌 の 飼料 を 給与 し た ), 後 は 
実験 (2) の 場合 と 同様 に 枯草 菌 2cc を 2 日 間 飲ま せる , 
次 いで Fh.mc. 50 個 を 経口 投与 し た . 

肝 蜂 の 感染 判定 は 前 実験 と 同様 に 誠 検 の 結果 に よ ょ つ 

実験 成績 

実験 (1 ) の 感染 成績 は 第 1 表 に 示す 通り で ある . Fh.- 
mc. を 経 日 投与 し て か ら , 9 号 は 50 日 目 に , 10 号 は 46 日 


第 1 表 肝 此 感 染 実 験 (対照 例 ) 


モル 肝 経 肝 腹 有 
番 性 体 重 
mc. セ 病 寄 
ル 

感 検 カド 

y 
6 4 9380 40 50 386 
平 均 259 340 50 54.2 2.3 2.75.75% 


に 病死 他 の 14 頭 は 殺 後 検 た 附 し た . 誠 の 結果 
肝 稀 の 感染 が 認め られ た の は 12 頭 で あぁ つて , 感染 率 は 75 
% に 相 等 する . 肝臓 の 病変 度 で は , 2 号 が 4°, .4 号 が 3? 
を 示し た た け で , 他 の 10 頭 は 2° 以 下 で あぁ つて , 総 平均 
2°25 を 示し て いる . 腹腔 内 の 炎症 程度 も 中 等 度 を 示す も 
の 多く , 7 頭 に 2~5cc の 腹水 が 見 られ た . 感染 虫 体 は 
2 号 で 6 隻 を 数 えた だ け で ぁ つ て , あと は 何れ も 少な く 
平均 2.75 隻 に すぎ な か つた . 

実験 (2) の 結果 は 第 2 表 に 示す と お り で ある . 第 2 表 
の な か で , 枯草 菌 誠 49 を 前 以 っ つて 飲ま せ , それ か ら Fh. 
mc. を 投与 し た 例 で は , モル モツ ト 6 頭 の 5 うち, 5 頭 は 
病死 , 15 号 だ け を 殺し た . その 結果 30~48 日 目 に 誠 検 
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第 2 表 肝 感染 実験 (枯草 与 例 ) 


モル モット 肝 腹 肝 肝 備 
番 性 体 重 K49 

mc. 第 第 セ 病 
感 

号 別 時 時 cecc アァ 数 度 水 数 定 考 
42.9.480 420 2 5 31 
平均 433530 2 25042 4.5 26.7 100% 6 

枯草 菌 

274 
218290330 2 25033 5 + 30 + + 
228480630 2 25057 4 + 16 + 0 
2 250.56 19 0 
る 490420 250:35 5 
38 89380300 2.25056 5 33 
平均 451497 2 25050 4.4 25.4 100% 

枯草 菌 

32 8:630.580 2 25055.5 + 20 + 0 
550600: 2 2:50.49 3 
平均 563565 2 25050.24 11.5 100% 


を 実施 し た が , その 結果 100% の 肝 蜂 感染 が 見 られ , 肝 
臓 の 病変 度 は 平均 4.7 の 重症 を 示し , 腹腔 内 に は 血液 を 
含ん だ 貯 液 充満 し , 高度 の 炎症 状態 を 見 る こと が で き 
た . 感染 虫 体 は 貯 液 内 に 遊 出 し て いる も の だ け で も 著 し 
く 増 加 し 平均 15 令 に 達し 、 組織 内 の も の を 含め た 結果 で 
は 26.7 隻 を 数 える こと が で きた . 枯草 菌 275 株 の 影響 は 
経過 日 数 は 30~56 日 (病死 4 頭 , 殺 3 頭 ), 誠 検 の 結果 
肝 蜂 感染 100%, 肝臓 病変 度 4.4", 腹腔 貯 液 は 6~1Ccc 
で 血液 を 混入 し て いる . 炎症 の 状況 も 前 例 と 大 差 な く , 
腹腔 内 に 遊 出 し て いる 由 体 は , 25 号 の ご と く 41 隻 の 驚く 
べき 数 に 達し , 組織 内 か ら 見 られ た も の を 合せ 平均 し た 
結果 は 25.4 令 に 達し て いる . 

枯草 菌 SD 株 投与 の 結果 は , 4 頭 の うち 2 頭 が 病死 
2 頭 を 殺し て 廊 検 に よる 診断 の 結果 で は , 感染 率 100 
%, 肝臓 の 病変 程度 は 4 を 示し , 発見 され た 曰 体 は 平均 
11.5 隻 で あぁ る. 実験 (3) は Chloromycetin を 飲ま せる こ 
と に よ つ て , まえ も つて , 腸 内 細菌 の 活力 を 少な く と も 


第 3 表 Chloromycetin 枯草 与え た 後 肝 


の 感染 実験 
モル モッ ト ク 肝 経 肝 腹 肝 肝 備 
番 性 体重 K49 、。 
マ 
mc. イ 第 第 セ 病 寄 
感 
号 別 時 mgcccc 数 水 数 _ 
8 8 230530102 250 50 5+ 14 + 0 
9 #400540102 2'50 50- 4 
10 9 450'560:10:2 2:50 :48 + 15 
K 均 422550102 25049.64.2+ 12.5, 
枯草 
247 
17 8 310540102 250 30 3+ 7 + 
330 630 102 250 4 
19 9 310.680.10.2; 2.50-.51 
20.9 310620 10 2 59 51: 3 30 
平均 300592102 25046.63.2 8 1 
S.D 
26 9 530560102 250 50 5+ 11 + 0 
27 9 460610102 250 55 5 16.+ 
28 9 530740102 250 55 5 11 + 6 
298720730102 250 53 5+ 19 + ft 
30 9530660102 250.55 3 13 
死亡 
平均 554 605 102 250 54 4.6 


弱体 化 を 計り , そ の うえ で , 枯草 菌 を 投与 し て , 枯草 菌 療 
け の 作用 を 発揮 させ る こと を 期待 し た 実験 で あつ て , 処 
3 表 の よう な 結果 が 得 ら れ た わけ で ある が , 三 系 の 枯 
菌 の 間 に 若 干 の 優劣 は 見 られ る が , 感染 率 は 100% で 導 
り , 死亡 率 , 腹水 の 状況 , 肝臓 病変 度 , 寄生 躍 体 数 等 人 
れ の 項目 に お いて も , 第 1 表 の 対照 例 に 比 し て , 著 じ 調 
高度 で ある . 実験 (2) の 成績 と は 有意 の 差 が ある と 認 8 科 
られ な い . 

虫 体 の 記載 

以上 の 実験 結果 の うち か ら 肝 蜂 忠 体 に つい て 少し 詳 B 
く 観 察する こと に する . ; 
第 4 表 は 対照 例 (第 1 表 ) の 成績 か ら 躍 体 に っ いて 中 座 
た 場合 寄生 数 の 最高 が 2 号 の 6 平均 2.8 そ 
うぅ ち 腹腔 内 に 遊 出 し た も の 隻 1.2 隻 , 肝臓 表面 に 附 着 層 箇 
て いる も の 0.3 隻 , 肝臓 の 断面 の 観察 で は 中 葉 に 0.2 供 
が 数 えら れる . 体 巾 , 体長 の 計測 は 主として 腹腔 内 に 人 遊 凍 
出し て いた 形態 の 正しい も の に つい て の み 計 測 し た . 脱 
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説 明 
肝臓 の 病変 程 鹿 を 段階 に 分 け て 説明 し た . 
次 の 写真 は その 例 と し て 示し た . 
1. 0 と 判定 (対照 例 3 号 ) 2. 2 と 判定 (対照 例 10 号 ) 
3. 3 と 判定 (24 号 ) 4. 4 と 痢 定 (11 号 ) 
5. 5 と す ) 6. 5 と 判定 (25 号 ) 
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染 肝 虫 体 (対照 例 ) 


過 腹 肝 肝 の 体 の 
割 面 計 
感 検 日 に 表 左 中 右 体 幅 
染 幅 長 
号 時 数 離 面 葉 葉 葉 mm mm 卵 
2 9 180 230 56 6 0 0 0 0 6 1.0 6.0 — 
4 8 300 450 64 3 0 0 0 0 4.0 13.0 + 
5 300 315 50 1 0 0 0 0 1 
6 380 410 56 1 0 0 0 3 — 
7 $ 210 300 55 2 2 0 0 0 4 作っ — 
t+ 9 ® 150 180 50 0 2 0 0 0 — — e 
t 10 g 310 489 46 0 4 0 0 0 6 1.5 10.0 — 
11 250 420 40 1 0 0 0 0 1 
12 4 350 485 63 0 0 0 0 2 + 
14 300 2 0 0 0 0 2 
15 g 280 450 55 0 1 0 0 0 1 — -— @ 
16 210 55 1 0 0 0 3.0 11.0 — 
計 3140 3425 661 20 10 0 0 
平 均 260 285 55 0 0.25 0 2.8 2.6 
備考 印 は 病死 他 殺 No. 9, 15, の 体 不 完 金 
第 5 表 有 (枯草 例 ) 


肝 
臓 
枯 K49 投与 例 
11 460 470 40 16 4 0 0 1 7 8.4 
12 9g 480 420 37 20 5 2 3 1 31 2.0 7.0 - 6 
13 $ 400 700 48 21 7 1 1 1 31 1.5 5.5 — 半 
14 400 640 43 10 17 0 31 — 
15 460 600 48 7 15 1 0 25 の 
40 300 350 30 17 4 0 0 0 24 1.0 
平 均 433 530 42 15 6.7 
草 274 投与 例 
33 16 3 1 30 19 54 
$3 480 630 57 1 10 1 4 9 16 2.5 
23 9 430 680 56 4 9 2 3 1 19 0 
24 9 740 810 56 4 12 0 3 0 19 88 うう — 
25 $ 490 420 35 41 5 0 1 0 47 光 7.5 — 3 
38 9 380 300 56 10 19 0 7 0 31 1.6 CR 
39 $ - 950 310 56 4 5 1 0 0 10 1.5 
平 均 438 497 50 11 BS 8.4 
枯 草 S.D 投与 例 
31 9g 500 540 55 1 5 1 1 0 8 1:2 6.0 — 
32 $3 630 580 55 3 13 1 2 1 WD 9.0  — 
33 580 540 49 1 0 0 0 3 
34 9g 550 600 49 0 0 2 2 1 15 — — — 
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均 巾 は 2.6mm, 体長 11.5mm この こと は , 感染 経過 日 
数 55 日 間 の 発育 の 程度 を 示す も の で ある . 経過 日 数 63 日 
へ ~64 日 の 4 号 , 12 号 , 14 号 に は 和 賃 弱 な が ら 忠 卵 が 見 られ 
る . 

第 5 表 は 実験 (2) の うち の 中 体 事項 で ある が , K49 の 
枯草 菌 の 場合 は , 経過 42 日 間 に 忠 体 は , 体 巾 1.9mm, 体 
長 8.0mm を 示し , は 見 られ な い . は 16~31 
平均 26.7 隻 で ぁ つ て. 内 14 令 が 腹腔 内 に 遊離 , 肝臓 表 
面 に 見 られ た も の 8.6 隻 , 肝臓 の 断面 左 葉 に 0.8 隻 , 中 
葉 に 1.5 隻 , 右 葉 に 0.5 令 が 見 られ た . 枯草 菌 274 投与 
実験 で は 平均 50 日 の 経過 中 に 忠 体 は 16~47 隻 , 平均 25 
令 が , 発見 場所 は , 腹腔 内 に 11 隻 , 肝臓 表面 に 8 隻 , 肝 
臓 の 断面 に 0.7 令 , 中 葉 に 2.3 隻 , 右 葉 に 0.1 隻 が 見 ら 
れ た . の 体 巾 は 2.3mm, 体長 8.4mm で あぁ つて , 
卵 は 見 られ な い . 枯草 菌 SD の 投与 試験 で は , 平均 50.2 
日 経過 中 に 8~20 隻 , 平均 11,5 令 が 発育 し , 内 腹腔 内 
遊離 の も の 1.2 隻 , 肝 騰 表面 に 8.5 隻 , 断面 の 右 葉 に 
1.0 隻 , 中 葉 に 1.7 令 , 右 葉 に 0.5 隻 , 中 体 の 体 巾 は 
2.2mm, 体長 9.3mm で あぁ つて, 由 卵 は 認め られ な い . 
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第 6 表 に 集計 し た , Chlormycetin 枯草 菌 投与 例 の うぅ うち, 
枯草 菌 記 49 の 例 で は 約 50 日 の 経過 中 に 平均 16 令 の 忠 体 
が 見 られ る . 腹腔 内 に は 0.8 隻 , 肝臓 表面 に 8.8 隻 , 肝 
臓 の 割 面 左 葉 に 0.8 隻 , 中 葉 に 1.6 隻 , 右 葉 に 0.6 隻 が 
見 られ た . 由 体 の 巾 は 3.5mm, 長 さ は 10.3mm に 成長 
し て いる . 曰 均 は 見 られ な い . 枯草 菌 247 で は , 経過 
46.6 日 中 に 平均 9 令 が 発育 し て いる . 由 体 巾 2.8mm, 体 
長 は 9.5mm で あぁ つた. 

枯草 菌 SD 投 与 例 で は 54 日 の 経過 中 に 寄生 虫 体 は 平均 
14 隻 , 虫 体 の 巾 2.5mm, 体長 9.5mm に 発育 し て いる ご 
と が 見 られ た . 

以上 の 成績 を 集計 し て 第 7 表 を 作り , 
知る こと た . 

この 第 7 表 か ら 見 られ る こと は , 肝臓 表面 , 或 は 肝 肛 : 
を 離れ て 腹腔 内 に 存在 する も の が 断然 多く 82% を 示し て 
いる こと は , 対照 例 に 比 し て , 特徴 的 で あつ て , 枯草 功 の 
影響 の 重要 な る 現れ で あろ う . 残り の 18% の 分 布 は 各 葉 
に 断面 を ー つ 宛 作 つて 観察 し た に 過ぎ な い が , 一 つの 傾 
向 を 知る こと が 得 ら れる と し て , 興味 ある も の で ある . 


寄生 分 布 状 況 を 


第 6 感染 肝 虫 体 (Chloromycetin 枯草 投 与 例 ) 


経 


体 調 


臓 の 
面 


割 


中 


— 


| 


| 


240 
310 
330 
310 
310 


300 


腹 合 虫 体 の 
Chl 枯草 K49 例 
6 $ 460 520 50 1 2 0 0 
8 9 230 530 50 0 0 2 - 
9 9 400 540 50 1 0 3 1 2 a 
] 10 450 560 48 1 0 1 2 
Chl 十 枯草 247 投与 例 
460 50 0 6 1 1 0 ー 
570 30 0 4 0 2 0 - 
4 630 51 2 6 3 2 
680 51 0 6 0 1 0 ご - 
Chl+ 村 苗 S.D 投与 例 
30 530 660 55 2 13  — ー 
平 均 554 605 54 
( 25 ) 


第 7 表 肝 体 寄生 部 位 調査 


“Chloromycetin 十 枯草 菌 274 4 30 
"Chloromycetin 十 枯草 菌 S.D 1 49 


谷 計 205 286 
35 48 


表 右 右 
件 内 面 
対 20 40 0 0 33 
枯 草 5 3 160 
枯 草 2 176 
4 
4 3 
4 0 
6 2 
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本 実験 は 肝 稀 の 発育 史 の 中 で も 特に 基本 的 事項 に 関連 
し て いる こと が ら で あ る と 共に , その 事項 を 基準 に し て 
始め て 考え られ る 病理 学 的 検索 を な すこ と に も 秒 接 な る 
関係 が ある か ら , 以下 , 従来 の 文献 を 参照 し つつ 考察 し 
た い . 

1. 寄生 中 学 考察 

(1) 終 宿主 動物 の 消化 管内 に お ける metacercaria の 
被 電 脱出 機転 並 に その 部 位 的 関係 , 

宿主 の 消化 管内 に 摂取 され た mc か ら 幼 躍 が どの よう 
な 機転 を も つて 脱出 する か に つい て は , 今日 も な お 明確 
で ある と は いえ な い . 一 般 に 肝 虹 の 発育 史 を 論ずる 人 の 
注意 は , 鹿 ろ こ の 脱 論 機転 に つい て は 殆 ん ど 省 る こと な 
く , 或 は 見 過 し , それ か ら 先 の , 腸管 を 通過 する か , し 
な いか , 腸 壁 を 通過 し た 場合 , その 後 ど の 経路 を 通 つ て 肝 
' 剛 に 到達 する か と いう こと に 注意 が 向け られ て いる か の 
よう に 見 受け られ る . Leuckart(1883) は 先ず , mc. は 和 宿 
主 の 胃 に 達し , 胃液 の 作用 で 壁 は 粗 と な り , 機 を 得 て 脱出 
し て , 総 輸 胆管 を 通 つ て 肝臓 に 到達 する と いう と ころ の 
胃液 消化 説 を と な えて いる . 白井 (1927) は 人 工 胃 液 (0.2 
9% の 塩酸 水 + 1 % の 割 に ペ マ プ シ ン を 加 う ) を 使っ つて 実験 
を 重ね て いる が , 遂に 何等 異常 を 認め て お ら な い . mec. 
の 外壁 が 二 層 か ら 出 来 て いる , この 外層 が 若干 影響 され 
た 程度 で ある と し て いる . その 後 の 試験 管内 や モル モツ 
ト 使 用 の 実験 の 結果 で は , mc. は 胃液 で は 何等 影響 を 受 
本 な い , 腸管 内 に 送り 込ま れる と , 腸 内 の 消化 液 の 作用 
を 受け て , 順次 外層 か ら ゆ る や か に な る . その 壁 の 破れ 
る こと め 進 備 は 独り 消化 液 の 化学 的 作用 に 基 ず くも の で 
な くし て , 腸管 の 内 容 な ら び に 粘膜 面 と の 摩擦 に よ つ て 
の 二 次 的 に 克 離 され うす く な る と 同時 に , その うち に お 
ける 幼 忠 体 が 宿主 体温 の 影響 を 受け て 運動 學 進 し , 内 部 


( 26 ) 


か ら 旗 壁 を 突破 し て 遊 出 する も の で , 最初 か ら 忠 体 が 自 
動 的 に 壁 を 破 つ て 飛び 出す も の で は な いと 云 つ て いる . 
腸管 内 に お ける 幼虫 の 脱出 部 位 に つい て は , 諸 実 験 の 
結果 , 胃 は 幼虫 体 の 被 槍 脱 出 部 位 で な くし て , モル モツ 
ト の 実験 で は , 十二指腸 起 始 部 か ら 40~110mc. 間 に す 
べ て を 認め て いる . 私 の 枯草 菌 を 投与 し て 行 つ た この 実 
験 に お いて , 先ず 考え られ る こと は , Fh. mc. の 脱 論 機 
転 に 、 どの よう な 影響 を 及ぼ す で あ ろう か と いう こと で 
ある が , その 証明 は 次 の 研究 機会 に 譲ら ちな けれ ば な ら な 
い . し か し な が ら 予 想 さ れる こと は , 枯草 菌 の 影響 の うぅ 
ち , 特殊 の 酵素 , Vitamin, pH の 変化 , 或 は 抗 性 物質 産 
生 に 伴う 諸 変 化 等 で あろ う . mc. の 脱 奏 機転 に 次 で , 回 
有 の 寄生 局所 で ある 胆管 枝 内 に 到達 する まで の 経路 に つ 
いて は 次 の よう な 諸説 が ある . 

(2) 血行 説 

幼虫 は 門 腺 を 介し て 肝臓 に 到達 する も の で あぁ ある と する 
説 で あつ て Moussu 及び Henry (1911) 等 し , 
Bugee は 若 肝 肝 , 腸 間 膜 , 節 , 肺 , 横 隔 
等 より 見 出し , Davaine 等 の 血行 説 に する と 共に 
洲 巴 節 へ の 侵入 は 洲 巴 管 を 経由 する も の な り と し た . 

本 忠 の 比較 的 々 中 の 仔羊 , に 見 られ る の は , 
設 ら く 血 行 に よる 子宮 内 感染 で あろ うと 説 か れ CBloch, 


Bnchli, De Jong, Waldmann 等 ) その 後 , Schleger (1912) 


は 牛 の 胎 児 に つい て の 事実 を 証明 し , 又 Bartzack は 子 
宮内 感染 を 思わ し め る 例 を , 5 頭 の 積 に 於 て 見 出し て い 
る . 江本 は 和牛 に お いて 本 忠 の 自然 感 包 の 場合 , 変 状 は 主 
と し て 肝 左 葉 に 初発 する 点 よ り , 幼虫 の 宿主 の 腸 壁 中 に 
し , それ か ら 血 管内 に 侵入 し て 血 流 に 混 じ し, 
に 豚 管 内 に 流入 する も の で あろ うと 見 な し て いる . 即ち 
門 腺 は 肝 内 に 入る と 主流 に 向い , 他 の も の は 分 岐 状 と な 
る か ら , 幼虫 が 門 豚 流 に 乗じ て 肝臓 内 に 流入 する 場合 は 
本 流 に 乗じ て 肝臓 内 に 流入 する 場合 は , 本 流 に 乗じ て 主 
と し て 左 葉 内 に 到達 すべ き 筆 で ある と いつ て いる . 

(4) 腹腔 経由 説 

Ssinitzn は 家 兎 に 就 て 実験 し た 結果 , 幼虫 は , 輸 肥 管 
に 侵入 する も の な く , 其 の 大 多数 は 腸 壁 を 容 通 し て 腹腔 
に 出 で , や が て 肝臓 の 表面 に 達し た も の は , 包 膜 を 破 つ 
て 実質 内 に 侵入 する こと を 証明 し た . 白井 は 既 述 の よう 
に 家 兎 , モル モツ ト を 用 いて 実験 し た 結果 , Ssinitzin の 
証明 し た 移行 経路 が 主 な も の と し て いる . Bartzack,May 
小野 磯田 は 局所 性 或 は びまん 性 腹膜 炎 を 患う 牛 の 2 %, 
患 姜 の 40 % に 見 出し て いる も . Cameron も 同様 な る 記 
載 を し て いる . 


476 

1( 

る 


< 


(5) 多 経 路 説 

板垣 は 山 半 に つい て 実験 し た 結果 で は Ssinitzin の 成 
績 と 一 致 を みて いる . し か し 各個 の 幼虫 は 夫々 多く の 経 
路 を 辿っ て 肝臓 に 到達 する も の の よう で , 従 つ て , 肝臓 
も 一 様 に 著しい 変化 を 呈し , 自然 例 の よう に , 特に 左 葉 
を 侵す と いう こと は な か つた と し いて る . 

Ménnig (1934) は 氏 の 著書 に 於 て , 多 経路 な る こと を 
記載 し て いる が , 腹腔 経由 に 重き を お く . 一 色 (1944) は 
若い 牛 の 害 検 例 の 検索 に お いて , 結論 と し て , 要する に , 
諸説 の 存在 する わけ は , 研究 対象 動物 が , 種々 異な る こ 
と に よる も の と 思わ れる . 即ち , 小動物 ,. 羊 , 山 開 で は 
概して 第 (4 ) 説 に 重き を 置か れる . 和牛 な ど は 第 3 説 が 有 
力 な る と ころ が ある と し て いる . 

肝 此 の 自然 感染 例 . 或 は 人 工 感 染 例 の 報告 は 多く の 人 
に よ つ て な され て いる が , mc の 侵入 し た 教 に 対す る , 
寄生 忠 体 数 の 比率 に つい て は 、 あ まり 関心 が も た れ な い 
た めか , 感染 率 の 表現 は 少な いよ う で ある . その 中 で , 杉 
浦 は 山 羊 に Th.mc. 120 個 を 経口 投与 し た 結果 4~10 隻 
の 感染 虫 体 を 見 て いる . 小野 等 は 家 更 に よる 実験 で は 平 
均 9 % の 感染 結果 を 得 て い る . 上 野 ら (1953) の モル モツ 
ト に 集団 発生 し た 肝 蜂 症 自 然 例 で は , 1~ 5 隻 の 忠 体 を 
て いる に すぎ な い . 肝 里 症 に よる 被害 の 激しい の は , 欧 
発見 し 米 で は めん 羊 , 日 本 で は 畜生 が 高度 で あぁ つて , 牛 の 
例 で は 可 成 り 多 く の 寄 生 忠 体 を 見 る こと が で きる (勿論 
mc 数 に 対す る 寄生 忠 体 の 比率 に つい て は 明らか で な い 
が ) 要する に , めん 羊 や , 邊 に お ける 場合 より も , こ れ ら 
小動物 の 場合 は , 一 般 的 に 寄生 数 も 少な く , mc. に 対す る 
寄生 率 も 低い の で は な いか と 考え られ る . この こと は , 
本 研究 に お いて 私 の 行 つ た 実験 の うち , 前 処置 を と しない, 
即ち , 対照 例 と し て いる 16 頭 の モル モツ ト に つい て の 実 
験 成績 が , 50 個 の mc. 投与 に 対し て , 1 ~6 隻 , 平均 
2.8 食 , 寄生 率 5.5 % と いう 低 率 で あつ た こと と , 大 体 
一 致し て いる と 思わ れる . この よう に , モル モツ ント の 自 
然 条件 下 で は , 5 へ ~69%6 程度 の も の が , 肝 蜂 の 寄生 が 許さ 
れる 容量 で あつ て , 今 迄 は , 肝臓 が 受け 入れ る こと の で 
きる 範囲 の 示す と ころ で あつ て , この 許容 数 以外 の 幼虫 
は , 肝臓 に 到達 し て か ら 消 減 し て ゆく も の で あろ うと の 
考え 方 が 一 般 的 で あつ た . 然るに この 実験 の よう に , 枯 
草 菌 を 前 も つて 投与 し て 腸 内 の 枯草 菌 を 増量 し た 状態 の 
と ころ に , Fh. mc. を 感 湊 させ た 結果 53% (26 .7/50), 
48% (24.2/50) , 23% (11.5/50) と いう よう に , 4 倍 か ら 
10 倍 と 上 上 昇 を 来たし て いる . この 事実 は 何 を 意味 し て い 
る の で あろ うか . 前 述 の よう な , 宿主 の 肝臓 等 の 寄生 忠 
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を 受け 入れ る こと の 能力 に 支配 され て , 多く の mc. を 投 
与 し て も , 結局 は 許容 の 限界 で あぁ る 5 隻 か 6 隻 位 し か 寄 
生 し な いで あろ うと いう 考え 方 は , 誤っ て お つた の で は 
な か ろう か . 

自然 状態 (枯草 菌 の 存在 が 少量 で あつ た り , 全く な か 
つた り , 時 に 大 量 あ る こと も あぁ ろう) に お いて は , 先ず 
. 脱 論 機転 の と ころ で 制限 され , 或 は その 位 で 排出 され て 
し まう . 次 は 幼虫 の 腸 壁 通過 機転 に お いて も 妨 げ ら れ 
る . それ か ら 胆 管 に 到達 する 経路 に お いて も 幾 多 の 障害 
が 記 る で あろ う . この よう な 障害 が , 枯草 菌 の 存在 に よ 
つて , 取り 除 か れ , 脱 論 が 早く , 容易 に 行わ れる , 腸 壁 
の 通過 , 肝臓 へ の 到達 が 容易 に な る と いう こと の 結果 が 
般 く べき 成績 を 来たし た こと で あぁ ろう . 然 ら ば , 以上 の 
よう な 能力 が 枯草 菌 の 機能 と し て あぁ る か , どの よう な 機 
転 に よる も の か 等 に つい て は , 将来 に 残さ れ た , 最も 興味 
深い 研究 課題 で ある . 実験 (3 ) に お いて Chloromycetin 
投与 の 効果 は , 必ず し も , その 作用 は 明確 で は な か つ 
た . し か し , 枯草 だ け の 影響 に つ て . の 感染 
が 強化 , 促進 し 得る の で は な いか と の 観察 が で きる . 勿 
論 直 ち に 結論 を 出す こと は 尚早 で ある が , 対照 例 よ り も 
何れ も 高い 成績 が 得 ら れ た こと は , 肝 此 の 感染 成立 に 重 
要 な 役割 を する も の で ある と いう こと を 裏書 きす る 資料 
に な つた も の と 信じ し てい る. 

肝 蜂 の 感染 に よる 病変 の 程度 , 死亡 率 等 は , 経過 日 数 
が 平均 50 日 前 後 の 短 い 期 間 に 限 られ た 結果 で ある が , 虫 
体 の 寄生 数 の 増加 に 伴 つ て 病変 程度 も 腹水 量 も 増加 し , 
死亡 率 も 高く な つて いる と 概観 され る . この こと に つい 
て は 病理 学 的 検索 を 重ね て 詳細 に 第 二 報 で 記し た い . 

寄生 虫 体 に つい て , 

枯草 投与 例 に お いて は , 対照 に 比 し て , 著 
し く 増 加 し て いる こと は 前 述 の 通り で ある が , その うえ 
に 注目 され る こと は , 腹腔 内 に 遊 出し て いる 数 の 特に 多 
いこ と で ある . これ は , 経過 日 数 の うち で の 観察 時 期 に 
も 関係 おぶ お ある も の と 考え られ る が , 25 号 の 如き は 50 個 の 
mc. を 与え た うち 41 隻 の 忠 体 を 腹腔 で 見 出し て いる . 他 
の 例 も 著しく 増 数 の 傾向 が 顕著 で あぁ ある, な お , 肝臓 表面 
に 観 ら れる も の まで 合計 する と , 寄生 数 の 大 部 分 が 肝 有 農 
を 逸脱 する 傾向 に ある と 認め られ る . この こと は , 同時 
に 肝臓 の 病変 度 (肉眼 的 観察 に よる ) に 比例 し て いる も 
の と 思わ れる . 即ち 肝臓 に お ける 病巣 面 績 の 増加 に 伴い 
虫 体 が 脱出 し た 結果 で あろ うと 考え られ る . 牛 や 羊 で 肝 
軒 症 に よる 銘 死 例 で , この モル モツ ト の 場合 と 同様 に , 
出血 を 伴う 腹水 の 増量 と , 多数 の 遊離 忠 体 を 見 る こと が 
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あぁ る. 

虫 体 の 計測 値 か ら 一 つの 傾向 と し て 見 られ る の は , 動 
物 の 体重 に 応じ , 忠 体 数 に 反比例 し て 体 巾 が 大 で あぁ ろう 
と いう 和 常 織 的 な 傾向 が 見 られ る . 

第 7 表 に 肝 肛 の 左 葉 , 中 葉 , 右 葉 に 夫々 , 場所 を 同じ 
くし て , 縦 に 割 を 入れ て , その 割 面 に 見 る こと の で きる 
虫 体 数 を 集計 し て いる . その 数 値 は , 一 つの 傾向 を 知る 
た め に は 有意 義 で ある と 思わ れる . 左 葉 に 若干 多く 見 ら 
れる 結果 が 出 て いる が . モル モツ ト に お いて も . 前 述 の 
多 経 路 説 , 血行 路 説 と の 関連 が うか が われ , 興味 深い も 
の が ある . この こと は , 病理 学 的 に , 忠 体 の 移動 に 伴う 
病変 の 発生 順序 等 に も 関連 が 予想 され て 注意 を ひく も の 
で ある . 

以上 要する に , 肝 蜂 の 感染 率 , 寄生 忠 体 数 , 死亡 率 等 
を 観察 し , 比較 検討 し た 場合 緒言 に お いて 考慮 し た と 
ころ の 、 腸 内 に 常 在 する 枯草 菌 が , 肝 蜂 が 感染 する 場合 
に 強く 影響 する も の で ある こと は 明白 で ある. 膨 碧 が 草 
食 或 を 好適 宿主 と し , 犬 に は 感染 し な いと いう 重要 な 事 
実 の 一 部 が 証明 され た 訳 で ある . 

結 論 

動物 の 腸 内 細菌 薄 は , 動物 の 種類 に よ つ て 一 つの 傾向 
を 示す の で ある が , その うち で , 特徴 的 に 存在 し て いる 
と 認め られ る 細菌 と , その 動物 を 好適 の 宿主 と し て いる 
映 中 (消化 管 経由 感染 する も の ) の 感染 機転 と に , 特別 
の つなが り が ある の で は な いか と の 考慮 か ら , 全く その 
よう な 関係 に ある 枯草 菌 を モル モツ ト に 飲 ませ た 後 , 
Fh. mc.. を 投与 し て , 感染 の 実験 を し た 結果 , 次 の よう 
な こと が 明らか に な つた . 

1. 肝 蜂 の 感染 率 で は , 対照 例 が 75% で ある に 対し て 
枯草 菌 投与 例 で は , 何れ の 菌株 と も に 100% を 示し た . 

2. 感染 中 体 数 は 対照 例 で は , 2.75 隻 (1~6), 枯草 菌 
投与 例 で は , 菌株 別に より 26.7 隻 (21~31), 11.5 隻 (8 
~15) と 著しい 増加 を 示し た , 

3. 肝 蜂 症 に よる 死亡 は , 対照 例 で 12.5%, 枯草 菌 投 
例 で は , 菌 種 別に より 83%, 579%%6, 509%6 で ある . 


4. Chloromycetin 十 枯草 菌 投与 例 の 成績 は , 枯草 苗 
投与 例 と 有意 の 差 は な い . 

5. 肝臓 の 病変 程度 , 腹水 ( 殊 に 出血 ) 著 し く 増 強し て 
いる . 


終り に 森田 教授 に 敬意 を 表す る と 共に 終始 御 る 
御 指導 を 賜わり まし た 田中 秋 三 教授 に 心から 謝意 を 表し 
ます . 同 教 室 永 井 博 士 の 御 援 助 た 対し 3s 礼 を 申し ます . 
中 重 な 苗 株 を 提供 きれ た 秦 興 世 学 士 , 郎 田 学 士 , 助言 , 
協力 援助 を いた だ いた 一 色 教 授 , , 本 君 に 
心 感謝 し ます . 


1) 於 区 郎 (1944) : 若き 朝鮮 た け る 肝 
(Fasciola hepatica) の 感染 率 , 朝鮮 博物 学会 誌 , 
x (39) 21~30. 

2) 上 野 計 ・ 福 所 金 松 ・ 尾 形 藤 治 (1953) : 集団 的 
に 発生 し た 肝 症 た に た ついて, 誌 , 2 
(1), 118 (会 ): 

3) 小野 豊 ・ 磯 田 政 恵 (1951) : 肝 疲 の Cercaria は 
被 響 後 何 日 程 で 宿主 に 感染 可能 か , 日 獣 学 誌 , 13 
(6), 347. 

4) 小野 豊 ・ 磯 田 政 恵 (1952) … 肝 里 症 に 関す る 研究 

(3) メタ セル カリ ア に 依る 家 兎 感染 実験 ; 日 獣 学 

誌 , 15(3), 189~201. : 

越 ・ 光 知 足 (1958) : 腸 内 細菌 存在 

意義 QD), 日 11 (1) 1~7, 

11 (2), 99~53, 11 (3) 97~101. 

白井 光 次 (1927) : 肝 感染 に 関す る 研究 補遺 

実験 医学 誌 , 11, 194~233. 

Leukart, R. (1883) : Die Parasiten des Mens- 

chen die von ihnen Herrithrenden Krankheiten. 

2 Sepgg. (1186~1901). 

Ssinitzin, D. (1914) : Neue Tasachen tiber die 

Biologie der Fascijola hepatica, Zbl. Bakt., 74, 

280. 

岩科 一 治 ・ 宗 形 光 蔵 ・ 清 水文 康 ・ 松 田 一 男 ・ 野 村 

歩 ・ 橋 口 裕 治 ( 家 衛 試 九州 ) : 実験 小動物 に た 於 け 

る 肝 蜂 の 自然 感染 例 に つい て , 日 本 油 医学 誌 , 18 

(附録 ) 106~107. 


る 


9 


28 ) 


INFECTION MECHANISMS OF HELMINTH AND PATHOLOGICAL 
STUDIES ON THE EFFECT OF INTESTINAL MICROORGANISMS 
RELATIONSHIP BETWEEN B. SUBTILIS AND A 
MECHANISM OF INFECTION WITH 
FASCIOLA HEPATICA 
(1) PARASITOLOGICAL OBSERVATIONS ON GUINEA-PIGS 


TANEHIRO HIGASHI 
(Department of Veterinary Science, College of Agriculture, University of Osaka Prefecture) 


Wholly acceptable explanations have not yet been presented for the host-specificiy of 
helminths and a mechanism of infection with the parasite. 

Guinea-pigs were orally administered the cell suspension of B. swbills, a common but spe- 
cifiic intestinal inhabitent of the herbivorous animals, and then given metaceria of Fasctola hepatica, 
in order to study the interrelationships between the existence of peculiar micrcorganisms and a 
mechanism of infection with F hepatica through the intestines. 

Following results were obtained : (1) infection rate ; 75% in case of no bacterial administra- 
tion, 100% in the presence of B.subtillis (three strains of the bacterium were tested), (2) number 
of the infected parasite ; 2.75 (control), 26.7, 24.2 and 11.5 (experimental) for three strains of the 
microorganism, respectively. 

Pathological investigations revealed, in case of bacterial pretreatment, remarkable changes 
in the intraperitoneal inflammation, especially in abdominal dropsy and in the hepatic degeneration, 


followed by increment of death rate of the animals ; 12.5% in controk ones to 83, 57 and 50%. 
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鉛 虫 卵 検査 法 の 再 検 対 


検査 時 に け る 浮 法 ょ び 培 法 の 


本 邦 に お ける 多 忠 保有 者 の 分 布 は , 厚生 省 に よる 広汎 
な る 集計 デー タ に よる と 全国 平均 釣 虫 感染 率 は 約 4~ 5 
% と な つて いる . し か し この よう な 感染 率 を も と め る 場 
合 に お ける その 基調 と な つて いる デー ター は , 主として 
保健 所 お よび 衛生 研究 所 で 行 つ た 一 般 検 便 成績 に よる そ 
れ で あり , この 場合 に お ける 検査 方 法 も , 普通 の 直接 塗 
抹 標 本 1 ~ 3 枚 が 主体 と な つて いる の で , 多 虫 卵 検査 を 
目的 と し た , より 検出 精度 の た か い 検 査 法 , た と えば 飽和 
食塩 水 浮 蓄 法 を 用 いて 検査 し た な ら ば , は る か に 高い 陽 
性 率 が えら れる は ず で ある . 実際 そう し た 高 精度 の 検査 
法 を 用 いて 行わ れ た 場合 に お ける 諸家 の 多 忠 卵 検査 成績 
を みる と , いずれ も 上 記 の 感染 率 を は る か に 上 稀 つ た 陽 
性 率 が み ら れ , 本 邦 過 山 村 に お ける 多 忠 感染 率 は , と く 
に 高緯度 の 実 冷 地 は 別 と し て , 平均 20~30% な いし は そ 
れ 以 上 と 推定 され て いる (小宮 , 1958). 

そう し た 多 忠 感染 の 実態 が あぁ あきらか に な る に つれ , 近 
年 よう や く 同 虫 対策 の 重要 性 が 一 般 に も 認識 され る よう 
に な り , その 結果 と し て 釣 虫 問題 は いま や 厚生 行政 上 の 
重要 課題 の ーー つっ と し て と りあ ぁ あげ られ る まで に いた つて い 
る . そし て その 検査 に は , 現在 で は 卵 検 出力 の 高い 飽和 
食塩 水 浮 海 法 を 採用 する こと が 原則 と され て いる (厚生 
省 , 1958). 

便 中 の 釣 虫 卵 ( 仔 忠 ) の 検出 に は , 上 記 集 卵 法 の ほか 
に 最近 で は 濾紙 培養 法 も か な り 汎 く 行 われ て いる . 培養 
_ 法 の 釣 虫 卵 ( 仔 忠 ) 検出 の 精度 は , それ が 適切 に 行わ れ た 
場合 に は きわ め て 高く ふつ うに は 人 和 飽和 食塩 水 浮 海 法 の 
それ より も 優る と 考え られ て いる . その よう な 考え か ら 
釣 虫 駆虫 剤 投与 後に お ける それ の 効果 判定 時 に は , いわ 
ゆる 「 見 か け の 陰 転 」 の 介在 を で き う る だ け 小 さく お さ 


多 卵 検出 力 に つい て 一 


小宮 義孝 小林 昭夫 杉山 太 幹 久 津 見 晴彦 
: 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 


(昭和 35 年 4 月 1 日 受領 ) 


えよ うと する 意図 の も と に , 検出 力 の た か い 培 養 法 を 浮 
と 併用 する こと が すす め ら れ て いる (小宮 ら , 1959) . 

し か し すでに 著者 ら が 説い た よう に , 培養 法 は , それ 
が 本 来 卵 の 発育 , 此 化 , 仔 中 の 発育 と その 走 性 を も ふく 
む 一 連 の 生物 学 的 な 機 庁 を 基調 と し て いる わけ で ある か 
ら , た ん に 物理 的 な 操作 だ け で 行わ れる 浮 蓄 法 に 比 す れ 
ば , それ だ け 貝 卵 検出 力 の 安定 性 に と ぼ し いと も 考え ら 
れる . と くに 実 冷 期 に お いて , 被 検便 が 検査 に うつ され 
る まで に ある 程度 まで 低温 に 蝶 され て 保存 され た よう な 
場合 に は , いち じ る し く 検 出力 が 低下 し て し まう こと が 


容易 に 考え られ うる. また 事実 そう し た 事例 に 該当 する ・ 


と 考え られ る デー タ る も 散見 され て お り , 培養 法 施行 に と 
も な うこ の よう な 危険 性 に つい て は すでに 指摘 し た ( 小 
宮 ら , 1955, 1959). 
そこ で 著者 ら は 冬期 釣 虫 卵 集団 検査 時 に お いて , ほぼ 
ふつ う の 手 順に し た が つて 行わ れ た 場合 に お ける 上 記 浮 
, 培養 法 の ( 仔 虫 ) 検出 力 に つい て の 比較 試 
験 を 埼玉 県 深谷 地区 の 一 般 農 民 を 対象 と し て 実際 に 行っ 
な お 同時 に 飽和 食塩 水 浮 海 法 に つい て , 各地 保健 所 , 
寄生 躍 予防 協会 等 の 検査 機関 で は , 浮 検 査 に 用 いる 試 
験 稿 と し て , 中 試験 答 の か わり に 小 試験 管 で 代用 し て 行 
つて いる と ころ も 多い 実情 に あぁ る の で , 被 検便 を 同一 と 
し て 中 試験 管 , 小 試験 管 各 同 時 使用 時 に お ける 釣 貝 卵 検 
出力 に つい て の 比較 検討 を も 行 つ て みた . 以下 は その 報 
告 で ある . 
中 試験 管 浮 洗 法 と 小 試験 管 淫 渡 法 の 
多 虫 卵 検出 力 に つい て の 比較 試験 
被 検 対象 は 埼玉 県 深谷 市 藤沢 地区 在住 の 一 般 農 民 605 


本 研究 の 一 部 は 千代 田 生 命 厚 生 事 業 助 成金 の 補助 に ょ つた . 記し て 許す . 
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これ を 昭和 34 年 12 月 16 日 , 17 日 の 両日 に わた 
り 。 それ ぞ れ 中 試験 管 お よび 小 試験 管 を 用 いて 飽和 食 
塩水 浮 (1 回 ) に と に よ つ て 検査 を つ た. 上 記 
対象 の うち . 両 種 試験 往 に よ つ て 同時 に 検査 可能 で あつ 
た も の は 159 名 で あぁ つた . ちな み に 同 地区 の 平均 多 虫 争 
陽性 率 は 59.9 9。 ( 小 試験 管 浮 1 回) で , 度 の 
か な り 高 い 地 区 で ある (第 1 表 ). 


第 1 表 埼玉 県 深谷 地区 一 般 農 民 の 釣 虫 卵 保 有 率 
(飽和 食塩 水 浮 洲 法 1 回 ) 


区 人 員 陽性 者 率 
12 月 16 日 集 便 群 300 185 61.7 
日 集 便 293 170 
計 593 355 59.9 


比較 試験 の た め に 使用 し た 試験 管 は , 中 試験 入 と し て 
みつ うに 用 い っ れ て いる 管内 径 15mm Xx 管長 170mm の 
も の を , また 小 試 験 往 と し て は , 内 径 15mmx 管 長 80 
mm の も の ( 両 管 と も 内 径 は 同一 , 管長 は 約 2:1 の 比 
と な つて いる ) を 用 いた . 

これ ら の 試験 管 を 用 いて 実際 に 採 便 し た 場合 の 便 量 を 
衝 量 し た と ころ , 中 試験 管 使用 時 に は 600~700mg, 小 
試験 管 使用 時 [に は その 約 半 量 300~400mg で あぁ つた . 

浮 湊 時 間 は ほぼ 40 分 か ら 1 時 間 ま で の 間 と し , 浮上 
虫 卵 の 採取 に は すべ て 同一 大 (18X18mm) の 清浄 な ヵ 
バー グラ ス を 用 い , 作成 標本 の 全 視 野 を 鏡 検 し , 釣 忠 卵 
数 の 算定 を 行っ つ た. 

成 績 

12 月 16 日 、17 日 の 2 日 間 に 集 便 さ れ た 便 の うぅ うち, 中 
試験 管 と 小 試 験 管 と を 用 いて 同時 に 浮 検 査 を 行い えた 
159 件 に つい て ,、 それ ぞ れ の 方 法 で 検査 し て えら れ た 多 


第 2 表 中 試験 と 小 試験 法 の 
負 虫 卵 検出 力 ( 各 1 回 検査 ) 
卵 発見 程 
訳 


+ ー 
98 61.6% 24 37 37 6i 


中 試験 管 法 159 
小 試験 管 法 159 


所 18X18mm ヵ カバ ー ダ ラス 全 視 野中 の 虫 卵 数 
100= 以 上 

E 10~99= 


ヒ 1~ 9= 
を 発見 し な か つた の 
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虫 卵 陽性 率 は 第 2 表 に し め さ れ る . この 表 に よれ ば , 中 
試験 管 使用 時 の 躍 卵 陽性 者 は 159 名 の うぅ うち 98 名 で 陽性 率 
は 61.6 % で あり , また 小 試験 管 使用 時 の 陽性 者 は 102 
名 (陽性 率 64.2 %) と な つて いる . 両者 陽性 率 は きわ め 
て 近接 し た 値 で あり , この 間 全 く 有 意 差 を みとめ えな い 
値 =0.22). 

た 両 試験 管 法 に よ つ て 発見 され た 虫 卵 密度 分 布 に つ 
いて みて も , 同 表 右 欄 に みる よう に 大 差 を みとめ えな か 

な お 両 種 試験 管 法 に よる 成績 の 一 致 庶 を 虫 卵 検出 の 有 
無 に よ つ て みる と , 第 3 表 に し め さ れ る よう に , 両者 と 
も に そろ つて 由 卵 陽性 また は 陰性 で あつ た も の は 159 名 
の うち 139 名 で , 87.4% に 相当 する . その 他 の 20 名 は , 
両者 に お いて 陽性 , 陰性 の 結果 が くい ち が つ た も の で あ 
る が , その うち 中 試験 管 法 で は 8 名 が , また 小 試験 管 法 


第 3 表 両 種 試験 管 使用 時 に ける 検査 成績 の 一 致 席 


府 


試験 も 一 致 こ ゃ に 90 


49 
中 試 陽 必 小 試 陰性 


中 試 陰性 , 小 試 陽性 12 


表 中 , た ん に 中 試 と ある は 中 試験 管 法 , 小 試 と ある は 
小 試験 管 法 を 意味 する 


159 


同上 不一致 
20 (12.6%) 


で は 12 名 が 陽性 結果 を し めし て お り , この 間 に も 差 を 
みとめ る こと は で き な い . この 20 例 は , いずれ か の 試験 
管 に よ つ て 結局 は 躍 卵 が 検出 され た 事例 で ある が , その 
発見 躍 卵 数 を みる と , その うち の 大 多数 (18 例 ) が 全 
視野 中 9 = 以下 の 軽 感染 例 と 考え られ る 階層 に 属し て い 


小 試験 管 浮 法 と 紙 
に よる 釣 虫 卵 検出 力 比 較 試験 


前 お いて 飽和 食塩 水 浮 法 に る よ 卵 検査 の 場 
合 に , 使用 試験 入 と し て 中 試験 管 の か わり に 小 試験 管 を 
使用 し , 採 便 量 も 後者 で は 前 者 の 約 半 量 300~400mg と 
し て これ を 行 つ た 場合 で も , その 他 の 条件 を 一 定 と し た 
場合 に は , ほとん ど 全 く 同 一 の 虫 卵 検出 力 を し めす こと 
が 明らか に な つた . 

そこ で 飽和 食塩 水 浮 法 に よる 多 卵 検出 力 と 紙 


= 
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養 法 に よる それ と の 比較 試験 に は , 浮 法 に 用 いる 容器 
と し て は 前 記 格 の 小 を 用い, 浮 作 , 卵 算 
定 等 に つい て も 前 項 に お ける と 全く 同様 に し て これ を 行 
い , また 培養 法 に は 前 記 規 格 の 中 試験 管 を 容器 と し て 使 
用 し , 型 の ご と く 短 冊 型 に 切っ つた 紙 に 便 を 塗布 し て か 
ら , これ を 蒸溜 水 を 入れ た 試験 管 中 に その 一 部 を ひたし , 
管 口 を ゴム 栓 で 客 栓 し て か ら 28°C の 身 卵 器 内 に 2 週間 
保存 , 2 週間 後に 培養 水 全部 を 別に と り , その な か の 活 
出 仔牛 に つい て 錯 検 , その 数 を 算定 し た . な お 別に 仔 中 
の 種別 に つい て の 同定 を 行 つ た . 採 便 量 は 浮 洲 法 施行 時 
300~400mg, 培養 法 時 200~250mg で あぁ つた. 

被 検便 は 両 種 検査 法 施行 に つき 同一 便 と し た . 

さて , 冬期 低 気温 下 に お ける 多 虫 卵 の 培養 検査 時 に は 
排便 か ら 集 便 ま で , さら に 集 便 後 こ れ を 採 便 し て 培養 に 
うつ すま で に お ける 便 の 保存 条件 , と り わ け そ の と き の 
温度 条件 に よ ょ つて 中 卵 検出 率 が いち じ る し く 影 響 さ れる 
で あぁ ろう こと は 先 き に も 述べ た . そこ で 培養 法 実施 まで 
の 過程 と 便 保存 期間 中 に お ける 同 保存 場所 の 気温 に つき 
具体 的 に これ を し め せ ば 次 の 如く で ある . すなわち 被 検 
者 対象 の うち の 一 群 に つい て は , 12 月 16 日 午前 中 に 集 
便 し , 同日 午後 現地 の 熊谷 保健 所 に お いて 浮 法 を 施 
行 , 他 の 一 群 に つい て は 翌 12 月 17 日 午前 中 に 集 便 , 同 
日 午 後 同 上 保健 所 で 浮 法 を 行 つ た . 浮 検 査 を 行い え 
た これ ら の 便 の 残余 部 分 は 一 括 し て 同月 18 日 午前 中 に 東 
京 , 予 研 まで これ を 運搬 し , 同日 午後 予 研 に て, まず 12 月 
16 日 集 便 分 の 便 に つき 培養 操作 を 完了 し , 翌 19 日 午前 よ 
り 午後 にかけて 17 日 集 便 分 の 便 に つい て 培 差 を 行い これ 
を 完了 し た . し た が つて 集 便 より 培養 開始 まで の 経過 時 
間 は 16 日 集 便 分 に つい て は 2 昼夜 以上 翌 17 日 集 便 分 に つ 
いて は 約 2 昼夜 と いう こと に な る . な お 集 便 は 排便 後半 
日 か ら 1 日 な いし 2 日 経過 し て か ら 行 われ た と 推定 され 
うる の で , 上 記 の 経過 時 間 は 排便 時 か ら こ れ を 計算 する 
と さら に 若干 加算 され る こと に な る . さて 集 便 後 に お け 
る 便 保 存 場 所 の 気温 に つき 測定 し た 結果 は , 16 日 午前 か 
ら 17 日 午前 まで 1°~14°C, 17 日 午前 ~18 日 午前 4*~10° 
C, 18 日 午前 ~19 日 午前 13.5°C~21°C と な つて いる . 

成 

上 記 集 便 日 を 異 に する 2 群 の 便 (排便 日 も お お むね 1 
日 ずれ る ) に つい て , それ ぞ れ 小 試験 管 浮 湊 法 1 回 施行 
時 と 濾紙 培養 法 1 回 施行 時 の 釣 虫 卵 検出 に つい て の 比較 
試験 成績 は 第 4 表 に みる と お り で ある . 

表 よ り 初 日 (12 月 16 日 ) 集 便 群 に つい て は , 被 検 人 員 107 
名 中 浮 涯 法 で 躍 卵 陽性 の も の 69 名 (64.5%), 培養 法 で は 
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陽性 者 25 名 (23.4%) で あぁ あり, また 翌日 (12 月 17 日 ) 集 
便 群 に つい て みる と 被 検 人 員 154 名 中 浮 蓄 法 で は 100 名 
(64.9%), 培養 法 で は 42 名 (27.3%) が 各 陽 性 で あぁ つ っ 
た . いま 各 検 査 法 ご と に 集 便 日 を 異 に する 両 被 検 衝 の 中 
卵 陽性 率 を みる に , いずれ も ほぼ 同一 の 陽性 率 で あり , 
検査 法 に し て 同一 な る 限り , 集 便 日 の 別に よっ つ て は ここ 
で は 差 が みとめ られ な い の で , これ を 各 検 査 法 ご と に 集 
計 し て みる と , 浮 海 法 施 行 時 の 躍 卵 陽性 率 は 261 名 中 169 
名 (64.8%), 培養 法 施 行 時 の それ は 67 名 (25.7%) と 
な る . 結果 は あぁ きら か に 浮 海 法 の 方 が 培養 法 よ り も より 
高 率 を し めし , 後者 の 陽性 率 は 前 者 の それ の りり リ 2.s に し 
か 過ぎ な か つた . この 両 陽性 率 間 の 差 は 〆? 検定 法 に よ 
り 1 % 以 下 の 危 険 率 で 有意 で ある (x? 値 =80.5). 

な お 培養 法 に よ つ て 洗 出 を みた 仔 中 の 同定 の 結果 は す 
べ て ネ カ ト ー ル 種 で あつ た . 


第 4 表 人 冬期 検査 を 行 つ た 場合 に お は る 浮 洗 , 培養 
両 法 の 釣 虫 卵 検出 力 ( 各 1 回 検査 ) 


人 


区 
陽 性 陽性 素 


12 月 16 日 集 便 群 107 69 64.5% 25 23.4% 


154 100 64.9% 42 27.3% 


法 に は 小 試験 を 使用 し, 培養 法 に は 濾紙 
法 を 採用 . 
論 議 

1. 法 に 用 いら れる 試験 その 虫 卵 検 出力 に 

厚生 省 編集 の 寄生 中 検査 指針 に よれ ば , 飽和 食塩 水 浮 
海 法 に は 中 試験 管 を 使用 し , この 場合 の 採 便 量 は お お む 
ね 1g と し て 行う こと が 原則 と され て いる . し か し 実際 
に は , 集団 検査 の 場合 , これ だ け の 便 量 が 被 検 者 側 か ら 
提出 され えな い 場 合 が 度々 で あり , また か り に あら か じ 
め 検 査 者 側 か ら 便 量 に つい て の 注意 を 与え て お いた 場合 
に あつ て も も, 必要 か つ 充 分 な だ け の 全量 が 保持 され えな 
いい 事態 が 間々 生ずる . そう し た 場合 に 対処 する 便 法 の 意 
味 も あぁ あつ て 寄生 躍 予防 協会 , 保健 所 等 で は 屋 々 小 試験 管 
で これ を 代用 し て いる 向き も 多い よう で ある . また 同時 
に 小 試験 管 を 用 いた 場合 の 方 が その 取扱 い が 概して 簡便 
で ある 点 や , 飽和 食塩 水 の 使用 量 が 少な く て すむ な どの 
利点 も や や 必然 的 に この よう な 小 試験 管 を 使用 させ る に 
いた つて いる 理由 と も な つて いる の で ある ろう. し か し , 


261 169 64.8 67 25.7% 7 
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か よう な 場合 に お ける 検査 法 自体 と し て の 根本 的 な 問題 
点 は , この よう な 試験 管 を と 用 いて 検査 し た 場合 に お ける 
虫 卵 検出 力 如何 と いう こと で ある が , これ に つい て は 来 
だ 確定 的 な 結論 は 出さ れ て いな い . そこ で 著者 ら は この 
点 に つい て の 実際 検討 の 必要 を みとめ , 以上 の よう に 試 
験 し て みた . ! 

その 結果 は , 小 試験 管 を と 用 いて 行 つ た 場合 の 多 虫 卵 検 
出力 は 中 試験 管 を 用 いた 場合 の それ と 比較 し て , ほぼ 同 
等 で あり , 少な く と も 劣る こと の な いこ と を 実証 し た . 
も ちろ ん 以上 の 成績 は , 使用 試験 管 と 採 便 量 と を 先 に 述 
べた よう に し て 行っ つた 場合 に えら れ た それ で あり , これ 
を 以 て 管 径 と 管長 と の 比 が さま ざま で ある すべ て の いわ 
ゆる 小 試験 管 に つい て , その まま 普遍 化す る こと は 避け 
な けれ ば な ら な い . 

さて 上 記 の ご ど ご とく, 小 試験 管 を 用 いて 浮 法 を 行 つ た 
場合 に お ける 忠 卵 検出 力 が , その 採 便 量 が 中 試験 管 使用 
持 の 約 半 量 で あつ た に も か か わら ず , 中 試験 管 使用 の 場 
合 と ほぼ 同等 に し め さ れ た こと の 解釈 で ある が , それ は 
結局 の と ころ 各 試 験 管 使用 時 に お ける 採 便 量 と 各 試 験 管 
法 自 体 の 虫 卵 検出 効率 ( 卵 回 収 率 ) の 2 つの 要因 に 帰着 す 
る よう で ある . な ぜ な ら 中 卵 検出 力 に 影響 を 与え そる と 考 
えら れる その 他 の 要因 は , 本 試験 時 に 関す る 限り 両 試験 
管 使用 時 と も 全く 同一 と 見 父 し て 差 到 え な いも の と 考え 
られ る か ら で あ る . 

か つて 著者 ちら の 1 人 小宮 ら (1957) は , 大 き さ の 異な 
る 2 種 の 試験 管 ( 中 試験 管 と し て 管 口 径 15mm X 管長 165 
mm, 小 試験 管 と し て 管 口径 11 mm X 管長 60 mm の も 
の を 使用 ) を 用 いて 飽和 食塩 水 浮 蓄 法 に よる 釣 虫 卵 の 検 
出力 に つい て 実験 的 に 検討 する と ころ が あつ た が , その 
結果 に よる と , 両 管 使 用 時 と も 同一 の 民 深 解 比 率 ( 約 60 
倍 ) と し た 場合 の 虫 卵 回 収 率 は , 中 試験 管 使用 時 34.3 %, 
小 試験 管 使 用 時 93.3% で , 後者 の 方 が は る か に 高 か つ 
た . そし て その 場合 , 試験 管 を 一 定 と し , 便 の 性 状 を 一 
定 と し た 場合 に は , 採 便 量 と 忠 卵 回 収 率 と は 逆 相関 の 傾 
拘 が み ら れ る こと が し め さ れ た . 

この よう な 先 き の 検討 結果 を 老 ヒ し っ つ , 上 記 忠 卵 検 
出力 を 左右 し た と 考え られ る 2 つの 要因 に つい て 少し く 
考 宗 を 加え れ ば 下記 の よう に な る . 
すなわち , 本 比較 試験 に 用 いた 両 種 試験 管 の 容積 は , 
中 試験 管 は 小 試験 管 の 2 倍 で あり , また 一 方 採 便 量 も 前 
者 は 後者 の 約 2 倍 で あつ た の で , この 場合 に お ける 両者 
の 飽和 食塩 水 に よる 選 落 解 比 率 は ほぼ 同一 と みな し て よ 


い . と する と , 両 種 試験 管 採用 時 の 躍 卵 回 収 率 そ の も の 
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は , お お むね 前 記 小 宮 ら の それ に 近い 値 を し めす も の と 
推定 され うる . か り に 同一 と 仮定 する な ら ば , 忠 卵 回 収 
率 は 小 試験 管 は 中 試験 管 の 約 2 倍 強 と な る . 一 方 この 場 
合 に お いて , 試験 管 中 に 含有 され る 貝 卵 数 自体 , 換言 す 
ば 採 便 量 は , 前 記 の ご と く 小 試験 管 は 中 試験 管 の 約 リリ 2 
で ある か ら , 両 要因 に よる 総合 結果 と し て の 浮 蓄 忠 卵 数 
さら に は 中 卵 検出 率 は 両 種 試験 管 使用 時 に つき ほぼ 同一 
か , 場合 に より 小 試験 管 採 用 時 の 方 が や や 流 槍 する こと 
も 理論 的 に 考え られ うる と ころ で あり , 実際 に も 上 記 の 
結果 と よく 一 致す る . 

2. に お ける 浮 法 , 培養 法 施行 に よる 

( 仔 虫 ) 検出 力 に つい て 、 

培養 法 に よる 釣 虫 卵 ( 仔 虫 ) 検出 率 は , これ が 温暖 の 
候 に 行わ れ , か つ 集 便 後 便 の 加 燥 を み ざ る まで の 間 に 検 ・ 
査 に うつ され た 場合 に お ける か ぎり に お いて は , いち し 
る し く 高 く , また 安定 度 も か な り 高 く , 一 般 に は 浮 溢 潜 
に よる それ より る ゃ も 精度 は 高い こと が みとめ られ , また 著 
者 ら (小宮 ら , 1959) の デー タ に よ つ て も し め さ れ て い 
る . 

し か る に , 冬期 12 月 中 旬 に 行わ れ た 今回 の 試験 の 結果 
で は , 培養 法 ( 採 便 量 200~250mg) は 浮 海 法 ( 同 300~ 
400mg) より も 貝 卵 また は 仔 虫 の 検出 力 の 上 で いち じ る 
し く 劣 り , 前 者 は 後者 の 2 へ ~ 3 分 の 1 の 陽性 率 を し か し 
め さ な か っ つた. 

この よう な 人 冬期 ふっ うぅ に 行わ れ た 場合 に お ける 培養 法 
の 卵 ( 仔 忠 ) 検 出力 の 大 巾 な 低下 の 危険 性 に つい て は , す 
で に 小宮 ら (1955, 1959) に よ つ て 再三 黄 告 され て いる 
が , この よう な 事実 は 冬期 実 准 に よる 忠 卵 の 死 減 また は 
傷害 が , 培養 法 施行 時 に お ける その 仔 中 湊 出 を 大 きく 了 晶 
止 し た た め と 考え ざる を えな い . 

釣 虫 卵 の 低温 に 対す る 抵抗 力 は きわ め て 小さ く , と り 
わけ 今回 の よう な ネ カ ト ー ル 種 に お いて そう で ある . 本 
試験 に お いて , 集 便 後 便 が 培養 に うつ され る まで の 間 に 
お いて 被 検 便 が 蝶 色 され た 気温 は , その 下限 値 (夜間 ) 
に つい て みる と 1°C お よび 4°C で あぁ あり, か か る 低温 下 
に 1 晩 な いし 2 晩 に わた つて 放置 され た 場合 に は , 忠 卵 
の ほとん ど が , 死滅 し て し まう で あろ うこ と は 容易 に 想 
像 され うる . 事実 著者 ちら の 1 人 小林 ら (1958) が さき に 
低温 に 対す る 釣 虫 卵 の 抵抗 力 を 実験 的 に 試験 し て えた 結 
果 で は , アメ リカ 釣 虫 卵 の 場合 で は 5°C, 数 時 間 の 作用 
で その 半数 以上 が 死滅 し , 0°C で は 約 80% 以 上 が 死 減 
し て し まう こと され で 
この よう に , 冬期 被 検便 に 対す る 特別 の 考慮 を 払う こ 
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と な く 行 われ た 培養 法 の 卵 ( 仔 虫 ) 検出 力 の 精度 は , 温 
瞬 期 に お ける それ より も いち し じ る し く 低 下 し , 浮 海 法 に 
よる 検出 力 に 較べ て わずか に その 数 分 の 1 に し か 達し な 
か つた の は , 浮 に よる 卵 の 機 と 培養 法 に 
よる それ と を 関 際 さ せ て 考え れ ば 当然 の 理 で あり , この 
冬期 に お ける 釣 検査 の た め に , 一 般 に は 法 
が 推奨 され る 所 以 で も ある . 
ま と 

著者 ら は 釣 虫 卵 検査 法 に 関す る 検討 と し て , 形状 を こ 
と に する 中 , 小 2 種 の 試験 管 使用 時 に お ける 飽和 食塩 水 
浮 涯 法 に よる 釣 虫 卵 検出 力 の 比較 と , 冬期 (12 月 中 旬 ) 
被 検便 の 保存 に つい て の 特別 の 考慮 を 払う こと な く 行 っ 
た 場合 に お ける 浮 洗 , 培養 両 法 に よる 多 虫 卵 検 出力 の 比 
較 試 験 と を 実施 し , 下記 の 結果 を えた . 

1. 小 試 験 管 (管内 径 15mm x 管長 80mm) を 使用 し 
採 便 量 を 300~400mg と し て 行 つ た 場合 に お ける 飽和 食 
塩水 浮 蓄 法 に よる 多 虫 卵 検出 力 は , ふつ う の 中 試験 管 
(管内 径 同上 , 管長 170mm) を 用 い , 採 便 量 を 600~700 
mg と し て 行 つ た 場合 の それ と ほぼ 同一 で あぁ つた. 

2. 鐘 期 採 便 後 2 昼夜 乃至 それ 以上 に わた つて 不用 意 
に 保存 され た 便 に つき , これ を 濾紙 培養 法 ( 採 便 量 200~ 
250mg) に つて 検査 し た 場合 の ( 仔 ) 検出 
は , 上 記 小 試験 管 浮 六 法 時 の それ に 比 し て いち じ る し い 
低下 を し めし た . 

3. 以上 の 結果 か ら , 冬期 に お ける 多 忠 卵 検査 法 と し 
て は , 一 般 に 洋 蓄 法 を 採用 する こと が の ぞ ま し い . ま 
た に つい て は , ふつ う の 中 試験 の か わり に 管長 


の 短い 小 試 験 管 を 容器 と し て 用 いる こと も 可能 で ある . 
また 釣 虫 卵 検査 時 に は , その 検査 方 法 , 採取 便 量 等 の 記 
載 の み で な く , か な ら ず その 検査 時 期 を 明記 する 必要 が 
ある . 


稿 を 終る に あたり , 種々 技術 援助 を いた ヾ さい た 埼玉 県 
熊谷 保健 所 の 各位 , と くに 同 所 試験 室 の 鈴木 豊治 , 細 村 
新吉 お よび 藤倉 政春 の 諸氏 に 深く 感謝 の 意 を 表す る . 
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COMPARATIVE STUDIES ON THE TECHNICS FOR STOOL EXAMINATION 
FOR HOOKWORM OVA DURING THE COLD CLIMATE, PARTICULARLY 
ON THE RECOVERING RATE OF HOOKWORM OVA WITH 
BRINE FLOATATION TECHNIC AND ON CULTURING 
ONE WITH FILTER PAPER 


YOSHITAKA KOMIYA, Akio© KOBAYASHI, TAKAMOTO 
SUGIYAMA & HARUHIKO KUTSUMI 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


It has been suggested by the senior authors (Komiya et al, 1955) that the detectability of 
hookworm ova in stool is proved to be much lower with the culturing technic than that with the 
brine floatation one during the cold climate (winter time). 

On 261 persons in rural district, the examination of stools for hookworm ova was performed 
by applying both the culuring- and floatation technic in December, 1959. The floatation technic was 
proceeded applying two different sized test tubes on the same materials viz. the ordinary medium 
sized one (15 mm Xx 170 mm) and a smaller one (15 mm Xx 80 mm). The results obtained were sum- 


marized as follows : 


l. The rate of the positive for hookworm ova to the people examined was shown much 


lower with the culturing technic (25.7%) as compared with the floatation one (64.8%). The cause 


of the lower detectability with the latter is considered to be the unfavorable effect of the cold 
to the hatch ability of the ova. 

2. No difference of detectability was recognized between the floatation technics above 
mentioned. 

3. It is revealed from the above results that the floatation technic should be recommendable 


during the cold season (winter time) because of its markedly higher recovering rate. 
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Sabin-Feldman-dye test (以下 SFT と 略す ) (Sabin 
& Feldman, 1948) は , Toxoplasma の 中 体 を 免疫 原 と 
し た 免疫 血清 中 の 抗体 と , 人 新鮮 正常 血清 中 の accessory 
factor と の 協同 作用 に よ つ て 同 躍 体 の 原形 質 が アル カリ 
性 メチ レン 青 (pH 11) に 染 ま ら な く な る 現象 を 利用 し 
た 一 種 の 抗原 抗体 反応 で ある . 同 現 象 は Toxoplasma 
に 独 得 な も の と みな され て いる が , 同様 な 現象 が 他 の 原 
虫 寄生 に も 見 られ る か 癌 か は 興味 ある 点 で ある . す な わ 
ち , ある 種 の 原虫 と , それ が 寄生 し て いる 宿主 の 血清 と 
の 聞 に 同じ 反応 が 起り 得る か 否 か は , 本 反応 の 本 態 を 追 
求 す る 上 に も 一 つの 資料 を 提供 する こと に な る し , また 
臨床 面 に お いて も 診断 に 応用 され る 可能 性 が 考 えら れ 

本 研究 は 上 記 の 目的 で , Trybanosoma evansi 及び 
Trypanosoma lewisi 感 つい て 検討 し た 
干 の 見 る べき 成績 を 得 た の で ここ に 報告 す 

実 

(A) Trypanosoma 感 当 に SFT 方 式 を 用 いた 色素 

実験 (1) evansi 血清 と 

[実験 材料 ] 実験 の 材料 は Toxoplasma の SFT に 


同 虫 体 と に よる 色素 


準じ て 用 意 し た ほか に , 加熱 非 働 化し た 人 新鮮 正常 血清 


を 対照 に 加え た . すなわち 次 の ご と く で ある 

7. evansz 中 体 : 本 実験 に 用 いた evansi は , 和 群 
馬 大 学 よ り 分 与 さ れ た 株 で , マウ ス の 腹腔 内 に 接種 し て 
継 代 し た . この を リン ガー 液 に 約 3X10"/ml の 
に 浮 湊 さ せ て , その 0.1ml を 15g 前 後 の 健康 な マウ ス 
の 腹腔 接種 感染 させ る . その 後 2 日 に 心臓 に 
よっ つて 採血 し て 得 た 忠 体 を 使用 し た . 

マウ ス 抗 て . evanszi 血清 ( 非 働 性 ) (第 1 ~10 号 抗 血 
清 : evansz 虫 体 を リン ガー 液 に 約 の 割合 に 


Trypanosoma 感染 に Sabin-Feldman 方 式 を 
用 いた 色素 試験 に つい て 
藤 至 功 
慶応 義 府 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 35 年 4 月 2 日 ) 


浮 湊 さ せ て , その 0.1ml を 15g 前 後 の 健康 マウ ス の 腹 
膝 内 に 接種 する . その 後 3 日 目 に 尾 端 採血 し て 同 虫 体 の 
感染 を 確認 し た 上 で , 治療 の た め 人 正常 血清 0.4ml を 
感染 マウ ス の 腹 膝 内 に 注入 する (この 治療 方 法 は Lave- 
ran 1902 が 発見 し た ). 人 血清 注入 後 5 日 目 に 心臓 宰 刺 
に より 採血 し て , 血清 を 分 離す る . この 方 法 で マウ ス 10 
匹 か ら 10 抗 血清 を 作り , 実験 に 際 し て それ ぞ れ 56°C 30 
分 間 加 熱 に より 非 働 化し て 用 いた . 

マウ ス 健 血清 ( 非 働 性 ) (対照 用 ) : Trybanosoma に 
感染 し て いな い 15g 前 後 の マ ウス 10 匹 を 用 意 し , それ 
ぞ れ 心臓 宰 刺 に より 採血 し て , 血清 を 分 離す る . 実験 に 
際 し て それ ぞ れ 56°*C 30 分 間 加 熱 に より 非 働 化 し て 用 い 
上 記 の マウ ス 抗 記 evazsz 血清 の 対照 と し た . 

ラッ テ 抗 7. evansz 血清 ( 非 働 性 ) (第 11~13 号 抗 血 
清 ) : 上 記 の マウ ス 抗 刀 evansz 血清 の 場合 と 同じ 要領 
で , evansz 中 を リン ガー 液 に 約 3X10$/ml の 割合 
に 浮 湊 し た も の 1ml を 100~150g の 健康 ラッ テ に 接種 
し , 次 いで 治療 の 目的 で 人 血清 を 3 ml 接種 し , その 後 
採血 し て , 血清 を 分 離す る . この 方 法 で ラッ テ 3 匹 か ら 
3 抗 血清 を 作り , 実験 に 際 し て それ ぞ れ 56°C 30 分 間 加 
熱 に より 非 働 化 し て 用 いた . 

ラッ テ 健 血清 ( 非 働 性 ) (対照 用 ) : 100~150g の 健康 
ラッ テ 3 匹 か ら そ れ ぞ れ 心 臓 容 刺 に より 採血 し て , 血清 
を 分 離す る . 実験 に 際 し て それ ぞ れ 56°C 30 分 間 加 熱 に 
より 非 働 化 し て 用 い , 上 記 の ラッ テ 抗 7. evarsz 血清 
の 対 照 と し た . 

人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) (accessory factor) : 抗体 の 
な い 人 新鮮 血清 を 生 の まま 使用 し た . 

人 加熱 新鮮 正常 面 清 ( 非 働 性 ) (対照 用 ) : 実験 に 際 し 
て 上 記 人 新鮮 正常 血清 の 一 部 分 を 別 の 器 に 入れ て 56°C 
30 分 間 加 熱 に より 非 働 化し , 上 記 人 新鮮 正常 血清 の 対照 
と も た. 


アル カリ 性 メチ レン 青 溶液 (pH 11) : Toxoplasma 
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の SFT 原 法 の 処方 (Sabin & Feldman, 1948 ; Sabin et 
al. 1952) に 従 つ て 調製 し た . 

[実験 方 法 〕] Toxoplasma の SFT 原 法 (Sabin et al. 
1952) の 手技 を 準用 し た . すなわち 次 の ご と く で ある . 
被 検 抗 血清 の 稀 林 : 被 検 抗 血清 は , 先 に 述べ た よう に 
7. evansi の 感染 を 経過 し た マウ ス よ り 得 て , 非 働 性 と 
し た も の で ある . 10 匹 の 感染 マウ ス か ら 得 た 血清 に つい 
て 実験 を 行 な つ た . 各 血 清 に 7 本 の 小 試験 管 を 用 意 し , 
0.9% 食塩 水 で , 第 1 表 に 見 られ る よう に, 4 倍 階 段 稀 
ボ で 1 : 4 か ら 1 :16,384 まで の 稀釈 を 行 な つ た . 各 
小 試 験 に 入れ られ る 血清 の 量 は 0.1Iml あて と 
る . これ ら の 試験 入 に は 更に 次 に 述べ る ご と き , 人 血清 
に Trybanosoma 中 を 浮 し た も の 0.1ml あぁ あて を 加 
えた . 各 被 検 血清 に つき , 更に 3 本 あて の 小 試験 管 を 用 
意 し , その 1 本 に は 上 記 と 同じ 被 検 抗 血清 の 1 : 4 稀 普 
を 人 れ , これ に は 人 非 働 性 血清 に 躍 体 を 浮 湊 し た も の を 
加え この 試験 に 用 いた 体 ( 働 性 ) の 対照 と し 
た . 他 の 1 本 の 小 試験 往 に は rypbanosoma に 感染 し て 
いな い マ ウス の 血清 の 1 : 4 に 稀釈 し た も の を 入れ , 残 
り の 1 本 の 試験 管 に は 稀釈 に 用 いた 0.9% 食塩 水 だ け を 
人 れ , これ ら に は この 試験 に 用 いた と 同じ 貝 体 浮 放 血清 


を 加え て それ ぞ れ の 対照 と し た (第 1 表 ). 

忠 体 浮 血清 の 作製 : 前 述 の , evansz 中 を 採取 
する た め に 用 意 し た マウ ス か ら 心 臓 容 刺 に よっ つて 得 た 血 
液 を , リン ガー 液 に 混 し て , 先ず 硝子 棒 に より 脱線 維 す 
る . 次 いで 血球 を 可 及 的 に 分 離 除 去 す る た め に 500~700 
rpm 10 分 間 不 充分 遠心 (長谷川, 1930 ; Taliaferro, 
1932) を 行 な つ て 血球 を 沈 潤 さ せ , 虫 体 が 多数 に 浮 流す 
る 上 清 白 濁 液 を 分 離 採取 する . これ を 1,000~1,500rpm 
5~10 分 間 遠 心 沈 淫 し て 忠 体 を 沈め , 上 清 を 捨て た 後 , 
これ に リン ガー 液 を 添加 し て 更に 1,000~1,500rpm5~ 
10 分 間 心 沈 つて 由 を 洗 する こと を 2 回 反 
復 し た ( 曰 体 の 活力 が 弱い 場合 は 1 回 に 省略 し た ). 最 
後に , 上 清 を 捨て て ,。 ご く 少 量 の リン ガー 液 を 加え て 虫 
体 の 濃厚 を 作る . この 浮 リン ガー 液 1 容 に 
対し て 人 新鮮 正常 血清 4 容 の 割合 に 混和 する . 次 いで こ 
の 由 体 の 運動 を 鏡 検 に より 観察 し て , その 減弱 な いし 停 
止 を みとめ た 場合 に は 活発 な 運動 の 回 復 を 待つ て か ら 実 
験 を 進め た . 対照 に 用 いる 非 働 性 の 人 正常 血清 で の 忠 体 
浮 液 も 同様 に し て 作 つ た . 

恒温 処理 : 被 検 抗 を し て 体 浮 清 を 加え 
た 上 述 の 試験 管 列 並び に 対照 試験 管 列 を , よく 振っ つて 混 


第 1 表 て . evansi 感染 に SFT 方 式 を 用 いた 色素 試験 13 例 の メ ぇ チャ レン 青 不 染 虫 体 数 の 百分率 (実験 1 ) 


試 


対 


. evansz 体 リン ガー 


各 0.02ml 


人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) 
各 0.08ml 


人 加熱 新鮮 正常 人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) 
血清 ( 非 働 性 ) 
0.08ml 各 0.08ml 


マウ ス 抗 evansz ( 非 働 性 ) (第 1~10 号 抗 血 ) 
各 0.lml 


1:256 1:1,024 1:4,096 1:16,384 


100 
100 

60 
82 
72 
92 
84 
100 
100 
100 


ot 


ラッ テ 抗 TT evansz (第 11~13 号 血 ) 


1:256 1:1,024 1:4,096 1:16,384 1: 


る 
36 36 
98 
40 


14 

0 
24 


487 ; 
) 
) 
| | 
1:64 1:4 1:4 
k 100 100 100 42 2 12 6 4 6 
100 100 70 30 23 18 4 8 10 潤 
100 100 28 26 14 12 4 10 10 0 
3 76 74 74 32 22 24 14 24 20 . 
c 96 74 74 44 26 10 18 16 20 ; 
. 88 92 82 78 16 20 8 16 16 ‘ 
96 92 83 78 16 14 10 18 16 
100 100 100 86 62 12 8 12 18 
100 100 94 54 46 20 10 18 18 " 
100 100 40 12 14 4 10 6 8 "| 
0.9% 
00 100 100 14 10 8 16 
12 100 100 100 4 0 2 2 
13 100 100 44 24 20 0 -20 、 
1 


488 


和 し て か ら , 直ちに 恒温 槽 に 入れ , 37°C で 1 時間 保 つ 
た 後 と り 出 す . 

忠 体 の 染色 : 恒温 槽 か ら と り 出 し た 小 試験 管 列 の 各 管 
に は 直ちに 前 記 の アル カリ 性 メチ レン 青 深 液 (pH 11) 
0.03ml あぁ て を 分 注 し て , よく 混和 する . 

結果 の 判定 : 上 記 混 合 液 の 1 滴 ず つ を , 載せ ガラ ス に 
と つて , か ぶせ ガラ ス を か け , 400 倍 で 鏡 検 する . これ 
で 任意 の 躍 体 50 個 を 数 え . この 50 忠 体 に つい て メチ レン 
青 に 染 ま ら な い 由 体 の 百分率 を 算出 し た . 

次 に , ラッ テ 抗 人 evarnsz 血清 に つい て 上 記 試 験 と 
同様 の 手技 に より 実験 を 行 な つ た . 

[実験 結果 ] マウ ス 抗 evansz 血清 と 同 中 体 と に 
よる 色素 試験 10 例 , 及び ラッ テ 抗 evansi 血清 と 同 
虫 体 と に よる 色素 試験 3 例 の 結果 は 全 例 に SFT 現象 が 
認め られ た . すなわち 第 1 図 に 示し た よう に , メチ レン 
青 に 染 ま ら な い 忠 体 と 染 ま つ た 中 体 と が 観 人 さ れ , 前 者 


第 1 図 rybanosoma 色素 試験 に け る TT. evansi 
の メチ レン 青 染 色 虫 体 像 ( 染 虫 体 と 不 染 虫 体 ) 


は 核 だ けが 青 染 し て 原形 質 が 全く 青 染 せ ず , 多く は 円 形 
な いし 長 円 形 に 変形 し , 後者 は 核 と 原形 質 が 共に よく 青 
染 し , 目立つ た 変形 は 見 られ ず , 両者 に は 明らか な 差異 
が 認め られ た . この メチ レン 青 不 決 虫 体 の 百分率 は 第 1 
表 に 見 られ る よう に 全 例 と も 抗 血清 稀釈 の 低 稀 釈 で 高 率 
で 高 向 か つ て 階段 的 な 低下 を 示し , 対 の 間 に 
著しい 差 が 見 られ た . また , この SFT 現象 は 第 1 表 の 
被 検 例 と 対照 の 健 血 清 及 び 人 非 働 性 正常 血清 と の 比較 か 
ら 明 ら か な よう に た に, 2 種 の 血清 因子 , すなわち 抗体 と 易 
熱 因 子 (accessory factor) と の 中 体 に 対す る 協同 作用 に 
基づく こと が 分 つた . 

実験 (2) 抗 lewssi 血清 と 同 忠 体 と に よる 色素 試 


( 38 ) 


験 並び に 北上 塊 反応 

実験 の 材料 は 実験 (1 ) の も の に 準ずる が , 忠 体 と 抗 血 
清 と は 下記 の も の を 用 いた . 

. lewssi 中 体 : 本 実験 に 使用 し た lewzsi は , 東 
京都 内 で 捕獲 し た ドブ ネズ ミ か ら 分 離し た 株 で , ラッ テ 
の 腹腔 内 に 接種 し て 継 代 し た . この 貝 体 を リン ガー 液 に 
約 5 X10"/ml の 割合 に 浮 涯 させ て , その 1ml を 100~ 
150g の 健康 ラッ テ の 腹腔 内 に 接種 感 湊 さ せ た 後 , 5~7 
日 目 に 心臓 容 刺 に よ つ て 採血 し て 得 た 躍 体 を 使用 し た . 

ラッ テ 抗 . lewisi 血清 ( 非 働 性 ) (第 14~23 号 抗 血 
清 ) : Zewisi 中 体 を リン ガー 液 に 約 166~2X10*/ml の 
割合 に 浮 涯 させ て , その 0.2~2ml ( 虫 体 数 約 2X105~4 
Xx105) を 100~150g の 健康 ラッ テ の 腹腔 内 に 接種 感 流 
させ た 人 後 , 尾 端 採血 に よる 血液 中 に 貝 体 の 完全 な 消滅 を 
認め て か ら 7~10 日 後 ( 忠 体 接種 後 38~63 日 目 ) に 心臓 
容 刺 に より 採血 し て 血清 を 分 離す る . この 方 法 で ラッ テ 
10 匹 か ら 10 抗 血清 を 作り , 実験 に 際 し て 356°C 30 分 間 加 
熱 に より 非 働 化し て 用 いた . な お , 対照 の 健 血 清 に は ラ 
ッ テ 血 清 を 用 いた . 

実験 の 方 法 は 実験 (1 ) の 手技 要領 に 従 つ た . な お , 
lewisi に つい て は 凝 塊 反 応 も 同時 に 試み た . それ に は 非 
働 性 と し た 被 検 抗 血清 を リン ガー 液 で 10 倍 に 稀釈 し , 次 


いで 6 本 の 小 試験 管 に 2 倍 階段 稀釈 を 行 な つ た . 各 試 験 . 


管内 の 液 量 は 0.15ml と し た . 次 いで 実験 (1 ) に お ける 
と 同じ 操作 で 集め た lewssi 虫 体 の リン ガー 浮 海 液 を 
0.02ml あて 各 管 に 入れ , よく 混和 し た 後 、 ホー ル グ ラ 
ス に 取り , 室温 に お いて , 直後 , 30 分 後 ,、 50 分 後 , 90 分 
後に 鏡 検 し て , 凝 塊 の 起こ る 状況 を 観察 し た . 疾 上 塊 形成 
は 30 分 な いし 60 分 後に 最高 に 達する の で ,60 分 後 の 北 塊 
形成 最高 倍数 を 塊 価 と し た . に は , 稀釈 に 用 
いた と 同じ リン ガー 液 0.15ml を 入れ た 試験 管 1 本 と , 
1 回 だ け で は あぁ あつ た が リン ガー 液 で 10 倍 に 稀釈 し た ラッ 
テ 健 血清 0.15ml を 入れ た 試験 管 1 本 と を 置い た . 
実験 の 結果 , ラッ テ 抗 人 Zewzsi 血清 と 同 虫 体 と に よ 
る 色素 試験 10 例 に は 全 例 に 実験 (1) の 結果 と 類似 し た 
SFT 現象 が 認め られ た . すなわち メチ レン 青 に 染 ま ら 
な い 中 体 と 染 ま つ た 中 体 と が 観 祭 され , 前 者 は 核 だ けが 
青 染 し て 原形 質 は 全く 青 染 せ ず , 伸長 し て 針 状 を 量 し , 
後者 は 核 と 原形 質 が 共に よく 青 染 し て , 原形 を 保ち , 両 
者 の 間 に は 明らか な 差異 が 認め られ た . この メチ レン 青 
不 染 虫 体 の 百分率 は , 第 2 表 に 見 られ る よ ょ うに, 実験 
(1) の 結果 ほど 著 明 で は な い が 全 例 と も 抗 血清 術 釈 の 
1:4 な いし 1: 16 の 低 稀釈 で 対照 と の 間 に 差 を 示し た 
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第 2 表 て T. lewst 感染 に SFT 方 式 を 用 いた 色素 試験 10 例 の メチ レン 青 不 染 虫 体 数 の 百分率 
並び に 各 抗 血清 の 北 塊 価 (実験 2) 


価 試 


対 


lewrsi 体 リン ガー 液 


各 0.02ml 


人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) 
各 0.08ml 


人 加熱 新鮮 正常 | 


ラッ テ 抗 lewzsz 血清 ( 非 働 性 ) 
各 0.1m 


14~23 号 抗 血 清 ) 


| 0.08ml 
| ラッ テ 健 血清 0.9 食 


46 
12 
28 
38 
4 
2 


| to vale. 


== 


|.. 
ビー 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


ほか に , 数 例 に は 低 稀釈 か ら 高 術 釈 に 向かっ つて の 階段 的 
な 低下 も 見 られ た . また , この SFT 現象 は , 第 2 表 の 
被 検 例 と 対照 の 健 血 清 及 び 人 非 働 性 正常 血清 と の 比較 か 
ら 明 ら か な よう に 2 種 の 血清 因子 , すなわち 抗体 と 易 熱 
因子 (accessory factor) と の 曰 体 に 対す る 協同 作用 に 基 
と が 分 か つた . な お , この メチ レン 青 不 染 虫 体 の 
百分率 と 抗 血 清 の 免疫 原 と し て 接種 し た 忠 体 数 と の 間 に 
相関 は 認め られ な か つた . 

た , 同時 に 試み た 凝 塊 反 応 の 結果 は 全 例 に 対照 と の 
差 が 認め られ た . すなわち その 北上 塊 価 は 第 2 表 に 示し た 
通り で , また , 表 に は 示さ な か つた が リン ガー 液 対照 は 
全 例 と も 反応 が 見 られ ず , 健 血清 対照 1 例 も 全く 反応 が 
見 られ な か つた . な お , 第 2 表 に つい て 北上 塊 価 と メチ レ 
ン 青 不 染 中 体 の 百分率 と の 間 に は 明らか な 相関 は 認め ら 
れ な か つた. 

(B) 7Trypbanosoma 感染 に SFT 方 式 を 用 いた 
試験 の 特異 性 

実験 (3) evansz 血清 と lewssi 中 と に よ 
る 交叉 試験 

TI. evansi 感 決 マ ウス より 得 た 抗 血 清 を TT lewisi に 
作用 させ , 色素 試験 が 陽性 に 出る か 和 否 か を 検討 し た . 抗 
血清 は 実験 (1) に 述べ た と 同様 な 方 法 で 新た に 10 匹 の マ 
ウス より 採取 し , 第 24~33 号 の 血清 と し た . その 他 , 反 
応 に 用 いた 材料 は すべ て 前 実験 に お ける と 同じ 方 法 で 用 
意 し , 反応 の 手技 も 同じ で ある . た だ , 前 実験 で 対照 と 


づく こ 


色素 


し て 試み た 健 血 清 , 及び 人 非 働 性 血清 を 用 いる 実験 は 本 
実験 の 目的 に は 不 必要 で ある の で 省略 し た , 

成績 は 第 3 表 に 示し た . 抗 血清 の いずれ の 稀釈 に お い 
て も 不 の lewssz 中 の 数 は 0~49%6 と いう 率 で 
あり, これ は 対照 の 食塩 水 に お ける と 同じ こと で あぁ る 
すなわち 抗 evansz 血清 と lewzst の 間 で は この 
反応 は 陰性 で あぁ つて , 類 属 反 応 は 起こ ら な いこ と が 判明 

第 3 表 マウ ス 抗 evansz と lewzsz 


と に ょ る 交叉 試験 10 例 の メ x チャ ン 青 不 染 虫 
体 数 の 百分率 (実験 3 ) 


T. lewisi リン ガー 


A 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) 


マウ ス 抗 evansz 血清 ( 非 働 性) |0.9 
(第 24~33 号 抗 血清 ) 各 0.1ml | 食塩 水 
1:16 1:64 1:256 1:1,02410.1ml 


験 


[こす マー アー マー マー ミー 


489 
| 
% | : 
14 : 40 14 4 6 2 
15 : 160 96 26 18 a 
16 : 80 14 6 8 
17 : 40 38 12 10 10 | 
18 : 80 84 14 109 
19 : 80 20 16 
20 : 40 32 22 | 
21 : 80 46 24 4 ; 
22 : 80 | 26 4 
23 : 160 | 18 0 2 | 
各 0.02ml 
各 0.08ml 
番 
号 
24 
25 
26 
27 
31 ; 
32 
33 
( 39 ) 
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実験 (4) 抗 血清 と evansz 体 と に よ 
る 交叉 試験 
lewrsi 抗 血清 と と の 間 で 色素 試験 が 成 
立 す る か 否 か を 検討 し た . これ に 用 いた 抗 血清 は 実験 
(2) に 用 いた 第 14~23 号 の 血清 で ある . その 他 の 材料 は 
すべ て 前 実験 に 準じ し て 用 意 し , 反応 の 手技 も 全く 同じ で 
ある . 
成績 は 第 4 表 に 示し た . こ の 実験 で も 不 染 の T. evanst 
忠 体 数 の 出現 は 多く の 例 で 0~499 で ぁ あり , これ は 食塩 
水 の 対照 を 用 いて 行なっ つた 成績 と 差 は な い . 従 つ て この 
場合 に も 類 属 反応 は 認め られ な か つた . 
第 表 ラッ テ 抗 血清 と Tevansz 貝 体 
と に ょ る 交叉 試 験 10 例 の メチ レン 青 不 染 虫 
体 数 の 百分率 (実験 4) 


evansz 体 ガー 液 各 0.02ml 
番 人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) 各 0.08ml 
ラッ テ 抗 lewzsz 血清 ( 非 働 性 ) 
"(第 14~23 号 抗 血清 ) 各 0.1ml 食塩 水 
14 4 0 0 4 4 4 
15 0 4 4 4 
16 0 6 F- 0 4 4 
17 0 2 (9) 0 
18 4 0 0 2 2 る 
19 4 2 0 2 2 
20 0 0 4 4 
8 0 0 0 4 
0 0 4 4 2 


(C) Trypanosoma 感 の 色素 試験 に お ける 正常 血 
清 易 熱 因子 に つい て 

実験 (5 ) 正 常 血清 易 熱 因 子 の 量 的 検討 

Toxoplasma に お ける SFT に は 周知 の ょ うに 抗体 を 
も た な い 人 新鮮 血清 が accessory factor と し て 必要 で あ 
る . 7 ヶ ybanosomga に つい て 行 な つ た 本 実験 に お いて も 
同じ 意味 で 人 血清 を 用 いて 来 た が , 人 血清 中 に 含ま れる 
この 易 熱 因 子 に つい て 検討 を 試み た . 先ず 最初 に この 
反応 に 必要 な 上 易 熱 因子 の 量 を 検討 し た . 実験 (1) の 所 で 
述べ た よう に この 人 新鮮 血清 を 反応 に 加え る に 当 た つ て 
は この 血清 4 容 に 対し 忠 体 浮 洗 液 1 容 を 加え , この 混合 
液 0.fml あて を , 被 検 血清 0.Iml を 含む 各 試 験 
管 に 分 注 し た . 従 つ て , 各 試 験 管 の 全 液 量 は 0.2ml, そ 
の 中 に 含 まれ る 人 血清 は 0.08ml で これ は 40% に あぁ た 
る . これ が 易 熱 因子 と し て 各 試 験 管内 で 反応 する 人 血清 
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の 濃度 で ある. この 濃度 を どの 程度 まで 減じ て な お 反応 
が 起こ り 得 る か を 検討 し た の が 以下 述べ る 実験 で ある . 

人 血清 の 濃 席 を 減ずる に 当 た つ て は , その 血清 の 1 部 
を 別 の 器 に 移し て 非 働 化し , これ を も と の , すなわち 働 
性 血清 に 適当 量 添加 し て , 働 性 血清 の 濃度 を 数 階段 に わ ゎ 
た つて 低下 し た . すなわち 第 5 表 に 見 られ る よう に , 働 
性 血清 の 濃度 で 100%, 75%, 50%, 25%, 09% と な 
る . 

この 実 羨 に 用 いた 抗 血清 は 第 34 号 血清 で ラッ テ に 7. 
evansi を 感染 せしめ て 採取 し た も の で あり , その 他 。, 
反応 の 手技 は すべ て 既 述 し た 通り で ある. この 抗 血清 は 
勿論 非 働 性 と し , これ を 7 本 の 試験 管 に 4 倍 稀釈 を 行 な 
つた . この 4 倍 稀 釈 7 本 の 試験 管 列 を 5 列 用 意 し , 各 列 
に 上 記 の 人 働 性 血清 各 濃 度 の も の を 一 種 あ て 混 じ て 反応 
の 成 香 を 追求 し た . 成績 は 第 5 表 に 示し て ある . 表 に 見 
られ る よう に , 反応 陽性 の 虫 体 (メチ レン 青 不 染 虫 体 ) 
数 の 百分率 は 添加 され た 人 働 性 血清 の 濃度 に 影響 され , 
その 炎 率 1 : 4 (259%), 終末 濃度 で 10% に な る と , 
不 染 忠 体 数 は 激減 する . 従 つ て , T. evansi に SFT 現 
祭 を 起こ さ し め る に 必要 な 人 働 性 血清 の 終末 濃度 は 20~ 
30% と みな され る . 一 般 の 補 体 結合 反応 に 補 体 と し て 用 
いら れる モル モッ ト 新 鮮血 清 は 1 : 10 な いし 1: 20 の 稀 


炎 で 用 いら れる の が 普通 で あり , その 終末 濃度 は 略 3 % 


以下 と 想定 され る . 従 つ て , 人 evansi の 色素 試験 に 必 
要 な 人 血清 の 最小 有効 濃度 は . 補 体 結合 反応 に 必要 な 補 
体 の 最小 有効 濃度 より か な り 大 きい も の で ある こと が 分 

実験 (6 ) 正常 血清 易 熱 易 子 の 質 的 検討 

この 実験 で は 易 熱 因子 と し て 人 以外 の 動物 血清 を 用 い 
て 反応 を 行ない , 人 血清 を 用 いた 場合 と 相違 が ある か 
か を 検討 し た . 用 いた 血清 は マウ ス , モル モッ ト , 東 , 
ラッ テ の 4 種 の 動物 の も の で ある . 抗 血 清 と し て は 実験 
(1) に 用 いた 第 2 号 及 び 13 号 の 血清 ( 非 働 性 ) を 用 いた . 
それ ら を 前 実験 と 同様 に 4 倍 7 段階 に 稀釈 し , 対 螺 と し 
て 2 本 の 試験 管 を 用 意 し , 1 本 に は 同じ 抗 血 清 の 1 : 4 稀 
釈 を 入れ , これ に は 動物 の 非 働 性 血清 を 加え , 他 の 対照 
の 1 本 に は 0.996 食塩 水 を 入れ , これ に は 階段 条 釈 し た 
抗 血清 と 同じ く 動 物 の 働 性 血清 を 加え た . な お , 第 12 号 
抗 血清 で は マウ ス , モル モッ ト , 人 の 血清 を 易 熱 因子 と 
し て 検 し , 第 13 号 抗 血 清 で は 兎 , ラッ テ , 人 の 血清 を 上 易 
熱 因子 と し て 検 し た . その 結果 は 第 6 表 に 見 られ る よう 
に モル モッ ト 血 清 で は 人 血清 を 用 いた 場合 と 全く 同様 に 
SFT 方 式 を 用 いた 反応 が 陽性 で あり , ラッ テ 血 清 で は 


ト 


f 
る 
す 
い 


一 非 働 性 ) 
] の 度 差別 | 試 | 対 
. evansz 貝 体 ガ ー 各 0.02ml 
働 性 一 一 非 働 性 
| 人 新鮮 正常 血清 ( 働 人 性 一 非 働 性 ) 各 0.08ml 
/ 終 、 / 終 
末 ラッ テ 抗 evansz 血清 (第 34 号 抗 血清 ) 0.9 食塩 水 
1:4 1:16 1:64 1:256 1:1,024 1:4,096 1:16,384 
100(40) 1:1 —— 0(0)| 100 98 100 96 96 6 2 
75(30) 1:1/——250)| 100 100 100 100 86 2 2 
50(20) 1:2 ——50(20)| 100 100 94 94 42 0 0 
25(10) 1:4 ——75(30)| 30 18 14 16 6 0 0 
0(0) —  ——100 (40) | 0 0 0 0 0 0 0 


第 5 表 人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 一 非 働 性 ) の 濃度 差別 に よる メチ レン 青 不 染 虫 体 数 の 百分率 の 変動 (実験 5) 
大 新鮮 正常 血清 ( 働 性 一 


清 


第 6 表 新鮮 正常 血 消 ( 働 性 ) の 動物 種別 に ょ よる メチ レン 青 不 楽 虫 体 数 の 百分率 の 差異 (実験 6) 


| 
新鮮 正常 試 験 対 
血清 の 動 T. evansi 虫 体 ン ガ 液 各 0.02ml 
各 0 I( 非 働 性 ) 0. 08mll ( 働 性 ) 0.08ml 
ラッ テ 抗 evansz (第 12 号 0.9 食塩 水 
各 0.1 0.1ml 
1:4 1:16 1:64 1:256 1:1,024 1:4,0961:16,384 1:$ 
2 6 4 6 4 6 | 2 0 
Ek 100 100 100 58 6 2 0 | 0 0 
ラッ テ 抗 evansi 血清 ( 非 働 性 ) (第 13 号 血清 ) 0.9% 水 
各 0.1ml 0.1ml 
兎 30 30 26 30 32 30 28 | 26 20 
ボッ テ 48 4 2 6 10 4 2 | で 4 
24 | 20 20 
抗 血清 1 : 4 の 稀釈 の 場合 の みや や 高 率 に 不 梁 虫 体 が 出 が 起こ つて 染色 性 が な く な る と いう 考え 方 に よる も の で 
現し , 陽性 の 結果 を 示し て いる . マウ ス , 兎 の 血清 を 用 ぁ あぁ ろう . ここ で は 同じ 抗 血 清 に つい て 全く 同じ の 2 例 の 
- いた 場合 は 反応 は すべ て 陰性 で ある . すなわち , 少な く 反応 系 列 を 用 意 し , 37°C 1 時間 お いて 反応 を 起こ させ 
と も マウ ス , 兎 の 血清 に は この 反応 を 起こ す に 必要 な 上 易 た 後 , その 1 例 に は 既 述 し た と 同じ ょ うに メチ レン 青 深 
: 熱 因子 に 欠け る 所 が ある よう に みえ る . 液 を 加え て , 染 不 染 の 忠 体 の 百分率 を 求め , 他 の 1 列 に 
f (D) Tryhpanosoma 感染 に SFT 方 式 を 用 いた 色素 は メチ レン 青 溶液 を 加え ず に 鏡 検 し た . 抗 血 清 に は 実験 
8 試験 の 中 体 像 に つい て (1) に 用 いた 第 12 号 の 血清 を 用 い , その 稀釈 の 方 法 , 対 
- 実験 (7 ) メチ レン 青 不 染 躍 体 と 死 虫 体 と の 比較 照 の 置き 方 も 実験 (1 ) に お ける と 同じ こと で ある . 
: Tr+ybanosoma 感染 の 抗 血 清 に つい て SFT 方 式 を 応 メチ レン 青 落 液 を 加え ず に 錯 検 し た 系 列 に お いて は 活 
- 用 し た 場合 メチ レン 青 に 染 ま つ た 中 体 と 染 ま ら な い 貝 発 に 運動 し て いる 由 体 と , 円 形 な いし 長 円 形 に 変形 し て 
体 と の 間 に 生物 学 的 に いか な る 相違 だ が ある か は 興味 あ 動か な く な つて い る 曰 体 と が 見 られ る . この 運動 の 停止 
5) る 間 題 で ちあ る. 7oxoplasma の 場合 に は この 反応 を 起こ は 不可 逆 で あり , 回 復 し な い . また , この 不動 変形 の 躍 
n す 抗 体 は cytoplasm-modifying antibody の 名 で 呼ば れ て 体 で は 原 忠 特有 の 色調 と 光沢 を 失 つ て いる . この 変化 虫 
+ いる . これ は 反応 に よ つ て protoplasm に 化学 的 な 変化 体 の 形態 は , メチ レン 青 深 液 を 加え た 場合 に 見 られ る 不 
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第 7 表 


メチ レン 青 不 染 躍 体 数 及び 死 虫 体 数 の 各 百 分 率 の 対比 (実験 7 ) 


験 対 


体 の 百 


evansz 体 浮 ン ガ ー 液 各 0.02mil 


人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) | 人 加熱 新鮮 正常 血清 | 人 新鮮 正常 血清 ( 働 
分 率 の 項 別 各 0.08ml | ( 非 働 人 性 ) 0.08ml 性 ) 各 0.08ml 
ラッ テ 健 血清 0.9 
テ 抗 T. evanst (第 12 号 抗 ) ( 非 働 ) 食塩 水 
0.1ml .lml 
不 染 中 体 数 100 94 70 64 48 32 a 14 10 10 
の 百分率 
死 体 数 の | 
100 94 70 62 50 30 18 | 16 16 


メチ レン 青 不 染 虫 体 数 及び 死 虫 体 数 の 各 百 分 率 の 時 間 的 推移 (実験 8 ) 


第 8 表 
百分率 の 応 - 
敷 の 百 分 . evansz 体 リ ン ガ ー 液 各 0.02ml 
人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) 各 0.08ml 
ラッ テ 抗 記 evansz 血清 ( 非 働 性 ) (第 35 号 抗 血清 ) 0.9 必 食塩 水 
1:4 1:16 1:64 1:256 1:1,024 1:4,096 1:16,384_ 
体 数 の 百分率 20 34 12 10 2 2 0 4 2 
40 54 64 12 5 4 4 2 .6 
_ 60 80 86 68 34 24 20 10 
ラッ テ 抗 evansi 血清 ( 非 働 性 ) ( 12 号 抗 血清 ) 0.9 食塩 水 
各 0.1lml 
1:4 ‘1:16 1:64 1:256 1:130241:4;096 1:16;384 
20 54 36 26 20 16 6 10 
40 88 78 30 30 30 20 MG 14 
00 c 62 


染 虫 体 の 形態 (第 1 図 ) に よく 一 致し て いる . この 変形 
中 体 と 運動 中 体 の 百分率 を 各 試 験 管 に つい て 求め て みる 
と , それ は メチ レン 青 溶液 を 加え た 場合 に 見 られ る 不 梁 
曰 体 と 染 虫 体 の 百分率 に よく 一 致し て いる (第 7 表 ). か 
くし て この 色素 試験 に お いて 陽性 に 現われ る 貝 体 , す な 
わ ち 不 染 の 忠 体 は 反応 の 結果 死亡 し た 中 体 と 考 える こ 
と が 出来 る . 実際 この 色素 試験 に お いて は メチ レン 青 溶 
液 を 加え な く と も 不動 変形 虫 体 の 百分率 を 求め る こと に 
よっ つて 反応 の 結果 を 誤り な くく 判定 する こと が 出来 る 
実験 (8) メチ レン 青 不 染 忠 体 の 百分率 と 死 足 体 の 百 
率 と の 時 間 的 関係 

実験 (7) の 所 で 述べ た よう に 7 ヶ ァ ypanosoma の 色素 
試験 に お いて 不 梁 虫 体 と 死 中 体 が 同じ も の で あぁ る こと は 
疑い の な い 所 で ある が , この 点 を 更に 確実 に する た め に 


それ ら の 百分率 を 時 間 的 に 追求 し た . 
用 いた 抗 血清 は 新た に ラッ テ に 克 evansz を 感 溢 せ し 
め て 得 た 第 35 号 の 血清 と , 実験 (1) 及 び (7) に 用 いた 第 
12 号 の 血清 で あぁ る . 反応 の 手技 は いま まで の 実験 と 全く 
同じ で あり , 各 抗 血清 に つい て 7 階段 の 稀釈 を 3 列 用 意 
し た . 第 35 号 抗 血清 で は 反応 開始 後 第 1 列 は 20 分 , 第 2 
列 は 40 分 , 第 3 列 は 60 分 に それ ぞ れ メチ レン 青 深 液 を 加 
えて , 不 染 中 体 の 百分率 を 求め た . また , 第 12 号 抗 血清 
で は メチ レン 青 溶液 を 加え ず に , 同じ 各 時 間 後 に 不動 変 
形 虫 体 の 百分率 を 求め た (第 8 表 ). 両方 の 実験 で , 抗 血 
清 が 異な つて いる の で 百分率 の 数 字 に は 隔たり が ある が 
時 間 の 経過 と 共に 両者 の 百分率 が 増加 し て ゆく 点 で は 同 
> こと で ある . これ ら の 点 も 不 染 躍 体 が 死 忠 体 そ の も の 
で ある こと を 示し で いる と 誠 う . 
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総括 及び 考察 

(1) Tryhanosoma 感染 に お ける 色素 試験 の 成立 に 
いて 

染色 忠 体 の 観察 : Trybanosomg に お ける 色素 試験 で 
見 られ た 同 原 の メチ レン 青 染色 像 は T. 
に つい て は , 第 1 図 に 示し た よう に , 染 虫 体 は 核 , 原形 
質 が 共に よく 青 染 し , 不 染 躍 体 は 核 だ けが 青 染 し て 原形 
質 が 全く 青 染 せ ず ( 実 験 1 ), 同様 の 所 見 は T. lewisi に 
っ いて も 観察 され た (実験 2 ). また , メチ レン 青 不 染 
中 体 数 は 抗 血清 の 濃度 が うす く な る に つれ て 少な く な つ 
た (第 1 表 , 第 2 表 ). これ ら の 所 見 は Toxoplasma の 
SFT に つい て の 所 見 と 現象 的 に 酷似 し て お り , こ の こと 
か ら 7rypbanosoma の 色素 試験 が Toxoplasma の SFT 
と 免疫 血清 学 的 に 同類 の も の で ある こと が 想像 され る 
な お Zewisi に つい て メチ レン 青 不 染 虫 体 の 百分率 
は 対照 と の 差 が あま り 著 明 で は な い が , 抗 血清 の 1: 4 
稀 楼 で ほぼ 全 例 に 対 照 と の 差 が 見 られ る の で , その 百 分 
率 を 1:1 な いし 1:2 稀釈 まで 追求 する こと に よっ つて 
対 婦 と の 間 に な お 明らか な 差 が 見 られ る と 思わ れる (第 
2 表 ). 

免疫 の 成立 : 本 色素 試験 に 用 いた マウ ス , ラッ テ 抗 
evansi 血清 は , 阿部 (1958) の 報告 に 準じ て 作製 し , 
その 凝 塊 反 応 は 省略 し た が 全 例 と も 免疫 は 成立 し て いる 
と みな され る . ラッ テ 抗 Zewssz 血清 に つい て は 疾 塊 
反応 を 同時 に 行なっ つて 全 例 共に 対照 と の 差 を 認め た ( 実 
験 2, 第 2 表 ) の で 免疫 は それ ぞ れ 成立 し て いる と みな 
され る . 

反応 因子 の 証明 : 本 色素 試験 の 成立 に は 3 反応 因子 , 
すなわち 7 ヶ ypanosoma 中 体 と これ に 共 働 作 用 を 及ぼ 
す 抗 体 , 易 熱 因子 の 2 血清 因子 と が 関与 し て いる こと ! 
彼 検 例 と 対照 と の 比較 か ら 明 ら か で ある (第 1 表 , 第 2 
表 ). この 上 易 熱 因子 は Toxoplasma の SFT に お ける 
accessory factor と 同じ も の と みな され る . 

反応 時 間 の 影響 : 本 色素 試験 の 成立 に は 一 定 の 時 間 的 
因子 が 関与 し て お り , Toxoplasma の SFT の 場合 ( 直 


第 9 表 抗 evansz 血清 13 例 及び 抗 lewrzsz 血清 10 例 の 各 ry カ banosoma 色素 試験 抗体 価 の 分 布 
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江 , 1958) と 同様 に , 一 定 温度 で 反応 の 速度 と 時 間 と の 
間 に は その 開始 か ら 完 了 ま で に 平行 関係 が み ら れ た ( 実 : 
験 8). 

特異 性 の 有無 : T evansi, T. lewisi 感染 に SFT 方 
式 を 応用 し て 陽性 の 成績 を 示し た 実験 (1 ) と 実験 (2 ) の 
虫 体 と それ に 対応 する 抗 血清 と を 交叉 させ た 試験 で は い 
ずれ も 陰性 の 成績 を 得 た (実験 3 , 実験 4). 従 つ て 本 
色素 試験 に は 種 属 特異 性 の 存在 が 認め られ る の で あり , 
言い 換え れ ば この ヶ ybanosoma の 色素 試験 は 真性 
現象 に 属す る も の で あぁ あり , 免疫 血清 反応 と し て 成立 し 得 
る と みな され る . . 

抗体 価 : 7oxoplasma の SFT 抗体 価 の 表示 基準 に 従 

メチ レン 青 不 染 虫 体 の 百分率 が 509%6 以 上 を 示す 抗 血 

清 の 最高 稀 釈 倍数 を 本 色素 試験 の 抗体 価 と する と , 実験 
(1) 及 び (2) の 結果 か ら , 第 9 表 に 示し た 抗体 価 が 得 ら 
れ , その 分 布 は lewist で は TT. evansz と 比較 し て 
総体 に か な り 低 位 で ある . これ は lewssi 感染 ラッ テ 
か ら の 抗 血清 採血 の 時 期 が 抗体 産生 量 の 消長 の 山 か ら ず 
れ た た めか , また は 同感 湊 ラ ッ テ の 抗体 産生 能 が 弱い た 
めか , その 原因 は 本 実験 の 結果 か ら は 明らか で な い . ま 
た , . lewist に つい て , 本 色素 試験 の 抗体 価 と 北 塊 価 
と の 明らか な 相関 は 認め られ な い ( 第 2 表 及 び 第 9 表 ) の 
で 本 色素 試験 の 抗体 と 凝 塊 反応 の 抗体 と は 別種 の も の と 
考え られ る . 

(2) 7Trypbanosoma 感染 に お ける 色素 試験 の 本 質 に 

虫 体 像 の 特質 : 本 色素 試験 で メチ レン 青 を 加え な いで 
観察 し た 場合 に 見 られ る evansi の 変形 不動 中 体 は 
死 中 体 で あり , この 死 虫 体 が メチ レン 青 溶液 を 加え た 場 
合 に 不 染 虫 体 と し て 認め られ る も の で ある こと が 両 虫 体 
に つい て の 対比 試験 か ら 分 つた (実験 7 , 実験 8 ). 同じ 
こと が 人 lewssz 虫 体 に つい て も 実験 (2) で 認め られ 
た (その 記載 は 省略 し た ). すなわち , この 両 種 Trypa- 
7n0s0ma@ の メチ レン 青 不 染 虫 体 は 反応 に よ つ て 特異 的 に 
殺さ れ た 中 体 で ある . し か し これ ら の 死 貝 体 の 中 に は 反 
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応 と 直接 の 関係 な く 死 ん だ 少数 の 中 体 が 含ま れ て いる こ 
と は 当然 で , この こと は 第 1 表 及 び 第 2 表 の 対照 試験 で , 
抗体 を 含ま な い 健 常 動 物 血清 を 被 検 液 と し た 場合 に も 少 
数 の 不 染 中 体 が 見 られ る こと か ら 明 ら か で ある . 特異 的 
免疫 反応 に より 死亡 し た 中 体 と , それ 以外 の 原因 で 死亡 
し た 上 記 対 照 試験 管 中 の 不 染 躍 体 と で は 形態 学 的 な 相違 
は 見 られ な い . 

7 ヶ ybanosoma に 見 られ る この SFT 現象 は 結局 する 
所 , 抗体 と 人 血清 中 に 存在 する 易 熱 因子 の 協同 作用 に よ 
り 7r ヶ ybanosoma が 殺さ れ , その 原形 質 に 変化 を 生じ , 
色素 に 染 ま ら な く な つた も の で ある . し か し 一 方 で は こ 
の よう な 特異 抗体 の 作用 に よら な く と る も, 死 中 体 で は 同 
じ よ うな 形態 上 の 変化 や 染色 性 を 失う 現象 が 見 られ る こ 
と は 注意 すべ き で ある . すなわち , evansz を 感染 さ 
せ た マ ウス が 死ん で 一 定時 間 を 経て , 心臓 か ら 採 つた 死 
で も あるいは 感染 マウ ウス が 未だ 死な ぬ ね うち に その 
心臓 か ら 採 つ た 生 忠 体 を 加熱 し て 殺し た 忠 体 で も , その 
形態 は 上記 の 抗体 作用 に より 死ん だ 忠 体 と 区 別 さ れ な 
い . また , 人 血清 と メチ レン 青 を 加え て 見 て も これ ら 死 
中 体 は 不 染 の まま で 残っ つっ てい て, その 状況 は 本 色素 試験 
陽性 の 時 に 見 られ る 所 と 酷似 し て いる 

反応 に 必要 な 人 正常 血清 中 の 易 熱 因子 : 本 色素 試験 で 
accessory factor 様 の 作用 を する 人 血清 中 の 易 熱 因子 の 
本 態 は 不明 で あぁ ある が , この 目的 に 用 いら れれ る 人 血清 の 
最小 有効 濃度 は 約 3006%6 で あぁ る (実験 5 ). 補 体 結合 反応 に 
補 体 と し て 用 いら れる モル モッ ト 血 清 の 終末 濃度 は 通常 
3 % 以 下 で あり, 最小 有効 終末 濃度 は これ より 更に 低い 
と 考え られ る . 従 つ て , 人 と モル モッ ト で その 血清 の 補 
体 作 用 の 強 さ に 違い で て の ある こと を 考慮 し て も , 本 色素 試 
験 で いう 上 易 熱 因子 と , 補 体 結合 反応 に お ける 補 体 と は 量 

に 著しい 差 を 示す も の で , 両者 は 同じ も の と は 考え ら 
れ な い . 直江 (1958) は Toxoplasma の SFT を 行 な 
うに あ た つ て , accessory factor の 濃度 を 色々 変化 させ , 
それ に つれ て 抗体 価 が どの よう に 変化 する か を 調べ た . 
それ に よる と accessory factor の 終末 濃度 を 20%% に する 
と 抗体 価 は 著しく 低下 し , その こと か ら accessory factor 
の 最小 有効 終末 濃度 は 35~40% と した. Trypanosoma 
を 用 いた 本 色素 試験 で も , accessory factor に 相当 する 
人 血清 の 終末 濃度 を 10% ま で 下げ る と 抗体 価 は 著しく 低 
下す る (第 5 表 ). その 最小 有効 終末 濃度 は 前 述 し た よう 
に 略 30066 と み ら れ , 7oxoplasma の SFT で 直江 が 述べ 
た 35~40% と いう の と ほぼ 一 致し て いる . 

本 色素 試験 に 関与 する 正常 血清 は rypbanosoma の 場 
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合 に な ら つ て 人 血清 を 用 いた の で る あぁ が , これ を 他 の 動 
物 の 血清 で 置き か えた 試験 も 行なっ つた (実験 6 ). モル モ 
ッ ト 血 清 で は 反応 は 人 血清 を 用 いた 時 と ほぼ 同様 に 起こ 
り 。 ラッテ 血清 で は わずか に 起こ り , 兎 血清 , マウ ス 血 
清 で は 反応 は 陰性 と な つた . Sabin & Feldman (1948) 
に よる と Toxoplasma の SFT に お いて , accessory 
factor は 補 体 と は 異な る も の で , この 因子 は 人 血清 に 低 
濃度 に モル モッ ト に は 更に 少な く ,。 マウ ス 血 清 に は 全 
く 存 在 し な いと いう . この こと は 上 の 事実 に ほぼ 一 致し 
て いる の で , 本 色素 試験 に お ける 正常 血清 中 の 易 熱 因子 
は Toxoplasma の SFT に お ける accessory factor と 
同じ も の で ある と 思わ れる . し か し 一 方 で は Sabin & 
Feldman は , モル モッ ト , 和束, ラッ テ 等 の 血清 は それ 自 
身 Toxoplasma を メチ レン 青 溶液 に 対し て 不 染 性 に す 
る 作用 が ある の で , これ ら の 血清 は accesory factor と 
し て は 用 いら れ な いと し て いる . 7 ヶ ypanosoma の 場合 
に は この よう な 作 用 は これ ら の 血清 に 見 られ な か つた . 
この こと は 中 体 の 側 の 特性 に 基づく も の で あつ て , 反応 
な いし 因子 の 本 質 的 な 差異 に よる も の で は な い の で あろ 

本 色素 試験 の 正常 血清 と し て 兎 血清 , ラッ テ 血 清 を 
用 いた 場合 に 反応 が 充分 に 起こ ら な いこ と は 上 に 述べ 


た . これ ら の 血清 中 に は 溶血 反応 等 を 起こ す に 必要 な 補 


体 は 充分 に 含ま れ て お り , し か も ラッ テ 血 清 を 用 いた も 
の で は 抗 血 清 も 同じ く ラ ッ テ 血 清 で ある か ら 補 体 の 働き 
を 抑制 する 作用 が 起こ る こと は 考え られ な い . 従 つ て こ 
れ ら の 血清 を 用 いた 場合 に 補 体 の 作用 は 充分 に 保 た れ て 
いる わけ で ある . それ に も か か わら ず 反 応 が 充分 に 起こ 

ら な い の は , 本 色素 試験 に お ける 正常 血清 中 の 易 熱 因子 
が , 溶血 反応 等 に お ける 補 体 と は 異な つた も の で ある た 
め と 考え を ら れる. この こと は この 上 易 熱 因子 が , 量 的 に み 
て 補 体 結合 反応 に お ける 補 体 と 同じ も の で は な いと いう 
上 述 の 考え を 質 的 な 面 か ら 裏 書き し て いる . 

SFT に お ける 由 体 像 と accessory factor の 本 態 : To- 
zxoplasma に お ける SFT に お いて , 色素 に 梁 ま ら な い 
中 体 は 死ん だ 忠 体 で ある こと を Sabin & Feldman (1948) 
は 記載 し て いる . こ 点 を 確認 する た め に RH 株 の Te 
xoplasma 中 体 を 用 いて SFT を 行ない , メチ レン 青 深 
液 を 作用 する 前 に 躍 体 を 鏡 検 し , 形態 学 的 に 生死 の 判別 
を 行 な つ て みる と , 死 貝 体 が , 色素 を 作用 し た 場合 に 不 
染 性 で ある こと を ほぼ 認め る こと が 出来 た . この 関係 は 
7rybanosoma に お いて も 認め られ る 所 で ある . Try- 
Panosoma で は 死 由 体 は 変形 が は な は だ し い の で , 色素 
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を 作用 させ な く と も 生死 の 判別 は 容易 で あり , この 意味 
で は Trybanosoma の 色素 試験 で は 必ず し ゃ も 色素 を 必要 
と し な い . これ に 反し て 7oxoplasma で は 生死 の 判別 
は 形態 か ら だ け で は 容易 で な い 場 合 も あつ て , 色素 に よ 
る 染色 を 必要 と する も の で ある . 

SFT の accessory factor の 本 態 は . Grénroos (1955) 
に よれ ば properdin と 補 体 成分 の C2', Cj', C,′ と か ら 
な る 共 働 因子 で ある と みな され る . この 点 は 補 体 結合 反 
応 , 溶血 反応 等 に お いて , 補 体 成分 の Ci', C2', Cs'。 
C,′ の 4 節 が 反応 に 関与 し て いる 所 と 趣 を 異 に する も の 
で あぁ る. すなわち , 前 者 の accessory factor の proper- 
din は 後者 の 補 体 の C,” に 相当 する わけ で ある . 色素 試 
験 以外 で 補 体 を 必要 と する 種々 な る 免疫 反応 に お ける 補 
体 の 作用 は , C:” が 主たる 働き を な し , C2'。 Cs) C7 は 
副作用 的 な 役割 に ある こと を 守山 は 述べ て いる が , その 
老 え か ら す れ ば properdin は accessory factor の 主 作用 
因子 と いう こと が 出来 る で あろ う . 

Toxoplasma の SFT に お いて 抗体 と accessory factor 
と の 作用 に より 貝 体 は 殺さ れ , 染色 性 を 失う の で ある が 
Sabin 婦 Feldman に よる と , 7ozxoplasma の 原形 質 は 
酸性 で あぁ あり, これ が 抗体 と accessory factor の 作用 を 受 
ける と , その acid groop が 変化 を 受け , アル カリ 性 メ 
チレ ン 青 に 染 ま ら な く な る と いう . すなわち , 中 体 の 原 
形質 に 変化 を 生じ て 不 染 性 に な る と いう の で ある . Ty- 
panosoma に お いて も お そら く こ れ と 相似 た 変化 が , 抗 
体 と 人 血清 中 の 易 熱 因子 と にょ よ つて ひき 起こ され る も の 
で あろ うぅ . 

7ryhanosoma の 色素 試験 に 用 いら れる 人 新鮮 血清 が 
Toxoplasma の SFT に お ける accessory factor と 同じ し 
役目 、 作 用 を 果たし て いる も の か , あぁ あるいは 補 体 結合 反応 
や 制動 反応 に お ける 補 体 と し て の 役目 を 果たし て いる も 
の か は 7 ヶ ypanosoma 色素 試験 の 本態 を 決 め る に 重要 
な 問題 で ある . 補 体 結合 反応 に お ける 補 体 の 必要 終末 濃 
度 は 3 % 以 下 で あぁ る と 考え られ る . 制動 反応 の 場合 は 人 
に よっ つて 用 いた 補 体 の 量 は 異な る が , や は り 10% あ る い 
は それ 以下 で 充分 に 作用 し て いる . 7rypbanosoma 色素 
試験 に お いて は し か し 終末 濃度 10% で は 反応 の 起こ りか 
た が は な は だ し く 低 下 し て いる (第 5 表 ). この よう な 点 
か ら 考 えて , 本 色素 試験 に 用 いら れる 人 血清 は お そら く 
単に 補 体 と し て の み 作 用 する も の で な く , それ に 含ま れ 
て いる properdin も 関与 する も の で あり , 人 血清 を 10% 
に も 減ずる と properdin の 量 が 減少 する た ぬ に 反応 が 低 
下す る も の と 考え られ る . 
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同じ よう な 推 側 を 数 種 動 物 血 清 を 用 いた 実験 (6) (第 
6 表 ) に あて は め て 考え る と , この Trypanosoma 色素 
試験 の 本 態 を 理解 する の に 役立つ ょ うに 思わ れる . Pille- 
mer et al (1954) に よる と ここ に 用 いた 示 種 動物 の 血 
清 中 の properdin の 量 は ラッ テ が 最高 で マウ ス が それ に 
次 ぎ , 人 , 兎 は 中 間 で モル モッ ト が 最低 で ある と いう . 
実験 (6 ) で , モル モッ ト 血 清 で 反応 が 陽性 に 出 て いる 所 
を みれ ば は ば , 以上 の 動物 の 血清 いずれ に お いて も properdin 
の 量 は 充分 で ある と 思わ れる . し か る に マウ ス 人 血清 で 陰 
性 と いう の は 補 作 成分 が 欠け て いる (Brown, 1943 ; Rice 
& Crowson 1950) た め と 考え られ る . ラッ テ , . 兎 で は 
補 体 成分 が そろ つて いる (Hegediis & Greiner, 1938 ; 
Rice & Crowson, 1950) の で , properdin も 充分 存在 す 
る と ころ か ら , 何故 に 本 色素 試験 が 陽性 に 出 な い の か 分 
か ら な い . 何 か 本 試験 を 抑制 する 因子 が 存在 する の か , 
あぁ あるいは 不明 な 必要 成分 が 不足 し て いる の か も 知れ な 

原虫 の 溶解 反応 と の 比較 : rybanosoma は その 抗 
清 と 補 体 と の 作用 で 溶解 され る と いう 現象 が 報告 され て 
いる . すなわち , 古川 (1928) は gambiense に , 
モル モッ ト , マウ ス の 各 抗 血清 を 作用 させ て , 忠 体 が 宰 
胞 形成 , 形態 変化 を 経て 落 解 死滅 する まで の 経過 を 観察 
し て いる . し か し この 変化 は 本 素 色 試験 に 見 た Trypa- 
0soma の 変化 と は 形態 的 に は 著しく 異な る も の で あ 
る . この 相違 に rypanosoma の 種類 が 異な る こと に 
よる 質 的 差異 か , ある い は 宿主 動物 の 抗体 産生 能 や , 実 
験 に 際 し て の 抗 血 清 稀 度 反応 時 間 が 異な る こと に 基 
づく 量 的 な 差異 か 分 らち な い . また , 補 体 に つい て も 古川 
は CC C:′ の 3 節 に よる も の と 述べ て いる が , こ 
の 因子 が properdin と C2', Cs', C:^ で ある 可能 人 性 に つ 
いて る も 検討 の 余地 が ある と 思う . この 沙 解 反応 と 本 色素 
試験 と は 現象 的 に は 相違 する が , 方 式 的 に は 共通 件 が あ 
り そ う で , 両 反応 の 間 に は 多少 の 関連 性 が あぁ ある と 思わ れ 
る 。 

Taliaferro (1932) は lewisit に つい て ラッ テ 抗 血 
清 を 用 いて 沙 解 反応 を 観察 し た . その 際 の 忠 体 の 変化 は 
明瞭 な 記述 が な い の で 本 色素 試験 の 場合 と 比較 する こと 
が 出来 な い . 補 体 と し て は 新鮮 モル モッ ト 血 清 の 1:20, 
すなわち 5 % 稀 釈 が 用 いら れ て いる の で , 本 色素 試験 に 
お ける accessory factor 様 の 因子 と 異な り , 補 体 その も 
の で ある 可能 性 が 強い . 抗体 は 本 色素 試験 と 同じ か どう 
か は 分 か ら な い . すなわち , Taliaferro の 行 な つ た 沙 解 
反応 と 本 色素 試験 と は 現象 的 に , 言い 換え れ ば 忠 体 像 の 


変化 に お ける 差異 が ある か な いか 不明 で ある が , 方 式 的 
に は 相違 する の で , 両者 の 関連 件 は 少な いと 思わ れる 

登 (1935) は Trichomonas hominis, T. tenax, 
vaginalis に の 抗 血 清 を 作用 させ て 解 反応 を 観 
し た . この 反応 で は 虫 体 の 運動 減退 , 運動 停止 , 深 解 の 
3 型 が 見 られ て いる . 補 体 と し て は 新鮮 モル モッ ト 血 清 
の 1: 10 稀釈 が 用 いら れ て いる . Robertson (1934) は 
Bodo caudatus の 溶解 反応 で 補 体 と し て 新鮮 モル モッ ト 
血清 を 1 : 10 に 稀釈 し て 用 いて いる . その 終末 濃度 は 
1: 80 すなわち 1.25% と な つて いる . Menendez(1942) 
は Entamoeba hstolytica に 抗 血清 を 作用 させ て 
解 反 応 を 試み , 躍 体 は 変形 , 運動 停止 , 溶解 等 の 起こ る 
こと を 報告 し た . 補 体 と し て は 新鮮 モル モッ ト 血 清 の 
1 : ユー1 : 10 の 稀釈 を 用 いて いる . 以上 3 人 の 報告 し た 溶 
解 反 応 で は 忠 体 の 形態 的 変化 が 本 色素 試験 と は 異な つて 
お り , モル モッ ト 血 清 も 補 体 その も の と し て 作用 し て い 
る 可能 性 が 強い . 要する に これ ら の 沙 解 反応 は 現象 的 方 
式 的 に も に も 本 色素 試験 と は 異な つて いる も の で ある . 

補 体 の 関与 する 制動 反応 と の 比較 : Trybanosoma に 
お ける この 色素 試験 と , 従来 報告 され て いる 補 体 の 関与 
する 制動 反応 (immobilization test) と の 最も 大 きい 直 
い は 色素 試験 で は メチ レン 青 を 用 いて 結果 を 判定 する こ 
と で ある . し か し 前 述 し た よう に この 色素 は 反応 の 本 質 
に は 何ら 関係 の な いも の で あり , 色素 を 用 いな く と も 
Tr ヶ ybanoscoma で は 反応 の 結果 を 判定 出来 る も の で あぁ あ 
る . 従 つ て 両 反 応 は 現象 的 に か な り 似 て いる 所 が ある . 
馬場 (1957) は Trichomonas vaginalis, T. foetus, T. 
gallinae で 、 新鮮 モル モッ ト 血 清 1: 50 稀釈 を 補 体 と し 
制動 反応 を 行 な つ た . この 反応 で 忠 体 は 不動 化 な いし 死 
ぬる 像 が 認め られ た . 松井 ・ 富 川 (1953) は Trepone- 
ma pallidum に つい て , 新鮮 モル モッ ト 血 清 の 1:4.5 
条 釈 を 補 体 と し て 制動 反応 を 試み て いる . 同じ 試験 を 行 
な うに あ た つ て Nelson は 1 : 10 稀釈 , Magnusson は 
1 : 18 稀釈 の モル モッ ト 血 清 を 用 いて いる . 以上 の Trr- 
chomonas や Treponemga に つい て の 試験 で は モル モッ 
ト 血 清 は 補 体 その も の と し て 用 いら れ , 作用 し て いる も 
の と みな され る の で あり , 本 色素 試験 で accessory factor 
様 物質 と し て それ が 用 いら れ て いる の と は 意味 が 異な つっ 
て いる . 従 つて 制動 反応 と 本 色素 試験 と は 現象 的 に は 似 
た 所 が あつ て も , その 本 質 に お いて 関連 性 が 少な いも の 
で ある . 

(3) SFT 方 式 の 適用 範囲 CE つい て 

Trybanosoma と Toxoplasma と の 類似 性 : TT evan- 
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sz 及び て . lewsst に つい て 色素 試験 が それ ぞ れ 適用 され 
得る こと が 分 か り , 7 ヶ ypanosoma の この 両 種 以 外 の 中 
種 に つい て は 未 検討 で ある が その 適用 可能 の 公算 は 大 き 
いと 思わ れる . Trypanosoma Toxoplasma は, 
Westphal (1954) の 説 の よう に 形態 学 的 に みて 分 類 学 上 
近 緑 関係 に ある と する 考え も ある の で , この 両 種 原 忠 双 
方 に SFT 方 式 が 成立 する こと は 免疫 血清 学 的 に 興味 が 
深い . 

適用 範囲 の 追 完 : SFT 方 式 の 適用 範囲 を 追究 する 目 
的 で , Trichomonas gallinae, T. vaginalis に つい て 
予備 的 な 実験 を 試み た 結果 , 人 新鮮 正常 血清 に 浮 湊 さ せ 
た これ ら の 生活 虫 体 は アル カリ 性 メチ レン 青 (pH 11) 
に あま り よ く 青 決し な いい ばかり で な く , 青 染 する まで に 
か な り の 時 間 を 要する 不便 が ある 。 特 に 忠 体 の 活力 が 強 
いも の 程 そ の 傾向 が 著しい . また , この 生活 虫 体 を 働 性 
の 人 正常 血清 に 浮 湊 さ せる と 比較 的 すみ や か に 忠 体 の 変 
形 か ら 不動 な い し 死に 至る 現象 が 観察 され る . 馬場 
(1957) も T gallinae, T. vaginalis 等 の 忠 体 に 人 , 
モル モッ ト , 兎 の 各 働 性 正常 血清 を 各種 濃度 で 作用 させ 
運動 阻止 , 虫 体 溶解 の 起こ る こと を 報告 し て いる . また 
私 は Balantidium cog に つい て 同様 の 予備 的 な 実験 を 
試み た 結果 , その 生活 虫 体 は メチ レン 青 に きわ め て よく 
青 染 する が , この 貝 体 を 働 性 の 人 正常 血清 に 浮 涯 させ る 
と 比較 的 すみ や か に 虫 体 の 運動 停止 か ら 深 解 死 減 に 至る 
現象 が 起こ る こと を 知 つ た . SFT 方式 は 前 述 の 考察 か 
ら 明 ら か な よう に , 生き た 原虫 が 抗 血清 と 人 新鮮 正常 血 
清 (accessory factor) と の 協同 作用 に よっ つて 殺さ れ た 結 
果 を メチ レン 青 染 色 に より 判別 する 反応 方 式 で ある が か が, 
Trichomonas や BBalantidium は 非 特異 的 に 人 新鮮 正常 
血清 の 単独 作用 に よ つ て 比較 的 すみ や か に 殺さ れる こと 
が 分 か つた の で これ ら の 原虫 に SFT 方 式 を 応用 する こ 
と は 出来 な い . な お , この 2 種 の 原 忠 に つい て , 人 新鮮 
正常 血清 を 一 定 度 に 稀釈 すれ ば その 非 特 異 的 殺 滅 作用 は 
な く な る が 同時 に その accesory factor と し て の 作用 も 
な く な る の で , . そ の よう 手 "SFT' 方 と じ て 
ら の 原虫 に と 用 いる こと も 出来 な い . 

人 新鮮 正常 血清 の 殺 原 虫 作用 : 人 新鮮 正常 血清 の , 原 
虫 に 対す る 上 述 の ご と き 非 特異 的 作用 に 関し て は , 諸 種 
動物 の 新鮮 正常 血清 の それ を も 含め て 多く の 報告 が 見 ら 
れる . その 作用 は 血清 中 に 存在 する 正常 抗体 と 補 体 と の 
協力 に 基づく と 考え 々 られ て いる . 近年 , Pillemer et gl 
(1954) は properdin な る 物質 が 自然 免疫 の 因子 と し て 
血清 中 に 存在 する こと を 発見 し た . この properdin は 正 
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常 抗体 と 同様 に 補 体 と 協同 し て 非 特 異 的 殺菌 , ヴィ ー ル 
ス 中 和 , 溶血 作用 を 現 わ す と いう . 一 方 , properdin は 
その 性 状 が 正常 抗体 と 類似 し た 点 が あぁ ある と ころ か ら , 最 
近 Nelson (1958) は この 両 因 子 を 同じ 物質 と みな す 仮 
説 を 発表 し た . し か し な が ら 両 因子 の 性 状 の 間 に は 一 致 

し な い 点 も ある の で , 両 因子 が 果たし て 同じ 物質 で ある 
か は 疑わ し い . 

原虫 に 対す る , 新鮮 正常 血清 の vitro の 作用 が 、, 
正常 抗体 と 補 体 の 協力 と に よる も の か , properdin と 補 体 
の 協力 に よる も の か , ある い は また , 原虫 の 種類 に よ つ 
て この 両者 の いずれ か に 規定 せら れ て いる も の か , この 
点 末 だ 明らか で な い . その 解明 は 今後 に 残さ れ た 興味 あ 
る 課題 で ある . 

適用 範囲 の 推 宗 : 原虫 に つい て SFT 方 式 の 適用 に 不 
可 欠 の 制約 条件 は , 第 一 に その 生活 虫 体 が メチ レン 青 に 
よく 染まる 貝 種 で ある こと , 第 二 に 上 述 の 人 新鮮 正常 血 
清 の 殺 原 虫 作 用 に つい て の 考察 か ら 明 ら か な よう に その 
生活 虫 体 が 同 血 清 で 障害 を 受け な いも の で な けれ ば な ら 
な い . この よう な 原虫 と し て は 血液 や 組織 に 寄生 する ゃ も 
の が 考え られ , 消化 管 や 肝 に 寄生 する 種類 は この 条件 に 
ぁ あて は ま ら な いも の の よう に 思わ れる 

結 論 

Toxoplasma に 独 得 な 現象 と みな され て いる SET 現 
象 が 、 oxoplasma 以外 の 原虫 に つい て も 見 られ る か 
か を 検討 する た め に , TT. evansi, T. lewisi 感 決 で それ 
ぞ れ の 由 体 を 抗原 と し て SFT 方 式 を 試み た . その 結果 
は 次 の ご と く 要 約 さ れる . 

(1) T evansi, T. lewszsi 感染 に SFT 方 式 を 応用 
し た 色素 試験 は , それ ぞ れ 陽性 に 出る の で , 免疫 血清 反 
応 と し て 成立 する こと が 出来 る . この Trypbanosoma に 
お ける 色素 試験 と oxophlasma の SFT と は 免疫 血清 
字 的 に 同じ 種類 の 反応 に 属す る も の と 推定 され る . 

(2) evanst と lewsst に つい て の 試験 に 
よっ つて は SFT 現象 は 起こ ら な い . 従っ つて Trypano- 
soma 色素 試験 に は 種 属 特異 性 の 存在 が 認め られ れる 

(3) 7 ヶ ybanosoma 色素 試験 の accessory factor "と 
し て , 人 新鮮 正常 血清 ( 働 性 ) の 代り に 他 の 動物 の 新鮮 
正常 血清 ( 働 性 ) を 用 いる と , その 血清 の 動物 種 に よ つ て 
SFT 現象 が 見 られ る も の と 見 られ な いも の と が ある . 

(4) Trypbanosoma 色 節 試験 に お ける SFT 現象 の 
本 質 は , 忠 体 が 抗体 と accessory factor と の 協同 作用 に 
よって 特異 的 に 殺さ れ て , その 原形 質 に 変性 が 起こ る こ 
と に 基づく 色素 親和 性 の 変化 で ある と みな され る . す な 
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わ ち , この 殺さ れ た 虫 体 は メチ レン 青 に 不 染 性 で , 生鮮 
の まま で の 形態 観察 に よ つ て も 判別 が 可能 で ある . な お 
この 結論 は oxoplasma に お ける SFT の メチ レン 青 不 
染 現 象 の 本 質 と も 共通 する と みな され , これ に つい て 考 
察し た . 

(5) Trybanosoma 色素 試験 と , 原 に お ける 解 
反応 及び 原虫 , スピ ロ ョ ヘー タ に お ける 補 体 の 関与 する 制 
動 反 応 と の 問 に は , 一 部 に 若干 の 共通 仁 が ある と 思わ れ 
る が 本 質 的 な 関連 性 は 認め られ な い . ; 

(6) SFT 方 式 の 適用 範囲 は , 原 忠 の 中 で 少な く と 
も その 生活 虫 体 が メチ レン 青 に よく 染まる 貝 種 で , し か 
も 血液 な いし 組織 寄生 性 の 種類 に 限ら れる と 推 祭 され 
る . 


稿 を 終わ る に 臨み , 御 指 導 御 校 開 下さ つた 松林 久吉 教 
授 並 びに 浅見 敬三 助教 授 に 深く 感謝 する . 

本 論 要旨 第 17 回 日 本 寄生 学会 東日本 支部 大 会 
並び に 第 27 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 で 発表 し た . 本 研究 は 
昭 年 本 ウッ タス え ゾン 有 研究 助成 金 の 援助 を 受 
けた も ゃ の で ある . 
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DYE TEST AFTER SABIN-FELDMAN'S PRINCIPLE 
IN TRYPANOSOMA INFECTION 


SHIKO FUJIOKA 
(Department of Parasitology, School of medicine, Kei0 University, Tokyo, Japan) 


Sabin-Feldman’s dye test is an immune reaction taking place between living Toxoplasma and 
the antiserum. Itis a matter of importance whether the same reaction would occur between some 
-other kind of parasite and its antiserum. In the present study, dye tests were performed with 
Trypanosomes and their antiserum. T. evansi and T. lewist were used in the experiment. 

Altogether 10 mouse-antisera for T. evansi and 3 rat-antisera for T. lewisi were tested. In 
the tests with T. evansi, the percentages of unstained Trypanosomes were mostly 70-100% in the 
dilutions from 1:4to 1:256 and decreased in higher dilutions, giving almost the same titer as 
the controls in 1 : 4,096 dilution. Rat-antisera also gave positive results (50% or more unstained 
Trypanosomes) in the dilutions of 1 : 64 or 1 : 256. Thus it was elucidated that the same immun- 
ological reaction occurred between Trypanosomes and its antiserum as between Toxoplasma and 
its antiserum. 

The same experiment was carried out with T. lewisi and its antiserum. The results were 
positive in these cases, too, though the titers were lower than in T. evansi infection, being mostly 
1:16 or 1:64. Agglomeration test with the same sera were carried out and was positive at the 
dilutions from 1:40 to 1 : 160. The agglomeration titer, however, had no correlation with dye 
test titer. 

The cross tests were carried out with T. evanst and T. lewist : dye tests were performed 
with T. lewrst and evansi-antiserum or with T. evanst and lewisi-antiserum. Results were all 
negative and high specificity of the test was substantiated. 

The necessary concentration of accessory factor in the reaction system was estimated by 
serial dilution. It must be contained in amount of at least 30% of the total volume of one tube. 
Among animal sera which were tested as accessory factor in the dye tests, only guinea pig sera 
gave positive results, rat sera gave only a low titer and sera of rabbit and mice gave negative 
results. 

The unstained Trypanosomes in the dye test changed their shape, becomming more rounded 
or curved while the stained one keep their original slender form. These changes in shape occurred 


before the addition of methylenblue solution, and the percentages of these degenerated Trypanosomes 


well coincided with the unstained ones after the dye was added. The percentages of both unstained 


and degenerated Trypanosomes increased in the similar rate with lapse of time when they were 
examined 20, 40 and 60 minutes after the incubation. These findings indicated that only tbe 


degenerated Trypanosomes remained unstained in the dye test. 
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国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


日 野 和徳 


既に 5 回 に 互 る 銘 虫 Carrier の 臨床 的 研究 を 通じ て , 
私 達 は 釣 虫 症 に お ける 症状 発現 は 寄生 する 釣 虫 と 宿主 で 
ぁ る 人 体 の 反応 と の 相互 関係 に 起因 する こと を 述べ て き 
た (石崎 ら , 1955, 1956, 1957, 1959a, b). 

今回 は 再び 第 1 報 と 同様 の 賃 血 の 発現 機構 に つい て , 
表題 の 如き 各種 の 検査 所 見 か ら 更 に これ に つい て 論じ て 
みた い . 

多 虫 貧血 の 成因 を 大 別して みる と , 次 の 3 要因 に 要約 
され る . 即ち (1) 多 中 体 又 は 代謝 産物 の 毒素 の 吸収 に 
より 造血 系 が 影響 を 受け る と する 毒素 説 , (2) 吸 血 及 び 
咳 傷 よ り の 出血 が 原因 で ある と する 出血 説 , (3 ) 多 虫 寄 
生 に よる 腸管 の 消化 吸収 障 副 の た め 鉄 代謝 に 失調 が 起 る 
と する 栄養 障 三 説 で ある . 諸家 は この 成因 を 何れ も 認め 
て いる が , 何 が 主因 で ある か と いう 点 で は 意見 が 一 致し 
で いな いよ よう で ある . 

考 素 説 の 根拠 と する と ころ は , 多 虫 症 の 症状 に は 失血 
性 貧血 で は 説明 され 難い も の を 多数 含ん で お り , 一 方 に 
お いて 由 体 , 飼養 液 , 患者 胃液 , 血清 中 に 催 任 血性 物質 
が 証明 され , これ ら が 網 内 系 の ミト コン ドリ ア の 作用 を 
抑制 する と いう の で ある . この 方 面 で は 宮川 (1927), 
江口 (1943), 小宮 (1949), 北山 (1950), 江口 1950), 
細川 ら (1950), 平木 らち (1953), 米谷 (1953), 片田 (1954) 
藤田 (1955), De Langen (1922), Silveira & de Moura 
Compos (1937) が ある . 

出血 説 の 根拠 と する と ころ は 小 球 性 で ま 
た 低 色 素性 で も あぁ あり, 鉄 療法 に よく 反応 し , 釣 虫 の 吸血 
量 及び 尿 内 へ の 出血 量 測定 値 が 多量 で 正常 の 鉄 代謝 量 の 
範囲 を 造 か に 越し た も の で ある こと 等 で ある . また 一 般 
症状 な ども 和 賃 血 だ け か ら 説 明 出来 る も の が 多い と し て い 
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る . こ の 方 面 で は Wells (1931), 岡田 (1931), 西 (1933) 
Foster & Landsberg (1934), Rhoads et al. (1934), 
Wintrobe (1942), 中 尾 ら (1953), 中 (1954), 
(1954), 材 屋 (1958) が ある . 

消化 吸収 障 三 説 を 主 と す る も の は な い が 一 応 こ れ を と 
りあ ぁ あげ て いる 人 に は Wintrobe (1942), Crug (1948), 
北山 (1950), 千田 (1950), 岩田 (1958) な ど が ある . 

これ ら の 学説 の 当否 批判 は 別 の 機会 に 譲り , 私 達 は 集 
団 検 診 で 行 つ た 和 賃 血 を 中 心 に し た 庄 検 査 成績 を 整理 し , 


血 発現 機構 を 解析 する こと に つて, 結果 と し て 私 


の 対象 と し た 衝 血 の 主因 が 上 記 の 諸説 の 何れ に 属す る か 
を 考え て みた い . し か し 今回 の 目的 は 主因 の 探究 が 第 一 
で は な く , 生体 の 防衛 反応 が どう 営ま れ て いる か , 私 達 
の 考え て いる 負 の バラ ンス が 如何 な る 形 に お いて 起 つ て で 
いる か を 調べ る 点 に ある . 
調査 対象 と 調査 方 法 

1. 調査 対象 

次 に の べ る 対象 の 内 , A 項 以外 は すべ て 東京 都 南 多摩 
郡 町 田 市 郊外 旧 忠 生 村 (小山 田町 , 図師 町 , 山崎 町 , 根 
剛 町 , 木 角 町 ) の 住民 で 釣 虫 寄生 者 の 虫 種 は すべ て アメ 
リカ 単独 寄生 で ある . 

A) と 和 血 相 関 に つい て 

ビ ニ 中 に つい て は 東京 都 人 市 外 元 八 王子 町 
加 住 町 , 川口 町 の 住民 の 内 該 虫 種 単独 寄生 者 男女 各 計 66 
名 と , 近傍 都市 で ある 神奈 川 県 川崎 市 施 外 稲田 券 戸 の 非 
現業 共済 病院 外来 及び 入院 患者 の 内 該 忠 種 単独 寄生 者 兄 
女 各 計 95 名 (山崎 , 1956 の 資料 提供 に よっ つた ) を 集計 し 


アメ リカ 釣 申 に つい て は 町 田 市 旧 忠 生 村 住 民 該 虫 種 単 - 
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独 寄 生 者 男女 各 計 205 名 を 集計 し た . 

B) 網状 赤血球 数 算定 に つい て 
上 記 忠 生 村 釣 虫 寄生 者 104 名 ( 男 56, 女 48). 

C) 血清 鉄 量 測定 に つい て 
上 記 忠 生 村 多 虫 寄生 者 男女 各 計 84 名 と 対照 と し て 全 寄 
生 躍 卵 陰性 の 健康 男子 23 名 . 

D) 鹿内 鉄 量 測 定 に つい て 

上 記 忠 生 村 釣 虫 寄生 者 男女 合計 68 名 と 対 央 と し て 全 寄 
生 忠 卵 陰性 の 健康 男女 合計 84 名 . 

E) 鹿内 出血 量 測定 に つい て 

上 記 忠 生 村 釣 虫 寄 生 者 男女 合計 19 名 . 

F) 小腸 X 線 撮影 に つい て 

上 記 生 村 多 寄生 者 男子 17 名 と と し て 全 陰 
性 の 健康 男子 5 名 . 

2. 調査 方 法 

A) 由 と 中 : 集団 駆 で Tetren 15 球 , 後 下 
剤 硫 苦 20g 又は フェ ノバ リン 3 錠 を 与え , 駆虫 剤 服用 
後 24 時 間 以 内 の 排 洪 全便 を 採集 し , 濾 便 法 で 躍 体 を 採取 , 
虫 種 と 中 数 を 調べ た . 

B) 血色 素 量 及び 網状 赤血球 数 : 血色 素 量 は 耳 各 採 血 
に より 0.02cc を 稀 塩 酸 に 加え 塩酸 Haematin と し , 慕 
溜 水 で 5cc に 稀釈 し , 日 立 光 電 比 色 計 波長 470m, 管 径 
6 mm で 測定 , 単位 は g/dl で 表わし た . 網状 赤血球 数 
は 耳 血 抹 本 を Brillantcresylblue に より 同時 染 
色 , 乾燥 後 Giemsa 液 で 後 染色 し た . 

C) 血清 鉄 量 : 血清 2cc に 1IN・HCI 2cc を 加え , 37° 
C に 1 夜 置 き 30% トリ クロ ョ ロー ル 醍 酸 lec を 加え て 提 
拝 , 遠心 沈 淫 後 の 上 清 2.5cc を 取り 10% 塩酸 ヒド ロキ 
シル アミ ン 0.5cc, 1% p- ニ トロ フェ ノー ル 1 滴 を 加え て 
アンモニア で 中 和 , 酢酸 ・ ソ ダ 緩 液 (pH4.5) 
2cc を 加え , 最後 に 鳥居 (1955) に よる NRME (オル 
ソ ・ ニ トロ レゾ ビル シ ン ・ モ ノ メ チ ー ル エー テル ) 飽和 液 
lcc を 加え て 鉄 を 発色 させ る . 60 分 以上 放置 し 波長 660 
mg, 管 径 16mm で 測定 し た . 単位 は y/dl 表わし た . 

D) 鉄 量 : 乾燥 室内 に 保存 し (普通 は 新鮮 
重量 の 約 25% に 減少 する ), 出来 た 乾燥 尿 0.1g 中 の 鉄 
量 を 信 津 見 (1957) に よる 選 内 鉄 量 法 に よ つ て 測定 し 
定量 法 は 床 を ルツ ボ に 入れ 白色 灰 に な る まで 2 時 間 焼 
き , 6N・HCI で 溶解 する . 以後 は 血清 鉄 と 同様 に p- 
ニート ョ ロ フェノール を 指標 と し て アン モニ ア で 中 和 し , 緩 
箇 液 を 加え て NRME で 発色 させ る . 以上 の 束 性 灰 化 と 
同時 に 硫酸 ・ 過 酸化 水素 に よる 湿性 灰 化 法 も 併せ て 行 


い , 同様 の 成績 を 得 た . 

E) 鹿内 出血 量 : Flink & Watson (1942) 法 に より 血 
色素 及び 関連 へ ム 色 素 を Pyridine ferrohemochromogen 
と し て 定量 し た . 使用 床 量 は 5g で , これ より 日 本 人 の 
平均 1 日 床 量 200g (臨床 検査 の 実際 , 1952) 内 の 出血 量 
を cc/200g と し て 求め た . 

F) 小腸 X 線 写真 撮影 法 : 集団 検診 に 来 た 男 子 20~40 
才 か ら 無 作為 に 抽出 し , 食事 と 水分 を 禁止 し た 状態 に お 
き バ リウ ム 食 を と ら せ , 30 分 , 1 時間, 1 時間 半 の 3 回 
腹部 X 線 撮 影 を 行 つ た . 使用 機械 は 東芝 集団 検診 携帯 X 
線 撮 影 機 で , 条件 は 70 kvp, 30mA, 0.2 秒 で ぁ る . 撮影 
写真 は 日 野 (1955, 1959) の 基準 に より 日 野 及 び 協 同 研 
究 者 が 線 合 判定 を 行 つ て 症状 を 決定 し た . 

調査 成績 
1. 衝 と 寄生 数 の 関係 
に 成 書 に 記載 され て いる 通り 釣 虫 症 の 主 症状 は 和 賃 血 
で ある . Hi 辿 & Andrews (1942), 宮川 (1948), 小宮 ら 
(1952), 大 鶴 (1954), 石崎 ら (1955) の 報告 を まとめ 
る と , ツ ビ ニ 釣 虫 30 匹 以上 , 同 躍 卵 で は EPG 男 2,000 以 
上 , 女 1,000 以上 , アメ リカ 釣 虫 で は 約 100 匹 以上 , 虫 卵 
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1 図 血色 素 量 と 数 (アメ リカ ) 


し 
| 


502 


で は 4,000 以 上 の 場合 に 和 賃 血 が 著 明 に な る よう に みえ る . 
そこ で 私 達 も 虫 数 と 和 賃 血 の 相関 図 を 作 つ て みる と 第 1 
図 と 第 2 図 の ょ よう に な つた . この 図 で わか る こと は 男性 
より 女性 が 和 血 起 し ビ ニ 釣 アメ リカ 多 
より 和 血 を 起 さ せ 易い. 強い て 衝 程 度 に つい て 限 
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第 2 図 血色 素 量 と 虫 数 (ダビ ー 多 虫 ) 


を 求め て みる と 対照 群 ( 非 寄生 者 ) の 平均 値 よ り 低く な る 
限界 は 確か に 上 記 の 文献 と 同一 で あぁ る. し か し この 相関 
図 で 気付 く こ と は 個人 差 が 大 きい こと で ある . 貝 数 が 多 
く て る も 衝 血 が 軽度 で あつ た り , 或いは 逆 の も の が いる . 
釣 虫 の 害 力 が 躍 数 虫 種 に より ほぼ 推定 出来 る と すれ ば 
寄生 の 結果 で ある 和 賃 血 は 人 体 の 防衛 能力 の 大 小 に 左右 さ 
れる こと に な る . 防衛 力 の 大 小 を 造血 能力 と 鉄 代 謝 の 面 
か ら 考 えて みる と 次 の よう に な る . 

2. 網状 赤血球 数 (造血 能力 の 指標 の 一 っ と し て ) 
アメ リカ (Wecator americanus) の 単独 寄生 者 
(男性 を 血色 素 量 13g/dl 以上 の 群 (Gr. A) と 以下 の 
(Gr. B) に 分 け て , と 赤血球 数 の 相 
関 図 を 作 つ て みる と 第 3 図 の よう に な る . 
両 群 共 中 数 が 増加 すれ ば 網状 赤血球 数 も 増加 する 傾向 
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第 3 図 数 と 数 (男性 群 ア メリ カ ヵ ) 


を 示す が , Gr. A の 回 帰 直 線 は Gr. B の それ より 傾 終 


角度 が 大 きい . 
Gr. A x= 色素 量 g/dl, y= 網状 赤血球 数 n=46, 
Sx=20.383, Sy=856.4, Cxy=63.033. 

係数 r=0.4765 

相関 係数 の 標 SEr= ーー=0.14707 
。.r/SEr=3.19 r の 有意 性 の 危険 率 P(r) <0.01 

x の y に 関す る 回 帰 直線 は 

x=0.0734y 0.5252. 

GrB y は 上 に , ou=28; Sx=17.727; 
Sy=359.8, Cxy=43.82,. 

相 関係 数 r=0.5487, SEr=0.1925. 

..r/SEr=2.85 つて r の 有意 性 の 危険 率 

P(r) <0.05 x の y に 関す る 回 帰 直 線 は 

x=0.1218 y+0.5716 

この 成績 か ら 知 られ る こと は 一 般 に 多 虫 寄生 数 に 比例 
し て 造血 活動 は 活 する が , その 活 の 程度 は 
を 阻止 し 得 て い る 和 群 (血色 素 量 13g/dl 以上 ) の 方 が 衝 
血 群 ( 同 13g/dl 以下 ) より 大 きい こと で ある . これ が 真 
実 な ら ば 次 の 様 な 場合 即ち 釣 虫 害 力 が 一 定 の 大 き さ 
数 を 限定 ) の 場合 に は , これ に よっ つて ひき 起こ され る 衝 
血 の 程度 は 個人 の 造血 能力 の 大 小 に よ つ て 決定 され る 衝 
で ある . そこ で この 点 を 明らか に する た め , アメ リカ 多 
中 10~30 匹 寄 生 の 範囲 の 男性 19 名 に 就 て 血色 素 量 と 綱 
状 赤血球 数 の 相関 図 を 作っ つて みた (第 4 図 ). 

これ を みる と 血色 素 量 の 多少 は 網状 赤血球 数 の 多少 に 
比例 し て いる こと が 分 る . 即ち 網状 赤血球 数 を 造血 活動 
の 一 指標 と 考え れ ば , 同一 寄生 虫 数 に お いて は 造血 能 カ 
の 低い も の が 衝 血 に な る と いう 推定 が 可能 で ある . 
x 三 血 色素 量 , y= 網状 赤血球 数 
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第 4 図 綱 状 赤血球 数 と 血色 素 量 


n=19, Sx=36.44, Sy=286.4, Cxy=47.13 
相関 係数 r=0.4616, SEr=0.2357 

Lr/SEr=1.957, つて P(r) 〒0.05 

3. 血清 鉄 量 

出血 性 洗 血 の 特徴 の 一 つ は 血清 鉄 量 の 減少 で ある . と 
ころ が 釣 虫 性 和 賃 和 面 で も 血清 鉄 量 の 減少 が ぶ み られ る こと は 
材 屋 (1958) その 他 の 報告 で 既に 明らか で ある . 

そこ で 血清 鉄 量 と 寄生 虫 数 と の 相関 図 を 作 つ て みる と 
第 5 図 の よう に な つた . 横 軸 左 端 の 記号 C は 対照 の 非 寄 
生 者 群 で ぁ ある. 私 達 の 例 で は 血清 鉄 の 分 布 は 平均 100y/dl 
を 中 心 に 50~170y/dl の 範囲 に 広がり , 虫 数 と の 間 に 相 
関 が 認 め ら れ な か つた . これ は 私 達 の 対象 と し た も の が 
軽 感染 者 で 多 虫 寄生 に よる 症状 が な いよ うに み ら れ る い 
わ ゆ る Carrier 集団 で ある た めで ある ろう. 性 別 と も 差 が 
認め られ な い . 
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第 5 図 血清 鉄 量 と 虫 数 


し か し この よう な 集団 に お いて も 血色 素 量 と 血清 鉄 量 
と は 第 6 図 に 示す よう に 正 相関 が 認め られ た . 
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第 6 図 血清 鉄 量 と 血色 素 量 


x 血 色素 量 y= 鉄 , n=51. Sx=208.72 

Sy=57220, r=0.3955, SEr=0.1414 

従 つ て で Pn)<0:05 x の.y に 関す 
る 回 帰 直 線 は x=0.024y+9.3 

この 相関 図 で は 多 虫 寄生 者 も 対照 の 健康 者 も 一 緒 に 取 
扱っ つた の で , 実測 点 分 布 は 両者 の 和 と し て 回 帰 直 線 に 関 
し 両側 ほぼ 同数 で ぁ る . そこ で 実測 値 を Carrier 群 と 対 
昭和 群 に 分 け て みる と , 両 群 で の 回 帰 直 線 を 中 心 と し た 分 
布 差 は 次 の 通り で ある. Carrier 群 は 右側 19, 左側 9, 対 
昭和 群 は 右側 10, 左側 13 の 出現 率 で , これ の 〆? 検定 に よ 
れ ば 出現 率 の 有意 差 の 危険 夫 は 5 % 以 下 と な る . 

この 結果 か ら Carrier 群 の 血清 鉄 量 は 対照 群 よ り 低 い 
方 に 多く 分 布 し て る . これ は 血色 素 量 で は 筑 血 と は 認め 
られ な く て も , 対 央 群 に 比較 する と 潜在 的 な 鉄 欠乏 状態 
に ある こと を 表わす も の と 考え て よい で ある ろう. 

虫 数 と 相関 の 認め られ な か つた 血清 鉄 量 が 血色 素 量 と 
は 相関 を 示す こと は , 私 達 に と つて 興味 の あぁ る 事実 で あ 
る と 考え る も の で ある . 

4. 鹿内 鉄 量 

鹿内 鉄 量 を 測定 し た の は 摂取 鉄 が ほぼ 10% 体 内 に 吸収 
され る こと (Moore & Dubach, 1956) か ら 考 え , 出血 
が な けれ ば 選 内 鉄 量 は 鉄 摂取 量 を 間接 的 に 表わす だ ろう 
と いう 点 と , も し 出血 が 大 量 に あれ ば 対照 群 と の 差 あ る 
い は 虫 前 後 の 差 か ら そ れ が 推定 出来 る か も 知れ な いと 
いう 点 か ら 行 な つて みた . 又 , 農村 の 特殊 性 と し て 日 常 
生活 の 恒常 性 , 粗食 , 家族 の 生活 形式 の 一 様 性 が 考え ら 
れる の で , この よう な 前 提 の も と に 選 内 鉄 量 か ら 鉄 摂取 
量 を 推論 する こと も 考慮 し て みた . そこ で 忠生 村 に お け 
る 集団 検診 の 際 に 選 内 鉄 量 の 定量 を 試み , 寄生 者 及び 非 
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第 7 図 虫 保有 者 及び 非 保有 者 の 鉄 量 分 
(乾燥 ) 


寄生 者 別 の 分 布 を 作 つ て みる と 第 7 図 の よう に な つた . 
対照 群 ( 非 寄 生 者 ) の 鹿内 鉄 量 は 最 頻 値 の 0.15mg/g 
( を 中 心 に 対数 正規 型 に 近い 分 布 を 示し て いる 
が , これ に 対し て 寄生 者 で は これ が 乱れ , 鉄 量 の 
多い 側 に か な り の 程度 歪ん だ 分 布 と な つた . 前 者 の 意味 
する と ころ は 最初 の 意図 で ある 骨 村 住民 の 生活 様式 の 一 
様 性 を 食事 の 面 か ら 裏 付け る も の で あり , 最 頻 値 は この 
部 落 の 鉄 摂取 量 の 平均 値 を 表わす も の と 見 て よい で あろ 
う . 試み に 1 日 尿 量 を 200g と し , 東 燥 量 を その 30% と 
する と 概算 で 1 日 の 鉄 摂取 量 の 平均 値 は 次 の 如く に な 
る . 即ち 0.15mg X60=9mg これ より 大 体 10mg 内 外 の 
鉄 が 摂取 され て いる こと が 分 る . 

この 条件 下 で 寄生 者 群 は その 約 J: が 対照 群 分 布 と 同 
じ 面 積 内 に 含ま れる が , 残る り ・ は これ より 数 倍 多 い 選 
内 鉄 量 を 示し て いる . そこ で 寄生 者 で あつ て も 大 部 分 は 
多 虫 に よる 出血 量 が 無視 で きる 程度 の も の で ある が , 一 
部 の も の は 摂取 鉄 量 の 数 倍 の 鉄 を 出血 に よ つ て 鹿内 に 排 
いる と 考 を て よい で あらう. 
この よう な 見 方 か ら 血 色素 量 と 尿 内 鉄 量 と の 関係 を 調 


© 
oe eg © 
内 es ° 
% 100 ° 


7 8 1 ‘1 12 13 14 15 16 1 


第 8 図 鉄 量 と 血色 素 量 
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べた が , 第 8 図 の よう に 両者 に は 相関 を 認め る こと が 出 
来 な か つた . また 同様 に 虫 数 と の 相関 を 調べ る と 第 9 図 
の 如く 相関 は 認め られ な か つた . 従っ つて 選 内 鉄 か ら 個 人 
の 出血 量 を 推定 する こと は 現在 の と ころ 因 難 で あり 更に 
検討 を 要する と 考え る . 
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第 9 図 訂 内 鉄 量 と 虫 数 


5. 選 出血 量 

Flink & Watson (1942) に よる 恒 内 出血 量 の 定量 法 は 
技術 的 に 就 練 を 要 し , また 現在 まで 充分 な 例 数 を 行なっ 
た と は いい 難い . そこ で , ここ で は 少 示 例 の 報告 で ある 
が , 尿 内 出血 量 と 釣 虫 寄生 者 の 血色 素 量 と の 相関 を 検討 
し た と ころ 第 10 図 の よう に 逆 相 関 が あ る よう な 結果 を 待 
た . し か し これ は 検定 の 結果 で は 有意 差 は 認め られ な か 
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10 図 出血 量 と 血色 素 量 


次 に 尿 内 出血 量 と 虫 数 の 関係 に つい て みる と , 軽 感 肖 
者 で あつ た た め の 結 果 と 考え られ る が 相関 を 認め 得 な か 
つた . この 問題 に 関す る 限り 乏しい 内 容 の 故に 結論 は 保 
留 し , 今後 出血 量 の 個人 差 の 問題 を 検討 し た い . 
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6. 小腸 X 線 写真 撮影 所 見 

日 野 及 び 協 同 研究 者 は 釣 虫 寄生 者 17 名 と 非 寄 生 者 5 名 
の 小腸 X 線 写真 分 類 整 理 を 分 担 し て 次 の 所 見 を 得 た . 
多 虫 症 の X 線 所 見 に お いて 注目 すべ き は , 空腸 粘膜 レ 
リー フ 変 化 で ある (写真 1, 2). 


即ち 粘膜 鐘 壁 の 粗大 ・ 不 整 化 , バリ ウム の 不 規 則 な 殆 
状 分 布 等 が 多く み ら れ , また これ に 加 う る に 分 泌 増 加 所 
見 , 部 分 的 な 拡 月 緩 像 . 分 節 像 及び 粘液 の 存在 を 思わ 
せる 混和 不全 像 が 現われ る . 空腸 レリーフ の 媒 常 の 程度 
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第 11 図 空腸 粘膜 異常 度 と 血色 素 量 
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第 12 図 異常 と 貝 数 


を 5 段階 に 分 類 し て みる と , この 空腸 粘膜 異常 度 は 第 11 
図 の よう に 血色 素 量 と は 相関 な く , 第 12 図 の よう に 貝 数 
と 相関 が 認め られ た . 第 12 図 に お ける 黒点 は 特に 著 明 な 
粘液 量 増加 所 見 を 伴 つ た も の で ある . 

x 三 虫 数 の 対数 , y= 空腸 粘膜 異常 度 

x=22, Sx=19.37, Sy=59.3, Cxy=25.57 

“r=0.7565, SEr=0.218 

Lr/SEr=3.49 従っ て P(r) <0.01 

次 に 小腸 の 運動 機能 の 変化 に 関し て は 第 13 図 の よう に 


第 13 図 空腸 ・ 運 動 進 と 虫 数 
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空腸 で は 忠 数 の 多い 者 に 運動 元 進 の 傾向 が あぁ る が , その 
他 は 運動 元 進 の 認め られ な いも の が 多い . これ に 反し て 
多 腸 で は 約 半 数 例 に 元 進 を 認め る が 忠 数 と は 関係 が な 
いい 
次 に 同じ X 線 所 見 上 で , バリ ウム の 混合 不全 像 に よ つ 
て 粘液 分 泌 過 多 の 程度 を 0 (正常 ) か ら 1, 2, 3 まで の 
階級 に 分 け て みる と , これ は 空腸 粘膜 異常 度 と 正 相関 が 
認め られ た (第 14 図 ). 
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第 14 図 液 分 過 多 の 程 と 空腸 異常 度 
x 三 空 腸 粘 膜 異常 度 , y= 粘液 分 泌 過 多 の 程度 
n=22. Sx=49.3, Sy=13.5, Cxy=17.0. 
"re0559, SEr=0.2182, rilSEr=3.02 
従っ つて P(r) <0.01 
上 記 X 線 所 見 を 合 する と , 釣 虫 が 寄生 する 頻度 が 最 
も 大 きい 空腸 粘膜 は 躍 数 に 比例 し て 犯さ れ て お り , また 
その 被害 の ひど い 程 粘液 分 泌 が 多く な つて いる . 空腸 , 
の 運動 も 認め られ た が , これ ら は と の 相関 
を 示さ な か つた . 

ここ に お いて 注目 され る の は , これ ら の 所 見 が 直接 血 
色素 量 の 変化 即ち 衝 血 と 関係 が 求め られ な か つた こと で 
ある が , 一 方 上 述 の 各種 症状 が 寄生 躍 数 と の 相関 が 大 き 
か つた と いう 私 達 の 既報 文献 の 内 容 に 対し , この X 線 に 
よる 事実 の 一 致 は 意義 ある も の と 思う 

上 に 述べ た 成績 で は 十分 な も の で あぁ る と は 考え 々 られ な 
い の で , ここ で 出血 説 事 い は 中 毒 説 へ の 結論 を 引き 出す 
意図 は な い . 前 に も 述べ た よう に これ ら の 諸説 を 念頭 に 
お いて 私 達 の 成績 を 吟味 する と 次 の よう に な る . 

1. 在 来 の 報告 と 同様 に 血色 素 量 と 虫 数 は 逆 相関 を 示 
し , 釣 虫 寄生 に よ ょ つて 衝 血 が 起 つ て いる . この 場合 に 気 
付く こと は 血色 素 量 の 個人 差 が 大 きい こと で ある . 同一 
農村 地区 で 調査 し た 釣 虫 非 寄 生 の 所 調 健 康 者 群 の 血色 素 
分 布 は , 既に 荻野 (1959) が 報告 し た よう に 正規 分 布 を 
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な し 相当 幅 の 広い 分 布 を する の で , 個人 差 の 原因 を 直 ち 
に 釣 虫 患者 に お ける 人 体 の 防衛 反応 の 大 小 の 結果 と する 
わけ に は ゆか な い , し か し 個人 の 造血 能力 と 和 賃 血 の 有 無 
(血色 素 量 の 大 小 ) の 関係 は 単純 に 考え る こと が 出来 る . 

そこ で この 考え の 上 に 立つ て 釣 虫 の 影響 を 検討 し て みた 
い 

この 村 の 釣 虫 非 寄 生 者 男性 血色 素 量 平均 値 よ りや を や 低 
め の 13g/dl を 境 に アメ リカ 多 単独 寄生 者 群 を 
色素 量 に より 上 下 2 群 に 分 け , 各 和 群 に お いて 網状 赤血球 
数 と 躍 数 の 相関 を みた . これ に よる と 2 和 群 と も 両者 は 正 
相関 を 示す が 増加 率 は 低 血 色素 群 が 少 な い . 貝 数 の 範囲 
を 限定 すれ ば 血色 素 量 は 網状 赤血球 数 と 正 相関 を 示 し 
た . この 場合 釣 虫 寄生 と 無関係 な 造血 活動 の 個人 差 は 実 
測 値 の ちら ば り で 表わさ れる の で , それ ら の 個人 差 を 越 
えて 上 記 の 相関 を 認め た こと は , 釣 虫 寄生 に 対す る 人 体 
の 防衛 反応 と し て の 造血 活動 の 増大 と いう 実態 を ここ に 
認め た こと に な ろう (女性 で は この 関係 が 認め られ な い 
の は 月経 と の 関連 を 補正 出来 な か つた た めか も 知れ な 

ここ に お ける 結論 は , 釣 虫 が 寄生 し て も 造血 能力 が 筑 
血 を 防止 出来 れ ば 和 賃 血 に な ら な いと いう こと に な る . 

2. 血色 素 量 と 血清 鉄 量 は 釣 虫 寄生 和 群 , 非 寄生 和 群 共に 
正 相関 を 示し , この 意味 する と ころ は 和 賃 血 例 は 鉄 欠 芝 性 
の 状態 を 示す こと で ある . この 場合 個人 差 が 大 きい の で 
実測 値 は 大 きく ば ら つ く が , 回 帰 直線 を 中 心 に みる と 圭 
生 者 群 で は 非 寄生 者 群 に 此 べ て 血清 鉄 量 は 低い 方 に 多く 
分 布 し て いる . これ は 見 か け の 血色 素 量 値 で は 明らか で 
な か つた 潜在 性 鉄 欠 逐 の 状態 を 示す も の で , 釣 虫 寄生 に 
より すでに 軽 感染 者 で すら 鉄 欠 逐 性 の 状態 に な っ て いる 
こと を 証明 する も の で ある . 3 

一 方 , 私 達 の 対象 と な つた も の は 軽 感染 者 で ある た め 
か 虫 数 と 血清 鉄 量 と の 間 に は 相関 が 認め られ な い . 従っ 
て 衝 血 の 程度 を 大 きく 左右 する 要因 を 人 体側 に 求め る こ 
と が 可能 と な る で あろ う . 

3. 鉄 代謝 に は ま づ 鉄 の 摂取 量 が 問題 と され る . し か 
し 集団 検診 マ で は 個人 的 な 摂取 量 は 調査 出来 な い の で 上 農村 
生活 の 一 様 性 特に 食 生活 に お ける 家 族 内 摂取 量 の 割 一 性 店 
に 着目 内 鉄 測定 に よる 鉄 摂取 を 調べ た . 吸収 鉄 
は 摂取 量 の 約 102% と いわ れる こと を 根拠 に し て , この 村 
に お ける 非 寄生 者 の 原 内 鉄 量 測定 結果 か ら 次 の 点 が 明 ら 
か に な つた . 即ち 鹿内 鉄 量 は 対数 正規 型 に 近い 分 布 を 大 
し その 最 頻 値 は 15y/100mg (乾燥 恒 ) と な つた の で , 新鮮 
床 200g を 1 日 排 江 量 と し て 換算 する と 約 10mg の 摂取 
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量 が 得 ら れ た . これ は 日 本 人 平均 1 日 鉄 摂取 値 に 近似 し 
この 村 と し て は 食 生 活 上 鉄 欠 逐 は な いと 考え られ る . こ 
の 正常 分 布 を 基本 に し て 釣 虫 寄生 者 床 内 鉄 量 分 布 を みる 
と , その 約 J: は 正常 分 布 内 に 含ま れ , リリ: は 鉄 量 の 大 
きい 方 に ずれ て いる , この ずれ の 部 分 は 摂取 鉄 量 と 関係 
する と 考え る より は 釣 虫 寄生 に 起因 する 出血 に と に よる も の 
と 考え た い . 

この 問題 を も つと 具体 的 に 把握 する た め に 床 内 出血 量 
の 測定 を 試み た が , これ は 員数 と も 血色 素 量 と も 相関 が 
認め られ ず , 私 達 は 例 数 不足 と 技術 上 の 困難 な 点 か ら 再 
検討 を 要する も の と し た . 

4. 次 に 出血 だ け を 釣 虫 筆 血 を 決定 する 要因 と する な 
ら 釣 忠 咳 着 局所 の 病 的 変化 が 血色 素 量 と 関係 が ある か も 
知れ な いと 考え , 釣 貝 寄生 者 の 小腸 粘膜 像 を X 線 写真 で 
追求 し て みた . この 結果 , 空腹 時 粘膜 異常 度 と 粘液 分 泥 
見 進 だ けが 忠 数 と 正 比 例 す る こ と が 認め られ , 小腸 局所 
変化 は 筆 血 と は 直接 関係 が な か つた . 

既報 の 腹部 諸 症 状 出現 率 が 中 数 と 高い 相関 を 示す こと 
と 相 伴 つて , 上 の 結果 は 出血 だ けが 釣 虫 症 賃 血 の 中 心 で 
は な いこ と を 示し て いる . 

5. 結論 と し て は , 人 体 は 寄生 に 対し 阻止 
する よう な 造血 活動 (防衛 活動 の ー っ と し て ) を 起す が 
その 活動 力 (反応 力 ) の 低い も の に 笛 血 が 起 る . 

釣 虫 貧血 に は 鉄 欠 逐 性 の 様相 が 濃厚 で あぁ る が , これ は 
鉄 摂取 量 の 不足 で は な く 出 血 に よる も の が 大 きい よう で 
あぁ る . し か し な が ら 現 在 の 段階 で は 内 血 量 と 血 
の 関係 を 知る こと が 出来 な か つた こと と , 小腸 粘膜 の 変 
化 も 衝 血 と は 相関 が 認め られ な か つた こと か ら , 直ちに 
多 虫 筆 面 を 出血 説 だ け で 説明 する こと は 出来 な い . 


要 約 


東京 都 下 一 農村 住民 を 対象 と し た 釣 虫 集団 検診 に お い 
て , 網状 赤血球 数 , 血清 鉄 量 , 床 内 鉄 量 , 忌 内 出血 量 , 
小腸 X 線 所 見 か ら 衝 血 発現 機構 を 解析 し た 結果 を まとめ 
る と , 次 の 如く に な る . 

1. 寄生 者 に お ける 和 血 の 程度 は 寄生 数 と 逆 相 
関 が あ り , 虫 数 の 増加 に 従い 血色 素 量 は 低下 する . し か 
し 個々 の 例 に つい て みる と , 既に 血色 素 量 に 個人 差 が 大 
きい こと が 認め られ て いる の で , 由 種 , 虫 数 が ら 和 賃 血 の 
程度 を 推定 する こと は 出来 な い . 

2. そこ で 血色 素 量 13g/dl を 境 と し て 上 下 2 群 に 分 け 
網状 赤血球 数 を 調べ る と , 両 群 と も 網状 赤血球 数 は 寄生 
虫 数 に 比例 し て 増加 する が , 増加 の 程度 は 衝 血 群 に お い 
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て 低 率 で あぁ る . また 同一 貝 数 の 例 に だ お いて は 網状 赤血球 
数 は 血色 素 量 と 正 相 関 を 示し た . 従 つ て 上 に 述べ た 血色 
素 量 の 個人 差 は 一 部 は 個人 の 造血 能力 に 関係 が あぁ あり, 一 
部 は 寄生 虫 教 に よる も の で ある こと が 分 る . 

3. 釣 虫 寄生 者 群 , 対照 群 と も に , 血色 素 量 と 血清 鉄 
量 は 正 相関 を 示し た . 両者 に お いて 血清 鉄 量 の 少な いも 
の が 衝 面 を 認め る こと か ら , この 和 賃 血 は と も に 鉄 欠 芝 性 
で ある こと が 分 る . また この 場合 同一 血色 素 量 を 維持 す 
る も の に つい て みる と , 寄生 者 群 は 対照 群 に 較べ て 血清 
鉄 量 が 低い こと か ら 洪 在 的 鉄 欠乏 が ある と 見 られ る . 

4. 対照 群 の 床 内 鉄 測定 に より , この 村 の 住民 の 鉄 摂 
取 量 は 1 日 約 10mg で 全国 平均 値 に 近似 し , 賃 血 は 鉄 摂 
取 不 足 に ある と は 考え られ な い , 寄生 者 群 の 訂 内 鉄 量 
分 布 と 正規 型 の 対照 群 分 布 と を 較べ る と , 寄生 者 群 分 布 
の は ほぼ 対 分 布 に 一 致す る が 鉄 量 の 多い 
側 に 歪ん で お り , この こと か ら 訂 内 へ の 出血 は 無視 する 
こと は 出来 な いと 考え る . 但し 直接 の 床 内 出血 量 測定 は 
充分 な 結果 が 得 ら れ な か つた . 

5. 小腸 X 線 所 見 で は 釣 虫 寄生 者 に 機能 的 形態 的 障害 
が 認め られ , これ は 貝 数 と 正 相関 が 認め られ た . 

6. 以上 の 如き 解析 か ら み る と , 多 虫 寄生 者 に は 衝 血 
を 阻止 する 能力 が 存在 し , また 多 和 失 の 色彩 が 
濃い . し か し 小腸 の 機能 的 形態 的 変化 と 躍 数 の 正 相関 な 
ども あり , 衝 血 だ けが 釣 虫 症 の 主体 で は な い . この 点 は 
私 達 の 従来 の 報告 と 一 致す る . 


稿 を 終る に 臨み , 御 校 開 を いた だ いた 東大 物 療 内 科大 
伺 良 教 授 , 生化 学 検査 の 御 助 言 を いた だ いた 東大 物 療 
内 科 議 師 佐 々 木 略 也 博 士 , 屋内 出血 量 た つき 御 助 言 を い 
た だ いた 九 大 教授 覆 屋 富 一 境 士 , 資料 の 一 部 を 提供 され 
た 登戸 病院 山崎 俊幸 博士 に 謝意 を 表し ます . 

本 論 六 の 一 部 は 昭和 33 年 5 月 , 日 本 寄生 虫 学会 第 27 回 
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CLINICAL STUDIES ON THE HOOKWORM CARRIERS (6) 
ANALYSIS OF THE OUTBREAKING MECHANISM OF HOOKWORM 
ANEMIA THROUGH THE RETICULOCYTE COUNT IN BLOOD, 
QUANTITATIVE DETERMINATION OF IRON CONTENT IN 
SERUM AND FECES, BLOOD LOSS IN FECES AND THE 
X-RAY EXAMINATION OF SMALL INTESTINE 


TATSUSHI ISHIZAKI HARUHIKO KUTSUMI & YOsHITAKA KOMIYA 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 
TOSINORI HINO, YASUHIRO SAITO, SABURO YOKOYAMA & YASUHEI MOTEGI 
(Clinic of Internal Medicine and Physical Therapy, Tokyo University Hospital, Tokyo, Japan) 


Clinical mass investigations were carried out on 765 persons of the farming people in the 
suburban district of Tokyo. Results obtained from these investigations were summerized as follows ; , 

l. Correlation between hookworm anemia and the number of infested worms and species 
were recognized. But, it was impossible to determine the degree of anemia due to hookworm 
infection only by the number of infested hookworm because of the large individual differences in 


hemoglobin contents of hookworm carriers. 

2. These differences in hemoglobin contents were considered mainly as a result of 
individual variety of hemetopoietic ability : e.g. the increasing rate of reticulocyte count in blood 
relating to the number of hookworms was higher in the group having over 13g/dl of hemoglobin 
than in that of under 13g/dl of hemoglobin in blood. 

3. As the general observation of this distict, hemoglobin content in blood decreased in 


proportion to the iron content in serum without regard to the hookworm infestation. On the 


other hand the iron content in serum declined lower in the group of hookworm carriers than in 


that of control. 

4. Through the quantitative analysis of iron in feces, average intake of iron per head was. 
assumed as about 10mg a day, value of which was very similar to the average one of iron intake: 
in Japanese. Consequently, amemia may be related only to the individual ability of hematopoiesis 


or the number of infésted hookworm. 
Further analysis of the frequency distribution with regard to iron content in feces showed 
that there were two groups ; one of which consist of the hookworm carriers whose blood loss could 


be negligible, and another consist of those who maintained the negative balance in the iron 


metabolism. 
5. No remarkable results were obtained by the quantitative analysis of homoglobin content 


in feces conducted an attempt to detect bleeding in the intestine. 

6. Through the X-ray test, relatively severe injury caused from hookworm infestation was. 
observed clearly in jejunum and often in ileum morphologically as well as functionally. These 
were positively related to the number of hookworm infested. 

7. According to the above mentioned results, we have found the fact that the ability 
maintaining the normal balance to resist hookworm anemia was shared by human body. It appears 


likely that hookworm anemia resemble to the blood losing anemia, but they are not the same. 


( 59 ) 
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男子 性 尿 路 に ける ト リュ コ モナス (以下 T.v. と 
記 ) の 感染 は 女子 の F.v. 感染 症 が 問題 に され は じ め た 
頃 よ り 研 究 さ れ , いま まで に 数 多く の 報告 が あつ た が 最 
近 に り 女 子 の 症 の 感染 , 並び に 再発 の 原因 が 
子 性 尿 路 の T.v. 感染 に あろ うと の 考え 方 が 有力 に な り 
つつ あぁ あり , 又 方 T.v. が 男子 の 非 性 尿道 の 原因 
の 一 つと し て 挙げ られ る 様 に な り 再 び 注 目 を ひく 様 に な 

現在 まで の 男性 に お ける T.v. 感染 の 報告 例 は 男性 側 
又は その 配偶 者 或 は sexual partner に な ん ら か の 疾患 を 
有する も の で , 健康 人 か ら の 報告 例 は ほとん ど な く , 殊 
に 精液 か ら の 例 は 本 邦 に 於 て は その 報告 を みな い . 私 は 
な ん ら の 疾患 を も 有 し な い 全 く 健 康 な 男子 の 精液 中 に い 
か な る 程度 に T.v. の 感染 が ある か を 調査 し , その 感染 
及び 男子 性 尿 路 に 於 ける 忠 体 の 発育 増殖 に つい て 検討 し 


精液 中 の T.v. 感染 率 に つい て 

材料 及び 方 法 

一 般 健 康男 子 の 精液 中 に いか な る 程度 に T.v_ の 感染 
が ある か を 調査 し た . 被 検 精液 は 慶応 義塾 大 学 医学 部 産 
婦人 科学 教室 家族 計画 相談 所 を 不妊 を 主訴 と し て 訪れ た 
患者 の 夫 の 精液 を 無 撰 択 に , 用 手法 に より 無菌 的 に 採取 
し た も の で ある . 検査 方 法 は 培養 法 を 主 と し , 一 部 は 直 
- 接 塗 抹 に よる 検査 を 併行 つた . 培養 法 は 浅見 の チ ス テ 
イン , ブイ ョ ヨン, 血清 培地 を 用 い , 検査 の 正確 性 を 期す 
る た め , 一 被 検 物 に つい て 2 本 宛 培 養 し た . 培養 に 際 し 
細菌 の 増殖 を 阻止 する た め , 1.0ml 当り スト レプ トマ イ 
シン 2.0mg, ペニシリン 2,000g を 加え , 3 日 目 及 び 6 
日 目 に 判定 し た . 

培養 検査 に よる 検査 回 数 は 延べ 1,000 回 で あぁ る が , 同 
一 人 に つい て 教 回 宛 検査 を 行 つ て いる の も ある た とめ , 検 
査 人 員 は 第 1 表 に 示す 様 に 609 名 で あぁ る . その 内 陽性 例 


リコ モー ナス の 子 性 感 に つい て 
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は 27 例 (4.4%) で あぁ る . 検査 回 数 は 同一 人 に つい て 1 回 
か ら , 最高 9 回 で あぁ る . 1 回 の も の 409 例 中 陽性 例 が 14 
例 , 2 回 の も の 105 例 中 陽性 例 は 5 例 , 内 2 回 と も 陽性 
は 2 例 , 検査 間隔 2 例 共 約 1 ケ 月 3 回 検査 し た も の 45 例 
中 , 陽性 例 は 2 例 で , 内 2 回 陽性 1 例 間隔 1 週間 , 1 回 陽 
性 1 例 で ある , 4 回 検査 し た も の 26 例 中 陽性 例 3 例 で , 
4 回 陽性 2 例 初回 と 終 回 の 検査 間隔 夫々 4.5 ヶ月 及 ぴ 
5.5 ケ月 , 2 回 陽性 1 例 間 隔 2 ヶ月 5 回 検査 の も の 10 例 
中 陽性 例 は 2 例 で , 2 例 と も 1 回 の み 陽 性 で ある . 6 回 
検査 し た も の 9 例 中 陽性 は 1 例 で , 6 回 と も 常に 忠 体 を 
確認 し た . この 例 は 5 ヶ月 間 検査 する 毎 に 毎 常陽 性 を 示 
し た こと に な る . 7 回 検査 し た も の 4 例 , 9 回 検査 し た 
も の 1 例 あ ちる が , いづ れる も 貝 体 を 認め な か つた . 

直接 抹 検 査 に よる 成績 : 229 例 の 直接 検 査 を 
養 法 と 併用 し て 行い , 培養 法 に より 7 例 の 陽性 例 を みた 
が , 直接 検査 に 於 て は , 疑わ し きも の 1 例 を 認め た に 過 
ぎ な か つた. 


第 1 表 精液 中 の T.vw 感染 率 に つい て 


409 395 14 

2 105 100 3 2 

3 45 

4 26 23 1 2 

6 9 8 1 
7 4 4 

9 1 1 

合 計 609 582 277 (4.4%) 


精液 の T.v. の 発育 に 及ぼ す 影 響 に つい て 
Kental (1955) は 放置 し た 精液 内 で T.v. は 6 時間 運 
動 性 を 失わ な いと 報告 し , 中 野 (1957) は マウ ス の 牽 丸 
実質 内 へ T.v. 接種 を 行い , 日 を 追 つ て 培養 し 4 日 及び 
7 日 月 に 陽性 例 を 認め て お り , 又 純 培養 T.v に ムチ ン 


言 
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及び 精液 を 加え て マウ ス 腹 腔 内 に 感染 させ る と 感染 率 が 
上 上 昇 す る こと を 報告 し , ムチ ン 様 物質 , 更に は 粘 穂 な 物 
質 の 存在 が T.v. の 生存 及び 増 克 に 有利 に 作用 する と 述 
べ て いる の で 私 は 精液 が T.v. の 発育 増殖 に 及ぼ す 影 響 
を 検討 する た め 次 の 実験 を 行 つ た . 

材料 及び 方 法 

T.v. の 感染 し て いな い 精液 を 4,000rpm 30 分 間 遠 心 
沈 涯 し て , 精子 を 可 及 的 分 離し , 上 清 を 1.0ml 宛 試 験 
管 に 分 注 し , 対照 に は 同 量 の 生食 水 を 以 て し た . 各 試 験 
管 に 同数 の 躍 体 を 接種 し , 24 時 間 ご と に 各 試 験 管 を 充分 
に 提 振 し て , Thoma 氏 血 球 計算 板 に て 躍 体 を 算定 し た . 
虫 体 の 算定 に 際 し , 各 時 間 ご と に 3 本 の 試験 稿 に つい て 
それ ぞ れ 3 回 宛 計 算 し , その 平均 値 を 以 て 躍 体 数 と し 
た . 描 畠 に より 試験 管内 の 性 状 が 変化 し , その 後 の 虫 体 
の 増殖 に 強い 影響 を 蒙 る こと が 考え られ る の で , 一 度 提 
振 し た 試験 管 は 破棄 し , 各 時 間 ご と に 常に 新しい も の で 
計算 し た . 

成 績 

接種 は per ml 102.5 万 の 中 を 0.2ml で あ 
る か ら , 接種 時 の 試験 管内 の 忠 体 数 は per ml 4.1 万 に 
な る . 第 2 表 に 示す 如く , (これ ら の 表 の 数 値 は per ml 
の 由 体 数 を 万 の 単位 を も つて 示し た も の で ある ) 接種 後 
24 時 間 目 に は 実験 対照 共に 忠 体 の 僅 な 増殖 は 認め られ を 
が , 以後 は 発育 増殖 は 認め られ な か つた . 尚 虫 体 は 増殖 
が 見 られ な いた めか 非常 に 大 きく な つて は いた が , 運動 
性 は 認め られ た . 対照 に 於 ける 虫 体 は 通常 の 大 き さ で あ 
つた . この 実験 か ら す る と 精液 内 に 於 て は 忠 体 の 発育 は 
認め られ な い . 


第 2 表 精液 の TT.v. の 発育 に 及ぼ す 影 響 た に た つい て 
培 数 


地 


精 液 15.0 
生理 食塩 水 6.0 
(接種 時 虫 体 数 は 4.1/mD 

前 立 腺 抽 出 液 の T.v. の 発育 に 及ぼ す 影 響 に つい て 
Mc Geer & Mc Neil (1937) は 無菌 で な い 培 養 T.v. 
を ラッ テ の 前 立 腺 に 注射 し て 時 間 を 追っ て , 堪 差 し た 成 
績 を 報告 し て いる が , それ に よる と T.v. で 30 時 間 , T. 
tenax で 48 時 間 , kominzs で 101 時 間 ま で は 生存 が 証 
明 さ れ , 一 度 動 物体 内 を 通過 し た 株 で は T.v. で 121 時 
間 , T.t. で 144 時 間 , T.h. で 149 時 間 生 存 し た と 云っ 
て お り , 前 立 腺 の 組織 内 で あぁ る 時 間 生 存 し 得る と 述べ て 
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いる . 中 野 は 無菌 培養 T.v を マウ ス 前 立 腺 へ 接種 し , 
日 を 追 つ て 培養 し 最長 6 日 後 まで 前 立 腺 内 に 認 めで てい 
る . 私 は 種々 の 濃度 の 前 立 腺 の 抽出 液 が 下 v. の 発育 に 
及ぼ すす 影響 を 検討 する た め 次 の 様 な 実験 を 行 つ た . 
材料 及び 方 法 

犬 の 前 立 腺 を 摘出 し て , 細 切 し , 10 倍 量 の 生食 水 を 加 
え , 37°C の 解 卵 器 内 に 1 時 間 放 置 後 , 2,000rpm 10 分 
間 遠 心 沈 滋 し て , 上 清 を Seitz の 濾過 器 に て 濾過 し た . 
予め 作製 し て お いた 濃厚 な チ ス テイ ン ・ ブ イ ヨン 培地 に , 
第 1 群 で は 前 立 腺 抽 出 液 を リ 。 量 , 第 2 群 で は */。 量 , 
第 3 群 で は J。 量 , 第 4 群 で は “』。 量 に 加え , 出来 上 つ 
た も の の 中 の チ ス テイ ン ・ プ ブイ ヨン 培地 構成 成分 の 濃度 
は 正常 の 同 培 地 と 変ら ぬ 様 に 作り 上 げた . 第 5 群 は 抽出 
液 の み と し た . 対 早 と し て 第 1~ 3 群 に は 抽出 液 相当 の 
減 菌 蒸溜 水 を 加え た . 各 試 験 管 に 同数 の 躍 体 を 接種 し 24 
時 間 ご と に 貝 体 数 を 算定 し た . 算定 の 方 法 は 実験 横 の 場 - 
合 と 同様 で ある . 培養 に 際 し て per ml 2,000z の Pc 
及び 第 4 群 に は 1.0ml の 司 血清 を 加え た . 

成 績 
接種 虫 体 数 は per ml 121 万 の 忠 体 を 0.3ml 宛 で あぁ る 
か ら 接 種 時 の 培地 の 躍 体 数 は per ml 7.21 万 で ある. 第 
3 表 に 示す 如く , 第 1, 2, 3 和 群 と も 対 央 に 此 し て 増殖 
発育 が 認め られ る が , 第 4, 5 群 に 於 て は 増殖 発育 が 認 
め ら れ な か つた . この 実験 か ら す る と , 前 立 腺 の 抽出 液 
の み で は 忠 体 の 発育 増殖 は 認め られ な い が , 培地 に 3: 容 
量 の 抽出 液 を 加え る 事 に より 対照 に 比 し て 生々 良好 な 堪 
殖 が 認め られ る . 
者 案 

健康 男子 の 精液 中 より の 検出 成績 は 第 一 表 に 示し た 妖 
く , 609 人 中 27 例 で , 4.4 % で あぁ ある. 先 に 野 織 ・ 海 考 原 
( 未 発表 ) は や は り 家 族 計 画 相談 所 で 89 例 を 無 撰 択 に 私 と 
同様 の 方 法 で 培 療 し て 4 例 (4.5%) に .v を 検出 し て 
お り , この うち 3 例 の 妻 の 騰 内 容 を 検査 し て 2 例 に 虫 体 
を 認め た . 私 の 例 で は 騰 内 容 検査 の 機会 を 得 ら れ な か つ 
た が , 自覚 的 並び に 他 覚 的 に も 膝 炎 の 症状 を 認め な か つ 
た . 従来 の 報告 に よる と , 二宮 (1940) は 無精 子 症 の 範 
の 1 例 の 精液 並び に 尿 中 か ら 又 Whittington (1951) は 妻 
に TT.v 感染 の あぁ る 夫 26 名 を 撰 択 的 に 検査 し て その 7 例 
(27%) の 精液 か ら 貝 体 を 認め て いる . 精液 以外 か ら の 
検出 例 を 含め て 講 氏 の 報告 を 第 四 表 に まとめ て 示し た . 
Lebermann (1937) は 尿道 分 泥 物 の あぁ る 患者 の 30.8% は 
非 性 尿道 で あぁ あり, その 500 例 中 5 例 に T.vw を 見 
て お り , 性 変 の 相手 の 治療 の 必要 性 を 力説 し て いる . 
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第 3 表 前 立 腺 抽 出 液 の T.v. の 発育 に 及ぼ す 影 響 た つい て 


日 数 
地 

& 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
対 9.8. 48,7 61.9 28,7 8.5 24.6 
CBS 地 */。 量 の 抽出 液 58.4 119.8 190.9 119.7 56.8 5.5 12.9 
照 60:2 03 371.2 :33.9 6.6 9.6 14.3 7.8 
CBS の 抽出 液 683,8 :33.3 6.4 3.2 0.4 2.6 
対 照 51.6. 35.8 38.8 33.2 12.1 4.8 5.6 8.4 5.5 3.8 

りり s 量 の 抽出 液 + 馬 血清 20.8 16.6 5.7 2.9 0.3 0 0 0 0 0 

抽 出 液 の み 11.8 6.7 2.1 0.7 0 0 0 0 0 0 


第 4 表 尿 路 より の TT.v. 検出 例 


報告 者 年 次 検査 数 陽性 数 
9 9 

Grimm 1930 5 20.0 道 
Nitschke 1936 40 
Leberman 1937 500 
‘Coutts 1955 2,482 1,690 68.0 4 
Durel 1955 412 
Dastidar 1925 1000 3 0.3 尿 

en 1951 962 42 4.3 2 
入 戸 野 1959 126 
Riba 1931 3,000 6 0.3 前立腺 
Stuhler 1933 32,000 16 0.05 
Kostic 1958 98 6 6.12 4 
Knight 1939 500 
Whittington 1951 26 
野 老 原 発表 89 4 4.5 
Ackerman 1935 32 1 道 
Karnaky 1938 150 
Liston 1940 400 16 4.0 4 
Feo 1944 926 144 15.5 
野 1952 63 34.2 
Kostic 1958 98 3 


中 野 (1952) は 63 名 の 非 洲 菌 性 尿道 炎 の 患者 に つい て 69 
回 の 尿道 及び 前 立 腺 分 泥 物 の 検査 を 行い 2 例 に T.v を 
見 出し て いる . Coutts (1955) は 2,482 例 の 非 沙 菌 性 尿 
道 炎 の 患者 の 68.0% に 中 体 を 認め , Schuppius (1958) 
は ドイ ツ に 於 て 非 涼 菌 性 尿道 炎 の 25~30% は T.v. に よ 
る も の で あつ て 27 例 中 9 例 (33.3%) に 忠 体 を 発見 し た 
と 云い , 本 症 は 症状 が な いた め 屋 々 着 過 され て いる こと 
を 述べ て いる . Kostic (1958) は T.v. 感染 婦人 の 夫 
を し ら べ , 98 人 中 34 人 は 尿道 , 21 人 は 勝 腕 , その 他 の 6 
人 は 前 立 腺 内 に 忠 体 が 陽性 で あつ た と 云い , 特に 前 立 腺 
内 の 中 体 殴 治療 が 困難 で あぁ あり, この 様 な 場合 は 婦人 の 再 
発 の 原因 と も な り 得 る が , 泌尿 器 科 医 が 男子 トリ コモ ナ 
ス 症 に 無関心 で これ を 放置 し て いる た め 婦 人 科 医 が 婦人 
に 対す る 再 感 染 を 防ぐ た め に 治療 を 行 つ て いる 現状 で あ 


CBS 培地 一 チ テス テイン ・ ブ プイ ョ ン ・ 血 清 培地 接種 時 虫 体 数 は 7.2/ml 
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る と 述べ て いる . Costrejon (1958) は 男子 慢性 尿道 炎 に 
T.v. と 洲 菌 が 共存 し て いる 場合 は 著しく 病原 性 を 増す 
と 云い , その 様 な 例 を 174 人 の 尿道 炎 患 者 中 74% に みて で 
いる . 入 戸 野 (1959) は 一 般 健 康男 子 の 尿 を 培養 し , そ 
の 1.0% に 忠 体 を みて いる . 又 同 時 に T.v. 感染 婦人 の 
夫 の 尿 に つい て 12.6% に 虫 体 を みて いる . 箇 様 に 従来 比 
較 的 看過 され て いた 男子 性 尿 路 の T.v. 感染 は 注意 を す 
れ ば 高 率 に 見 出さ れる も の で あり , 最近 Bauer (1957) 
は 従来 の 諸氏 の 報告 例 を 集計 し て いる が , それ に よる と 
尿道 分 泥 物 か ら は 16.9%, 尿 か ら は 2.9%, 尿 と 前 立 腺 
分 泥 物 か ら は 9.2%, 前立腺 分 泥 物 か ら は 0.2% と 云う 
数 字 を 出し て いる . TT.v. の よう な 組織 侵入 性 の な い 原 
虫 が , 必要 な 栄養 物 の 逐 し いと 思わ れる 男子 性 尿 路 に 季 
様 に 比較 的 高度 に 常時 感染 し て いて , そこ で 発育 増殖 す 
る と 云う 事 は 疑問 で あぁ ある. 第 二 表 に 示す 様 に 精液 中 に て 


. は 2 日 上 月 ま で し か 由 体 を 認め 得 な い , これ は 正常 な 精液 


の pH が 7.5~8.5 付近 に あぁ る に も 拘ら ず 騰 トリ ュ コモ ー 
ナス の 増殖 至 適 pH は 5.0~6.0 で ある 点 の み を 考え て 
も 理解 出来 よう . 

既 述 し た 中 野 の マウ ス 府 丸 実 質 内 へ の 接種 実験 で は 7 
日 目 に 陽性 例 を みて いる が , これ は 牽 丸 実質 と 試験 管内 
精液 と 云 5 相違 と 思わ れる . 駐 第 三 表 に 示し た 前 立 腺 抽 
出 液 の 実験 に 於 て も , チ ス テイ ン ・ ブ イ ヨン ・ 血 清 培地 を 
含む 群 に 於 て は ほぼ 通常 の 発育 増殖 を 認め る が , 抽出 液 
単独 の も の 及び 馬 血 清 の み を 含む 群 に 於 て は 発育 は 全く 
認め られ な い . Mc Geer, Mc Neil は ラッ テ の 前 立 腺 と 
人 の 前 立 腺 と は 条件 が 違う こと を 認め な が ら も , T.v. は 
前 立 腺 の よう な 型 の 臓器 内 で ある 時 間 生 存 し 得る と 云 
い , 中 野 も T.v は マウ ス 前 立 腺 組 織 内 に お いて ある 期 
間 生 存 し 得る が 蜂 砲 な る 増殖 を 営む と いう こと は な い 様 
に 思わ れる と 述べ て いる が , これ も 臓器 内 と 試験 管内 の 
相違 と 思わ れる . 
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動物 又は 人 の 尿道 に 実験 的 に 感染 させ る 試み は , 二 , 
三 行わ れ , 中 野 は 純 培 養 T.v を モル モッ ト の 尿道 に 注 
入 し , 2 日 後に 組織 学 的 に 調べ た が 炎症 像 を 認め な か つ 
た と 云い , 又 人 の 尿道 に 注入 し , 尿道 分 泥 物 及び 尿 を 
培 差 し た が 貝 体 は 認め られ な か つた こと を 報告 し , これ 
は 接種 由 体 が 少な いた め と 考え られ る と 述べ て いる . 
Trussel, Johnson (中 野 に よる ) は T.v. を 9 名 の 男子 尿 
道 に 接種 し て 2 名 に 感染 させ た が 感染 期間 は 非常 に 短く 
1 名 は まもなく 自然 治癒 し た と いう . Karnahy(1938) も 
放置 し て お いて も 2~3 ケ ケ月 で な く な る で あろ うぅ うと 述べ 
て お り , 又 Lanceley (1953) は 5 人 の 患者 に 実験 的 に 感 
光 さ せ 最 短 は 4 日 最長 94 日 まで 忠 体 を みて いる . 即ち 濃 
厚 感染 の 可能 性 は ぁ る が 普通 の 状態 で は な か な か 起り 難 
いと 考え られ る . し か る に 男子 性 尿 路 に 比較 的 高 率 に 見 
出さ れ , 又 教 回 検査 を 繰り 返し て も 見 られ る と 云う こと 
は 常に 女性 側 よ り の 感染 を 受け て いる と 云う 5 こと が 考え 
られ る . 

男性 側 に 見 出さ れ た 従来 の 種々 な る 報告 例 は 総 て な ん 
ら か の 疾患 を 有する 男子 或 い は sexual partner が TT.v. 
を 有する も の か ら の 検出 例 で ある が , 私 の は な ん ら 疾 串 
を 有 し な い 健 康男 子 か ら の 検出 例 で あり , この 4.4% と 
云う 数 字 は , 一 般 健 康男 子 の 自然 感染 率 と 考え て よい と 
思う . 女子 に 於 ける 普通 の 感染 率 は 10~15% と 云わ れ て 
いる が , 婦人 科 的 疾 古 を 有 し な い 健 康 な 婦人 に つい て の 
Whittington (1951) の 報告 で は 507 例 中 17 例 (3.4%) で 
ぁ り , これ は 疹 抹 検 査 で の 成績 で あぁ る か ら 培 養 を すれ ば 
陽性 率 が 更に 高まる と 考え られ る が , いずれ に し て る も 4 
へ ~5% と 云う 5 と ころ が , 男子 , 女子 を 通じ て の 一 般 感 染 
率 と 考え て よい と 思う . 

男子 性 尿 路 に 於 ける 感染 は 自覚 症状 も ほとん ど な く , 
自然 治癒 を する た め , 泌尿 器 科 的 に あぁ まり 重 要 視 され ず 
要 放 置 さ れん てい る. その た め に これ が 女子 勝 ト リュ コモ ナ 
ス 症 の 感染 並び に 再発 の 有力 な ー つ の 原因 に な つて いる 
と 考え られ る . 従 つ て 女子 勝 ト リコ モナ ス 症 の 治療 に 際 
し て は 女子 の 治療 は 当然 な が ら 配 偶 者 の 治療 も 同時 に 併 
せ 行 う 事 が 必要 で ある . 

結 論 

女子 の T.v. 症 の びに 再発 の 原因 が , 男子 性 
路 の T.v. 感染 に あろ りう と の 考え 方 が 有力 に な りつ つ あ 
, T.v. が 男子 の 菌 性 尿道 原因 の 一 つと し て 
挙げ られ て いる の で 男子 に お ける 本 原虫 の 寄生 率 を 知る 
手段 と し て 健康 男子 の 精液 中 の 感染 率 を 調査 し 併せ て 箇 
子 性 尿 路 に 於 ける T.v. の 発育 状態 に つい て 検討 し た . 
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1. 病院 産婦 人 科 計画 相談 所 を 不妊 を 主訴 と 
し て 来院 し , 騰 炎 の 症状 を 有 し な い 患 者 の 夫 609 名 に つ 
いて 延べ 1,000 回 の 培養 検査 を 行い , 27 例 (4.4%) に T.v. 
を 認め た . 

2. これ は 一 般 健 康男 子 の 自然 感染 率 と 認め て よい と 
. 

3 


tro の 実験 に よれ ば は T.v. は 精液 内 に て は 
増殖 が 認め られ な い . 

4. T.v. は 前 立 腺 抽 出 液 の み に て 培養 し て も 増殖 は 
認め られ な い が , チ ス テイ ン ・ ブ プイ ヨン ・ 血 清 培地 に *。 
容量 に 抽出 液 を 加え る こと に より 対照 に 此 し て 稽 > 良好 
増殖 が 認め られ る . 

5, 下 .v. の 男子 性 尿 路 感染 に 関す る 文献 を あげ , 男 
子 性 尿 路 に 忠 体 が 検出 され る の は , 実験 感染 に お いて も 
叉 自然 感染 に お いて も , 感染 源 に 多数 の 虫 体 が 存在 し , 
それ が 云わ ば 一 時 的 に 侵入 感染 し て いる も の と 解す 可 き 
で ある こと を 示し た . 婦 ち 箇 子 性 尿 路 中 で は T.v. は 活 
溢 に 増殖 する こと は 不可 能 で あり , 本 調査 に 示さ れ た よ 

に , 同一 人 に お いて 教 ヵ 月 に 豆 つ て 常に 陽性 で ある も 
の は 頻繁 に 再 感染 を 受け て いる た め に 検出 され る も の で 
あろ うこ と を 指摘 し た . 

6. 同一 男子 に 長期 に 下り 忠 体 の 検出 され る こと か ら 
男子 性 尿 路 の T.v. 感染 が , 女子 の T.v. 感染, 再発 の 
有力 な る 一 つの 原因 で ある こと を 認め , 本 .v 症 の 治療 
に 際 し て は 配偶 者 の 治療 を 併せ 行う 事 を 力説 し た . 


稿 を 終る に 臨み , 終始 御 妥 切 な 御 指導 並び に 御 校 閣 を 
賜 わ や つた 松林 教授 並び に 浅見 助教 授 に 深謝 し , 材料 を 提 


・ 供 下さ きつ た 産婦 人 科 教 麟 家族 計画 相談 所 飯塚 壇 士 の 御 教 


示 に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す . 
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STUDIES ON THE TRICHOMONAS VAGINALIS INFECTION IN 。 
MALE GENITO-URINAL TRACTS 
KAN OHMURA 
(Department of Parasitology, School of Medicine Keio University, Tokyo, Japan) * 
Semens were examined by direct smear and cultivation for the presence of Trichomonas 。 
vaginalis. They were collected from people whose wives complained of sterility and visited 0 
gynecological clinic of the Keio hospital. It is the routine work in this clinic to examine the そ 
number and motility of spermatozoa in the semen of husbands when patients complained of 人 
stserility. So, it was not difficult to get semen specimens from these case for thepurpose of 
Trichomonas examination. Altogether 1,000 semens from 609 cases were examined. Among 
these 27 (4.4%) were found infected with T. vaginalis. 0 
Among these cases, 200 were examined from 2 to 9 times during a period of 5 months, ® 
and 13 cases were found infected. In some of these positive cases, T. vaginalis were found at 
every examination and in others the organisms were found only once or twice. In one case, 7. 
vaginalis were found always at 6 examinations carried out during a period of 5 months. 0 
lt is an important problem to be solved whether T. vaginalis can live and multiply in the ” 
male genito-urinal tracts for a long period of time. To obtain some information about this problem, ¥ 
semens not infected with T. vaginalis were centrifuged to remove spermatozoa and the supernatant 
was used as culture media of the organism. Trichomonas inoclated did not grow in this iedia も 
and disappeared 3 days after the incubation. Extract of prostate glands glands was also tested. i 
Dog prostate was extracted in the normal saline and the extract was added to the culture media 
(cystein-bouillon-serum) in several different concentration. When the extract was added to the media 
in amount of 1/5, 2/5 or 3/5 trichomonads grew better than in control media in which the extract 3 
swas not contained. In the 4/5 media or in pure extract, trichomonads did not grow at all. The i 
author is of the opinion that T. vaginalis cannot live long nor multiply in the male genito-urinal 生 人 


tracts. Positive findings of the organisms in the tracts extending for long period look like to be 


due to repeated reinfections from wife. 
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情 楽 村 (小型 大 平 ) 肺 吸虫 (Paragonimus iloktsuenensis 
Chen, 1940) 幼虫 の 排 洪 系統 


小宮 義孝 
国立 予防 衛生 研究 所 和 虫 部 
吉田 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
村 保 
大 阪 府立 大 学 農 学部 獣医 学科 病理 学 教室 
(昭和 35 年 4 月 9 日 受領 ) 


悦楽 村 肺 吸虫 は 初め 陳 (Chen, 1940) に よっ つて 中 国広 
東 に お いて 発見 され , 悦楽 村 肺 吸虫 (Paragonimaus ilok- 
tsuenenszs) と 命名 され た が , その 後宮 崎 (1944) に よ つ 
て わが 国 に も これ が 存在 する こと が 確 め られ , 同氏 に よ 
っ つて 暫定 的 に 「 小 型 大 平 肺 吸虫 」 と 命名 され て いる . こ 
の 肺 吸虫 の cercaria お よび metacercaria は 最初 陳 (Chen, 
1944) に よ つ て 記載 され て お り , また その 後 本 邦 に お い 
て 宮崎 (1944), 吉田 (1959) ら に より 記載 され て いる が 
その 排 洪 系 統 の 詳細 , と り わ け 類 状 細胞 (終末 細胞 ) の 
配列 型式 (flame cell pattern) に つい て は 記載 が な い . 

著者 ら は た また ま , 右 肺 吸虫 の 幼虫 を 親しく 観察 する 
機会 を え , その 娘 redia, cercaria お よび metacercaria 
の 排 江 系 統 お よび その 粘 状 細胞 の 配列 型式 を と 明らか に す 
る こと を えた の で , ここ に 報 告 す る : 

材料 お よび 方 法 

観察 材料 た る 同 虫 幼虫 の 1 部 は , ( 娘 redia お よび 
cercaria) あら か し じ め 実 験 的 に 同 虫 miracidia を 感染 せ し 
め た ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウリ ウ (Asstmmea parasitolo- 
gca Kuroda, 1958) お よび ヨシ ダ カ ワ ザン ショ リウ (Assz- 
minea yoshidayukioii Kuroda, 1959) より 得 た . 
娘 redia, cercaria と も 同 由 を 破砕 し て 採取 し た . こ 
の 際 cercaria に つい て は , 充分 成熟 し た と 思わ れる る も 
の を 観察 の 対照 と し た . 

また metacercaria は その 第 二 中 間 宿 主 ク ョ ベン ケイ 
(Sesarma dehaani M. Edwards) に 自然 感染 し て いる 
も の を 用 いた . metacercaria の 脱 旗 は 器械 的 な 小 圧 を 用 
いて これ を 行 つ た . 各種 幼虫 の 排 江 系 統 の 観 祭 は すべ て 
生体 標本 に よっ つて 行わ れ た . 


観察 結果 

a) 娘 redia 

母 redia の 排 洪 系 統 の 観 祭 は 今回 は 行い 得 な か つた が 
娘 redia の それ は 観 察 する こと を えた . 娘 redia の きわ 
め て 幼 若 な も の に お いて は , 左右 の 排 洪 往 は 独立 し て 互 
に その 後 体 両側 に 開 孔 し , 前 後 の 第 2 次 排 洪 管 に お の お 
の 分 れる . 前 後 の 第 2 次 排 洪 管 は 更に 第 3 次 排 港 管 に 分 
れる が , 著者 ら の 観察 し た 範囲 で は , お の お の の 第 3 次 
排 江 管 は それ ぞ れ 2 条 の 毛細 管 に つら な る 1 個 の 燈 状 細 
胞 を 有 し て お り , し た が つて その 粘 状 細胞 の 配列 型式 は 

2x〔(1+1) +( ユ 

を も つて 現 わ さ れる . お そら く こ の redia の 燈 状 細胞 の 
配列 型式 の 更に 前 段階 と し て は , 少な く と も 2Xx[〔(①) + 
(1)] を も つて 現 わ さ れる 時 期 が あぁ る と 想像 され る の で 
あぁ ある が , この 時 期 の も の は 著者 ら は 観 祭 し えな か つた . 

これ より や や 長 じ た 娘 redia に あつ て は , その 状 細 
胞 は 各 第 3 次 排 洪 管 と も に , お の お の 1 コ づ つ そ の 教 を 
増し , し た が つて その 終末 細胞 型式 は 

2x〔(2+2) +(2+2)〕 

を も つて 現 わ さ れる よう に な る . redia の 発育 が さら に 
進む と , 各 の 第 3 次 排 洪 管 は それ ぞ れ 不 規 則 に 2 か ら 3 
まで の 燈 状 細胞 を 有する こと が 常 則 と な る が , その 前 段 
階 に だ お いて 見 られ た よう な , 全 第 3 次 排 洪 管 を 通じ て 分 
割 因 子 (factor of division) が 一 定 し て いる と いつ た よ 
うな 規則 正 し さ は 見 られ な い . 

第 1 図 は きわ め て 幼 若 な 娘 redia か ら 成 熟 に 近い それ 
に いた る まで の 燈 状 細胞 の 配列 状態 を 図 を も つて 例示 し 
た も の で ある . 娘 redia の 全 期間 を 通じ て , 左右 の 排 洪 


本 研究 は 文部 省 科学 研究 に ょ っ つた, 記し て す . 
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1 


1 村 (小型 大 平 ) 肺 吸虫 daughter redia 
の 系 統 


第 2 図 村 (小型 ) 肺 の cercaria 
の 排 洪 系 統 


管 が 融合 する こと な くそ れ ぞ れ 独 立 の 排 洪 孔 を 有 し て い 
る こと は う まで も な い . 

b) Cercaria 

成熟 し た cercaria に あつ て は , その 排 江 表 は か な り 著 
名 な I 宇 状 を な し , その 先端 は 腹 吸盤 を こえ て 正中 線 を 
腸管 分 岐 癌 の 近く まで 達し て いる . 排 江 孔 は 体 後 端 背部 
に 開口 し て いる . 主要 排 江 管 (main excretory canal, 
primary も xcretory canal) は 排 江 癌 の ほぼ 中 間 , 腹 吸 杉 
の 位置 よ りゃ や や 後方 の 部 位 に お いて 左右 と も 斜 め 上 方 に 
走り , ほぼ 腹 吸盤 の 中 央 の 高 さ に お いて それ ぞ れ 前 後 の 
第 2 次 排 洪 管 に 分 岐 する . 
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前 方 の 第 2 次 排 江 管 は 曲 屈 上 走 し , 腹 吸盤 と 腸 脚 分 岐 
部 と の ほぼ 中 央 の 高 さ に お いて , 自 か ら 前 後 の 第 3 次 排 
洪 管 に 分 岐 す る . この 場合 前 方 の 第 3 次 排 洪 管 は 更に 上 
昇 し 更に 3 分 し 口 吸盤 の 周辺 近く 散在 する 3 っ の 燈 状 細 
胞 に 連なる . 後方 の 第 3 次 排 洪 管 も や や や 上 上 昇 し た 後 , 3 
コ の 粘 状 細胞 に 連なる が , これ ら の 燈 状 細胞 は 腸管 の 分 
岐 点 の 附近 に 散在 する . 

前 方 第 2 次 排 江 管 よ り 発し た 第 3 次 排 池 管 後 枝 は , ち 
よう ど そ の 走行 部 に 頭 腺 群 が 存 在 し て いる の で , な か な 
か 観察 が 困難 で あぁ つた. し か し 仔細 に 観察 する と , これ 
は 腹 吸 盤 上 側 方 に お いて 1 条 の 第 4 次 排 洪 管 を 分 岐 し た 
後 さ ら に 2 条 の 第 4 次 排 洪 管 に 分 枝 し , その 各々 は 腹 吸 
盤 の 側 方 に 存在 する 各 3 コ の 和 状 細胞 に 連 な つ て いる . 

後方 の 第 2 次 排 池 管 は , 後 走 後 ま も な く 第 4 次 排 洪 の 
第 1 枝 を , また し ば らく し て 同 第 2 枝 , さら に 後 走 し 体 
後 端 部 近く に お いて 同 第 3 枝 第 4 枝 を 分 岐 し , 自 か ら は 
同 第 5 枝 と し て 体 後 端 側面 近く まで 走り , 各 第 1~ 4 の 
第 4 排 と も それぞれ 3 コ づ つの 細胞 に 連 な 
る . し た が つて , この cercaria の 燈 状 細胞 の 配列 型式 は 

2X (3 十 3 3 3) (3 3 3+3) ]=60 

で ある . 

c) Metacercaria 

metacercaria に お ける 排 江 は , その 形態 は 原則 的 に 
は cercaria の それ と 同様 で ある が , た だ その 内 部 に 排 江 
題 粒 が 存在 し て いる の で , し ば し ば cercaria の それ より 
も 左右 に 太 さ が 広 が つ て いる . 

主要 排 江 管 , 第 2,。 3, 4 次 の それ の 走行 お よび 各 第 
4 次 排 洪 管 に 連なる 燈 状 細胞 の 数 は , cercaria の それ 
と 全く 同様 で ある . し た が つて その 類 状 細胞 の 配列 型式 
は , cercaria の それ と 全く 同様 

2[(3+3 二 3 3 3) 十 

を も つて 現 わ さ れる . た だ し 由 体 の 成長 に つれ て 各 排 江 
管 の 太 さ お よび 燈 状 細胞 の 燈 状 部 の 大 き さ は , cercaria 
の それ に 比 し て か 成り 大 きく な つて いる . 

論 議 

肺 吸虫 属 (Paragonimus) に 属す る 種 と し て の 主 な も 
の は 現在 5 種 あ る . Paragonimus westermani(Kerbert, 
1878) : P. ohirai Miyazaki, 1939 ; P iloktsuenensis 
Chen, 1940 ; P. kelkcotti, Ward 1908 よび yun- 
nanensis Hu, 1959 が これ で ある . 右 の うち P wester- 
manz の 燈 状 細胞 型式 は Yamaguti (1943), Komiya et 
al. (1950) に より , 戸 okirat の それ は 横川 ら お よび 著 
者 の 1 人 小宮 (1960) に より 明らか に な つて いる . また 
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P kelkcotti に つい て は Ameel (1934) は その cercaria 
の 粘 状 細胞 は 31 対 を 算 す る が , その 間 に は 一 定 の 燈 状 細 
胞 型 式 は 認め られ な い , と し て いる . 

さて , 以上 の うち P westerman の cercaria お よび 
metacercaria の 燈 状 細胞 の 配列 型式 を 見 る と , これ は 両 
者 と も ひと し く 

2x[(3+3 (3+3+3 十 3+3)]〕 

を も つて 現 わ さ れ , ら が ここ で loktsuenensis の 
それ ら に お いて 明らか に な し えた も の と 全く 同一 で あ 
る . し か る に 太平 肺 吸虫 の cercaria に お いて は , その 型 
式 は 2C(1 +1 二 1) 1 1 1 1)〕 を も つて 
現 わ さ れ , ここ で は その 分 割 因 子 は 前 2 者 が ひと し く 
で ある の し て で なつ で この こと 
は , 大 平 肺 吸虫 の cercaria に お いて は , 他 の 上 掲 2 種 
の それ に 比 し て , その 排 洪 系統 が 未 分 化 な る こと を 意味 
し て いる . か つ , 興味 ある こと は , 大 平 肺 吸虫 の 場合 に 
お いて も , その metacercaria に あつ て は , 右 の 分 割 因 
子 が 「3」 と な り , し た が つて その 嬉 状 細胞 の 排列 型式 
は 全く 上 記 2 種 の それ と 同一 型 を と る に いた る こと で あ 
る . 

終末 細胞 の 配列 型式 とりわけ cercaria に お ける それ 
が , 吸虫 類 の 分 類 学 上 に お いて 重要 な る 役割 を 占め る こ 
と は , すでに 古く か ら Cort (1917), Faust (1919) ら お 
よび その 他 に つい て 云 導 さ れ て いる . 

cercaria の 燈 状 細胞 の 配列 型式 が 吸虫 類 の 種 (species) 
'! に よっ つて 一 定 し て いる こと に つい て は , 現在 で は 異論 を 
慢 え る も の は 無い が , これ が 属 (genus), 科 (family) に 
: お いて 如何 な る 一 定 の 関係 を も つて いる か , に 関し て は 
必ず し も 定説 は な いよ う で ある . 

し か し , いま 肺 吸 虫 属 (Genus Paragonimus) の 如 上 
3 種 の cercaria の 燈 状 細胞 型式 を 通 覧 する に , その 「 分 
' 割 因子 」 は 悦楽 村 肺 吸虫 の それ と 他 の 2 種 と は 異な る も 
の の , 前 後 第 2 次 排 洪 往 が 分 枝 す る 第 3 , 4 次 の それ の 
数 は , ひと し く 前 5 枝 , 後 5 枝 と な つて いる . か つて 著 
者 ら の 1 人 小宮 (Komiya, 1938) は , 科 な いし 属 の 判定 
上 は , 前 後 第 2 次 排 洪 坊や か ら の 分 枝 , すなわち 前 後 第 2 
次 排 よ り 派 生ずる 第 3 次 排 数 と その 配列 と が 
重要 な 役割 を する で あぁ ろう , と の べ て いる . この 説 は , 
「 分 割 因 子 」 自体 が 属 も し く は 科 の 判定 上 必ず し も 重要 
で な い , と いう 意味 に お いて は 妥当 で ある が , 如 上 の 定 
言 は , 属 又 は 科 の 判定 上 は むし ろ , 「 前 後 第 2 次 排 洪 管 


か ら の 分 枝 , (第 3, 4 次 の 排 洪 管 を 含む ) の 数 と その 排 
. 列 と が 重要 な 役割 を 演ずる で あろ う 」 と 解 さ る べき で あ 
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な お , の 細胞 に つい て は , Ameel は 
上 記 の よう に , これ に つい て は 一 定 の 配列 型式 は な いよ . 
う で ある , と 述べ て いる が , この 点 に つい て は 更に 実物 
に つい て の 再 検討 が 必要 で ある . 何と な れ ば , 等 し く 
Paragonimaus 属 に 属す る 3 種 の cercaria が それ ぞ れ 一 定 
の 相同 な いし 相似 の 類 状 細胞 型式 を 有する 以上 , 同じ 


Paragonimus 属 に 属す る の み が , その 
状 細胞 の 排列 型式 が 不定 で ある と は 考え に くい か ら で あ 
る . 

も つと も これ は , 成 蒸 し た cercaria に つい て の み 云 為 
し て いる の で あつ て , 同様 の cercaria で も 未熟 の も の と 
成熟 し た も の と で は , その 型式 が 異な つて いる こと は , 
云 ら まで も な い (Komiya, 1938). 

お そら く kellzcottz の 成 cercaria の 細胞 の 
配列 型式 は , Ameel (1934) の 成績 を 参考 に し て 想像 す 
れ ば , ある い は 

2Xx[〔(3 3 十 3 十 3 十 3) 十 (3 3 十 3 十 3 3)] 
を も つて 現 わ さ れ , ウェ ステ ルマン , 悦楽 村 ( 小 型 大 平 ) 
両 肺 吸虫 の それ と 同一 な の で は ある まい か . 
約 

1. ら は 悦楽 村 (小型 大 平 ) 肺 吸虫 の 娘 redia, 

cercaria お よび metacercaria の 排 江 系統 を 観 侍 し, そ 
の 粘 状 細胞 の 配列 型式 (fame pattern) を 明らか に し た . 
それ に よれ ば , 同 吸 虫 の 娘 redia に あつ て は , それ は 基 
本 的 に は , 2Xx[〔[(22) 十 (2+2)〕 で ぁ る が , この 際 の 分 
割 因 子 は 必ず し ゃ も 一定 し て いな いこ と は , 等 し く 他 の 
redia 一 般 の 場合 と 同様 で ある . 分 割 因子 は 時 に その 1 
枝 又 は 2 枝 に お いて 3 ~5 と な つて いる . 即ち 燈 状 細胞 
が 第 3 次 排 洪 管 に お いて 2 っ の 代り に その 数 1~ 3 コ を 
増加 し て , 3 ~5 っ コ を 算 す る 場合 も し ば し ば 在 る , 

cercaria お よび metacercaria に お いて は , その 燈 状 細 
胞 の 排列 型式 は 一 定 の 形 を と り , Pwestermani と 同じ 
く , 前 , 後 , 第 2 次 排 洪 管 と も 各 5 分 し , その 各 枝 の 燈 
状 細胞 は 5 っ , 即ち 分 割 因 子 は 5 , と な つて いる . いま , 
今 迄 に 明らか に され て いる 各 Paragonimus 種 の cer- 
caria お よび metacercaria の 類 状 細胞 の 配列 式 を 表示 す 
れ ば 次 の ご と く で ある . 

P westerman よ び loktsuenensis 
2x[(3 3 十 3 填 3 十 3) (3 3 3 十 3 3)〕 
metacercaria2X [ (3 3 十 3 十 3 十 3) 十 (3 3 3 3 3)] 
2. okhirai 


cercaria 


cercaria 


\ 
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in distome cercariae. Biol. Bull., 36, 322-339. 


metacercaria2X [ (3 十 3 十 3 十 3) 十 (3 3 3 十 3 十 3)] 


すなわち 前 2 者 に 比 し て , okzraz の cercaria の 排 
系 統 は , その 分 化 が 遅れ て いる よ で う あ る . 一 種 新型 吸虫 ( 南 
文 献 nensis sp. nov. HO) 的 発現 , 人 民 保健 , (11), 
987-997. 
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Digenea II. Observations on the excretory system 


THE EXCRETORY SYSTEM OF THE LARVAE OF 
PARAGONIMUS ILOKTSUENENSIS 


YosHITAKA KOMIYA 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 
Yukio YOSHIDA 
(Departiment of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto, Japan) 
TAMOTSU TOMIMURA 
(Department af Pathology, Division of Veterinary Science, College of Agriculture, 
University of Osaka Prefecture, Japan) 


The excretory system particulary the flame cell pattern of the larvae of Paragonimus: 
zloktsuenensits was studied. The flame cell pattern of the daughter redia can be represented 
basically as the formula 2((2+2)+(2+2)〕 but the factor division at that time is not always fixed 


even in the same redia. 
That of the cercaria is represented as 2C(3 十 3 十 3 十 3 十 3) 十 (3 十 3 十 3 十 3 十 3)] and that oF 


the metacercaria is the same of that of the cercaria. 
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(寄生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 5 号 519-528 1960】 


小 


硝酸 曹達 その 他 の いわ ゆる 卵 剤 の 卵 効 
果 は , 床 必 と り わ け ア ルカ リ 性 床 尿 メ ヂ ウム 中 に お いて 
は , いずれ る も 水中 直接 接触 時 の それ に 比 し て 著しく 減損 
する . そこ で 当然 か よう な メ ウム 中 に お いて 
力 を 発揮 させ る た め に は , 殺 剤 を 投入 する まえ に , 該 メ 
ヂ ウ ム pH を 酸性 化す 薬剤 を 投入 する こと に よ つ て ある 
程度 の 酸性 pH を 確保 し て お く こ と が 必要 で ある が , そ 
の た め の pH 低下 薬剤 と し て は , 過 燃 酸 石 灰 が きわ め て 
有望 で ある こと を 見 出し , 本 剤 を 用 いた 場合 に お ける 
pH 低下 の 状況 と , 他 の 二 ・ 三 強酸 使用 時 の それ と 比較 
試験 を 行い その 結果 に つい て は 先 報 に 記し た ( 小 財 , 
1960 a). そこ で , 今回 は 貯溜 に よる 最高 アル カリ 性 応 
尿 メ ヂ ウ ム を 用 いた 場合 に お ける , 混入 各種 過 學 酸 石灰 
量 と , 同 メ ヂ デ ウ ム pH 酸性 低下 と の 関係 , お よび 同 メ ヂ 
ウム に お ける 各種 量 過 燃 酸 石灰 投入 時 に お ける 年 硝酸 草 
達 殺 有 効 濃度 を も とめる た る め 以 下 の 実 験 を お こ 
な っ た 

アル カリ 性 尿 尿 メ ヂ ウム 中 過 燃 酸 石 灰 の 各種 混入 量 

と , 同 混入 後に だ ける 放置 時 間 に よ る 
メ ヂ ウム pH の 変動 

年 硝 酸 曹 達 の 殺 卵 力 を 発揮 させ る た め に , あら か し じ め 
アル カリ 性 尿 尿 に 過 謗 酸 石 灰 を 投入 し て pH を 酸性 側 に 
低下 させ て お く 必 要 が ある が , この 場合 に 同上 尿 尿 メデ 
ワム 中 に 過 炎 酸 石灰 を 投入 し て か ら の 経過 時 間 に よ る 選 
尿 pH の 酸性 移行 の 状況 を , あら か し じ め 検 討 し て お く 必 
要 が あぁ ある. け だ し , 過 石灰 投入 後 pH 値 が 最も 低下 
し た と き に 酸 達 を 混入 すれ ば , 同 薬剤 の 果 
が 最大 に 発揮 され る こと が 予想 され る か ら で あ る . そう 
し た 意味 か ら , 予備 試験 と し て , 同一 の アル カリ 性 尿 尿 
を 用 いた 場合 に お いて , 各種 量 の 過 燃 酸 石灰 投入 後に お 
サ びる 時 間 的 経過 に と も な う 同 メデ ヂ ウ ム pH 値 の 変動 を し 
ら べ て みた . 
材料 お よび 方 法 


殺 卵 剤 と し て の 亜 硝酸 曹達 の 再 評価 
(2) 酸 石 - 亜 硝酸 達 混合 系 に ょ る 中 卵 実 
財 動 
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1. 供 試 : 混 合 比 1 : 5 と し た 新鮮 
を , 夏期 室温 ( 約 26~31°C) 下 , 3 日 間 27 入り シリ ン 
ダー ( 有 著 ) 中 に 保存 し た も の (pH8.5) を 被 検 床 尿 材 
料 と し , 試験 に は 各 事 例 と も , その 50ml づつ を 用 い , 
容器 と し て は 100ml 入り 三角 コル ベン を 用 いた . 

2. pH 酸性 低下 剤 : 肥料 過 炎 酸 石 灰 (神島 化学 製 ) 
を 使用 し た . 

3. 実験 方 法 : 上 記 pH 8.5 の アル カリ 性 貯溜 床 尿 50 
ml に 対し て , 過 燃 酸 石灰 原 末 の それ ぞ れ 0.5g, 1.0g, 
1.5g, 2.0g, 2.5g, 3.0g を 混入 し た . 混入 後 , 約 30 分 
間 そ の まま 放置 し て , 混入 直後 に お ける ガス 発生 に よる 
発泡 が 消 幸 する を まつ て , 容器 に ざさ ム 栓 を 施し , か つ 充 
分 に し ん と うし て か ら , これ を 28°C 角 卵 器 内 に 収め た . 
過 均 酸 石 灰 作 用 中 の メ ヂ ウム pH 値 の 測定 は , 床 尿 中 混 
入 直 後 (15 分 後 ), 2 時 間 後 , 24 時 間 後 , 72 時 間 後 に 各 
事例 ご と に Beckman pH meter に より お こなつ た . な 
お , 過 燃 酸 石 灰 は , か よう な アル カリ 性 床 尿 に 混入 し た 
場合 に は , 混入 直後 に , メデ ヂ ウ ム 中 の アン モニ ア と 該 薬 
剤 と の 中 和 反 応 に よる ガス の 発生 の た め 著しい 発泡 を 
みる の で , 混入 直後 に は 栓 を する こと な く , その まま 
少な く と も 15 分 くら い 静 置 す る こと が 肝要 で ある . そ 
の よう な 事情 の た め に , 上 記 混 入 直 後 の pH 測定 の 時 間 
を 15 分 と し , か つ 同 メ ヂ ウ ム の 均等 化 の た め の し ん と 
うぅ を 30 分 後に お こなつ た . 

4. 対照 : 過 酸 石灰 を 混入 し な い と し た . 
実験 成績 
薬剤 混入 直前 の 氷原 メデ ヂ ウ ム pH は すべ て , 8.5 で あ 
つた . この 選 尿 に 各種 過 燃 酸 石灰 量 を 混入 し た 直後 (15 
分 後 ) に お いて は , 第 1 図 に 示す ご と く , メデ ウム pH 
は 該 薬剤 の 混入 量 に 比例 し て pH 低下 が 認め られ た . す 
な わ ち , 50ml に 対し て , 過 石灰 0.5g 混入 時 
の メデ ヂ ウ ム pH は 8.30 で 若干 の pH 低下 を し か 示 さ な 
か つた が , 同 薬剤 量 を 3.0g と する と , 6.80 と 弱 酸 性 に 
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第 1 図 アル ヵ カリ 性 尿 中 過 石灰 の 各種 混入 量 と 

同 混 入 後に i# け る 放置 時 間 に ょ る pH の 次 動 

尿 , 混合 比 を 1:5 と し , 28.0°C, 3 

日 間 の % の を 使用 


移行 を みて いる . し た が つて , か よう な か な り 高 い ア ル 
カリ 尿 に つて は , 過 石灰 混入 直後 の pH を , 
中 性 また は 弱 酸 性 側 に 低下 させ る た め に は , お お むね 同 
薬剤 の 2 る ~ 3g の 混入 が 必要 と 思わ れる . 一 方 , 同 図 に 
より , 過 燃 酸 石灰 混入 後に お ける 放置 時 間 の 経過 に 伴 
な う メ ヂ ウ ム pH 値 の 変動 を 各 事 例 ご と に みる と , い ず 
れ の 事例 と も 混入 直後 の pH より も 放置 後 の そ れ の 方 が 
より 酸性 側 へ の 移行 を 認め た . と り わ け こ の pH 下降 の 
傾向 は , 概して 過 燃 酸 石灰 混入 後 よ り 24 時 間 ま で の 間 に 
著しく ,。 その 後 は 72 時 間 ま で の 間 ほ ぼ 同 一 の pH 値 を 
維持 し た . いま , 24 時 間 後 に お ける pH 値 を 各 事例 に つ 
いて みる に , 過 燃 酸 石 灰 1.0g 以上 を 使用 し た も の で は 
大 略 中 性 , また は 酸性 側 pH を 示し た . な お , 対照 戻 尿 
は , 28°C,72 時 間 保 存 後に お いて も , 当初 の pH と ほぼ 
同等 の pH 約 8.45 を 示し た 

アル カリ 性 戻 尿 メ ヂ ウム 中 , 各種 過 燃 酸 石 灰 投 入 時 

に お ける 硝酸 の 殺 卵 効果 

上 記 実 験 の 結果 より , 殺 卵 剤 使用 の 前 処置 と し て メデ ヂ 
ウム pH 酸性 低下 の 目的 の た め 過 燃 酸 石灰 を 使用 し た 場 
合 。 当初 の アル カリ 性 尿 尿 pH は 時 間 の 経過 と と も に 確 

に 低下 を 示す . その 低下 は 混入 直後 より 1 昼夜 後 ま で 
の 間 に 凌 る し く , 1 昼夜 以後 に は ほぼ 一 定 化 する こと が 
判明 し た . そこ で , 殺 酸 混入 の た め の 前 処 
置 と し て の 過 燃 酸 石 灰 の 投入 を 殺 卵 剤 混入 の 前 1 昼夜 と 
し , 1 経過 後に お ける 酸 達 混 入 に よる 同 剤 の 


- 
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殺 効果 に つい て , 過 酸 石 と 亜 硝酸 曹達 の 各種 量 
み 合 わせ の 条件 下 に お いて 検討 し た . 

実験 材料 お よび 方 法 

1. 虫 卵 材料 : 前 記 同 様 豚 虫 新鮮 用 いた . 

2. 使用 薬剤 : 肥料 過 酸 石 お よび 硝酸 曹達 は 
記 と 同一 の も の を 使用 し た . 

3. 薬剤 作用 方 法 

a) メ ヂ ウム : 混合 比 1 :5 と し て 3 日間, 
27~28°C, 解 卵 器 内 に 保存 し た も の を 用 いた . 試験 に は 
各 条 件 の も の と も 50ml ずつ を 用 い , 容器 は 100ml 入り 
三角 ュ ル ベン (ゴム 栓 つき ) と し た . 

b) 薬剤 の 濃度 : メデ ウム pH 低下 剤 と し て の 過 燃 酸 
石灰 は , 尿 尿 50ml に 対し て , 1, 2, 3, 4 各 g の 4 
種 と し , 殺 卵 薬剤 と し て の 了 硝 酸 草 達 は , 1,000, 2,000 
4,000, 8,000 の 各 と し た . 

c) 薬剤 の 作用 条件 : 浸漬 温度 を 高温 (26~29°C) お よ 
び 低 温 (5~6°C) の 2 種 と し , 亜 硝酸 曹達 の 作用 期間 は , 
上 記 各 温度 下 で , 過 燃 酸 石 灰 混 入 1 昼夜 後 か ら , それ ぞ 
れ , 3 日 お よび 8 是 と し た . 薬剤 の 作用 期間 中 は ゴム 栓 
に て 使用 三角 ュ ル ベン に 密栓 し た . 

d) 実験 の 手続 き : まず , 床 尿 50ml を 100ml 入り 三 
角 コ コルベ ン に と り , これ に 過 酸 の 上記 各 量 を 
和 , 同時 に , これ に 虫 卵 の 濃厚 懸 濁 液 4 滴 ず つ を 滴下 し , 
それ ぞ れ 所 定 の 温度 条件 下 に 1 昼夜 放置 し た . し か る の 
ち , 硝酸 曹達 の 中 間 度 液 (100, 200, 400, 800 
倍 稀 林 ) の 各 6ml 宛 を 混 じ , 蒸溜 水 を 加え 全量 60ml と 
し 亜 硝酸 曹達 の 各所 定 濃度 と な る ご と くし た . 

4. 対照 : 薬剤 作用 に 対す る 対照 試験 と し て は , 肥料 
過 石灰 , 硝 酸 達 の 各 実 験 群 最高 濃 度 の 各 単 独 使 
用 , お よび 選 尿 の み と し , いずれ も 高温 , 低温 の 別 を お 

5. 薬剤 作用 期間 中 の メ ヂ ウム pH の 測定 : 亜 硝酸 草 
達 混 入 直前 , 直後 お よび 作用 3, 8 日 後に お ける メデ ヂ ウ 
ム pH を Beckman pH meter に より 測定 し た . 

6. 薬剤 の 効果 判定 : 薬剤 の 効果 は , 各所 定 日 数 , 薬 
液 浸漬 直後 各 床 尿 メ ヂ ウ ム 約 10ml を 25ml 遠心 管 に と 
り , "これ を 三 回 遠心 水洗 し , 沈 湾 を 素 焼 基 培養 法 (28°C) 
に より 培養 し , 培養 直後 お よび 4 週末 に お ける 貝 卵 を 氏 
検 し , 4 週末 に お ける 観 祭 虫 卵 の 発育 像 に よ つ て , 生死 
を 判定 し , これ に より 薬剤 の 効果 を 判定 し た . 

実験 成績 

A. 効果 

1. 高温 作用 時 の 効果 
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第 1 表 各種 過 石灰 量 混入 時 た に ける 硝 酸 の 殺 効果 一 分 離 混入 方 式 (培養 4 週末) 
A: 高温 (26~29°C) 作用 時 
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pH 調整 手段 


過 石 1g 使用 群 


88 


過 酸 石灰 2g 使用 


過 石 3g 使用 群 
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過 石 4g 使用 群 


ミー ミー ミー) 
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対 群 ( 過 石 4g) 

( 戻 尿 の み ) 

: : 混 合 比 を 1 :5 と し , 28.0°C, 3 日 間 貯 の も の (pH 8.35) を 使用 
薬剤 混入 前 の 恒 尿 量 は すべ て 50ml. 


96 4 


B: 低温 (5~6°C) 作用 時 


混入 

pH 調整 手段 酸 量 

( 倍 ) 

1,000 

8,000 


過 石灰 2g 使用 群 


— 


S888 B888 


過 石灰 3g 使用 群 


ON 


過 石灰 4g 使用 


( の み ) 


薬剤 混入 前 の 恒 尿 量 は すべ て 50ml と し , 28°C, 3 日間 貯溜 の も の (pH8.35) を 使用 
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対照 群 に お いて は , 3 日 お よび 38 日間 浸 漬 時 と も に , 
年 硝酸 曹達 , 過 燃 酸 石 灰 の 各 単 独 使用 (実験 使用 の 最高 
濃度 ) は , の み の 対 と ほぼ 同一 の 95% 以 上 の 
期 選 の お お むね 完全 に 近い 発育 を 認め た . 

a) 3 日 間 浸漬 時 : 第 1 表 A に 示す よう に , 培養 第 4 
週末 の 成績 を も つて 薬剤 の 効果 を 判断 すれ ば , 過 炎 酸 石 
灰 1g 使用 群 で は 酸 達 1,000 倍 稀 で , 44 
% の 仔 虫 期 卵 を 認め 全く 無効, 2g 使用 群 に お いて は 
1,000 倍 液 作用 で は 完全 有効 で あつ た が 同 2,000 倍 作 用 
で は 5 % の 虫 認め た . また 過 酸 石 3g 使用 
群 で は , 亜 硝酸 曹達 の 4,000 倍 稀 釈 まで 完全 で あり , 同 
4g 使用 群 に お いて は , 本 試験 に お ける 最大 稀釈 倍 で あ 
る 年 硝酸 曹達 の 8,000 倍 稀釈 に お いて も 完全 な 殺 減 効果 
が 認め られ た . 

b) 8 日 間 浸 漬 時 : 8 日 間 浸漬 時 の 殺 卵 効果 は , 概括 
的 に みる と , 大 体 に お いて 薬剤 の 有効 濃度 は , 3 日 間 浸 
漬 時 の それ と ほぼ 同等 で あつ た . た だ , 過 炎 酸 石灰 2g 
使用 時 に お ける 年 硝酸 曹達 の 効果 が その 2,000 倍 稀釈 で 
完全 で ぁ つ た こと と , 過 炊 酸 石 灰 4g 使用 群 に お いて 亜 
硝酸 曹達 8,000 倍 作用 で , 4 % の 仔 忠 期 卵 の 出現 を 認め 
< こと が 主 な 差違 で ある が , この 程度 の 差違 は ほとん ど 
誤差 秀 囲 に 包含 され る も の で あろ うと 考え られ る (第 1 
表 A). 

2. 低温 作用 時 の 効果 

対照 群 に お いて は , 3 日 お よび 8 日 間 浸 漬 時 と も に , 
亜 硝酸 草 達 , 過 読 酸 石 灰 の 各 単 独 使用 (実験 使用 の 最高 
濃度 ) は , の み の 対 と ほぼ 同一 の 97% 以 上 の 
期 卵 の お お むね 完全 に 近い 発育 を 認め た . 

a) 3 日 間 浸漬 時 : 培養 第 4 週末 の 成績 は , 第 1 表 B 
に 示す ご と く , 過 燃 酸 石 灰 3g 以下 の 使用 群 で は , 作用 
亜 硝酸 曹達 の 最高 濃度 で あぁ る 1,000 倍 液 作 用 で も 全く 無 
効 で あつ た ( 仔 虫 形成 率 , 16~97%). し か し , 過 燃 酸 石 
灰 の 4g 使用 群 に お いて は , 亜 硝酸 曹達 の 1,000 倍 稀 枚 
で 完全 , 同 2,000 倍 で は わずか 4 % の 仔 躍 期 卵 の 出現 を 
みた . 

b) 8 日 間 浸 漬 時 : 8 日 間 浸 漬 時 の 殺 卵 効果 は , 大 体 
に お いて 前 項 3 日 間 浸 漬 時 の それ と 等 し か つた . 

過 燃 酸 石灰 3 g 使用 に お いて 各 亜 硝酸 曹達 稀釈 液 作用 
時 と も , 仔 虫 期 卵 の 出現 率 が , 3 日 浸漬 時 の それ より も 
か えつ て 若干 高 率 に 示さ れ て いる が , この 程度 の 差違 は 
誤差 範囲 に 属す る も の と 考え られ る . 

B. 薬剤 作用 直前 お よび 作用 期間 中 の メ ヂ ウム pH 値 
薬剤 作用 直前 の 尿 尿 pH 値 は , 8.35 で ぁ つ た 
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1. 高温 (26~29°C) 作用 時 : 上 記 ア ルカ リ 性 床 尿 に 
対し て 過 燃 酸 石 灰 投 入 1 昼夜 後 , 亜 硝 酸 草 達 混 入 前 に お 
ける 各 選 尿 メ ヂ ウ ム pH に つい て は 第 2 表 に みる よう 
に , 投入 過 燃 酸 石 灰 量 と ほぼ 平行 的 に pH の 低下 が 示さ 
れ て いる . すなわち , 同 剤 1g 投入 時 の pH 約 6.3, 4g 
投入 時 で は 約 pH5.7 で あぁ つた . 

以上 の 各 酸 性 調整 康 尿 メデ ウム に 対し て , それ ぞ れ 各 
種 量 の 亜 硝 酸 曹 達 を 混入 し た 後に お ける pH 値 に つい て 
みる と , 作用 8 日 まで の 範囲 で は , 亜 硝 酸 草 達 を 混入 し 
た こと に よる pH の 変化 は ほとん ど 認 め ら れ な か つた . 
た だ し , 過 4g 投入 事例 に お いて の み , 時 
間 に し た が つて 若干 の pH 低下 傾向 が 認め られ る よう で 
あぁ つた . 以上 に より 亜 硝 酸 曹 達 使用 期間 中 に お ける メデ ヂ 
ウム pH は , お お むね 過 炎 酸 石灰 を 投入 し 1 蛋 夜 放置 
( 亜 硝酸 曹達 混入 直前 ) 時 の それ と ほぼ 同等 の pH を 保 
持 し た と 認め て よい こと が わか つた . 

2. 低温 ($~6°C) 作用 時 : 低温 時 に お いて は , pH 
8.35 の 選 尿 に 対し て 過 燃 酸 石 灰 投 入 1 昼夜 後 , 亜 硝酸 草 
達 混入 直前 に お ける 陸 尿 メデ ウム に つい て は , 概括 的 に 
は , 高温 時 の それ と は ほぼ 同等 で あつ た が , 過 謎 酸 石灰 4g 
使用 事例 の み は , か えつ て 低温 時 の それ の 方 が 若干 高 目 
(pH に し て 約 0.1~0.2) の よう に も 思わ れる が , 4g 投 
事例 の み に 限 り , 亜 硝酸 曹達 混入 後 の 浸漬 時 間 の 経過 
に と も な う pH 低下 傾向 が 認め られ た こと は , 高温 時 に 
お ける それ と 規 を 一 に し て いる . 

過 酸 石 灰 投 入 日 後 亜 硝酸 混入 だ 
卵 効果 と , 過 燃 酸 石 灰 と 亜 硝酸 章 達 の 同時 混入 時 に 
お ける それ と の 比較 実験 
アル カリ 性 尿 尿 メデ ウム に 過 燃 酸 石 灰 を 投入 し た 場 
合 , メデ ヂ ウム pH の 低下 は , 該 薬 剤 投入 1 日 後に お いて お 
お むね 最大 に 達し , 以後 少な く と も 3 日間 は 一 定 化 する . 
そこ で , 前 項 で は , まず 亜 硝酸 曹達 の 殺 卵 効果 を , 過 燃 
酸 石 灰 投入 24 時 間 後 に 混入 し た 場合 に つい て 試験 し た 
(以下 分 離 混入 方 式 と 貼 称す る ). し か し , 両 薬剤 を そ 
れ ぞ れ 1 日 の 間隔 を お いて 別々 に 混入 する こと は , 実際 
に 使用 の 場合 を 考え る と , その 操作 の 上 で 若干 繁 雑 で あ 
る こと も 考え られ る . も し , か り に 両 薬 剤 を 同時 に 恒 展 
中 に 混入 し た 場合 (以下 同時 混入 方 式 と 略称 ) に あぁ つて 
も , な お 相当 に 有効 で ある な ら ば この よう な 方 式 の 方 が 
むし ろ 好 まし いと 考え られ る の で , ここ で は 両 薬剤 の 投 
入 方 法 を , 同時 と し た 場合 と , これ を 分 けた 場合 と に つ 

いて それ ぞ れ の 殺 卵 比較 試験 を 行 つ て みた . 

材料 お よび 方 法 
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第 2 表 薬剤 作用 中 の メデ ウム pH 


薬剤 混 


尿 メ ウ ム pH 


硝酸 草 入 直 前 高温 (26~29°C) 作用 時 低温 (5~6°C) 作用 時 
pH 調整 過 混 左 に 硝 左 を 3 同 8 日 過 混 に を 3 同 8 
ヂ ウ 入 1 酸 草 温 日 間 放 間 放 置 入 1 酸 温 日 間 放 放 置 

(稀釈 倍 ) ム pH 夜 末 入 時 置 後 後 夜 末 入 後 置 後 後 
2g 使用 4,000 8.35 6.80 6.82 6.98 6.78 
8,000 8.35 6.80 6.75 6.90' 6.68 9.42 6.82" 
1,000 6.12 . 6.30 6.25 6.42 
過 石原 2.000 8.35 6.25 6.32 -6.20 6.15 6.10 : 6:24. 6:37 
8,000 6:48 6.10 6.30 6:20 ‘6.30 
1,000 5:40 5.80 5.80 5.62 5.52 
過 酸 石灰 2,000 50 5.58. 2 5.80 5.80 5.60 5.52 
4g 使用 群 4,000 8.35 5.70 5.80 5.44 5.30 5.80 5.80 5.62 5.48 
8,000 8.35 5.70 5.80 5.40 5.30 5.80 5.85 5.68 5.50 
1.000 8600 8.14 8.16 8.20 8.20 
対 照 群 ( 過 4g) 8.35 5.70 5.44 5.29 5.80 5.67 5.03 
( 尿 の み ) 8.35 8.25 800 7:29 8.14 8.15 8.12 


1. 虫 卵 材料 : 前 記 実 験 に 使用 と 同 条 件 の 新鮮 貝 卵 と 
し , これ を 過 燃 酸 石 灰 混 入 直 後に 各 床 尿 メ ヂ ウム 中 に 
( 虫 卵 濃厚 懸 濁 液 , 5 滴 ) 混入 し た . 

2. メデ ウム: 新鮮 (混合 比 1:5) を 3 日 
, 27~28°C. 器 内 に 保存 し た も の (pH : 8.8~9.0) 
を 被 検 康 尿 メ ヂ ウ ム と し , 試験 各 事例 と も これ の 50ml 
ずっ を 試験 に 供し た . 容器 と し て は , 100ml 入り 三角 コ 
ル ベ ン を 用 いた . 

3. 使用 薬剤 お よび 作用 薬剤 濃度 : 過 読 酸 石 灰 , 亜 硝 
酸 草 達 と も 前 記 実 験 時 と 全く 同一 の も の を 用 いた . 応 尿 
中 へ の 投入 過 燃 酸 石灰 お よび 亜 硝酸 曹達 の 濃度 は , 前 
項 で の 試験 結果 を 参 押 し , その ほぼ 有効 と 思わ れる 量 
を 中 心 と し て 用 いる こと に し た . すなわち , 過 燃 酸 石 灰 
量 は , 床 尿 50ml に 対し て 高温 作用 時 で は 3g と し , 低 
温 作 用 時 に は 4g と し た . また , 亜 硝酸 曹達 の 作用 終末 
濃度 は , 高温 試験 時 の それ を 500, 1,000, 2,000, 4,000 
8,000 各 稀 楼 倍 と し , 低温 試験 時 で は 500, 1,000, 2,000 
の 各 稀 釈 倍 と し た . 

4. 作用 条件 : 作用 温度 は 高温 (27~28°C) お よび 低 
温 (5~6°C) の 2 種 と し た . 各 硝 酸 曹 達 の 作用 期間 は , 
上 記 両 温度 作用 に つき , 同時 , 分 離 両 試験 と も 3 日 間 と 


薬剤 混入 前 の 屋 尿 は , すべ て 50ml と し, 28°C, 3 日 間 上 貯溜 の % も の を 使用 . 
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し , 過 燃 酸 石灰 の 投入 は , 同時 試験 時 に は 和 量 硝酸 曹達 と 
同時 混入 , 分 離 試験 時 に は , 亜 硝 酸 曹 達 の 混入 1 昼夜 
と し , 亜 硝酸 曹達 混入 まで の 間 各 所 定 温 度 下 に 保存 し 
た . 

5. 薬剤 作用 期間 中 の メ ヂ ウム pH 値 の 側 定 : 同時 混 
入 実 験 に お いて は , 薬剤 混入 直前 , 直後 お よび 作用 3 日 
後に お ける メデ ヂ ウ ム pH を . また 分 離 混 入 実験 に あつ て 
は , 過 石灰 投入 直前 , 直後 , 酸 曹達 混入 直前 
( 過 燃 酸 石 灰 投 入 1 昼夜 後 ), 直後 お よび 作用 3 日 後に 
お ける メデ ウム pH 値 を それ ぞ れ pH 濃度 試験 紙 (東洋 
濾紙 ) に より 測定 し た . 

6. 薬剤 の 効果 判定 : 前 記 実 験 に お ける 効果 判定 と 全 
く 同 じ 方 法 に より , 培養 4 週末 に お ける 虫 卵 の 発育 状況 
を 観察 し , これ に より 効果 を 判定 し た . 

7. 対照 : 使用 薬剤 の し て は , 過 酸 石灰 (4 
日 浸漬 ), 亜 硝酸 草 達 (3 日 浸漬 ) の 各 実 験 群 最 高 濃 度 
の 各 単 独 使用 と し , 高温 , 低温 の 別 を お いた . また , 選 
尿 の み (4 日 , 高温 ) の 対 周 も お いた . 

実験 成績 

1. 対 : 硝酸 曹達 , 過 石灰 の 各 単 独 使用 で は 
高温 , 低温 浸漬 時 と も , いずれ も 尿 尿 の み の 場 合 と ほぼ 


第 3 表 同時 混入 方 式 と 分 離 混入 方 式 の 殺 卵 効果 比較 成績 

A: 効果 (培養 4 週末 ) 


期 期 

0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 
0 0 0 0 81 9 0 0 0 0 91 
0 0 1 98 1 21 0 0 0 
0 1 0 97 0 2 0 0 0 98 0 
0 2 0 98 0 1 0 0 0 98 1 
0 1 0 - 42 2 0 10 45 
0) { 1 17 36 37 1 1 0 23 38 
2 0 2 19 33 42 0 £ 2 24 31 


© 
oo 

| 


1 


の み 0 
(27~28° C) 


薬剤 混入 直前 の 恒 尿 量 は すべ て 50ml と し , 28°C, 3 日 間 貯 溜 の も の (pH 8,.8~9.0) を 使用 


B: 薬剤 作用 期間 中 に i# ける メデ ウム pH 値 


(稀釈 ) pH 直 後 後 1 昼夜 後 入 直 後 3 
500 6:626:8 6:8~7.0 ‘6.0626:8 4-66 6 

C) 8.8~9.0 8.8~9.0 8.6~8.8 
的 人 | 
が 
eC) | 8.8~9.0 8.8~9.0 8.6~8.8 
薬剤 混入 直前 の 恒 尿 量 は , すべ て 50ml と し , 28°C, 3 日 間 貯 溜 の も の を 使用 る こ 
同様 に 97% 以 上 の 仔 躍 期 九 を 認め た . 4,000 倍 以上 の 高 稀釈 で は , と も に 全く 無効 で あつ た 点 そ 
2. 分 離 混入 方 式 お よび 同時 混入 方 式 に よる 効果 : 両 は 一 致し て いた . し か し , 2,000 倍 作 用 時 に お いて は , 椿本 
方 式 に よる 殺 卵 比較 成績 は , 第 3 表 A に 示さ れる . 両方 式 間 に 顕著 な 差 が 認め られ , 分 離 混 入 方 式 で は , 本 その 
a) 高温 作用 時 : 両 混入 方 式 と も , 硝酸 の 1,000 で 完全 に 有効 ( 仔 形成 率 , 0 %) で ぁ つ た の に ( 
日 間 


倍 称 夜 まで の 高 濃度 城 で は 完全 に 有効 で あり , また し て 同時 混入 方 式 で は 逆 に 完全 に 無効 ( 仔 虫 形成 率 , 98 
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過 酸 石 1,000 19 
. 2,000 0 
3g 使用 4,000 2 
8,000 0 
0 0 98 0 
石灰 3g 


9%) で あつ た . 
_b 低温 作用 時 : 両 方式 と も , ここ で 用 いた 石 
灰 と 亜 硝酸 曹達 の 各 濃 度 組 み 合 わせ 人 条件 の も と で は , そ 
の 濃度 に ほとん ど 関 係 な く 約 10~20% 前 後 の 仔 虫 期 卵 の 
出現 を 認め , 両方 式 間 に よる 効果 上 の 差 は , この 限り に 
お いて は 認め られ な か つた 

3. メ ヂ ウム pH: 薬剤 作用 直前 の 尿 尿 メ ヂ ウム pH 
は , 8.8~9.0 で あぁ つた. これ に 対す る 薬剤 混入 後に お 
ける メ ヂ ウム pH 値 は , 第 3 表 B に みる よう に , 亜 硝酸 
曹達 混入 直後 , お よび 同 3 日 作用 後に お ける 両方 式 に よ 
る pH 値 を 比較 し て みる と , 概して 分 離 方 式 の 場合 の 方 
が 若干 (pH 値 に し て 約 0.2) 酸性 側 に 低下 し て いる よう 
に 思わ れる . し か し , 一 方 低温 作用 時 は , 同時 , 分 離 
両 実験 と も , いずれ る も 全く 同一 の pH 6.2~6.4 を 示し 
. 

総括 お よび 考察 

先 報 に お いて 著者 ( 小 財 , 1960 a) は , アル カリ 性 床 
尿 の pH を 酸性 側 に 低下 させ , か つ そ の 調整 pHH を 保持 
させ る の に 過 燃 酸 石 灰 が , きわ め て 有効 で ある こと を の 
べ , 本 薬剤 に より あぁ あらかじめ アル カリ 性 床 尿 pH を 低下 
させ て お いて か ら 殺 卵 剤 と し て 亜 硝 酸 曹 達 を 投入 し た な 
ら ば , 同 殺 卵 効果 は 著しく 増大 され る で あろ うこ と を 
記し た . そこ で , 今回 は , 過 燃 酸 石灰 と 亜 硝酸 曹達 の 
各種 濃度 組み 合わ せ 条 件 下 に お ける 亜 硝 酸 草 達 の 殺 卵 効 
果 を , その 作用 温度 を 高 , 低 2 種 と し , 作用 日 数 を 3 日 
お よび 8 日 と し て 試験 し て みた . し か し , この 場合 に , 
午 硝酸 曹達 の 混入 は , メ ヂ ウム pH 低下 の た め の 前 処置 
薬剤 で ちる 過 燃 酸 石灰 を 投入 し て か ら 最 低 の pH 値 に 達 
し , か つ 安 定 し た と き に 行わ れ た 場合 に , 同 殺 卵 剤 の 効 
果 は 最大 と な る で あろ うこ と が 考え られ る . 

か よう な 観点 に より 予備 試験 と し て , まず この 点 に つ 
いて の 検討 を 行 つ た . その 結果 は , 過 燃 酸 石 灰 の アル カ 
性 尿 (pH 8.5) 中 投入 量 の 多 よっ て, pH の 
下 の 程 度 は 異な る が , これ の 投入 後に お ける pH の 時 間 
的 低下 状況 に つい て は , 投入 量 に 関係 な く , 同一 の 傾向 
が 認め られ , 薬剤 混入 直後 より 1 昼夜 で の 間 に そ の 低下 
は 最も 顕著 で , 以後 は ほぼ 一 定 の pH を その まま 保持 す 
る こと が 判明 し た . 

そこ で , は じ め に 酸 草 の 尿 中 混入 の 時 期 を 過 
炎 酸 石灰 投入 後 1 昼夜 と し て その 効果 を 試験 し て みた . 
その 結果 は , 本 試験 に お いて 用 いた よう な アル カリ 性 鹿 
尿 (pH 8.35) に 関す る 限り に お いて , 高温 (28°C), 3 
日間 作用 時 に お ける 亜 硝 酸 草 達 の 完全 殺 卵 効果 を みる た 
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め に は , 過 燃 酸 石 灰 量 を 少な く と も 選 尿 50ml に 対し て 
2g 以上 必要 で ぁ ある こと が わか つた . 

な お , これ の 投入 量 が 2g か ら 4g まで の 間 で は , 量 
が 増す と と も に 亜 硝 酸 曹 達 の 殺 卵 力 が 増大 され , た と を 
ば , 過 燃 酸 石 灰 を 2g と し た 場合 の 完全 有効 亜 硝酸 曹達 
の 稀釈 倍 が 1,000 倍 で あつ た の に 対し て , 同 3g で は 
4,000 倍 , 同 4g で は 8,000 倍 ま で に 増大 し て いる . こ 
の 場合 に お ける 各 完 全 有 効 事 例 に つい て , その 薬剤 作用 
中 の メ ヂ ウム pH を みる と , 過 燃 酸 石 灰 2g 投入 事例 で - 
は pH 約 6.8~7.0, 同 3g 投入 事例 で は 約 6.2~6.3, 同 . 
4g 投入 事例 で は 約 5.8 以 下 と な つて いる の で , メ ヂ ウム 
pH 値 と 年 硝 酸 曹達 の 完全 殺 卵 濃度 と の 関係 を これ より 
みる と , 硝酸 曹達 の 有効 倍 を 4,000 倍 以 上 と し て 
期待 する た め に は , か か る 条件 下 で , メデ ウム pH が お お : 
むね 6.0 附近 , また は それ 以下 に 保持 する 必要 が ある よ 
うに 考え られ , pH 7.0 以上 の メ ヂ ウム で は 亜 硝酸 曹達 
の 効果 は 激減 する よう に 考え られ る . 以上 の 結果 は , 高 
温 , 3 日 間 作用 時 の それ で ある が , . 同 温度 8 日 間 作 用 時 
で も , これ と ほぼ 同様 の 関係 が 認め られ る . し か し , 低 : 
温 作 用 時 の 場合 に は , 同上 尼 尿 メ ヂ ウム に お いて , 両日 
数 作用 時 と も , 過 移 酸 石 灰 量 を 4g と し た 場合 に は じ め . 
て 亜 硝 酸 曹 達 の 効果 が み ら れ , 高温 作用 時 の 約 2 倍 量 の 
過 燃 酸 石灰 を 要 し た . 

な お , 低温 作用 時 に お ける メデ ウム pH 値 は , 高温 作 
用 時 の それ と 大 差 が な か つた こと を 考察 する と , 亜 硝酸 
曹達 の 殺 卵 効果 は , メ ヂ ウム pH に よ つ て 著しく 影響 さ 
れる が , 同時 に , 作用 温度 も 重大 な 影響 を , その 効果 の 
上 に お よ ぼ す も の で ある こと が 考え られ る . これ ら の 要 
因 に 比 す れ ば , 作用 日 数 に よる 影響 は , 少な く と も 3 ~ 
8 日 間 の 範囲 で は , きわ め て 小さ いと 言え る . 

さて , 上 記 の よう な 過 燃 酸 石灰 と 亜 硝酸 曹達 と を 日 を 
か えて 投入 する や り 方 は , と り わ け 骨 箇 期 多忙 時 に お い 
て , か な り の 困難 性 を 伴う こと が 考え られ る . 

そこ で , も し も , 過 炊 酸 石 灰 と 亜 硝酸 曹達 系 と を 同時 
に 混入 する や り 方 に よ つ て も , な お 酸 草 の 殺 
が , か な り に 有効 で ある な ら ば , 実際 応用 上 で は 同時 混 
人 入 方 式 が 簡便 で あり , し た が つて , 実用 的 で ある と 考 を 
られ る . その よう な 意味 か ら , 次 の 試験 と し て , 同一 の 
薬剤 と 薬 量 を 用 いた 場合 に お ける 両 混 入 方 式 の 効果 に つ 
いて 比較 検討 し た . この 場合 の 試験 は , さき に も の べた . 
よう に , 使用 過 謎 酸 石灰 量 は , 前 項 試験 の 結果 を 参 柳 し 
て 高温 試験 時 3g, 低温 試験 時 4g と し て これ を 行 つ た 
が , 両 混入 方 式 に よる 効果 の 差 は , 高温 時 に お いて 明 
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に 認め られ , 明らか に 分 離 混 入 方 式 の 方 が 同時 混入 方 式 
より も 有効 で ある こと が 判明 し た . この 両 混入 方 式 に よ 
る 殺 卵 効果 の 差異 を みた こと の 主 な 原因 と し て は , 両方 
式 に お いて 亜 硝 酸 曹 達 作用 中 に お ける メデ ヂ ウ ム pH 値 の 
差 に これ を 求め る こと が で きる よう に 考え られ る . この 
場合 に お ける 両方 式 に よる pH 値 の 差 は , た か だ か 0.2 
前 後 で あつ た が , 分 離 混入 方 式 の 方 が , 常に それ だ け 酸 
性 側 に 移行 し て お り , 同時 に , この 両方 式 に つい て は , 
その 他 の 条件 を 全く 同一 と し て 行っ つた こと を あわ せ 考 え 
る な ら ば , 上 記 の 推定 は 妥当 で あろ うと 思わ れる . 一 方 
低温 時 の 試験 で は , この 限り に お いて , 両 混入 方 式 に よ 
る 殺 卵 効果 に は , 両者 間 に ほ と ん ど 差 が 認め られ な か つ 
た が , それ は 思う に 両方 式 施行 時 と も , その メ ヂ ウム 
pH が 全く 同一 で あつ た た め , pH に よる 殺 卵 効果 上 の 差 
が 現われ な か つた た めで は な いか と 思考 する . 以上 の よ 
うぅ に pH 値 の 僅少 な 差 が 著しく 亜 硝酸 曹達 の 効力 を 左右 
する と 考え られ る 点 は , 本 試験 時 と 前 項 試験 時 に お ける 
成績 の 差異 に も 現われ て いる よう で ある . すなわち , 前 


項 試験 で は , 供 試 床 尿 と し て pH 8.35 の も の を , また , _ 


本 試験 で は pH 8.8~9.0 の も の を 用 いて お り , 過 燃 酸 石 
灰 量 を 等 し く 3g と し た 場合 に お ける メデ ヂ ウ ム pH 値 を 
みる と , 前 試験 時 の それ は pH 6.2~6.3 で ぁ つ た の に 対 
し て 本 試験 時 の それ で は pH 6.4~6.8 と 約 0.2~0.5 だ 
け ア ルカ ヵ カリ 側 に 高く な つて いる . この 場合 に お ける 和 硝 
酸 曹 達 の 完全 殺 卵 濃度 を みる と , 前 者 4,000 倍 で あぁ つた 
の に 対し て 後者 2,000 倍 と な つて お り , これ だ け の pH 
の アル カリ 化 が 亜 硝酸 曹達 の 効果 を その 移 釈 倍 に し て 約 
りり J: に 低下 させ て いる こと か ら も うな ず け る . いずれ に も 
せよ , 以上 の 試験 の 結果 より , ほぼ 最高 の アル カリ 性 床 尿 
メ ヂ ウム を 用 いた 場合 で も , 高温 時 (28*C) に は , メデ 
ウム pH 酸性 低下 剤 と し て 過 學 酸 石 灰 を 尿 尿 50ml に 対 
し て 3g (終末 濃度 5% と な る ) 投入 し , 1 昼夜 放置 後 
“に 亜 硝 酸 曹達 を 2,000 倍 に な る ご と く 混 入 す れ ば , 完全 
に 殺 卵 が 可能 で あり, 両 薬剤 を 同時 に 混入 し た 場合 に は 
1,000 倍 稀釈 で 完全 に 有効 で ある こと が 明らか に な つた . 
また , 同上 アル カリ 性 民 尿 に つい て 5~6°C の 低温 下 で 
: 殺 九 を 行う 場合 に は , 完全 殺 卵 は 困難 と 思わ れる が , か 
り に 20% 前 後 の 生 卵 の 出現 を 許容 する と いう 条件 で な ら 
ば , 50ml に 対し 過 酸 石灰 を 4g ( 約 6~7%) 投 
入 し , 1 硝酸 1,000~2,000 倍 で お お む 
. ね 完全 で あろ うと 考え られ る . し か し , 実際 の 農 地区 便 
池内 尿 尿 の メ ヂ ウム pH 値 は , 先 報 に も 触れ た よう に , 
8.0 前 後 で ある こと が 多い か ら 著 者 が 試験 に 用 いた 高 ア 


ルカ リ 選 尿 の 場合 より も , より 稀釈 濃度 で , 薬剤 効果 が 
発揮 され る こと が 考え られ , 上 記 の 結論 は 実地 応用 上 で 
も 安全 で ある と 考え る . 以上 の 結果 に つい て は , これ を 
実際, フイ ー ル ド に 応用 し , その 場合 に お ける 殺 卵 効果 
に つい て 詳細 に 検討 する こと が 必要 と な る が , これ に つ 
いて は 次 報 に ゆず る . 

要 約 

アル カリ 性 ヂ ウ ム 中 に 対す る , 過 石 
と 硝 酸 草 の 各種 濃度 組み 合わ せ 作 用 に よる 効 
果 を 各種 作用 条件 下 で 実施 し 下記 の 結果 を 得 た . 

1. アル カリ 性 メ ヂ ウム (pH8.5) 中 に 過 酸 石 
灰 の 各種 量 ( 約 1~5%) を 投入 し た 場合 に は , 程度 の 
差 は あぁ れ , その 投入 量 に 比例 し て メデ ヂ ウ ム pH は , 確実 
に 酸性 側 に 低下 する が , それ の 時 間 的 低下 の 傾向 は , 共 
通し て お り , 過 燃 酸 石灰 投入 後 1 尽 夜 の 間 に 下 限 値 に 達 
し , 以後 は , ほぼ 同一 の pH を 保持 する も の で ある こと 
を 認め た , 

2. そこ で , 別に 作製 し た メデ ウム (pH 8.35) 
を 用 い , これ に 過 炎 酸 石灰 の 各種 量 を 投入 し , 投入 1 日後 
に 亜 硝酸 曹達 の 各種 濃度 を 混入 し た 場合 (分 離 混 入 方 式 ) 
に お ける 殺 卵 効果 を , 作用 温度 , 作用 濃度 を か えて , 各 
種 作用 条件 下 に お いて 試験 し た . その 結果 判明 し た こと 
は 上記 の よう な 高 ア ルカ リ 性 尿 尿 を メ ヂ ウム と し て 用 
いた 場合 に お ける 上 記 両 薬剤 併用 に よる 効果 は , 高温 
(28°C) 作用 時 に は , 3, 8 日 間 作 用 で , 過 燃 酸 石 灰 の 
混入 量 を 床 尿 50ml に 対し 2g( 終 末 濃 度 , 約 3.3%) と 
し た 場合 の 酸 草 達 の 完全 有効 濃度 は 約 1,000~ 
2,.000 倍 , 同 3g (同上 , 5%) 投入 時 4,000 倍 , 同 4g 
(同上 , 6.6%) 投入 時 8,000 倍 以上 で あぁ つた . 

し か し , 低温 (5~6°C) で , 同上 メ ヂ ウム , 同上 薬剤 
作用 時 の 効果 は , 高温 時 の それ に 比 し て 著しく 低く , 
3, 8 日 間 作 用 時 と ゃ も, 過 燃 酸 石灰 4g (終末 濃度 6.6 %) 
使用 の 場合 に の み 和 亜 硝酸 曹達 の 効果 が み ら れ た が , その 
完全 殺 卵 濃度 は 約 1,000 倍 で あぁ つた 

3. 一 方 , この 場合 に 酸 達 の 殺 効力 を 。 ヂ 
ウム pH と の 関係 に お いて 検討 する に , 高温 作用 時 , 亜 
硝酸 曹達 の 高 移 釈 倍 (4,000 倍 以上 ) で 完全 殺 減 が 認め 
られ た と き の メ デ ヂ ウ ム pH を みる と , お お むね pH 6.3 
以下 で あぁ あり, それ 以上 アル カリ 側 に 移行 し た pH の 場合 
に は , 著しく 殺 卵 効果 が 減弱 する . た だ し , 低温 作用 時 
に お ける 亜 硝酸 曹達 の 効果 は , 以上 より も さら に 酸性 側 
(pH 約 5.5 以下 ) に お いて , は じ め て 認め られ た . 

4. 以上 は , 過 炎 酸 石灰 と 亜 硝酸 曹達 と を 中 1 日 の 間 


1 
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隔 を お いて 混入 する 分 離 混入 方 式 に よる 場合 の 効果 試験 
で あぁ つた が , 殺 卵 剤 の 実地 応用 の 場合 を 考慮 すれ ば , 両 
薬剤 を 同時 に 混入 する や り 方 の ほう が 操作 の 上 か ら は , 
より 簡易 で ある 点 で 有利 で ある . そこ で , 次 に , 分 離 混 
人 入 方 式 と 同時 混入 方 式 の 殺 卵 効果 に 対す る 比較 試験 を 行 
つた . 本 試験 に 用 いた 選 尿 は pH 8.8~9.0 で , きわ め て 
高い アル カリ 性 を 有する も の で あつ た が , 分 離 方 式 の 薬 
剤 の 高温 時 完全 殺 濃度 は , 50ml に 対し て 過 
石灰 3g (終末 濃度 , 5 %} 投入 時 , 亜 硝 酸 曹 達 の 2,000 
倍 稀釈 で あぁ つた. これ に 対し て , 同時 混入 の 場合 の それ 
は 同 3g 投入 時 の 亜 硝酸 曹達 の 完全 有効 濃度 は 1,000 倍 
まで で , あぁ きら か に 稀釈 倍 に し て 1 段階 だ け 下 廻る 結果 
が 得 ら れ た . この 点 か ら す れ ば , 分 離 混 入 方 式 の ほう が 
より 有効 で ある と 言い うる . し か し , 過 燃 酸 石灰 を 選 尿 
50ml に 対し て 4g (終末 濃度 , 6.6%) と し て 行っ た 低 
温 時 の 試験 で は , 両方 式 間 に 認 む べき 効力 差 が な か つ 

5. 過 酸 石 灰 一 硝酸 曹達 の 殺 効力 は , 高温 , 低 
温 両 作用 時 と も , 作用 日 数 (3 日, 8 日) に よる 差 は 認 
め ら れ な か つた . 

結 語 


過 酸 石 灰 と 酸 草 の 併用 に よる 虫 卵 効果 
は , 殺 滅 の 場 が 貯溜 床 尿 と し て ほぼ 最高 の アル カリ 性 応 
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尿 の 場合 に あつ て も , 高温 (28°C 前 後 ) 時 で は , あら 
か し じ め 過 酸 石灰 を 50ml に 対し 3g 割合 で 尿 中 
に 投入 し お き 1 日 お いて , 亜 硝 酸 曹 達 を 2,000~4,000 倍 
稀釈 と な る よう に 混入 すれ ば 効果 は ほぼ 完全 で あぁ ある. ま 
た 低温 (5~6°C) 時 に あぁ つて は , 過 燃 酸 石灰 量 を 尿 尿 50 
ml に 対し 約 4g を 投入 し , 1 日 後に 亜 硝酸 曹達 を 1,000 
倍 稀 釈 と な る ご と く 混 入 す れ ば , か な り に 有効 で ある と 
言い うる . た だ し , 上 記 両 薬剤 を 同時 に 混入 する と いう 
や ゃ り 方 の 場合 に は , 低温 作用 時 に は 上 記 分 離し た や り 方 
と ほぼ 同一 の 効果 を 示す が , 高温 作用 時 に は 亜 硝酸 曹達 
を 分 離 混 入 時 の 倍 量 増加 する 必要 が ある . 
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RE-EVALUATION OF SODIUM. NITRITE AS THE 
OVICIDE USED IN NIGHTSOIL (2) 


lsao KOZAI 
(Department of Parasitology, National Intstitute of Health, Tokyo, Japan) 


In the previous report present author had abserved that calcium super phosphate was very 
promising agent to lower pH value of nightsoil, the high alkalinity of which seemed to cause the 


decrease in activity of the ovicides against the parasite eggs in feces. In the present paper a 
further effort was made to investigate the change in pH values of acidified nightsoil with calcium 


super phosphate and ovicidal effect of sodium nitrite against ascaris eggs in such a nightsoil 


under the varying conditions. The results obtained were as follows : 

1) Change in pH value of nightsoil acidified with various amount of calcium super phosphate 
during the incubation at 28°C 

Addition of calcium super phosphate to be the final concentration, 1~5% to artificial nightsoil 
could bring pH of nightsoil enough to lower than 7.0. The degree of lowering pH value by this 
phosphate was depending on the amount of it. pH of the acidified nightsoil with phosphate reaching 
to the lowest 24 hours after addition of calcium salt, was followed by the constant phase of pH 


value for 2 days. 3 
2) Ovicidal activity of sodium nitrite in such a acidified nightsoil under various exposure 


conditions 

In the case of addition of 2 grams of the calcium salt minimum dilution of sodium nitrite to 
kill ascaris eggs completely was 1 : 1,000-1 : 2,000 after 3- and 8-day exposure at 28°C. In the 
case of 3 and 4 grams it was 1:4,000 and higher than 1:8,000 respectively under the same 


conditions as that of 2 grams. 
Another experiment was carried out under the same conditions except exposure temperature, 


5°C and showed that minimum dilution rate to kill the eggs was as 1: 1,000. 
3) Relation between effective concentrations of sodium nitrite to kill the eggs and pH values 


of their media 

The pH value, 6.3 was observed in acidified nightsoil with dilution of 1: 4,000 at which all 
.ascaris eggs were killed at exposure temperaure, 28°C. In the case of lower exposure temperature, 
:5°C, the critical pH value was recognized on more aeidic side (5.5) than that of 28°C. 

4) Effect of mixing procedure of calcium super phosphate and sodium nitrite to nightsoil upon 


the ovicidal activity against ascaris eggs 

Simulteneous addition of Ca-salt and Na-salt to nightsoil was likely to show slightly higher 
:activity against the eggs when compared with that shown in the procedure by which sodium 
nitrite was added to nightsoil 24 hours after pre-addion of Ca-salt in the case of 3 grams of 


‘of Ca-salt used. But in the case of 4 grams used, there was no significant difference in the 


.activity between both mixing procedures. 


5) No significant differences were seen in ovicidal activity between 3- and 8-day exposure. 
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長野 (1952), 児玉 (1955) 等 に より 効果 が 認め られ 
て いる 和 殺 卵 物質 亜 硝酸 曹達 は , その 使用 上 の 観点 か ら 選 
尿 の 酸性 化 , また は 選 尿 分 離 と いう ぅ 繁 雑 な 前 処置 等 を 必 
要 と し , 酸性 化 の 方 法 と し て 強酸 を 使用 する こと が 指示 
され て いる の で , 今日 ほとん ど 実 用 化 さ れる に 至 つ て い 
な い . し か し 著者 は . さき に アル カリ 性 尿 尿 メ ヂ ウム を 
酸性 化す る の に 肥料 過 燃 酸 石灰 が 最も 理想 的 で ある こと 
を 確か め , これ と 亜 硝酸 曹達 と の 併用 に よる 殺 卵 効果 を , 
人 為 的 に 高 ア ルカ リ 化 し た 恒 尿 を 用 いて 試験 し , その 強 
力 な 殺 卵 を 認め た . 具体 的 に は , 上 記 人 為 的 作製 し た ほ 
ぜ 条件 の 一 定 し た アル カリ 性 尿 に お いて , 過 酸 石 
を あら か し じ め 選 尿 量 に 対し 3 ~ 5 % の 割合 で 混入 し て か 
ら 1 日 後に , 年 硝酸 曹達 を その 1,000~2,000 倍 稀釈 と な 
る よう に 混入 すれ ば 高温 , 3 日 間 の 作用 に より 貝 卵 の 殺 
滅 は 完全 で ある . また , 低温 時 で は 約 7 % の 過 酸 石灰 
使用 に より 2,000 倍 稀釈 で も お お むね 完全 に な る こと を 
認め た ( 小 財 , 1960 b). 

さて , 以上 の 結果 は , 人 為 的 に 作製 し , 条件 が ほぼ ーー 
定 で ある 最高 の アル カリ 性 尿 原 を 用 いた 場合 に お ける 試 
験 に よ つ て 得 ら れ た それ で あぁ る が , 実際 に 殺 卵 剤 を 投入 
する 場合 の 床 尿 , すなわち , 便 池 内 の それ は , 各 便 池 に 
よっ つて 選 尿 混合 比 や メ ヂ ウム pH も 区 々 で ある の で , か 
よう な 条件 の 複雑 な 便 池内 床 尿 を 用 いた 場合 に お ける 試 
験 が 野外 試験 の 中 間 モ デル 試験 と し て 必要 で ある . 

そこ で , 今回 は , 実際 に 農村 地区 の いく つか の 便 池 か 
らく み と つ た 選 尿 を メ ヂ ウム と し て 用 いた 場合 に お ける 
過 酸 石 灰 と 亜 硝酸 曹達 の 併用 に よる 試験 を , その 
薬剤 量 , 混入 方 法 を いろ いろ に か えて 行 つ て みた . 

その 結果 , 既報 ( 小 財 , 1960 b) の 人 工 尿 尿 メデ ウム 
を 用 いた 場合 に お ける 試験 結果 と ほぼ 同様 に 顕著 な 釘 
効果 を 認め 得 た の で , ここ に 第 3 報 と し て 報告 する . 
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殺 卵 剤 と し て の 重奏 酸 彰 達 の 再 評価 
(3) 過 石 放 酸 達 合 系 の 卵 帝 中 間 モ 試験 


財 動 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 35 年 4 月 9 日 受領 ) 
特 別掲 
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自然 便 池 内 床 尿 混合 メ ヂ ウム に て 過 燃 酸 石 灰 を 混入 

し た 場合 に お ける pH 低下 に 関す る 予備 試験 

過 酸 石灰 の 混入 に よる ウ ム pH の 酸性 低下 
状況 に か ん し , 人 為 的 に 作製 し た 高 ア ルカ リ の 選 尿 を 用 
いて の 試験 結果 に つい て は , 前 回 の 試験 に た より これ を 明 
ら か に し えた . そこ で , 今回 は , 前 回 試験 時 の 結果 を 参 
考 と し て , 自然 便 池内 の 選 尿 を 用 いた 場合 に お ける 過 炊 
酸 石 灰 の 尿 尿 pH 酸性 低下 試験 を 実施 し た . 

材料 お よび 方 法 

被 検尿 尿 は , 夏期 農村 地区 に お ける 任意 の 便 池 15 ヵ 所 
中 , その pH 測定 に よ つ て 最高 pH を 示し た 
(pH 8.6~8.8) と 最低 pH を 示し た 選 尿 (pH 7.2~7.4 
の 2 種 メ ヂ デ ウ ム を 試験 に 用 いた . 

過 燃 酸 石 灰 は , 前 回 試験 時 ( 小 財 , 1960 b) と 同一 の 
も の を 用 い , その 投入 量 は , 両 種 pH の 戻 尿 50ml ずつ 
に 対し て それ ぞ れ 1.5, 2.0, 2.5, 3.0, 3.5, 4.0 お よ 
び 4.5g と し た . 

薬剤 の 作用 条件 は , 28°C, 24 時 間 と し , 薬剤 混入 後に 
お ける メデ ウム pH の 測定 は , 混入 16 時 間 後 と 24 時 間 後 
と に Toyo pH 比 色 測定 器 に よ つ て 行 つ た . 対照 は 放尿 
その まま と た: 

試験 成績 

過 燃 酸 石 灰 混 入 後に お ける 選 尿 pH 値 の 測定 結果 は , 
第 1 表 に 示さ れる と お り で ある . すなわち 両 種 pH の 選 
尿 使 用 事例 と も , 過 燃 酸 石 灰 の 混入 量 に 比例 し て pH 値 
の 下降 を 示し , また 下降 は 同 混入 後 の 経過 時 間 に し た が 
っ つて, 低下 の 傾向 を 示し た . いま , 混 入 24 時 間 後 に お ける 
メ ヂ ウム pH を みる に , 薬剤 使用 直前 pH 8.6~8.8 の 恒 
尿 使用 事例 で は , 過 炎 酸 石灰 の 2.0g (3 %) の 使用 に よ 
り pH7.0, 同 4.0g ( 約 7 %) 混 入 に より pH 6.0 以下 に 
まで 低下 し た . また , pH7.2~7.4 の 比較 的 低 pH の 選 
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第 1 の 混入 量 と メデ ヂ ウ ム 
pH と の 関係 


混入 過 石灰 混入 後 の 


量 同 pH 
酸 同 
灰 量 16 時 間 後 24 時 間 後 
50ml 8.6~8.8 1.5g 7.4~7.6 7.2~7.4 
50ml 8.6~8.8 2.0g 7.2~7.4 7.0~7.2 
50ml 8.6~8.8 2.5g 7.0~7.2 6.8~7.0 
A 50ml 8.6~8.8 3.0g 6.8~7.0 6.6~6.8 
50ml 8.6~8.8 3.5g 6.6~6.8 6.2~6.4 
50ml 8.6~8.8 4.0g 5.6~5.8 5.4~5.6 
50ml 8.6~8.8 4.5g 5.6~5.8 5.2~5.4 
50ml 8.6~8.8 — 8.4~8.6 8.4~8.6 
50ml 7.2~7.,4 1.5g 5.8~6.0-:5.6~5.8 
50ml 7.2~7.4 2.0g 5.4~5:6 5.4~5.6 
50ml 7.2~7.4 2.5g 5.2~5.4 5.0~5.2 
B 状 50ml 7.2~7.4 3.0g 4.8~5.0 4.6~4.8 
50ml 7.2~7.4 3.5g 4.6~4.8 4.6~4.8 
50ml 7.2~7.4 4.0g 4.4~4.6 4.2~4.4 
50ml 7.2~7.4 4.5g 4.4~4.6 4.2~4.4 
50ml .7.2~7.4 一 7.4~7.6 7.4~7.6 


(30°C) 


尿 使 用 事例 で は , 過 燃 酸 石 灰 の 1.5g (2.5%) 投入 に よ 
り 6 以下, また 同 4g ( 約 7%) 混入 時 の pH は pH 4.2 
~4.4 の か な り 強 い 酸 性 城 に まで 低下 し た . 以上 の うち 
高 ア ルカ リ 性 尿 床 に つい て の 成績 は , 人 為 的 に 作製 し た 
床 尿 を 用 いて の 前 回 試験 時 の それ と ほぼ 一 致す る . な お 
対照 選 尿 で は , 観 祭 時 間 中 pH 値 の 変化 は ほとん ど 認 め 
られ な か つた . 
高 ア ルカ リ 性 自然 尿 に 酸 石 よび 硝酸 
を 同時 混入 し た 場合 に お ける 試験 

試験 材料 お よび 方 法 

薬剤 作用 尿 尿 メデ ウム と し て , か な り 高 アル カリ 性 の 
便 池内 尿 (pH 8.4~8.6) を 用 いた . 

本 試験 で は , その 使用 虫 卵 お よび 薬剤 は 前 回 試験 時 の 
それ と ( 小 財 , 1960 b) 同一 条件 の 躍 卵 , 同一 の 薬剤 と 
し , また 殺 卵 効果 の 判定 も 前 報 の それ に し た が つて 行っ 
使用 年 硝 酸 草 達 の 濃度 は 前 報 ( 小 財 , 1960 b) の 実験 
と 同じ く 1,000, 2,000, 4,000 お よび 8,000 各 稀 釈 倍 液 
と し た . また , 肥料 過 燃 酸 石 灰 は 尿 尿 50ml に 対し て 
1.0, 1.5, 2.0, 2.5, 3.0, 3.5 お よび 4.0g と し た . 

薬剤 の 作用 条件 と し て の 作用 温度 は , 前 報 の 実験 と 同 
し じ し く 高 (26~29°C) お よび 低温 (3~5°C) と し , 今 
回 は さら に 室温 (6~14°C) 下 に お ける それ を る も 併 試 し 
た . 作用 日 数 は , 各 作 用 温度 時 と も すべ て 3 日間 と し 
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実験 方 法 は , 前 報 ( 小 財 , 1960 b) に お ける 実験 に お お 
むね し た が い 選 尿 に 過 燃 酸 石灰 を 投入 し , 室温 ( 約 10~ 
12°C) に 約 30 分 放置 し て か ら 曹達 の 各 中 間 
を 加え て 所 定 の 作用 濃度 を 調整 し た . 

な お , 薬剤 作用 に 対す る 対照 は , 前 回 試験 時 に お いて , 
すでに 過 石灰 単独 , また は 硝酸 草 の 単独 使用 で 
は いずれ も それ の 試験 最高 濃度 (4 g, 1,000 倍 稀釈 ) で 殺 
卵 力 を 全く 認め 得 な か つた の で , 本 試験 で は 対 央 と し て 
は 選 尿 の み と し た . 

薬剤 作用 期間 中 の 尿 尿 メ ヂ ウム pH の 測定 は , 薬剤 作 
用 直前 お よび 作用 直後 (3 日) に Toyo pH 比 色 測定 器 
に より つた. 

試験 成績 

A. 効果 

1. 高温 (26~29°C) 作用 時 の 効果 : 第 2 表 に みる 
ご ど ご とく, 過 炊 酸 石灰 2.0g 以上 を 使用 し た 場合 に , は じ め 
て 酸 達 の 殺 果 が 認め られ た が , この 場合 に 過 
石灰 の 使用 量 と 硝 酸 達 の 殺 力 と の 関係 を みる 
と , 第 2 報 ( 小 財 , 1960 b) の 試験 と 同じ く 過 炎 酸 石灰 
の 使用 量 が 多く な る に し た が つて , 亜 硝 酸 草 達 は , より 
稀 薄 濃度 で も 有効 で ある こと が わか つた . た と えば , 過 
炊 酸 石灰 量 を 2.0g と し た 場合 の 亜 硝酸 曹達 の 完全 有効 
最大 稀釈 倍 は 1,000 倍 に 過ぎ な い が , 同 3.0~3.5g と すず 
る と , 年 硝酸 曹達 の 約 4,000 倍 稀 釈 で 完全 で ある こと が : 
示さ れ て いる . また , 混入 過 燃 酸 石 灰 量 を 4.0g と する . 
と 亜 硝酸 草 達 は 8,000 倍 の 高 稀 釈 液 で も 完全 な 殺 滅 効果 


が 認め られ , 薬剤 作用 後 の 培 養 5 週末 結果 で は 上 記 各 混 : 


合 系 に お いて 仔 虫 期 卵 は 全く 認め られ な か つた 、 な お , 


対 に あつ て は , 虫 の 100% が 期 まで 発 


し て いた 。; 
2. 室温 (6~14°C) お よび 低温 (3~5°C) 作用 時 の 


効果 : 第 2 表 に 示す ご と く , 上 記 温 度 作 用 時 お よび 前 報 
と 同様 に 過 酸 石 の 濃度 が 高く な る に つれ て 酸 


達 の 濃度 は 低下 し て も 有効 で ある 傾向 を 示し た . し か し 
室温 (平均 , 10°C) と 低温 (平均, 4*C) の 各 作 用 下 に 


お ける 殺 卵 効果 の 間 に は ほとん ど 差 は 認 め ら れ な か うつ. 
た . すなわち , 両 温度 作用 時 と も 過 燃 酸 石 灰 4.0g 使用 


群 に お いて , 了 硝 酸 曹 達 1,000 倍 稀釈 液 で 完全 (培養 5 
週末 の 結果 , 仔 虫 形成 率 , 0 %) な 殺 減 効果 が 認め られ , 
2,000 倍 稀 林 液 で は , お お むね 完全 (培養 5 週末 の 結果 , 


仔 虫 形成 率 ,。 3 ~ 5 %) で あつ た . また , 3.5g 使用 群 


で は , いずれ る も 2,000 倍 の 亜 硝 酸 曹 達 稀釈 液 で , ほとん 


ど 完 全 ( 境 養 5 週末 の 結果 , 仔 虫 形成 率 , 8 ~9%) な 
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第 2 表 各種 過 石灰 量 混 入 時 に ける 達 の 殺 卵 効果 3 日 間 作 用 時 (培養 5 週末 ) 


混入 高温 (26~29°C) 作用 時 (6 ~14°C) 作用 時 低温 (5 ~5°C) 作 用 時 


倍 ) 期 期 胞 期 期 期 胞 期 期 期 

過 酸 石灰 2,000 0 0 96 4 0 2 0 1 

4,000 3 3 0 3 

過 酸 石 2000- 0 0 3 0 97 2 

g 使 用 8,000 2 0 2 3 

過 酸 石 2.000 0 3 0 1 1 0 5 

過 石灰 2,000 0 5 0 3 0 1 95 4 

3.0 4,000 0 1 2 90 7 

0 100 0 0 0 100 0 100 

過 石原 2,000 0 0 0 100 0 0 0 0 5 95 

4.0g 使 用 0 100 9 0 


薬剤 混入 前 の 恒 尿 量 は すべ て 50ml と し , 自然 恒 尿 


効果 が 認め られ た . 2.5g 使用 群 で は , と も に 1,000 倍 
稀釈 液 で も 不 完全 な 効果 (培養 5 週末 の 結果 , 仔 忠 形 成 
率 , 11~14%) し か 得 ら れ な か つた . な お , 対照 は , 室 
温 , 低温 いずれ も か わる こと な く お お むね 完全 に 近い 97 
以 上 の 期 育 で ぁ つ た . 

B. 亜 硝酸 曹達 の 殺 卵 力 と , メデ ウム pH と の 関係 . 
過 酸 石灰 の 混 人 量 の 多 メデ ヂ ウ ム pH の 酸性 低下 の 
傾向 に つい て は , いずれ の 作用 温度 時 と も ほぼ 同様 の 
pH 値 と , pH 低下 傾向 と を 示し た (第 3 表 ). 過 燃 酸 石 
灰 混入 に よる メ ヂ ウム pH の か よう な pH 低下 の 状況 に 
関し て は , 前 回 人 為 作製 康 尿 に つい て の 場合 と ほぼ 一 致 
する . また , 調整 され た メ ヂ ウム pH 値 と 殺 卵 効果 と の 
関係 を みる に , 両者 の 関係 は , 作用 温度 に より か な り 著 
し い 差 異 が 認め られ た . た と えば , 亜 硝酸 曹達 の 1,000 
倍 稀釈 液 で 完全 有効 で ある つた と き の メ ヂ ウ ム pH は , 
高温 時 6.8~7.0, 室温 お よび 低温 時 5.6~6.0 で あぁ つた . 
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(pH 8.4~8.6) を 使用 . 


か く の ご と く 高 温 作 用 で は pH 値 が 低温 時 ほど 低く な く 
と も 酸 草 の 殺 効果 は よく 発揮 され , pH 5.6~ 
6.0 前 後 の 酸 性 pH に 達する と , 高温 作用 で は 亜 硝酸 草 
達 の 8,000 倍 以 上 の 高 稀 釈 で さえ 有効 と な つて いる . 
種々 の pH 値 を 有する 自然 尿 尿 に 過 移 酸 石灰 と 
酸 の 同時 混入 し た 場合 の 試験 

材料 お よび 方 法 

実験 材料 お よび 方 法 は , 前 項 の 実験 に 使用 と 同じ 材料 
と し , また 同じ 方 法 で 行っ た. ; 

選 尿 メデ ヂ ウ ム は , 秋期 任意 に 選ん だ 15 戸 の 便 池 内 より 
採取 し た 自然 床 尿 の うち , pH 値 が 適当 に 序列 化 さ れる 
よう な 6 種 の 床 尿 を 試験 に 供し た . その 個々 pH 値 を ア 
ルカ リ 度 の 高い も の か ら 順に 示せ ば 以下 の ご と く で あ 
る . No. 1 (pH 8.4~8.6),. No. 2 (pH 8.2~8.4), No. 
3 (pH 8.0~8.2), No. 4 (pH 7.8~8.0), No. 5 (pH 
7.6~7.8), No. 6 (pH 7.4~7.6). 
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第 3 表 薬剤 作用 前 , 後 の 恒 尿 メ ヂ ウ ぇ pH (3 日間 作用 時 ) 


混入 薬剤 混入 
: ' 直前 の 戻 高温 作用 時 麟 温 作 用 時 低温 作用 時 
pH 調 酸 達 量 尿 メ ウ (26~29°C) (6~14°C) (3~5°C) 
( 稀 ) ^ DH 薬剤 混入 3 日 後 薬剤 混入 3 日後 薬剤 混入 3 
1,000 8.4~8.6 7.2~7.4 7.2~7.4 7.2~7.4 
2'000 8.4~8.6 7.2~7.4 7.2~7.4 7.2~7.4 
過 石灰 1.0g 使 用 4.000 8.4~8.6 7.2~7.4 7.2~7.4 7.2~7.4 
8.000 7.2~7.4 7.2~7.4 
1,000 8.4~8.6 7.0~7.2 7.0~7.2 7.0~7.2 
2'000 8.4~8.6 7.0~7.2 7.0~7.2 7.0~7.2 
過 石灰 1.5g 使 用 4.000 8:4~8.6 7.0~7.2 7.0~7.2 7.0~7.2 
8.000 7.0~7.2 7.0~7.2 7.0~7.2 
1.000 8.4~8.6 6.8~7.0 6.8~7.0 
2'000 8-48.6 6.8~7.0 6.8~7.0 6.8~7.0 
過 石灰 2.0g 使 用 4.000 8 6.8~7.0 6.8~7.0 618~7.0 
8.000 RB 6 6.8~7.0 6.8~7.0 6.8~7.0 
1.000 6.6~6.8 6.8~7.0 6.6~6.8 
: 2'000 8.4~8.6 6.6~6.8 6.8~7.0 6.6~6.8 
過 石灰 2.5g 使 用 4.000 8.4~8.6 6.6~6.8 
8.000 8.4~8.6 6.6~6.8 6.8~7:0 6:6~6:8 
1,000 8.428;6 6.4~6.6 6.6~6.8 
2'000 6 6.4~6.6 6.6~6.8 
石灰 3.0g 使 用 4.000 8.4~8.6 6.6 6 6.6~6.8 
8.000 6.4~6:6 6.4~6.6 6.6~6.8 
1.000 8i4°8.6 6.2~6.4 6.2~6.4 6.2~6.4 
2'000 8.428.6 6.2~6.4 6.2~6.4 6.2~6.4 
過 石灰 3.5g 使 用 $8.48.6 6.2~6.4 6.2~6.4 
8.000 8.4~8.6 4 6.2~6.4 6.2~6.4 
1.000 8.4~8.6 5.8~6.0 
2'000 8:438.6 5 5.6~5.8 
過 石灰 4.0g 使 用 4.000 8.4~8.6 5.8~6.0 
8.000 8.4~8.6 5 5 5.8~6.0 
対 8.4~8:6 8.2~8.4 8.2~8.4 8.2~8.4 


薬剤 混入 前 の は すべ て 50ml と し, 自然 尿 を 使用 


過 炊 酸 石 灰 の 投 人 量 は 各 pH 床 尿 と も 一 律 に その 50ml 
に 対し 2.0, 2.5 お よび 3.0g ず つと し , 亜 硝酸 曹達 の 作 
用 濃度 は , 過 謎 酸 石 灰 の 各種 量 混入 各 事 例 に つき , それ 
ぞ れ 1,000, 2,000 お よび 4,000 各 と し た . 過 
酸 石 灰 と 亜 硝酸 曹達 の 投入 に つい て は , 同時 混入 方 式 を 
採用 し た -. 

作用 温度 は 室温 (16~22°C) と し , その 作用 日 数 を 3 
晶 間 と し た . 

試験 成績 

試験 の 結果 は 第 4 表 に みる と お り で ある . いま , この 
表 に より pH 値 を 異 に する 上 記 6 種 の 各 民 尿 に つき , 16 
へ ~22°C の 室温 下 で , 亜 硝酸 曹達 の 殺 卵 力 を 発揮 (1,000 
倍 移 釈 以上 ) させ る に 要 し た 過 燃 酸 石灰 量 を , その 薬剤 
混入 前 の メ ヂ ウム pH と の 関連 の も と に これ を 略記 すれ 


ば 下記 の ご と く で ある . 

すなわち , No. 1~3 (pH, 8.6~8.0) の 比較 的 高 ア 
ルカ リ 性 床 尿 で は 必要 過 謎 酸 石 灰 量 は , 尿 尿 50ml に 対 
し て 2.5g 以上 で ぁ つ た の に 対し て , No. 4~6 (pH, 
8.0~7.4) の 比較 的 低 ア ルカ リ 性 床 尿 に つい て の それ は 
2.0g 以上 で あつ た . 上記 各 果 尿 メデ ヂ ウ ゥ ム は 薬剤 混入 前 
の pH は 区 々 で ある が , 各 必 要 量 過 燃 酸 石 灰 投入 後 , 殺 
卵 効果 の 認め られ た と き の 同 上 各 メ ヂ ウ ム 調 整 後 の pH 
は ひと し く 6.8~7.0 な いし は それ 以下 に まで pH の 低 
下 を 認め て いる . し た が つて , 亜 硝酸 曹達 の 1,000 倍 稀 
また は それ 以上 の 高 倍 で 完全 な 効果 を 期待 す 
る た め に は , 薬剤 混入 前 の 尿 尿 pH の 絶対 値 の 如何 に か 
か わら ず , 16~22°C と いう 作用 温度 条件 下 に 関す る 限 
り で は , 過 燃 酸 石 灰 投 入 に より , メ ヂ ウム pH を pH7.0 
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第 4 表 (1) 数 戸 農家 の 便 池 内 メデ ウム に 3 ける 過 石灰 一 酸 草 混合 系 殺 卵 効果 


(19~22°C) 3 日間 作 用 時 (培養 5 週末 ) 
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8.4~8.6 7.2~7.4 0 3 41 56 | : 
8.4~8.6 7.2%7.4 0 0 100 0 
8.4~8.6 7.2~7.4 0 0 99 1 
| 7.0~7.2 | 0 
8.4~8.6 7.0~7.2 0 97 3 
OEE 8.4~8.6 7.0~7.2 0 97 3 | * 
1 6:827,0 0 100 
3.0g 使用 _2,000 8.4~8.6 2 14 80 
4 8.4~8.6 6.8~7.0 0 94 6 | | 
8.2~8.4 0 0 96 
8.2~8.4 1 95 4 
8.2~8.4 0 98 2 | 3 
8.2~8.4 6.8~7.0 
2 2.5g 使用 8.2~8.4 51 40 
6.8~7.0 91 7 
6.62>6:8 1 97 
6.6~6.8 98 2 
8.0~8.2 7.0~7.2 1 12 85 2 
EE 8.0~8.2 7.0~7.2 0 97 2 
0~8.2 7.0~7.2 0 100 0 ; 
6.8~7.0 0-- - 
3 6.8~7.0 1 94 
6.8~7.0 96 4 
6;:6~6:8 3 97 
6.6~6;8 96 3 
| 7.8~8.0 6.8~7.0 0 
7:8e8:0*  .6:8~7.0 98 2 
7.8~8.0 0 0 98 
4 7.8~8.0 6.6~6.8 0 0 96 a 
7.8~8.0 6.6~6.8 3 87 8 
7.8~8.0 6.4~6;6 0 
7.8~8g.0 0 0 99 
7.8~8.0 97 
7:6~7.8 0 0 100 
7.6~>7.8 0 0 97 
0 97 3 
7:67:8 0 
5 えた.6<7.8 0 0 99 
7.6~7.8 0 0 100 Re 
7:6~7.8 0 31600 
0 0 100 
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(2) 
pH 調整 手段 混入 メデ ウム pH 卵 像 
使 用 ( 倍 ) 直 前 胞 期 期 期 
1,000 7:427.6 6:2%6.4 0 0 00 
2.0g 使用 2'000 6 6:2~6.4 0 0 
4.000 6.2~6.4 2 1 91 
1,000 6:026:2 0 0 
6 2.5g 使用 2'000 7.4~7.6 G0=6.2 0 0 0 100 
4'000 3 0 92 
1,000 5 0 0 0 100 
3.0g 使用 2'000 0 0 0 
4.000 7.4~7.6 B85 0 0 1 99 
1 8.4~8.6 0 0 100 0 
2 SS 8.2~8.4 8.0~8.2 0 0 99 1 
3 . — 8.0~8.2 8.4~8.6 0 0 98 2 
4 対 群 7.8~8.0 7.8~8.0 0 0 97 3 
5 — 7.6~7.8 7.6~7.8 0 0 100 0 
6 a 7.4~7.6 7.4~7.6 0 0 99 1 


薬剤 混入 前 の 屋 尿 量 は すべ て 50ml と し た. 
以下 に まで 低下 させ る こと が 必要 条件 で ある こと が わか 
る . そし て この 場合 に 必要 過 燃 酸 石 灰 量 は 具体 的 に は 上 
記 の ご と く , 薬剤 混入 直前 の 恒 尿 pH に よ つ て こと な る 
が 大 略 的 に は pH 8.0 以上 の も の に つい て は 2.5g な いし 
それ 以上 , pH8.0 以下 の も の に つい て は 2.0g な いし そ 
れ 以 上 と 考え る こと が で きる . な お , 過 炎 酸 石灰 混入 後 
に お ける 調整 pH が 6.8~6.6 以下 に まで 低下 し た よう 
な 事例 で は , 亜 硝酸 曹達 の 2,000~4,000 倍 稀 釈 に お いて 
有効 性 が 認め られ た . 以上 の ご と く , 各 便 池内 床 尿 と も 
過 燃 酸 石 灰 の 投入 量 を 一 定 に し た 場合 , 亜 硝 酸 草 達 の 効 
果 は , 薬剤 作用 前 の 便 池 内 尿 尿 メデ ヂ ウ ム pH が 低い 程 有 
効 で あり , ま た, 亜 硝酸 曹達 の 有効 濃度 を 一 定 に し た と き 
は , 過 燃 酸 石 灰 の pH 低下 剤 と し て の 必要 量 は , 薬剤 作 
用 前 の 便 池 内 尿 尿 の メ ヂ ウム pH が 高い 程 , 該 薬剤 の 江 
度 は 高く な る 傾向 が 明らか に 看 取 さ れる . な お , この 場 
合 に 対照 和 は , いずれ る も 以 上 の 仔 期 形成 率 を 示 
た . 

過 酸 石 灰 と 硝 酸 と の 同時 混入 方 式 と 

分 離 混 入 方 と に よる 効果 比較 試験 
本 お いて は 供 試 メ ヂ ウゥ ム と し て は , 実際 便 池 
内 自然 尿 と し , これ に 過 酸 石 と 硝 酸 草 を 混入 
する 場合 も , 実際 面 を 考慮 し て 両 薬 剤 を 同時 混入 と し た 
場合 の 殺 卵 成績 を 前 2 項 に お いて の べた . し か し , 両 薬 
剤 を その 間 1 昼夜 お いて 順次 混入 する 分 離 方 式 と し た 場 
合 の 効果 を 確 め て お く こ と も 必要 で ある と 考え , 同時 , 


分 離 両 混入 方 式 に よ . る 殺 卵 効果 比較 試験 を 行 つ た . 

材料 お よび 方 法 

薬剤 作用 メ ヂ ウム と し て 便 池 内 自然 尿 尿 (pH 8.2~ 
8.4) を 使用 し た . 

過 燃 酸 石 灰 の 混入 量 は , 両方 式 と も 床 尿 50ml に 対し 
1.0, 1.5, 2.0, 2.5, 3.0, 3.5 お よび 4.0g の 7 通り と 
し , また , 酸 達 の 作用 濃度 は , 両方 式 に つき 各 
燃 酸 石灰 投入 事例 と も , 2,000, 4,000 お よび 8,000 各 稀 
液 の 3 通り と し た . 

実験 に あ た つ て は , 前 報 ( 小 財 , 1960 b) の 実験 方 法 
に し た が い , 亜 硝酸 曹達 の 各 中 間 稀 釈 倍 液 (200,400 お よ 
び 800 倍 液 ) を 選 尿 メデ ヂ ウ ム 50ml に 加え て 所 定 の 作用 
濃度 を 調整 し た . 過 燃 酸 石 灰 と 亜 硝酸 曹達 と の 同時 混入 
試験 に お いて は , 過 燃 酸 石 灰 投 入 約 30 分 室温 (20~24°C) 
に 放置 後 , 亜 硝酸 草 達 の 上 記 中 間 濃 度 稀釈 液 を それ ぞ れ 
混入 し た . また , 分 離 混入 試験 に あつ て は , まず 過 炎 酸 
石灰 を 混入 し 器 内 (26~29°C) に 1 放置 後 , 
硝酸 曹達 の 中 間 濃 度 稀 釈 液 を それ ぞ れ 混入 し た . 

作用 温度 は , 同時 , 分 離 混入 各 試 験 時 と も 高温 (2 
~29°C) と し , 亜 硝 酸 曹 達 自体 の 作用 期間 を と も に 3 日 
問 と も た 。 

また , 薬剤 混入 直前 , 直後 に お ける メ ヂ ウム pH の 泊 
定 を 行 つ た . 

な お , その 他 の 試験 方 法 に つい て は , 前 項 の それ に 人 準 
拠 し て 行 つ た. 
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第 同時 混入 よび 分 混入 に ける 効果 比較 成績 
(1) 殺 卵 効果 ( 境 養 5 週末 ), 高温 (26~29°C) 時 , 3 日 間 作 用 


混入 過 石 灰 一 亜 硝酸 過 酸 石 灰 入 1 昼夜 
達 同時 混入 後 硝酸 曹達 混入 
pH 調 手 酸 草 量 
( ) 胞 期 期 期 胞 期 期 期 

2,000 0 0 96 4 0 0 94 6 

過 半 酸 石灰 1.0g 使 用 群 4,000 0 0 95 5 0 0 97 3 
8,000 0 1 97 の 0 1 94 5 

2.000 0 1 97 2 0 1 96 3 

過 謎 酸 石 灰 1.5g 使 用 群 4,000 0 0 96 4 0 { 97 2 
8,000 0 0 98 2 0 0 98 2 

2,000 0 1 95 4 0 0 0 100 

過 類 酸 石 灰 2.0g 使 用 群 4,000 0 1 97 2 0 0 97 3 
8,000 0 0 96 4 0 0 97 3 

2,000 0 0 0 100 0 0 GQ..-300 

過 酸 石灰 2.5g 使 用 群 4,000 0 0 94 6 0 0 95 5 
8,000 0 2 95 3 0 0 97 3 

2,000 0 0 0 100 0 0 0 100 

過 石灰 3.0g 使 用 群 4,000 0 0 0 0 
: 8,000 0 0 9 91 0 0 6 94 

2,000 0 0 0 100 0 0 0:.. 109 

過 炎 酸 石灰 3.5g 使 用 群 4,000 0 0 0 100 0 0 0 100 
8,000 0 0 6 94 0 0 3 97 

2,000 0 0 6 ..1400 0 0 0 100 

過 炎 酸 石灰 4.0g 使 用 群 4,000 0 0 0 100 0 0 0 100 
8,000 0 0 0 100 0 0 0 100 

対 照 — 0 0 97 3 0 0 98 


薬剤 混入 直前 の 屋 尿 量 は すべ て 50ml と し , 自然 民 尿 (pH 8.2~8.4) を 使用 . 
(2) 薬剤 作用 期間 中 に # け る メデ ヂ ウ ム pH 値 , 高温 (26~29°C) 時 , 3 日 間 作 用 


混入 薬剤 混入 同時 混入 過 石灰 投入 1 昼夜 
直前 の 後 曹達 混入 
pH 調整 手段 酸 量 尿 ヂ ウ 
薬剤 混入 過 石灰 硝酸 曹達 
( 倍 ) pH 3 混入 1 昼夜 後 混入 3 日後 
2,000 8.2~8.4 7.4~7.6 7.4~7.6 7.2~7.4 
過 石灰 1.0g 使 用 群 4,000 8.2~8.4 7.4~7.6 7.4~7.6 7.2~7.4 
8,000 8.2~8.4 7.4~7.6 7.4~7.6 7.2~7.4 
2,000 8.2~8.4 7.4~7.6 7.4~7.6 7.2~7.4 
過 焼 酸 石灰 1.5g 使 用 群 4,000 8.2~8.4 7.4~7.6 7.4~7.6 7.2~7.4 
8,000 8.2~8.4 7.4~7.6 7.4~7.6 7.2~7.4 
2,000 8.2~8.4 7.0~7.2 6.8~7.0 6.8~7.0 
過 送 酸 石 灰 2.0g 使 用 群 4,000 8.2~8.4 7.0~7.2 6.8~7.0 6.8~7.0 
8,000 8.2~8.4 7.0~7.2 6.8~7.0 6.8~7.0 
2,000 8.2~8.4 6.8~7.0 6.8~7.0 6.8~7.0 
過 謎 酸 石灰 2.5g 使 用 群 4,000 8.2~8.4 6.8~7.0 6.8~7.0 6.8~7.0 
8,000 8.2~8.4 6.8~7.0 6.8~7.0 6.8~7.0 
. 2,000 8.2~8.4 6.6~6.8 6.6~6.8 5.8~6.0 
過 誠 酸 石灰 3.0g 使 用 群 4,000 8.2~8.4 6.6~6.8 6.6~6.8 5.8~6.0 
8,000 8.2~8.4 6.6~6.8 6.6~6.8 5.8~6.0 
2,000 8.2~8.4 5.8~6.0 5.6~5.8 5.4~5.6 
過 炎 酸 石灰 3.5g 使 用 群 4,000 8.2~8.4 5.8~6.0 5.6~5.8 5.4~5.6 
8,000 8.2~8.4 5.8~6.0 5.6~5.8 5.4~5.6 
2,000 8.2~8.4 5.2~5.4 5.2~5.4 5.2~5.4 
過 北 酸 石 灰 4.0g 使 用 群 4,000 8.2~8.4 5.2~5.4 5.2~5.4 5.2~5.4 
8,000 8.2~8.4 5.2~5.4 5.2~5.4 5.2~5.4 
対 照 = 8.2~8.4 8.4~8.6 8.4~8.6 8.4~8.6 


薬剤 混入 直前 の 尾 尿 量 は すべ て 50ml と し , 自然 恒 尿 を 使用 
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実験 成績 

A. 効果 

同時 , 分 離 両 混入 方 式 に よる 殺 卵 効果 に つい て の 成績 
は 第 5 (1 ) 表 に 示す ご と く で ある. この 表 に みる よう に 
両方 式 と も 概括 的 に は 殺 卵 効果 上 大 差 は な か つた の で あ 
る が , た だ , 過 炎 酸 石灰 の 2g 使用 時 に お いて や や 明瞭 な 
差 が み ら れ , 同時 混入 方 式 で は , 亜 硝酸 曹達 2,000 倍 液 作 
用 で 全く 無効 で あっ た の に 対し て 分 離 混 入 方 式 で は , あ 
きら か に 同上 濃度 で 完全 有効 で あぁ あり, 分 離 混入 方 式 に よ 
る 場合 の 方 が 同時 混入 方 式 の 場合 より も 有効 で あぁ つた. 
し か し , 過 燃 酸 石 灰 量 を 2.5g 以上 と し た 場合 に お ける 
有効 亜 硝 酸 曹 達 の 釈 倍 は 両方 式 に っ き 全 く 同 一 で ぁ つ 
た . 以上 の 結果 より 考え れ ば 、 お そら く 両 混入 方 式 に よ 
る 効果 上 の 差 は , それ ほど 著しい も の と は いえ な い . た 
だ 過 酸 石灰 と 硝 酸 草 の 両者 の 組み 合わ せ が 
効 限 衝 附 近 に あぁ つた 場合 に , 分 離 混入 方 式 の 方 が , 同時 
方 式 よ り も 若干 有効 で ある と いう こと を 示す も の と 考え 
られ る . 

B. 薬剤 作用 期間 中 に お ける メ ヂ ウム pH 値 

過 石灰 お よび 硝酸 の 尿 中 混入 後 3 日 末 に 
お ける メ ヂ ウム pH は , 試験 直前 の pH 8.2~ 
8.4 より いずれ る も 低下 の 傾向 を 示し て いる が , 両 混入 方 
式 間 に は その pH 低下 の 傾向 に は , 著しい 差 は な か つ 
た . た だ し , 上 記 有 殺 卵 効果 の 上 で 両者 間 に 差 異 を 認め た 
過 燃 酸 石 灰 2g 混入 時 に お いて の み 若 干 (pH 値 に し て 
約 0.2 前 後 ) の 差 が み ら れ , 分 離 混 入 時 の 方 が 同時 混入 
時 より 低い よう で ある . な お , 同時 混入 時 に お ける 薬剤 
混入 直前 尿 尿 pH と 過 燃 酸 石灰 混入 後に お ける pH 低下 
と の 関係 は 前 項 試験 時 結果 と 全く 同一 で あつ た . 

総括 お よび 者 察 

酸 達 の 殺 効果 は 尿 を その メ ヂ ウム と し て 
用 いた 場合 に は , それ の pH に よっ つて 著しい 差異 を 来 た 
す も の で ある こと は , すでに 判明 し て いる . 

著者 は 同 殺 卵 剤 の 基礎 試験 に は , 効果 の 安全 性 と いう 
観点 か ら 効果 が 最も 現われ に くい 高 ア ルカ リ 
を 人 為 的 に 作成 し て 試験 し た ( 小 財 , 1960 b). 

し か し , か か る 基礎 試験 の 結果 を その まま , 条件 の よ 
り 複雑 な 自然 尿 尿 メ ヂ ウム で の 場合 に 適用 する こと は 危 
険 性 を 伴う こと が 考え られ る . 

そこ で 今回 は , 薬剤 作用 メ ヂ ウム と し て , 実地 に つい 
て 便 池 内 自然 を 用 いて 試験 し た . まず は し じ め 
に , 夏期 に お ける 農地 便 池内 床 尿 の メ ヂ ウム pH の 実測 
の 結果 , 最高 値 (8.6~8.8) お よび 最低 値 (7.2~7.4 


を 示し た 2 種 の 尿 尿 を 用 い , これ を 酸性 化 さ せる に 要 了 す 
る 過 燃 酸 石灰 の 必要 量 を も と め た 結果 , か よう な 選 尿 混 
合 比 の 不明 な 自然 尿 尿 の 場合 に あつ て も , それ ぞ れ の メ 
ヂ ウ ム pH を 酸性 低下 させ る に 要する 過 燃 酸 石 灰 量 は ほ 
ぼ 人 為 的 に 作製 し た 場合 の 尿 尿 に お ける 既報 の 結果 と 一 
致す る こと が 判明 し た . また , か か る 自然 尿 尿 を 用 いた 
場合 に お ける 亜 硝 酸 草 達 の 殺 卵 効果 に つい て も , 前 報 
( 小 財 , 1960 b) 人 工 慰 尿 を 用 いた 場合 に お いて 認め た と 
同様 , 殺 卵 カカ は その 作用 メ ヂ ウム pH に 直接 影響 され , 
pH が アル カリ に 傾く 程 効果 が 激減 する こと が 確認 され 
た . そこ で , 殺 卵 力 を 発揮 させ る の に は 最も 困難 と 思わ 
れる ほとん ど 最 高 の ア ルカ リ 性 を 示す 自然 尿 尿 (pH 8.4 
~8.6) を 用 い , 過 燃 酸 石 灰 と 亜 硝 酸 草 達 の 併用 に よる 
殺 卵 試験 を 行 つ た . その 結果 は , 各 作 用 温度 条件 下 と も 
過 燃 酸 石 灰 の 使用 量 が 多く な る に 伴 な つて , メ ヂ ウム 
pH の 低下 も 著しく , 同時 に か か る 低 pH メデ ヂ ウ ム に お 
いて 垂 硝酸 曹達 の 殺 卵 効果 も 顕著 に 認め られ る こと を 知 
つた . た と えば , 28°C, 3 日 作用 で は 選 尿 50ml に 対し 
て 過 庄 酸 石 灰 2.0g 使用 時 の 亜 硝酸 曹達 の 完全 有効 濃度 
は 1,000 倍 稀釈 で ある が , これ を 4.0g に 増量 する と 
8.000 倍 以上 の 高 稀 林 で 完全 で あぁ つた ご と く で ある . し 
か し , 薬剤 の 殺 卵 効果 は , 作用 温度 に よっ つて , 著しく 。, 
差異 が 認め られ , 同 量 の 薬剤 を と 用 いて も 14°C 以下 の 漫 
度 下 に な る と 効果 は 激減 する . た と えば 過 炎 酸 石灰 4.0g 
を 混入 し た 場合 に お ける 各 硝 酸 草 達 の 完全 有効 濃度 は た 
か だ か 1,000 倍 ま で で あぁ つた が ご と く で ある . か よう な 
作用 温度 差 に よる 酸 草 の 殺 力 の 差異 に つい て 
は , 前 回 の 人 工 戻 原 で の 試験 結果 と よく 一 致す る . 以上 
の 結果 を 総合 する と , 了 硝 酸 曹 達 の 殺 卵 力 を 大 きく 左右 
する 要因 は , 一 つ に は メ ヂ ウム pH で あぁ あり ,。 一 つ に は 作 
用 温度 で ある と 考え る こと が で きる . 

そこ で , 実際 に pH を に する 便 池 内 の 然 6 種 
を 用 いて , これ ら 各 メ ヂ ウム 中 で 亜 硝酸 曹達 の 効果 を 発 
揮 さ せる に 要する 過 燃 酸 石 灰 量 , な ら び に それ と 有効 調 
整 pH と の 関係 に つい て , 作用 温度 を 16~22°C 室温 と 
し て 試験 し て みた . その 結果 を 概略 的 に 記せ ば , 尿 尿 pH 
8.0 以上 の 比較 的 高 ア ルカ リ 性 の も の で は 必要 過 嫌 酸 石 
灰 量 は , 尿 尿 50ml に 対し て 少な く と も 2.5g 以上 で あ 
り , pH 8.0 以下 の も の で は 2.0g で ぁ る こと が わか うつ 
た . た だ し , 作用 温度 を より 低温 と し た 場合 に は , それ 
以上 の 過 炊 酸 石 灰 を 要する で あろ うこ と は 想像 に 難く な 

な お , 以上 の 成績 は , すべ て 過 酸 石 灰 と 酸 
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と を , ほとん ど 同 時 に 民 尿 中 に 混入 する や り 方 (同時 混 
入 方 式 ) に よる それ で ある が , 本 方 式 に よっ つて 行っ た 場 
合 の 殺 卵 効果 と , 両者 を 1 昼夜 の 聞 隔 を お いて 混入 する 
ゃ り 方 (分 離 混入 方 式 )k と よる それ と を 比較 検討 し た 結果 
は , 両者 ほぼ 同等 の 効果 を 示し た . た だ し , 殺 卵 有 効 限界 
濃度 附近 で は 若干 分 離 混入 方 式 に よる 場合 の 効果 の 方 が 
よい よう で あつ た . この よう な 両者 間 の 差 は 前 籍 に お け 
る 人 工 尿 尿 で の 試験 結果 と 同一 の 傾向 を 示し て いる . 

過 石 灰 一 酸 達 の 殺 剤 と し て の 実用 性 に 
つい て の 考 

過 と 硝酸 曹達 の 併用 に よる 卵 殺 減 力 は 
きわ め て つよ く , 前 処置 と し て 過 燃 酸 石 灰 の 一 定量 ( 選 
尿 50ml に 対し て 約 1.5~2.0g. 選 尿 1 石 と する と 約 5~ 
9kg の 割合 ) を あらかじめ 選 尿 中 に 投入 し て お く と き は , 
最高 の アル カリ 性 尿 尿 中 に お いて すら , 宣 硝酸 曹達 の 
2.000~4,000 倍 , 3 日 間 作 用 で 夏期 に は 完全 に 有効 で 
あぁ り , 冬期 に は 1,000~2,000 倍 , 3 日 作用 で , お お む 
ね 完全 で あぁ ある と の 見 通し を 得 た . 

そこ で , 過 石灰 と 硝 酸 草 達 の 併用 が 殺 の 目的 
で 実際 に 応用 が 可能 で ある か 交 か を 検討 し て みよ う . 

A. 卵 剤 硝酸 曹達 に つい て 

さき に , 小宮 (1955) は いわ ゆる 殺 卵 剤 の 適格 条件 と 

し て は , 1) 殺 卵 効果 が 大 な る こと . 2) 特に 低温 時 に 
お いて 効果 が 確実 な こと . 3) 量産 に 適し , か っ つ 価格 が 
低廉 な る こと . 4) 操作 が 簡単 な こと . 5) 中 毒 , 火災 
その 他 事 故 の 危険 な きこ と . 6) その 混入 が 肥料 価値 を 


減 し な いこ と . 7) その 混入 が 農作物 に 被害 を あたえ な 「 


いこ と . 8) で き う べく ん ば 同時 に 殺 明 , 殺菌 効果 の 大 
な る こと の 8 項目 を あげ て いる . 

そこ で , 有効 必要 量 の 過 燃 酸 石灰 に よる 前 処置 を 前 提 
と し た 場合 に お ける 各 硝 酸 草 達 の 殺 卵 剤 と し て の 実用 上 
の 適 樹 を , 従来 報告 され て いた その 他 の 殺 卵 剤 と 比較 し 
な が ら 上 記 各 項 に つき 検討 する 生 . 1~2) 殺 卵 効力 : 
新鮮 尿 メ ヂ ウム 中 で の 二 硫 化 炭 素 ネオ ヂ ク 
子 油 の 各 単 独 使 用 時 の 効果 は , いずれ も 高温 時 は 500 倍 
で ほぼ 有効 , 低温 時 で は 250 倍 の 高 濃度 に お いて も ほ と 
ん ど 無 効 (小宮 ら , 1956) と され て いる が , 上 記 薬 剤 の 
効果 は その 作用 メ ヂ ウム と し て 著者 が 試験 に 使用 し た よ 
うな より アル カリ 性 屋 尿 を 用 いて 行 つ た な ら ば , 上 記 の 
効果 は それ より 低下 する こと が 考え られ る . し か る に 著 
者 が 試験 し た 過 謎 酸 石 灰 に よる 前 処置 条件 下 に お ける 亜 
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硝酸 の 殺 効果 は , の 示し うる ほとん ど 最 高 の 
アル カリ 性 床 尿 メ ヂ ウム に お いて すら 高温 時 , 2,000~ 
4,000 倍 で 完全 に 有効 で ある の で , ネオ ヂ ク ロン , 二 硫化 
炭素 。 間 子 油 等 の 各 単独 使用 時 の 有効 濃度 の 4 ~ 8 倍 な 
いし , それ 以上 の 高 稀 釈 で 殺 卵 が 可能 で ある . また 低温 
時 で も 2,000 倍 稀 釈 で お お むね 効果 が 完全 で あぁ る の で , 


や は りこ れ ら 単独 使用 の それ の 8 倍 以上 の 稀 条 で 有効 で 


ある と いえ る . 低温 作用 時 に お ける 殺 卵 薬剤 の 効果 は , 
いずれ の 薬剤 に あつ て も 等 し く 高温 時 の それ に 比 し て 
著しく 低下 を みる た め , 低温 下 に お ける 殺 卵 力 の 強弱 が 
殺 卵 剤 の 適格 条件 と し て と くに 重視 され て いる が , 著者 
の 行 つ た 過 燃 酸 石 灰 前 処置 に よる 亜 硝 酸 草 達 の 殺 卵 効果 


が 以上 述べ た よう に か な り の 低 濃 度 で 有効 で あつ た こと 


の 理由 は 以下 の ご と く 推 准 され る . すなわち , 酸性 メデ ヂ 
ウム に お いて 亜 硝 酸 曹 達 よ り 遊 離さ れ た 亜 硝 酸 は , アミ 
ノ 基 群 と 反応 し (イミ ノ 基 群 と は 反応 し な い ) Diazonium 
Salt を 形成 する . Diazonium Salt は 低温 時 に あぁ つて は 安 
定 で ある た め , 脱 窒 素 反 応 は 起こ り が た い が , 低温 度 打 
件 下 に あぁ つて も 強い 酸性 メ ヂ ウム ( 過 燃 酸 石 灰 に よる 前 
処置 ) 中 に お いて は 遊離 亜 硝酸 量 の 増大 化 に よっ つて 形成 
Diazonium Salt も 増量 され , この も の は 同 酸性 pH の 
も と で は 不安 定か つ 活 性 化 さ れる の で , さら に , これ が 
脱 窒 素 反 応 を お こし , 全体 と し て 貝 卵 生体 と の 反応 速度 
( ヂ ア ゾ 化 ) が 増し , その 結果 , 虫 卵 の 死滅 が 巻 起 さ れ 
る も の で ある と 考え られ る . 

H 
H 
= N-OH 

Diazonium Salt 

また , 重 硝酸 曹達 は , pH 調整 メデ ギ ウ ム で 試験 され た 
限り に お いて は , の ほか , 対し て も , きわ 
め て 強力 な 殺 減 力 を 発揮 する と いう (小林 ら , 1958) の 
で , 以上 の 過 學 酸 石 灰 前 処置 に よる 亜 硝酸 曹達 は , これ 
の 応用 に よ つ て , 便 池 内 の み で な く , 同時 に 
卵 を も ゃ 一挙 に 殺 滅 で き う る こと せ も 充分 に 考え られ る . 
3) 価格 : 工業 薬品 と し て 薬剤 原形 の まま 大 量 に 購入 す 
る と 仮定 し て の 価格 に つい て , 間 子 油 , ネオ ヂ ク ロン , 
二 硫 化 炭 素 お よび 亜 硝 酸 曹 栗 の お の お の 1kg 当り に つ 


前 処置 薬剤 で ある 過 は , 本 質 的 に は 


薬剤 その も の で は な い の で , 本 薬剤 の 投入 は 殺 卵 剤 車 硝酸 


草 達 使用 時 に 附 其 する 附 加 部 分 と し て , その 応用 上 に 拓 け る 得失 に つい て は 別途 に 論議 する こと と する - 
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き 比 較 す る と , 電子 油 は 5,000 円 , ネオ ヂ ク ロン は 267 
円 , 亜 硝酸 草 達 は 118 円 お よ ょ び 二 硫化 炭素 は 62 円 で あ 
る . 上 記 4 薬 剤 の うち , 二 硫 化 炭 素 が 最も 安価 で , それ 
に つき ぎ 亜 硝酸 草 達 , ネオ ヂ ク ェ ョ ン , 電子 油 の 順 で ある が こ 
れ ら 薬剤 の 殺 卵 有効 濃度 で 必要 薬剤 量 を 計算 する と , 1 
の 中 に お ける に は 二 硫化 炭 素 , 油 お よび 
ネオ ヂ ク ョ ロン それ ぞ れ 有効 濃度 500 倍 稀 釈 と し て 360 g 
で , 加 硝 酸 曹 達 は 有効 濃度 2,000~4,000 倍 と し て 45~ 
90g で あぁ る . それ を 価格 に すれ ば , 二 硫化 炭素 は 約 33 円 , 
油 は 約 1,800 円 。 ネ ヂ ク ン は 約 97 円 お よび 硝 
酸 曹 達 で は 約 5~10 円 で , これ ら の うち 亜 硝 酸 曹 達 の 価 
格 が 最も 低廉 と な る . た だ し 亜 硝酸 曹達 は 前 処置 と し て 
の 過 燃 酸 石灰 が 必要 で ある が , これ の 価格 に つい て は あ 
と で 検討 する . 亜 硝酸 曹達 は , また 大 量 に 生産 され て いる 
現状 で ある . 4~5) 危険 性 お よび 使用 方 法 の 難易 : 二 硫 
化 炭 素 の ご と くく 中毒 や 引火 性 等 の 心配 は 全く な く , また 
電子 油 の ご と き 発 泡 す る よう な 危険 性 も な く , いずれ の 
殺 より も 手軽 で 携行 も かつ 簡 単に 使用 で き う 
る も の と 考え られ る . 6~7) 肥料 価値 : 亜 硝酸 曹達 は こ 
れ の 選 尿 中 投入 に より 選 尿 自体 の 有する 肥料 価値 を 減 ず 
る こと な く , また 該 薬剤 は 酸性 メ ヂ ウム 中 に お ける 分 解 
が 比較 的 急激 に 行わ れる た め , 該 薬剤 混入 床 尿 を 土壌 に 
散布 し た と き の 土 壌 中 に お ける 亜 硝 酸 は , 農作物 に 薬害 
を 与え る 程度 の 存在 は 認め られ な い ( 滝 島 , 私 信 に よる ). 
8) 殺菌 , 殺 明 効 力 に つい て は , 小宮 ら (1957) の 実験 
に より , 亜 硝酸 曹達 は , いわ ゆる 殺 卵 剤 中 最も 有力 で あ 
る こと が 明らか に され て いる . た だ し , 上 記 の 効力 は 塩 
酸 酸性 メ ヂ ウム 下 に お いて の それ で ある が , お そら く 過 
燃 酸 石 灰 酸 性 に よる 効力 も , ほぼ 同等 で あろ うと 考え ら 
れる . 

以上 の 考察 に つ て, 過 酸 石 の 前 処置 を 前 し 
た 場合 に お ける 殺 卵 薬剤 と し て の 亜 硝 酸 曹達 その も の 
は , 殺 卵 剤 と し て の 適格 条件 の すべ て を , ほぼ 完全 に 満 
足す る も の で ある と 考え られ る . 

B. 前 処置 薬剤 と し て の 過 炎 酸 石灰 の 実用 上 に お ける 
考察 

殺 卵 剤 , 亜 硝酸 曹達 使用 上 の 前 処置 薬剤 で ある 過 謎 酸 
石灰 は , 亜 硝 酸 曹 達 自 体 の 殺 卵 力 を 充分 に 発揮 させ る た 
め に は , 相当 に 多量 の 混入 が 必要 と され る の で , これ の 混 
入 の 実際 上 の 可 耕 が , 殺 卵 剤 と し て の 亜 硝酸 曹達 の 応用 
の 可 耕 を 決定 する と さえ いえ よう . 過 先 酸 石 灰 は , 本 来 
それ が 重要 な 炎 酸 肥料 と し て 実際 に も 使用 され , また こ 
れ の 尿 尿 中 へ の 3 ~ 5 % の 混入 が むし ろ 推 奨 さ れ て いる 


事実 ( 今 関 , 1953) より すれ ば , これ の 選 尿 中 へ の 混入 は , 
こと , 肥料 的 観点 に 関す る 限り で は , さほど 困難 な こと で 
あぁ る と は 考え られ ず , む ぉ しろ, これ の 直接 作物 施肥 に く 
ら べ 有利 で ある と さえ 考え られ る . その 理由 に つい て は 
あと で 触れ る . た だ , 問題 を た ん に 殺 婦 剤 の 附 加 的 な 前 
処置 薬剤 と いう 観点 に の み し ぼ つて 考え れ ば , これ の 使 
用 は それ だ け 手 数 も か か り , また 経費 も か さむ の で 欠点 
と も な りう る . 過 詳 酸 石灰 の 価格 は 1kg 当り 約 10 円 で 
あぁ ある の で , か り に 選 尿 に 対す る 有効 混入 量 を その 3 ~ 5 
% と し て 価格 を 計算 する と , 選 尿 1 石 に 対し て 約 50~90 
円 を 要する こと に な る . 一 方 , 同上 の 前 処置 を 施し た 場 
合 に お ける 亜 硝酸 曹達 の 有効 必要 量 は , 高温 時 2,000~ 
4,000 倍 稀釈 量 と し て の 価格 に し て 約 10 円 末 満 で ある か 
ら , これ と 過 學 酸 石灰 と を 合計 し て も 約 60~100 円 と 計 
算 さ れる . さて , 上 記 の 価格 を , ネオ ヂ ク ョ ン 使 用 時 の 
所 要 薬 価 と 比較 すれ ば , ネオ ヂ ク uw ロン で は 約 94 円 と な る 
の で , これ より 低廉 か , せい ぜ い 同 額 と な る . また , 二 
硫化 炭素 ( 約 33 円 ) と 比 す れ ば , 約 2~ 3 倍 の 価格 と 計 
算 さ れ , 間 子 油 (1,800 円 ) の 30~18 分 の 1 と 計算 され 
る . 以上 の よう に 経費 の 点 に つい て は 過 炎 酸 石灰 の 使用 
を 単に 殺 卵 の 目的 だ け で その 経 費 を 考え る か , ある い は 
また これ を 重要 炎 酸 肥料 と し て その 肥料 価値 を も 考慮 し 
て その 経費 を 考え る か に よ つ て , お の ず か ら そ の 実用 上 
の 可否 が 決定 され る よう に 考え られ る が , 積極 的 に これ 
を 肥料 と し て も 同時 に 使用 し た いと いう 考え に 立て ば , 
これ と , 亜 硝酸 曹達 と の 併用 は , 肥料 , 殺 卵 両面 の 目的 
に きわ め て よく 合致 し , 両 剤 使用 た に よる 経費 も ほぼ 実用 
可能 の 範囲 に ある も の と 考え られ る こと が で きる . 

さて , 過 酸 石灰 を 尿 中 に 混入 する こと に よる 
上 の 利点 に つい て 述べ れ ば 次 の ご と く で ある (浪江 。, 
1956) . すなわち , これ の 混入 に より , 下 肥 中 の 宰 素 の 分 解 
を 抑制 し , 揮 散 を 防止 する と と も に 下 肥 中 の アル カリ 性 
を 中 和 し て アン モニ ア の 揮発 性 を 低下 させ る . また , 過 
炎 酸 石灰 中 の 硫酸 の 一 部 と 遊離 の 燃 酸 が 下 肥 中 の アン モ 
ニア と 結合 し て 硫酸 アン モン お よび 燃 酸 アン モン を 形成 
する た め 下 肥 中 の 燃 酸 の 量 が 下 肥 中 に 含ん で いる 窒 素 と 
同 量 に な り , 窒素 の みた に か た よる こと を 防ぎ , また 過 燃 酸 
石灰 自身 の 酸 も 和らげ られ 土壌 に 吸収 され 易く な る 等 々 
の 過 燃 酸 石 灰 を 直接 に 土壌 た 施肥 する 場合 より も 多く の 
利点 が ぁ げ られ る . と くに 上 記 ア ン モ ニア の 中 和 と , 宣 
素 分 解 の 抑制 に つい て は , 今 関 (1953) は , 農業 上 の 肥料 効 
果 の 観点 より し て 選 尿 量 に 対し , 3 ~ 5 % の 過 炎 酸 石灰 
を 添加 する こと に より , その 密 素 の 損失 分 の 約 50% を 防 
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ぎ う る の で , きわ め て 有効 で ある と 述べ , 室温 (1946) 
は それ の 選 尿 へ の 混入 を 積極 的 に 推奨 し て さえ て いる . 
この 窒素 の 損失 を 防止 する に 要する 過 炎 酸 石灰 量 は , 亜 
硝酸 草 達 に よる 殺 卵 の た め の 前 処置 と し て の 必要 量 と 偶 
然 一 致す る が , この 点 は 過 燃 酸 石 灰 の 使用 を 肥料 , 殺 邊 
両面 の 目的 か ら 可 能 な らし め る も の と も いえ る . な お , 
過 類 酸 石 灰 は , 現在 主要 炎 酸 肥料 と し て 量産 対 され て 
お り , 価格 も 前 記 の ご と く か な り 低 謙 で あり, か つ そ れ 
の 使用 に 際 し て は これ に よる 中 毒 や 引火 等 の 危険 性 は 全 

く な く , 選 尿 中 へ の 混入 操作 も いた つて 簡単 で ある の で , 
これ の 選 尿 へ の 混入 は , 殺 卵 , 肥 効 両面 で 可能 で ある ば 
か り で な く , むし ろ 理 論 的 に は , 肥料 的 見 地 か ら ゃ も 積極 
区 に 推奨 さる べき で あろ うと 考え られ る . 

要 約 

農家 便 池 内 床 尿 を 薬剤 作用 メ ヂ ウゥ ウム と し て , 過 燃 酸 石 
一 酸 達 系 各種 濃度 組み 合わ せ に よる 卵 
実験 を 試み , 次 の 結論 を 得 た . 

1. 便 池内 自然 尿 中 最高 pH 値 (8.6~8.8) を 
示し た 選 尿 を 酸性 化 (pH 7.0 以下 ) させ る に 要する 肥料 
過 燃 酸 石 灰 の 最小 必要 量 は , 床 尿 50 ml に 対し , 2.5g 
前 後 で ある つた. また, 最低 の pH 値 (pH 7.2~7.4) を 
示し た に 対し て は 酸 石 の 1.5g を 投入 に より 
5.8 前 後 の 強 い 酸 性 城 へ の 低下 を 認め た . 

2. メ ヂ ウム pH 値 8.4~8.6 の 比較 的 高 ア ルカ リ 
性 の 自然 床 尿 を 薬剤 作用 メ ヂ ウム と し , 高温 時 (26~ 
29°C), 3 日 間 作 用 に よる 過 燃 酸 石灰 一 亜 硝酸 曹達 混合 
率 薬 剤 の 完全 殺 卵 効果 は , 次 の 二 薬 剤 組み 合わ せ ( 過 燃 酸 
石灰 gl/50 ml 一 硝酸 曹達 稀釈 倍 液 ) に お いて 認め 
られ た . 2.0g 一 1,000 倍 , 3.5g 一 4,000, 4.0g 一 8,000 億 , 
室温 (6 ~14°C) お よび 低温 (3~5°C) 時 , 3 日間 作 
用 で は , 4.0g 一 1,000 倍 稀 釈 で 完全 な 効果 を 示し , 4.0g 一 
2,000 倍 で は お お むね 完全 で あぁ つた . また , 3.5g 一 2,000 
倍 稀釈 で も お お むね 完全 な 効果 が 認め られ た 

3. 秋期 に お ける 農家 6 戸 の 便 池 内 床 尿 を 薬剤 作用 メ 
ヂ ウ ム と し て 前 記 混 合 系 薬剤 の 殺 卵 実験 の 結果 は , 最高 
アル カリ 性 尿 尿 (pH 値 , 8.6~8.8) を メ ヂ ウム と し , 
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作用 人 条件 と し て 室温 (16~22°C), 3 日 間 で , 過 謎 酸 石 
灰 2.5g, 亜 硝 酸 曹 達 1,000 倍 液 の 組み 合わ せ に お いて 完 
全 殺 滅 有 効 が 得 ら れ た . 

4. 亜 硝 酸 曹達 の 混入 時 期 を 過 燃 酸 石 灰 投 入 と 同時 お 
よび 過 燃 酸 石 灰 投入 24 時 間 後 に 混入 する 場合 の 殺 卵 効果 
に 及ぼ す 影 響 を 各種 上 記 二 薬剤 混入 割合 に お いて 検討 し 
た . 使用 し た 二 薬 剤 組み 合わ せ 範 囲 の うち , 過 燃 酸 石灰 
2.0g/50ml (pH, 8.2~8.4), 亜 硝酸 曹達 2,000 
液 の 組み 合わ せ に お いて の み 明 瞭 な 投入 時 期 に よる 差 が 
認め られ た . 

5. 過 酸 石 と 硝 酸 達 と の 併用 に よる 剤 の 
殺 減 機構 お よび 実用 性 各 適格 条件 に つき 他 の 殺 卵 剤 と 比 
較 し な が ら 検 討 し , その 結果 前 記 混 合 系 の 実用 は 単に 寄 
生 忠 卵 殺 減 的 見 地 か ら の み で な く , 戻 尿 の 農業 肥料 効果 
と いう 見 地 よ り し て も 有利 で あぁ り 実用 化し うる も の と 者 
えら れる . 


稿 を 終る に あたり , 終始 御 御 指導 と 御 校 い 
た だ きま し た と た 予 研 寄生 虫 部 長 小 宮 義 孝博 士 に 深 基 な る 許 
意 を 表し ます 。 

また , と の 研究 に 種々 有 林 な 御 教示 御 助 言 を 賜 わ つ た 
同 部 小林 昭夫 填 士 , 柳沢 十 四 男 博 士 , 農業 技術 研究 所 滝 
島 康 夫 技 官 , 東京 大 学 坂井 進一 郎 博士 に 厚く 御礼 申 上 ば 
ます 。 
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誕 昭和 30 年 , 31 年 , 32 年 , 33 年 の 生産 量 は , それ ぞ れ 1,462,720. 1,603,659. 1,476,384. 1,271,674t で ある 


(化学 工業 年 報 , 1958). 
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RE-EVALUATION OF SODIUM NITRITE AS THE 
OVICIDE USED IN NIGHTSOIL (3) 


lIsAo KOZAI 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 


The present work is an extension of the author’s previous reports concerning the ovicidal 


activity of calcium super phosphate-sodium nitrite mixture in the artrficial nighhtsoil and has been 


designed primarily to investigate the ovicidal activity of the mixture in natural nightsoil reserved 
in lavatories of house in the rural area and to compare the effect of two types of mixing proce- 
dure of both chemicals into the nightsoil upon their activity. The results obstained were as follows : 
1) Minimum amount of calium super phosphate to lower pH value of nightsoil, 8.6-8.8 
to Jess than 7.0 was about 2.5 grams per 50ml of nightsoil reserved in the lavotories of farm- 
house. When 1.5 gram of calcium super phosphate was added to 50 ml of nightsoil showing pH 
value, 7.2-7.4, as the lowest one of all surveyed, pH of this nightsoil decreasec as low as 5.8. 


2) Using natural nightsoil with considerably high pH, 8.4-8.6 as the medium, ovocidal 


activity of the mixture against ascaris eggs was tested after 3-day exposure at 26-29°C. The di- 
lution rates of sodium nitrite and amount of calcium super phosphate used (g./50 ml nightsoil) to 
kill the ascaris eggs was seen in the following combination of both chemicals : 2 grams+1: 1,000, 
3.5 grams+1 : 4,000, 4.0 grams+1: 8,000. In the case of the lower rposuie temperature, (3~5°C 
and 16-14°C) combination of both chemicals to kill the eggs were as follows: 4 grams+1:1,000 
(complete inhibition of larval development), 4 grams+1: 2,000 & 3.5 grams+1 : 2,000 (considerable 


inhibition of larval development). 
3) Another experiment on the ovicidal effect of the mixture was carried out in autunm 


using natural nightsoil with highest alkalinity, collected from the lavotories of the farm-house. 100% 


of ascaris eggs in the nightsoil added with 2 grams of calcium salt were killed at the dilution rate 


of sodium nitrite 1: 1,000 after 3-day exposure at room temperature (16-22°C). 


4) Two different types of procedures for mixing both chemicals to the nightsoil were compared 


each other in the concentration range (1~4 grams per 50 ml of nightsoil in the case of Ca-salt, 
1:2,000~1:8,000 in the case of sodium nitrite). One was simultaneous addition of both salts to 
nightsoil and the other was carried out in a way to add sodium salt 24 hours after pre-addition 


of calcium salt to nightsoil. The latter showed significantly higher activity than the former only 


at the follwing concentration conbination of both chemicals, 2 grams of calcium salt per 50 ml of 


nightsoil and 1: 2,000, dilution of sodium nitrite. 


5) The mode of action of Na-nitrite with Ca-super phosphate aginst the ascaris eggs in 


nightsoil and utility of this mixture as a ovicide in nightsoil were discussed. 
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(昭和 35 年 7 月 9 日 受領 ) 


第 3 編 
ラン ブル 細毛 虫 に 対す る Chloroquine の 
殺 減 効果 に つい て (効力 試験 ) 


先 に ラン ブル 毛 虫 症 の 2 症例 に 文献 的 考察 を 行い , 
その 治療 の 概要 に 付き 記載 し た (荒木 , 1959). 即ち 抗 
マラ リア 剤 な る Chloroquine diphosphate (Resochin) が 
1934 年 Andrsag, Breitner, Gung 等 に より 合成 され , 1938 
年 Kikuti が マラ リア 患者 に 有効 な る 事 を 実証 し て 以来 
リウ マチ 性 疾患 へ も 種々 応用 され て いる が (加藤 1958; 
Haydu, 1953 等 ) , Giardiasis (Lambliasis) に 対し て は 少数 
の 文献 を 見 る の み で ある (Basnuevo G. 1946 ; Schneider 
J., 1947 ; Decourt P., 1947 等 ) 団 毛虫 症 患 者 に 対し て 
本 剤 を 試用 し ラン ブル 緒 毛虫 駆除 と 共に 臨床 的 に その 効 
果 の 遠隔 成績 に つい て も 考察 を 加え , 著 効 を する こと 
を 報告 し た . 

次 いで 本 症 の 病原 性 の 追究 の 旋 に その 培養 実験 を 行い 
試験 管内 に 於 て 始め て 長期 に 生存 せしめ 得 , 上 且 著 明 な 分 
替 増 殖 を 来 さ し め る こと に 成功 し , その 分 裂 増殖 の 過程 
に つい て 観察 を 行い 併せ 報告 し た (荒木 , 1959). (第 4 
編 第 1 図 ) 

そこ で この 実験 成績 結果 を 利用 し て 臨床 成績 を 更に 確 
め る べく 試験 管内 に 於 て Chloroguine を 使用 し て ラン プ 
ル 力 毛虫 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た の で こ > に 報告 する . 

実験 材料 並び に 実験 方 法 

1. 実験 材料 

実験 に 供し た 薬剤 は Chloroquine-diphosphate な る 
Resochin (Bayer) の 錠剤 (1 錠 中 250mg の Chloroquine- 
diphosphate 含有 ) の 溶解 懸 濁 液 を 作成 し , 実験 た 使用 


し た ラン ブル 毛 (以下 「 ラ 原虫 」 と ) 十 二 
腸 ヴ ゾン デ に て 患者 より 採取 し た 忠 体 を 出来 る だ け 無 菌 的 
に 操作 し , L:-Bouillon (第 1 表 ) 中 に た ラ 
忠 の 栄養 型 を 用 いた . 

第 1 表 L:-Bouillon 組成 ・ 


Pig liver 
Water 

Poly pepton 
Cystein HCI 


NaCl 
Serum of rabbit ( 非 働 化 ) 


..1,000Unit/cc 
1,000Unit/cc 


2. 実験 方 法 

先 づ Chloroquine-diphosphate (Resochin) 0.25g を 10 
cc の 減 菌 生 理 食塩 水 に 深 解 し , その 白濁 する 液 を よく 混 
和 し , (1cc 中 25mg の Chloroquine 含有 ) その 0.1, 0.3, 
0.5cc を 正確 に と つて L:-Bouillon 4.9, 4.7, 4.5ce 中 
に 混和 し , 0.05%, 0.15%6, 0.25% の Chloroquine 懸 
L:-Bouillon を 各々 数 本 づ > ゝ 作成 し , その 中 に L:-Boui- 
llon 中 に せしめ た ラ を 2 滴 づ > 滴下 し 観察 を 行 
つた . 同時 に 数 本 の L:-Bouillon に も 同 量 滴下 し て 対 双 
と し た (第 2 表 ). 

第 2 表 実験 使用 培地 の Chloroquine 濃 鹿 


L,-Bouillon : Chloroquine 
実験 使用 培地 (mg) 


0.25mg 
0.75mg 
1.25mg 


0.05%% Chloroquine L4-Bouillon 5 cc 
0.15% Chloroquine L4-Bouillon 5 cc 
0.25% Chloroquine Ls-Bouillon 5 cc 


対 L:-Bouillon 5cc : 0 
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尚 紫 等 の 観察 は 位相 差 顕 微 鏡 並 びに 普通 顕微 鏡 強 拡大 
及び 油 浸 を 以 っ て その 培養 基 中 の 沈 湖 一 滴 を 取り , 1 本 
の 培養 基 に 対し て 2 枚 の 標本 を 作り 検 し た . 文 実験 に は 
37°C 器 を 用 いた 

生死 の 判定 に つい て は 前 編 に 於 いて 委 し く 述 べた 通り 
縮 毛 運動 の 停止 を 以 っ て その 限界 と し た . 即ち 凌 毛 運動 
の 停止 し た も の は 一 度 加 温 し 年 ら 観察 を つ ゞ け , 尚 も 運 
動 を 示さ な いも の を 死 と 断 じ , この 基準 を 生 の 限界 と 見 
し た . 

実験 成績 

の Chloroquine し:-Bouil- 
Jon の 各々 に つい て 4 本 づ > 培地 を 用 いて ラ 原虫 の 運動 
. 状 態 及 び 生存 に つい て 観 穴 を 行 つ た 実験 結果 を 報告 す 
る . 尚 対照 と し て L:-Bouillon を 使用 し て 同時 に 観察 し 
(第 3, 表 ). 


第 3 表 Chloroqguine L:-Bouillon の 各 濃 地 


に 於 ける 最高 生存 日 数 

£ 

5 
e © 


まな と れ る も の 


第 4 表 Chloroquine 4-Bouillon の 各 
に 於 ける 最高 生存 日 数 つい て 
を 認 運動 分 増殖 


実験 使用 培地 名 あめ た る 日 を 認め た 像 の 著 明 
本 数 数 る 上 る 日 


24 時 間 後 1 日 
0.15%ChL 4 (2 つ ) 


対照 ,-Bouillon 4 10 日 以上 10 日 以上 (24 


各 ダ ルー プ 中 最高 生存 日 数 を 示す . 


1) 0.05% Chloroquine L4-Bouillon 

投入 時 活 潤 な る 躍動 運動 を 認め られ た ラ 原 虫 は , 24 時 
間 後 に し て その 数 を 減じ 征 ら も ゃ 一 部 に 躍動 運動 が 見 られ 
投入 時 に 比 し 活動 性 に や > 減弱 を 認め た . 又 毛 運動 の 
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み を 認め る も の は 相当 数 観 祭 出来 た . 此 等 の 他 に 原形 を 
留め る も 自動 運動 を 全く 欠く も の も 一 部 見 られ , 此 等 は 
一 応 生存 と 推察 され る も の と し て 区 別して 表 に 示し た . 
尚 又 題 粒 の 出現 が 著 明 で 細胞 の 緊張 感 芝 し く , 周囲 に 叫 
凸 を 生じ 壮 縮 像 の 見 られ る も の や , 一 部 に は 一 見 奏子 状 
に 変形 し 析 円 形 の 緊張 感 を 有する 忠 体 が 認め られ た が , 
此 等 を 直ちに 死滅 , 斉 子 化 と 断定 する 事 は 出来 な い 事 を 
前 編 に て 強調 し た . 48 時 間 後 で は 躍動 する 忠 体 及び 衝 毛 
運動 を 認め る 原虫 は 全く 欠 除 し 生存 と 推察 し うる 原 忠 少 
数 存在 する の み で , 一 部 誤 子 状 変形 し た も の を 認め た 他 
は 大 部 分 生存 の 確証 は 得 ら れ な か つた . 引続き 72 時 間 後 
で は 全く 生存 な く , 又 生 存 と 推察 され る も の も 見 出せ な 
か つた . 

尚 本 培地 内 で 分 裂 像 は 全く 認め られ な か つた . 

2) 0.15%Chloroguine L4-Bouillon 

投入 後 24 時 間 で 既に 躍動 せる 原 忠 は 見 られ な か つた が 
少数 の 力 毛 運動 を 認め る 原虫 の 存在 は 確認 し 得 た . 又 生 
存 と 推察 され る も の る せ も 少数 認め る 程度 で , 多く は 天 粒 出 
現 , 論 子 様 変 形 を 来たし , その 原虫 数 は 0.059%6 の 場合 に 
比 し て 著しく 減少 の 傾向 に あぁ つた . 48 時 間 後 の 観察 で は 
生存 の 確証 ある も の 全く な く , 一 部 に 少数 の 放 子 様 に 変 
形 せ る 忠 体 を 残す の み で これ 以上 の ラ 原 虫 の 生存 は 望め 
な か つた . 又 分 裂 像 は 全く 観察 され 得 な か つた . 

3) 0.25% Chloroquine L4-Bouillon 

投入 時 活 潤 な 運動 を 示し て いた 原虫 は 24 時 間 後 に 於 て 
少数 の 忠 体 影 を 認め る の み で , し か も 之 等 は 自動 運動 を 
全く 欠き 一 部 生存 と 推察 さ れる も の を 認め る 他 は 大 部 分 
題 粒 出現 , 誤 子 様 変 形 を 示す も の で あぁ つた . 48 時 間 後 で 
は 生存 と 推 察 され る も の る も 消失 し , 王 粒 出現 せ も る も の の 
み し か 認め られ な か つた . 韻 分 裂 像 は 全く 観 奉 され な か 

4) LL:-Bouillon (対照 ) 

対照 と し て L-Bouillon を 単独 使用 し て ラ 原 虫 の 生存 
の 状態 を 観 祭 し た が , その 自動 運動 は 第 2 編 に 示し た 実 
験 結果 と 殆ど その 差 を 認め ず , 原虫 投入 後 10 日 間 に 豆 
つて 曰 体 の 活 漢 な 躍動 及び 著 明 な 終 毛 運動 を 認め て い 
る . 更に その 2 乃至 4 日 目 に は 分 裂 増 殖 の 様相 を 確認 し 
た 事 は 前 編 の 結果 と 一 致し て いる . 

以上 実験 結果 を 一 括 す る と 第 3, 4 表 に 示す 如く で 
あぁ ある. 即ち 対照 ,-Bouillon に て は ラ 原 は その 培地 
内 に て 10 日間 以 上 の 生存 の 確証 を 得 て い る の に 反し , 
Chloroquine L4-Bouillon に て は Chloroquine の どの 濃 度 
の も の に て る もせ も 48 時 間 以 上 の 生存 確証 は 認め られ ず , 特に 
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0.05% Chl.-L, 時間 ) (24 時 間 ) (=) 
. 
に 
が 
3 


0.25% Chloroquine L:-Bouillon に て は 24 時間 後 で すら 
生存 確実 な も の は 望め の なかつ た. 又 分 裂 像 る 対照 と 異な 
り ど の 濃度 の も の に も 認め 得 な か つた . 

総括 及び 考案 

以上 最も 優 ラ 原 虫 培 基 で ある L:-Bouillon を 利 
用 し て Chloroguine の ラ 原 虫 に 及ぼ す 影 響 を 実験 的 に 観 
察し た . 尚之 の 結果 に 基 ず き 次 の 諸 項 目 に 豆 つ て 考察 を 

1) Chloroqguine の ラ 原 虫 の 運動 性 に 及ぼ す 影 響 に つ 
Chloroqguine の 0.05 %, 0.15 %, 0.25 % の 各 濃 度 の 
Bouillon に て ラ 原 虫 の 運動 性 を 観察 し た 結果 ,- 先 づ 忠 体 
の 活 潤 な 躍動 は 0.05% で 24 時 間 後 まで 認め られ た が , そ 
の 48 時 間 以 降 及 び 0.15%, 0.259% で は 既に 24 時 間 後 に て 
認め られ な か つた . 体 の 運 動 の みた に つい て 見 
れ は ば 0.059%6, 0.15% で 24 時 間 後 まで 確認 出来 た が , その 
48 時 間 以 降 及 び 0.25% で は 24 時 間 後 で 既に 運動 は 停止 し 
て いた . 駐 分 裂 増殖 の 像 は 全然 認め 得 ら れ な か つた . 比 
等 の 結果 と 対照 し L-Bouillon に 於 ける その 結果 と を 比較 
すれ ば 明らか な 有意 の 差 が 認め られ る (第 3, 4 表 ). 

2) Chloroquine の の 生存 に 及ぼ 影響 に つい 

私 は 前 編 に 於 て 生死 の 判定 は その 自動 運動 の 存否 に よ 
っ つて 区 別 さ れる べき で あつ て , 野崎 (1956) が 提唱 し た 判 
定 に 疑念 を 抱い て いる 事 を 強調 し た . 上 記 の 実験 千 果 は 
も と より この 私 の 論 示 し た 基準 に より 生死 の 判定 を 行い 
Chloroquine の 意義 に つい て 検討 し た . 即ち 生存 と 確認 
され た 時 間 的 経過 に つい て 見 れ ば , 0.05%, 0.15% の 
Chloroquine L:-Bouillon 中 で は 24 時 間 後 迄 は 生存 可能 な 
る も 48 時 間 を 経過 し て は 既に 生存 能力 を 欠 除 し , 0.25% 
の も の で は 24 時 間 で 既に 生存 し な い . 之 に 比 し 対照 群 で 
は 10 日 間 以 上 の 生存 を 示し 特に その 2 ~ 4 日 且 に 著 明 な 
分 裂 像 を 示す 事 よ り Chloroquine が 明らか に ラ 人 原虫 の 生 
存 に 抑制 的 に 働く と 云 つ て 決し て 過言 で は な い (第 3, 
4 表 ). 

3) ラ 原 中 に 対す る Chloroquine の 作用 に つい て の 検 
対 

上 記 の 結果 より Chloroquine が ラ 原 忠 の 生存 に 抑制 的 
に 働く と 云い 得る . この 抑制 的 と 云う 事 が 如何 な る 機 序 
に よっ て 行わ れる も の か 明確 に 指摘 する 事 は 出来 な い 
が , 一 つの 推論 を 仮定 し 得る . 中 島 ・ 山 本 の 実験 (1958) で 
誤 日 中 に 対し て 本 剤 は その 忠 体 の 酸素 消費 量 を 抑制 し 呼 
明代 謝 阻 害 作 用 の ある 事 を 報告 し て いる . この 事実 より 
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推し て ラ 原 虫 に 対し て も Chloroquine の 微粒 子 が 虫 体 に : 
接触 し , 躍 体内 に 於 ける 代謝 を 阻害 し , 終 に は 死に 至 ら - 

し め る も の で あろ う . 本 実験 に 於 て は 微細 構造 の 変化 迄 
と ら え 得 ら れず この 結論 は 付 せ られ な い が , 模 ら く 貝 体 
の 生存 に 必要 な 物質 代謝 ひい て は 酵素 系 の 障 三 等 を 来 た . 
す も の と 考え られ よう . この 様 な 推論 の 究明 か らし て 更 
に 本 原虫 の 純 培 養 及び 継 代 培養 に 於 ける 必要 代謝 物質 ひび 
いて は 培地 改良 の 示唆 が 得 ら れる も の と 信じ て いる . 

4) Chloroquine 濃度 に つい て の 検討 一 本 実験 成績 と 
ラン ブル 鞭 毛虫 症 臨 床 治療 経験 の 関連 性 に つい て 一 

上 記 実 験 の 各々 Chloroquine の 濃度 と 臨床 例 に 於 ける 
Chloroquine 内 服 に よる 腸管 内 の その 濃度 に つい て 検討 
すれ ば , Chloroquine は 内 服 後 殆 ん ど 吸 収 さ れる 前 に 腸管 
内 寄生 の ラ 原 虫 に 作用 する も の と 考え られ る . すれ ば 用 
管内 に 於 ける 濃度 が 問題 と な る . 即ち 内 服 量 と 腸管 内 水 
分 量 の 割合 が その 濃度 を 決定 する . この 考え より 貝 体 又 . 
除 に 対し て は その 腸管 内 濃度 を 高 濃 度 に 保つ 方 が 虫 体 に 
より 強力 に 働く 事 が 実験 結果 より 暗示 され る . 併 し 征 ら - 
本 剤 は 抗 マ ラリ ア 剤 な る 本 質 か らし て , や が て は 腸管 内 
より 吸収 され る 運命 に ある 為 , 自ら その 吸収 速 鹿 及び 血 . 
中 濃度 に も 考慮 が 必要 と な る . 更に ひい て は 吸収 後 の 副 
作用 が 問題 と な る こと 必定 で あぁ る. 芝 等 本 剤 の 特長 を 如 
何 に うま く 利 用 し , 欠点 を 如何 に うま く 埋 め る か ご マラ 原 
虫 の 駆除 を 左右 する も の と 思わ れる . 

第 1 編 に て ラン プリ ア 症 の 2 症例 に つき その 病原 性 の 
間 題 に つい て 検討 し , 寄生 部 位 に 於 ける 人 炎症 及び 機械 的 
障害 に よる 病原 性 は 考え られ る が , 本 原虫 の 胆 論 内 及び 
胆道 に 於 ける 一 過 性 寄生 は あぁ つて る も 永続 的 寄生 は な いも 
の と 言及 し た . この 点 よ り し て 本 薬剤 の 効果 に つい て は . 
吸収 後 の 血 中 濃度 の 上 昇 と 云う 事 よ り 腸 管内 に 於 ける 渡 
度 が 主 に 関係 する も の で ある 事 を 強調 し た い . 故に 本 苑 
の 内 服 を 推奨 し た い . 但し 投与 に 当 つ て は その 副作用 を 
考 慮 すべ き で , 1 日 3 錠 (1 錠 中 250mg の Chloroqguine: 
diphosphate を 含有 ) 3 回 分 服 10 日 間 連 用 を 先 に 提唱 し 
た (流木 , 1959) . 即ち 持続 内 服 に より 腸管 内 濃度 を 維持 
し 御 ら 腸管 内 吸着 寄生 の 本 原虫 の 撲滅 を 計る べき で ある 
結論 に 達し た . 

結 語 

L4:-Bouillon を 使用 し て ラ 原 中 の Chloroquine に 対す 
る 影 を vztro に て 観察 し た . 

1) Chloroquine 懸 湯 し -Bouillon を 用 いて ララ 原虫 の 
運動 性 に つき 観察 し た 結果 , 0.05%, 0.15%, 0.25% の 
順に 早く その 運動 性 を 失っ つ た. 換言 すれ ば 濃度 の 稀 薄 な . 
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程 永く 生存 し た . 即ち 0.05% Chloroquine L4-Bouillon 
に 於 て さえ 24 時 間 迄 し か その 運動 が 認め られ ず 双 分裂 増 
殖 の 像 は 全然 見 られ ず , 対照 の L:-Bouillon に 於 ける ラ 
原虫 の 運動 性 , 分 裂 増殖 を 来たす こと を 比較 すれ ば 明 ら 
か に その 運動 が 抑制 され た . 

2) 0.05% Chloroquine 4-Bouillon で さ 時間 
し か 生存 を 確認 出来 な か つた の に 比 し 対 早 で は 10 日 間 以 
上 に る も 生存 し た . 

3) 腸管 内 に ける Chloroquine 濃度 と ラ の 寄生 
態度 より 推 穴 し て , Chloroquine に よる ラ 原 中 駆除 の 
目的 で は 1 日 3 錠 (1 錠 中 250mg の Chloroquine- 
diphosphate 含有 ) 3 回 分 服 10 日 間 持 続 内 服 が 望ま し い 
と の 結論 に 達し た . 
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第 4 編 
総 括 
言 

ラン ブル 力 毛虫 は 1859 年 Lambl が 小児 の 粘液 性 下痢 
便 よ り 多 数 の 本 忠 体 を 見 出し て 以来 , その 病原 性 に つい 
て 幾多 の 論議 が な され 上 且 推測 され て 来 た が , 現在 未だ そ 
の Giardia lamblzra の 培養 が 不 成 功 で あぁ り , 病原 性 に 関 
する 動物 実験 の 不可 能 な 点 か ら 確 定 的 な 結論 が 得 ら れ な 
か つた . 私 は 先 に 第 1 編 に 於 て ラン ブリ ア 症 の 2 症例 に 
つき 記載 し 臨床 的 観察 及び その 治療 の 問題 に つき 吟味 し 
た . その 中 特に 本 症 の 病原 性 に つき 若干 文献 的 考察 を 行 
い , 上 且 本 症例 に つい て も 検討 を 加え , 更に その 胆 放 内 寄 
生 の 在 香 に つい て も 本 症例 を 詳 に 検討 し た (荒木 , 1959). 

本 躍 の 病原 性 に 関し 吟味 する 謝 に は 飽く まで 本 忠 の 塔 
養 が 先決 で ある と 考え , 本 症例 の 十二指腸 アン デ 法 に よ 
つて 得 た 胆汁 中 に 純 培 養 様 に 多数 認め た Giardia lam- 
blia の 栄養 型 を 用 いて その 純 培養 を 試み , 野崎 (1956) 
が 先 に Gzardia lamblia に 近い 種類 の Giardia muris 
を 用 いて 行 つ た 生存 実験 より 長期 に 豆 つ て 試験 管内 に 於 
て 生存 せしめ 得 , 且 著 明 な 分 多 増 殖 を 来 さ し め た こと を 
第 2 編 に 於 て 報告 し た (荒木 , 1959). この 結果 は 試験 


(94 ) 


管内 に 於 て 今 ま で 見 られ な か つた 分 裂 増殖 像 を 認め 得 た 
事 に より 純 培 養 の 可能 性 を 暗示 する も の で あり , ラン ブ プ 

リア 症 の 病原 性 の 究明 及び 治療 に 対す る 動物 実験 並び に 
免疫 反応 の 可能 性 を 明示 する も の で , 今後 それ ら の 探 完 
に 可 な り の 前 進 を 示す も の と 信じ て いる . 

更に その 培養 基 中 に 於 ける 分 裂 増殖 の 過程 を 位相 差 顕 
下 で 観 祭 し 考察 を 加え た . 

叉 第 3 編 に 於 て は その 培養 基 中 で 分 裂 増殖 を 行い 御 ら 
長期 生存 する 事 を 利用 し て , 本 症 の 治療 に 有効 と 認め た 
Chloroquine diphosphate (Resochin) の 本 忠 に 対す る 影響 
を 試験 管内 に て 観察 し 有効 な る 裏付け を 行 つ た . 

以上 3 編 に 下 つ て ラン プル 貫 毛虫 症 に 於 ける 未 解決 の 
諸 問 題 に つい て 実験 観察 及び 検討 を 加え て 来 た . こ > に 
再度 振 返 つ て 本 症 の 病原 性 の 問題 並び に 病原 性 究明 の 可 
能 性 , 更に その 治療 の 確立 に つい て 総括 的 に 文献 的 考 容 
を 加え て 論じ た いと 思う 3. 

ラン プル 虫 症 の 病原 性 

本 原虫 の 病原 人 に つい て の 論 示 は 本 の 純 を 行 
いそ の 動物 感染 を 可能 な らし め , 此 等 に よる 一 連 の 動物 
実験 の 結果 と 本 症 を 併 わ せ 論 じ る 事 が 主 道 で ある が , 本 
原虫 に よる 動物 実験 の 未だ 困難 な 点 か ら 決 定 的 な 結論 を 
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得る 事 は 出来 な い . 現在 迄 その 病原 性 に つい て は 個々 の 
症例 に つい て 述べ 上 且 考 接 さ れ て 来 た 処 で ある. 即ち その 
病原 性 は 多く の 学者 に より 認め られ 一 部 の 人 々 に よ ょ つて 
反対 され て いる . 此 等 の 病原 性 を 認め る 根拠 と し て 1) 
臨床 症状 を 有する 事 , 2) 治療 に より それ ら の 症状 が 中 
体 消 失 と 共に 消 福 す る 事 に 拠 つ てい る. 

第 1 編 に 於 て 考 接し た 如く トト 部 (1951, 1956) の 統計 
で も その 寄生 の 90% が 有 症 状 者 で あり , Véghelyi (1938, 
1939, 1940), De Muro (1936) 及び Strong (1943) も 
その 症状 を 指摘 し て いる . 又吉 田 (1953, 1954) は (1) 
Gastrointestinal-form (胃腸 型 ) と (2 ) Cholango-cholecysto- 
form (胆道 胆 庶 型 ) の 2 種 の 症状 に 大 別して いる . これ 
に 加え て 著者 (1959) は 成人 , 殊 に 女子 に 来る 場合 一 定 
の 神経 症状 の 発現 に 留意 すべ き を 特記 し た . 又 Papke 
(1940) も 有 症 状 を 認め , Rossier, Daecke (1952) や 
中 村 ・ 秋 葉 (1955) も それ ぞ れ 有 症 状 に 留意 し て いる . 
これ 等 の 報告 より 1) 臨床 症状 を 有する 事 の 条件 は ほ ざ 
満 さ れる も の と 思わ れる . 先 に 報告 し た 2 症例 に つい て 
も 胆 炎 様 症状 , 即ち 右上 腹部 の , 圧痛 及び 腹部 膨 
満 感 , 悪心 , 発熱 , 頭痛 , 異 和 感 並び に 左上 腹部 痛 を 来 
た し て いる こと は 之 等 の 報告 と 一 致し て いる . 

Manson-Bahr (1939), 内 藤 (1934), 吉田 (1953, 
1954) , 部 (1951, 1956), 増山 (1956), 田 (1956) 
等 は 治療 を 行い , それ ら の 症状 が 軽快 する こと を 報告 し 
, 2) 治療 に より それ ら の 症状 が 中 体 消 失 と 共 
に 消 視 す る 事 . の 条件 を ほ ゞ 満 す も の と 思わ れる . 私 の 
経験 し た 症例 の 治療 に よる 症状 の 推移 は 躍 体 の 消失 と 共 
に や > ゝ 軽快 を 見 て いる が , 約 4 週間 後に 左上 腹部 腫 韻 に 
激痛 及び 圧痛 を 訴え , 試験 開腹 術 を 行 つ た も の で 以上 の 
報告 と 一 致す る と の 断定 は し が た い 

此 等 より 考え て 一 定数 以上 の 寄生 で は 必ず 病原 性 を 発 
揮 す る も の と 考え て よ か ろ う . か > る 点 は 培養 の 成功 , 
動物 実験 の 可能 , 皮 内 反応 その 他 の 可能 性 の 検討 に よ つ 
て 吟味 し な けれ ば な ら な い 事 を 論 示 し た . 

ラン プル 毛虫 症 に ける 寄生 の 問題 

胆道 胆 井 寄生 の 問題 に つい て は 古く 内 藤 (1934) が 記 
載 し 吉田 (1953, 1954) も それ を 認め て いる . 又 Papke 
(1940) は katarrhalisch-spastische Form と katarrhalisch- 
eitrige Form に 分 け 後者 は 小腸 より よ 上行 性 の 胆道 腸 
電 内 寄生 に よる 二 次 的 炎症 を 意味 し て いる 事 を 記載 し 
た . その 他 胆 座 内 寄生 を 認め て いる 報告 も 多い が , 胆 座 
内 に 本 原虫 を 証明 し た 例 は 少な く Chariot, Westphal, 
Smithies, Calder (1935), 野木 (1952) と 数 える 位 し か 


て いる 点 
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な い . 私 は 偶々 検査 所 見 より 胆 訟 寄生 を 思わ し め た 一 症 
例 に つい て 胆 誰 別 出 を 実施 し , その 内 容 及び 病理 組織 学 
的 検索 を 詳 に 行い 第 1 編 に 記載 し た . 即ち 駆虫 後 4 週間 
を 経て 別 出 を 行 つ た も の で ある が , 外見 上 及び 胆汁 中 に 
も 本 原虫 は 認め 得 ず , 病理 組織 学 的 観察 で も 貝 体 寄生 で 
当然 され る 炎症 性 細胞 浸潤 , 浮腫 , 血管 の 変化 
等 は 認め な か つた . 此 等 の 点 か ら 十 二 指 腸 ブ メン デ 和 採取 法 
に よる B,C 胆汁 中 に 多数 の ラ 原 虫 排 江 が ある か ら と て , 
直ちに 胆 電 内 並び に 肝 内 胆管 寄生 を 取上げ る 事 は 早計 と 
考え ね ば な る まい 事 を 主張 し た . 即ち 胆 論 収 縮 剤 と し て 
の 注入 硫 苦 液 に よる 十二指腸 の 反射 的 映 動 元 進 の 為 に 粘 
膜 面 に 吸着 せる 体 が 上 皮 と 共に され て B,C 胆汁 
中 に 証明 され る 事 の 考慮 が 必要 で あろ うぅ. 此 等 の 考察 よ 
り 胆 道 及 び 胆 一 過 性 寄生 は あぁ る に し て る も 的 寄生 
は な いも の と 考え た い . 
ラン プル 虫 の 

1. 培養 に 関す る 文献 的 考察 

1859 年 Lambl に よ ょ つて 発見 され , 1915 年 Giardia 
lamblia Stiles と 学名 が 決定 され て 以来 , 臨床 例 に よ つ 
て その 病原 性 に つき 論議 され て は いる が , 本 原虫 の 培養 
に 関し て は 殆ど その 文献 を 見 な い . その 病原 性 が 確立 
せ ぬ 理由 の 根源 と し て 培養 の 不可 能 の 点 が 指摘 され うぅ 
る . この 点 に つい て 二 , 三 の 学 者 に より 検討 され て は い 
る が 明る い 見 通し は つい て いな か つた . 今 振 返っ つて 此 の 
培 差 の 問題 に つき 二 , 三 の 研 完 報 告 か ら 考 察 を 進め た い . 

ト 部 (1956) は ラ 原 虫 の 栄養 型 の 感染 の 可能 性 に つい 
て の 実験 と し て , Sonde に て 採取 し た 胆汁 内 栄養 型 の 外 
界 に 於 ける 抵抗 性 即ち 外界 で の 生存 期間 の 測定 を 行 つ て 
いる . その 結果 は 7~5°C で 大 部 分 は 1~ 2 時 間 で 死 減 
し , 数 時 間 了 乃至 9 時 間 で 消失 する . 13~14°C で は 2~ 
3 時 間 後 で 死滅 減少 し , 24 時 間 後 に は 消失 する . 18~ 
37°C で は 5~ 6 時間 後 で は さして 減少 せ ず , 30 時 間 後 
迄 生存 を 認め た も の も あつ た. 比 等 線 合 し て 見 る と 低温 
で は 生存 期間 が 短縮 し , 常温 で は ほ ゞ 24~30 時 間 の 生存 
を 示し て いる . 又 37°C の 5 倍 稀 釈 生理 食塩 水 及び 蒸溜 
水中 で 前 者 で 4 時間, 後者 で 6 時間 で , 又 10 倍 稀 
で は 前 者 で 8 時 間 , 後者 で 12 時 間 で 消失 し て いる . 又 著 
者 も 外界 に 於 ける 抵抗 性 の 実験 を 行い , 第 1 表 に 示す 如 
く 自 然 外 界 に 放置 し た BB 胆汁 中 に 於 て 7~23 時 間 で 中 体 
は 減少 し , 51 時 間 後 迄 生存 を 認め た . この 結果 は ト 部 の 
実験 結果 と 殆 と ど 一 致し , その 感染 に つい て 栄養 型 の 可 
能 性 を 言及 する 一 つの 根拠 と な りう る と 共に 培養 実 験 へ 
の 手 懸 り と な つた . 4 
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第 1 表 採取 胆汁 中 た に 於 ける ラ 原 虫 の 生存 期間 


a-Galle 
- - 


S-Gaile 


又 野 崎 (1956) の 培養 を 目的 と し た 培地 内 の 生存 に つ 

いて の 実験 で Balamuth 培地 (1946) 及び 浅見 (1952) 
の Trichomonas 培地 を 使用 し て Grardia muris の 生存 
を 観 穴 し て いる . Balamuth 培地 で は 6 ~ 8 時 間 で 中 体 
は 消失 し て いる . 浅見 の 培地 で pH 5.0~5.2 と し マウ 
ス の 恒 を も つて Precondition (Jacobs, 1947) し て 用 いた 
も の で は 4 日 間 に 豆 り 忠 体 の 運動 が 見 られ た . 此 の 実験 
は ト 部 の 外界 に 於 ける 抵抗 性 の 実験 と 比 し 種類 こそ 異な 
る が 培地 を 使用 し て 更に その 生存 を 引 延 ば し 得 た 結果 と 
な つて いる 

又 Behnke (1931) の 実験 で は ラ 原 虫 栄養 型 が 水 又は 
血清 中 で 80 時 間 生 存 し 得る と 述べ て いる . 

此 等 の 諸 実 験 の 如く 培養 を 目的 と し た も の は 少な く , 
栄養 型 の 感染 の 可能 性 を 実証 する 為 の 抵抗 性 実験 で ある 
も の が 多く , 純 培養 を 目的 と し た も の は 殆 ん ど 見 られ な 
い 現 状 で あり , その 培養 の 困難 さ を 物 語 つ て いる . 私 は 
此 の 病原 性 の 問題 に 直面 し , 純 培 差 の 可能 性 の 研究 の 必 
要 性 を 痛感 し , この 問題 と 取組 みや ゝ > みる べき 結果 を 得 
て 之 を 報告 し た . 

2. 培養 に 関す る 新知 見 

第 1 編 に 於 て ラン ブル 毛 虫 症 の 2 症例 に つい て 記載 
し その 病原 性 を 論じ た (荒木 , 1959). 併 し 征 ら 本 原虫 の 
純 培養 並び に 感染 実験 が 困難 な 事 よ り そ の 実験 的 裏付け 
な く 病 原 性 を 論ずる 事 は 結 諭 を 得 が た い . や は り 病 原 性 
の 探究 の 第 一 の 題 題 は 不可 能 と され て いる 本 原虫 の 純 培 
養 の 問題 で ある .・ こ の 培養 の 問題 こそ 病原 性 の 決定 に つ 
き 不 可 欠 の 点 で ある と 考え , 純 培 差 の 研究 に 着手 し た . 
即ち 先 の 野崎 (1956) や , 下部 (1956) の 実験 に 試案 を 
得 て 私 は 色々 の 液体 培地 を 工夫 試作 し , 又 ト リコ モー ナ 
ス の 培養 記 使 用 され る 浜田 (1953) の V-Bouillon に 着 
有 眼 し , それ を 応用 し その 成分 , 主として 豚 肝 臓 エ キス の 
濃度 並び に pH を 変え , 又 雑 苗 繁 殖 抑 制 の 為 に 用 いた 抗 
生 剤 の 組合 せ を 色々 と 変え て ラ 原 虫 の 栄養 型 の 培養 を 行 
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つた . 即ち 此 等 の 培地 を . Ls; 並び に 
Bouillon と 名 付け て 本 原 忠 の 培養 に 使用 し た . 


第 2 表 培地 し -Bouillon 組成 


水 100cc 100cc 100cc 100cc 100ce 
Polypepton 2.0g 
Cystein HCI 0.2g| 
Maltose 1.0gr 組成 た 同じ) 
NaCl 0.5 


Serum of Rabbit 15 & 


pH 6.4 6.4 6.4 
Penicillin Penicillin 
抗 生 剤 Strepto- Colimycin 


その 実験 結果 を 総括 する と 次 の 如く で ある . ち 先 づ 
本 原虫 寄生 の 腸管 内 pH を 考慮 し て その 培地 の pH の 
問題 に つい て 考察 し た . 培地 の pH 7.2 と 6.4 の Lz 
Bouillon と Ls-Bouillon と で は 6.4 の 方 が その 生存 期間 
が より 長く , や > 酸性 に 傾く 方 が 却 つ て ラ 原 虫 の 生存 に 
有利 な る 事 を 実証 し た . 次 いで その Bouillon 中 の 豚 肝 臓 
エキ ス の 濃度 に つい て 検討 し た . 水 100cc に 対し て 豚 肝 
臓 50g, 23g 並び に 15g と 三種 の Bouillon, Ls, L; 及 


び L:-Bouilon に つい て 観察 し た 所 , 第 3 表 の 如く Le . 


Bouillon に 於 て は 確 然 た る 差 を 以 っ て 11 日間 に 豆 る 
著 明 な 躍動 , 12 日 に る 運動 が 認め られ , 特に そ 
の 2 日 目 に て 顕著 な 分 増殖 像 を 認め た 点 本 
養 基 が 増殖 生存 の 可能 性 を 明示 し , 又 継 代 の 可能 性 が 考 
えら れる . 12 日 間 以 上 の 生存 に つい て は 雑菌 及び 真菌 類 
の 混入 繁殖 の 為 に 更に 長期 中 体 を 認め 得 な か つた も の で 
あぁ あつ て, 此 等 を 更に 考慮 する こと に より これ 以上 の 生存 
も 可能 な らし め る こと 必定 で ある . この 点 よ り L4-Bouil- 
lon に 示す 組成 が 本 原虫 の 生存 並び に 増殖 に 至 適 に し て 
上 且 有 利 な 条件 を 具備 し て いる 事 を 物語 る も の と 推論 す 
る . 更に 培地 内 使用 の 抗生 剤 に つい て る も 検討 し た . 特に 
Streptomycin と Colimycin と で は 貝 体 に 及ぼ す 明 確 な 
差異 は な か つた が , 前 者 Streptomycin 使用 の 方 が , 人 
体 腸管 内 に 生存 共 棲 せる 真菌 類 , 即ち Candida 属 或 は 
酵母 菌類 の 培養 基 内 混入 繁殖 を や > 助長 し , ラ 原 虫 の 生 
存 に 不利 な 影響 を 与え る 様 で あぁ つた . 

その 他 工 夫 試 作 し た Polytamin 培地 , ラー メル RR 堪 
地 , 両者 混合 培地 , 胆汁 培地 等 を 使用 し て 同じ く 原 虫 の 
生存 能力 を 観 穴 し た が , Polytamin 培地 に 於 て 48 時 間 迄 
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第 3 各 に ける 最高 生存 日 数 


生存 を 認め た 以外 は 既に 24 時 間 に て その 運動 は 認め られ 
ず , 至 適 な 培養 基 と は 云え な い . 

ト 部 の 実験 , 野崎 の 成績 と 比較 し て L:-Bouillon に 於 
ける 培養 が 造 か に 優れ て いる こと 必定 で あり , 野崎 の 培 
地内 で 4 日 間 し か 運動 を 認 あめ みな か つた が , Li-Bouillon 
に 於 て は 12 日 間 に 責 つて 著 明 な 運動 を 確認 し 得 た 点 , こ 
れ を 裏付け る 唯一 の 根拠 と 云え よう . 

3. 新知 見 と し て の 分 裂 増殖 像 に つい て (第 1 図 ) 

私 は L:-Bouillon を 使用 し て 12 日 間 の 長き に 豆 つ て 本 
原虫 の 培地 内 生存 を 確認 し 得 た 事 を 言及 し た が , この 塔 
地 が 果して 純 培 療 に 適し た 培養 基 と な り 得 る か の 問題 が 
ぁ る . 即ち この 培地 内 に 於 て 生存 の みな ら ず 増殖 し 得る 
か ゞ その 必要 条件 で あぁ る. 野崎 (1956) が 先 に 行 つ た 実験 
の 結果 で は 増殖 と 云う 点 は 全く 満 さ れ て いな い . 彼 は 生 
存 の み を 認め た に 過ぎ な い . 余 の 実験 結果 で は 第 2 編 に 
て 報告 供覧 し た 如く 明らか な 貝 体 の 分 裂 増殖 の 様相 を 把 
据 し 得 た 事 が , 今 迄 の 実験 より の 特に 大 な る 飛躍 と 云え 

この 分 裂 増殖 の 様相 は , 実験 に 使用 し た L-Bouillon 
, 2, Ls, 並び に Ls-Bouillon の すべ て の 
養 基 内 に 培養 後 2 乃至 4 日 目 に 之 を 確認 し て いる (第 2 
編 に て 報告 ). 

更に その 分 裂 に 関し て の 様相 を 位相 差 顕微 鏡 を 用 いて 
追 完 し , 時 間 の 経過 と 共に 二 縦 分 裂 を 行え る こと を 確認 
し , その 詳細 に つい て 観 鶴 検 討 し た . 

この 新知 見 は ラ 原 虫 の 培養 に 関す る 大 な る 飛躍 で ある 
と 共に , 純 培 療 を 可能 な らし め 得 る 新しい 事実 で あり , 
更に 継 代 培 養 並び に 動物 実験 の 可能 人 性 を 大 な らし め , 今 
後 の 本 原 忠 の 研究 に 大 い に 貢献 し 得る も の と 考え て い 


る . 


中 央 に くびれ を 生じ 心臓 型 を 量 す る 貝 体 


左右 が 更に 大き く 切 離さ きれ , ね ジ ぢ 切る 様 な 運動 を す 
る 
1 図 


分 増殖 
Chloroquine の ラン プル 虫 に 対す る 
作用 (in vitro 法 ) 

本 原 申 に に つい て L-Bouillon を 用 いて ほ ぶ ゞ 満足 な 培養 
結果 を 得 た . 即ち L:-Bouillon に て 長期 生存 せしめ 得 , 
上 且 著 明 な 分 裂 増殖 の 様相 を 観察 し 得 た 事 を 記載 し た . 私 
は この 事実 を 利用 し て Chloroquine の 本 原虫 に 及ぼ す 影 
を 観察 し た . 即ち 0.05%, 0.15% 及 び 0.25% の Chlo- 
roquine し 4-Bouillon を 作成 し , それ ぞ れ 培養 の 場合 と 同 
じ 方 法 に て 原虫 を 投入 し て その 運動 性 並び に 生存 能力 を 
観 宗 し た . その 実験 結果 と し て 対照 し -Bouillon が 著 明 
な 分 裂 像 及び 長期 生存 を 示す に 反し , Chloroquine L.- 
Bouillon で は 何れ の 濃度 の 培地 に て も 著 明 な 生存 抑制 が 
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認め らち られ , 48 時 間 以 上 の 生存 が 望め ず , 分 裂 像 も 勿論 認 
め ら れ な か つた 点 , Chloroquine の 臨床 効果 を 裏付け る 
根拠 と な り 得 る . 

ラン プル 虫 症 の 治療 

ラン ブル 毛 虫 症 に 対し て 多く の 報告 が あり, 特に 
Acrinamin (Atebrin) に よる 治験 例 の 報告 が 大 多数 を 占め 
て いる . その 他 Chloramphenicol を 投与 し て 治療 効果 を 
認め た 例 (今井 , 1958) , Trichomycin の 使用 治験 例 洲 野 , 
1959) 及び Tetracyclin 系 薬剤 (Achromycin) に て 症状 
軽快 し た 例 (津田 , 1958) の 報告 が ある . 私 の 症例 に つい 
て Sulfa 剤 , Chloramphenicol, Colimycin, Tetracyclin 
系 薬剤 (Achromycin) 及び Trichomycin を 使用 し て 症 
状 及 び 虫 体 の 消失 の 状態 を 観 祭 し た が , 著 効 は 認め られ 
な か つた . そこ で Chloroquine diphosphate (Resochin) 
の 使用 を 思い 立ち , これ に よ つ て 貝 体 の 消失 を 計り 得 た 
事 を 第 1 編 に 記述 し た (荒木 , 1 959) 更に Chloroquine 
の 効力 を 裏付け る 為 前 編 に て 述べ た 様 に 試験 管内 実験 を 
行 つ て その 効力 を 確信 し 得 た . 

この 一 連 し た 研究 より , Chloroquine 使用 に 対し て 1 
日 0.75g 3 回 分 服 10 日 間 持 続 内 服 が 最適 な る 事 を 論 示 実 
証し た . 

尚 Chloroqguine の 副作用 に つい て は Pilsbury & 
Jacobson (1954). Dubois (1956), Alving (1948), Miiller 
(1959), 石原 (1959), 木村 (1959), 辻 (1958) 等 の 
報告 が ぁ り , 胃腸 障害 や 皮膚 症状 ( 政 浴 症 や 紅斑 性 発疹 
等 ), 神経 症状 (耳鳴 , 耳 雑 音 , 上 財 量 , 頭痛 ), 不眠 並び 
に 眼 の 調節 障害 や 血液 像 変化 (白血球 減少 特に 題 粒 細胞 
の 減少 ) 毛 胡 福 色 並 脱毛 等 の 記載 は ある が 此 等 の 症状 は 
可逆 的 で あり , 殆 ん ど 投 薬 を 中 止 す る 必要 は 認め ず , 症 
状 強 けれ ば 投薬 量 の 減少 乃至 中 止 で 消失 する 事 を 述べ て 
いる . 本 剤 使用 に 際 し て 殆ど ど その 副作用 は 見 られ な か 

結 語 

以上 ラン ブル 綿毛 虫 症 に つい て 特に 病原 性 の 問題 を 取 
上 げ , 更に 胆 褒 寄生 の 問題 を 詳 に 検討 し た . その 病原 性 
に つい て は 臨床 所 見 の み に て 結論 は 得 が た く , 不可 能 と 
され て いる 本 原虫 栄養 型 の 純 培 養 を 思い 立ち これ と 取組 
ん だ . その 結果 L-Bouillon に て 長期 に 豆 つ て 試験 管内 
に て 生存 その 躍動 する の を 認め , 特に その 培地 内 に 於 て 
顕著 な 分 妥 増 殖 像 が 観 察 され , その 分 裂 の 様相 を 追究 し 
た . これ は 明らか に 本 培地 が ララ 原虫 の 生存 及び その 増殖 
に 至 適 な る 事 を 論 示 し , 純 培養 及び 継 代 培 養 ひ いて は 感 
染 実 験 の 可能 性 に 大 い に 買 献 す る 事 を 強調 し た . 引 続 い 
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て 本 症 の 治療 に つい て 概況 を 述べ , 臨床 的 並び に 基礎 的 
実験 を 行 つ て Chloroqguine が 本 症 に 有効 な る 事 を 実証 し 

本 論文 の 要 堅 は 第 26 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 並び に 第 
12 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 大 会 に て 発表 し た . 

稿 を 終る に 臨み 終始 御 乃 篤 な る 御 指 導 , 御 校 関 を 賜っ 
た 岩田 和 , 中 村 助教 授 に 深 基 な る 謝意 を 表し 
ます . 叉 研究 に際し 御 助 言 下 さ つ た 本 学内 科学 教室 の 各 
位 並 びに 微生物 学 教 鹿 の 各位 に 心 よ り 感謝 の 意 を 表し ま 
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STUDIES ON GIARDIASIS 
lll. ON THE EFFECT OF CHLOROQUINE ON GIARDIA LAMBLIA 
IV. GENERAL SUMMARY 


TsUNEj! ARAKI 
(Departiment of Internal Medicine, Osaka Medical College, Takatsuki, Jaban) 


In a previous paper it was shown that Giardia lamblia survived in L:-Bouillon medium for 
a long period of time, and during that period their reproduction and multiplication was recognized. 
On the basis of this result, in the third report the effect of chloroquine diphosphate on Giardia: 
lambia was studied tin vitro. G. lamblia which was put into L-Bouillon containing 0.05%, 0.15% 
and 0.25% of chloroquine respectively, died of this chemical and showed no reproduction. This 
result may be taken to indicate that chloroquine has an curative value clinically. It may be given 
as a conclusion that a patient of giardiasis should be taken 750 mg of chloroquine three times a 
day, continued for 10 days. 

In the fourth report a general consideration was made on earlier three papers of this series. 
First of all, the pathogenesis of G. lamblia were examined, and then the parasitism in the gall- 
bladder in detail. Because it is so difficult to reach a conclusion on the problem of pathogenesis 


from only the clinical point of view, the pure cultivation of vegetative form was conducted 7 


vtro. In modified Li:-Bouillon medium the vegetative form survived actively for a long period of 
time and showed remarkable reproduction and multiplication. This apparently indicates that this 
culture medium is best suited for the survival and muitiplication of G. lamblia. This, moreover, 
makes a contribution to studying the pure and successive cultivation 2 vstro, the infection experiment 
and the immune reaction of the parasite. In addition, therapeutics of giardiasis were outilined 
and the results of clinical and biological experiment indicated that chloroquine has a curative effect 


on giardiasis. 
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小宮 義孝 


小林 昭夫 


Pyrvinium pamoate は 最近 米国 パー ク ・ デ ービス 社 に 
お いて 新 ら た に 合成 され た 化合 物 で , 第 1 図 の ご と き 構 
造 式 を 有 し , 睦 虫 駆除 効果 が きわ め て た か いと いわ れる 
新 駆 虫 剤 で ある . 

本 剤 は 感光 色素 の 一 種 と し て 知ら れ て いた チア ニン 色 
素 の 系 統 に 属し , 赤色 乃至 深紅 色 の 粉末 状 を 量 し , クロ ョ 
y» フォ ルム , 無水 エタ ノー ル , dimethylformamide に は 僅 
か に 深 け る が 水 に は 不 深 で ある た め , これ の 内 服 時 に は 
腸管 か ら は ほとん ど 吸 収 さ れず , た め に 毒性 は きわ め て 
低い と いう 

Pyrvinium 製剤 は , 当初 Pyrvinium chloride の 形 と 
し て 合成 され , 試験 に 供 さ れ た が , その 後 こ れ の 駆虫 効 
カカ を お と すこ と な く , 考 性 を より 一 層 減 し , か つ 茸 味 な 
く 容 易 に 服用 し うる 形 の も の と し て Pyrvinium pamoate 
剤 が 作製 され , 米国 内 に お いて は 既に 市 販 さ れる まで に 
いた つて いる . 

Pyrvinium pamoate 剤 の 標準 投与 量 は , pyrvinium 
base と し て 体重 1kg 当り 5mg と な つて いる が , Beck, 


Pyrvinium pamoate (Poquil) に ょ る 
の 集団 駆虫 成績 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 35 年 7 月 9 日 受領 ) 
特 載 


Css N; O; = 1151.36 


小川 初 三 由 


Ross, Bumbalo 等 の 成績 堪 に よれ ば , これ の 1 回 投与 で 
100 % の 卵 陰 転 を み , し か も 副作用 は ほとん ど み られ な 
いと いわ れる . 

私 た ち は 今 回 三共 株 式 会 社 よ り 本 剤 の 供与 を うけ , こ 
れ を 用 いて 凌 虫 の 集団 駆除 試験 を 行う 機会 を えた の で , 
その 成績 に つい て 報告 する . 

供 試薬 品 と 試験 方 法 

1) 供 試薬 品 : ペー ク ・ デ ービス 社 製 , 三共 株 式 会 社 
提供 に よる Pyrvinium pamoate の カプ セル 剤 (CS-72- 
1) お よび 懸 濁 液 剤 (CS-72-2). カプ セル 剤 は , その カ 
プ セ ル 中 に 深紅 色 の 同 剤 粉末 が 充 才 さ れ , 主として 成人 


用 と し て 作製 され た も の で ある が , その ユ 1 カプセル 中 に 


は Pyrvinium base と し て で 100mg が 含有 され て いる . 
また 懸 濁 液 剤 は , 深紅 色 液 状 を 量 し , 適度 の 芳香 と 甘味 
を 有する た め , 主として 小児 用 と し て 用 いら れる も の で 
あぁ あり, その 1cc 中 に pyrv. base と し て 10mg を 含有 す 
る 製剤 で ある . 

2) 被 検 者 : カプ セル 剤 の 投与 対象 と し て は , 東京 都 


第 1 図 Pyrvinium pamoate の 構造 式 


誕 未 発表 症例 報告 (ペー タ ・ デ ービス ヌス 社 , 三共 株 式 会 社 ペ ン フ レッ ト に よ ょ る) 
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世田谷 区 世田谷 住宅 家族 中 , 陽性 者 49 名 (年 
令 分 布 : 8 ~74 歳 ) を , ま た 懸 濁 液剤 投与 対象 に は , 同 上 
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住宅 家族 中 の 8 歳 未 満 の 陽性 児童 35 名 と , 東京 都 文 京 区 


根津 小学 校生 徒 1~ 6 年 生 中 の 陽性 者 41 名 を 撰 定 し た -. 


3) 馬 虫 剤 の 投与 : 薬剤 使用 説明 書 の 指示 に し た が い 
ほ ぶ 前 記 標 準 量 一 pyrv. base と し て 5 mg/kg・ 1 回 投与 
と し た . 

すなわち 懸 濁 液剤 投与 の 場合 は , 小学 生 に つい て は 。, 
各 学 年 ご ど と に その 平均 体重 に より , 1~ 2 年 生 : 10cc, 
3 ~ 4 年 生 : 13cc, 5 ~ 6 年生 : 15cc の 割 に 与え , 学 令 
期 前 の 小児 に つい て は , 個々 体重 ご と に その 投与 量 を き 
め た . また 成人 な ら び に 年 長 小児 に カプ セル 剤 投与 の 場 
合 は , 体重 20kg に つき 1 ヵ プ セル (100mg) と し , 10 
kg を 増す ご と に 半 カ ヵ カプセル づ ・* ゝ を 増量 し て これ を 与え 
た . し た が つて 体重 20kg : 1 カプ セル , 同 30kg : 1.5 
カプ セル , 同 40kg : 2 カプ セル の ご と く で あつ た . 

投薬 は 昭和 34 年 12 月 (根津 小学 校生 徒 ) と 昭和 35 年 3 
月 (区 察 住宅 家族 ) と に 各 こ れ を お こなつ た . 投薬 時 刻 
は 午前 11 時 ご ろか ら 正 午 ま で の 間 と し , 朝食 は を つう に 
と ら せ , 食 は 駆虫 剤 投与 約 1~ 3 時間 後に と ら せ 
た . な お 前 後 下 剤 の 投与 等 の 特別 の 措置 は 全く と つて い 
な い . 

4) 検査 の 方 法 と 時 期 : 前 検査 は ウス イ 式 睦 虫 検査 セ 
ョ ファ ン 1 回 検査 と し た . 後 検査 は 駆虫 剤 投与 後 2 週 目 
か ら 同 上 検査 セ セ ョ ファ ン に より 3 回 また は 7 回 お こなつ 
た 

5) 駆虫 効果 の 判定 : 上 記 3 回 また は 7 回 の 後 検査 に 
より , 全 検 査 回 と も すべ て 中 卵 陰 性 の も の を 以 て 陰 転 者 
と みな し (と くに 7 回 検査 の 結果 を 重視 ), 服用 者 数 に 
対す る これ の 百分比 を も つて 岬 陰 転 率 と し た . 

6) 副作用 の 調査 : 副作用 の 調査 は 著者 ら 自 身 が 直接 


| 本 人 か ら の 開き と り に より 行っ つた. 調査 項目 は 厚生 省 の 
一 作用 調査 基準 を 参考 と し た が , その 発現 程度 に つい て 
′ は 軽症 と 慌 床 に いた る 程度 の 2 種 と し た . 


成 

1. 駆虫 効果 

a カプ セル 剤 : 服薬 者 49 名 に つき 後 検査 7 回 に よ ょ る 
陰 転 者 は 46 名 , 陰 転 率 は 93.9% で あぁ つた. また 後 検査 3 
回 に よ ょ る 結果 も これ と 全く 同一 で あぁ つた. 

b. 懸 液 剤 : 宅 の 小児 服薬 者 35 名 に つき 栓 
査 7 回 の 結果 で は , 陰 転 者 31 名 、 陰 転 率 は 88.6% で あつ 
た . た ゞ し 同上 被 検 者 に つき 3 回 検査 の 結果 で は , 陰 転 
者 は 32 名 ( 陰 転 率 91.4%) と な り , 7 回 検査 時 より も 1 
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名 だ け 陰 転 者 が 多く し め さ れ た . 
また 3 回 の 後 検査 の 結果 より 陰 転 率 を も と め た 根津 小 
学校 生徒 の 場合 は . 服薬 者 41 名 中 37 名 の 陰 転 , 陰 転 率 
90.2% で あり , この 結果 は 上 記 融 察 住宅 小児 に つい て の 
それ と 一 致し た 結果 を し めし て いる (第 1 表 ). 
第 1 表 Pyrvinium pamoate の 暁 虫 駆虫 効果 
(5 mg/kg, 1 回 投与 ) 
カプ セル 


後 検査 3 回 "7 回 
陰 転 者 陰 転 率 陰 転 者 陰 転 率 
住宅 家族 49 46 93.9 46 


対 象 服用 者 


懸 濁 液剤 


後 検査 3 回 7 が 7 回 
陰 転 者 陰 転 率 陰 転 者 陰 転 率 
住宅 家族 35 32 91:4% 31 88.6% 


対 服用 者 


根津 小学 校生 徒 41 -.90:2% 

2. 副作用 
a. カプ セル 剤 : 被 検 者 49 名 に つき 副作用 発現 者 は 全 


b. _ 懸 濁 液 剤 : 殴 察 住宅 小児 に つい て は , 被 検 者 35 名 
中 わずか 2 名 (6 %) に 悪心 , 嘱 吐 等 が , また 根津 小学 
校生 徒 41 名 に つい て は , うち 6 名 (15%) に 悪心 , 嘱 吐 , 
頭痛 , 腹痛 等 を 訴え る も の が あつ た が , その 全部 が きわ 
め て 軽症 , 一 過 性 で あり , その 発現 も 投薬 後 約 30 分 以内 に 
み ら れ 1 ~ 2 時間 以 内 に 消 退 を みた こと か ら , これ を 朱 
剤 に よる 真 の 副作用 と 考え る より も 一 種 の 薬剤 過敏 症 に 

第 2 表 Pyrvinium pamoate 投与 時 の 副作用 

カプ セル 痢 


検 対象 人 者 数 百分比 者 数 


警察 住宅 家 枚 49 0 0% 0 


懸 液剤 


検 対象 人 員 発現 者 数 百分比 者 数 


住宅 家族 35 2* 6% 0 
根津 小学 校生 徒 41 6** 15% 0 
計 76 8 1% 


副作用 内 訳 * 頭痛 ・ 貴 吐 1, 悪心 1. 
** 悪心 3, 頭痛 1, 嘱 吐 1, 腹痛 1. 
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よる も の と 見 條 し た 方 が 妥当 で ある と 考え られ る . な お 
嘱 吐 を みた 2 例 に つい て も , その うち の 1 名 は 投薬 前 か 
ら 感 置 に 箕 患 し て いた 小児 で あり , 他 の 1 例 は , 本 剤 に 
限ら ず ー 般 普通 薬 内 服 の 場合 で も 平常 その 内 服 が きわ め 
て 困難 で 々 を 来 す 神経 過 症 に ある 小児 で あぁ つた 
(第 2 表 ). 

者 

Pyrvinium 剤 は 第 二 次 世 界 大 戦中 , 米国 に お いて 抗 フ 
ィ ラ リア 剤 探索 の 一 連 の 研究 計画 に 関連 し て 1946 年 , イ 
ー ス トマ ン ・ コ ダ ツ ク 社 の Lare & Brooker に よ ょ つて 作 
製 さ れ た も の で ある が , 本 剤 (チア ニン 色素 提 715, 別 
名 Pyrrovinyquinium chloride) が た また ま の 
除 に きわ め て 有効 で ある こ と が 発見 され て か ら (Weston 
et al , 1953), これ を 用 いて の 人 凌 虫 症 の 治療 試験 の 
成績 が 相次い で 発表 され る に いた つた (Royer, 1956 ; 
Sawitz et al., 1956 ; Bumbalo et al., 1958 ; Beck et al., 
1959) . その 結果 は , 1 日 Pyrvinium base と し て アプ ェ = キ 
ョ 0.5~2.0mg の 量 を 6 ~7 日 間 連 用 する こと に よっ つ 
て . いずれ も ほ ぐ ゞ 100% に 達する 陰 転 効果 を みとめ , し 
か も 副作用 は 殆ど な く , あつ て も きわ め て 軽微 で ぁ つ 
し か し その 後 , 能 虫 効果 を 減ずる こと な く , これ より 
も 一 層 毒 性 を 少く し , か つ 苦 味 を な くし て 服用 を 容易 に 
し た 形 と し て Pyrvinium pamoate 剤 が 合成 され た . 

Pyrvinium pamoate 剤 は , は じ め Beck, Royer, Mil-. 
ler 等 に よ つ て pyrvinium base と し て プロ キロ 1 日 1.5 
へ ~5mg を 3~7 日 間 投 与 に より 試験 され た が , 投与 開始 
後 1~ 2 日 で 大 多数 の 症例 で 虫 卵 の 陰 転 が みとめ られ , 
また 副作用 も 殆ど な か つた こと か ら , その 後 プ ロキ ョ 
5 mg・1 回 投与 に よ つ て 充分 に 目的 を 達し うる も の と 考 
えら れる よう に な つた 庄 2. 

Beck et al. (1959) は , Pyrv. pamoate を 用 い , これ 
の 5 mg/kg, 1 回 屯 用 に より 96 % の 陰 転 を あげ えた と 
し て お り , その 後 さ ら に Beck, Ross, Bumbalo 等 に よ 
る 同一 薬 量 の 1 回 屯 用 に よる 追加 試験 成績 で は , いずれ 
も 100% の 陰 転 率 を 収め えた と いう 庄 3. 

著者 ら の 成績 で も , カプ セル 剤 , 懸 濁 液 剤 と も に 約 90 
% の 高い 陰 転 素 が し め さ れ た が , この 結果 は 上 記 諸 家 に 
よる それ と ほど 一 教 す る . 

な お 陰 転 率 そ の も の の 値 は , 著者 ら の 成績 に よれ ば 服 
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薬 後 2 週 目 か ら 3 回 検査 の 結果 と 7 回 検査 の 結果 と は ほ 
と ん ど 同 一 で あつ た の で , 本 剤 に よる 集団 駆虫 時 の 後 検 
査 と し て は , 3 回 の 検査 で ほ ゞ 満足 され うる も の と 考え 
られ る が , 後 検査 の 時 期 に つい て は , 由 虫 後に お ける 之 
日 的 な 忠 卵 陰 転 状況 (Beck et al., 1959) か ら , 服用 後 
少な く と も 1 週 以 後 , 2 週 前 後 と する の が 妥当 で ある よ 
う で ある . 

本 剤 投与 時 の 副作用 に つい て は , 先 に も の べた ご と く 
懸 濁 液剤 服用 者 に お いて 平均 11% に 悪心 その 他 が み ら れ 
た が , それ が きわ め て 軽症 , 一 過 性 で あつ た こと ゃ , 成 
人 また は 年 長 児 に 対し て 行 つ た カプ セル 剤 投与 時 に 一作 
用 発現 者 が 全く み ら れ な か つた こと を 考え あわ せる と 
これ ら の 児童 が 一 種 の 薬剤 過敏 症 に あつ た > め と 考え ら 
れる が , 米国 に お ける 成績 填 # に つい て みて も, 副作用 
は いち じ る し く 少 く , 5mg/kg, 1 回 投与 に よる 計 250 
例 中 副作用 は 僅か 12 例 ( 約 5 %) に 悪心 , 嘱 吐 が み ら 
れ た に すぎ な か つた と いわ れ , その 副作用 発現 機 庁 に たつ 
いて も , それ が 小児 に 民 々 み ら れ る 薬剤 過敏 症 の た め に 


"よる の で は な いか と 推定 され て いる . 


ちな み に 本 剤 に よる 動物 に 対す る 毒性 試験 の 結果 で は 
マウ ス に 対し て 50~300mg/kg を 1 回 経口 投与 し た 場 
合 , 投与 後 30 分 ~ 1 時 間 に わ ず か な 運動 抑制 現象 が み ら 
れ た が , 1 時 間 後 に は 旧 に 復 し , その 後 異常 は みとめ ら 
れ な か つた と いう 詩 5. 

た さぶ 本 剤 は 本 来 そ れ が 色素 剤 で ある た め , 服用 後 大 便 
が 赤色 に そま る の で 下着 を 汚す こと が あり , また これ の 
服用 時 に も , と くに 懸 濁 液 剤 の 場合 に は , 誤っ つて 衣服 を 
赤 染 し た りす る こと が ある の で , これ に 対す る 注意 を 了 予 
じ め ゅ 服薬 者 に 与え て お く こ と が 必要 で あろ うら. 

さて 潜 忠 の 駆除 剤 と し て は , 現在 で は も つ ぱ ら ピ ペラ 
ジン 製剤 が 用 いら れ て お り , その 民 虫 効力 に つい て は 
高く 評価 され て いる . し か し 同 剤 は , その 効果 を 充分 に 
発揮 せしめ る た め に は , 少く と も 2. 日間 の 連用 , 一 般 に 
は 約 7 日 間 の 服用 が 必要 で ある と され て いる . か つて 著 
者 ら の 1 人 小川 (1959, 1960) も ピ ペ ラ ジン 製剤 を 用 いて 
試験 する と ころ が あつ た が , その 成績 に よれ ば , ピ ペ ラ 
ジン ・ ハ イド レー ト 換 算 1 日 50~75mg/kg・ 7 日 間 連 続 
投与 時 の 陰 転 率 は 84~81% ( 後 検査 7 回 ) で あぁ り , 同 
100~150mg/kg・ 2 日 間 投 与 時 の それ は 859% ( 後 検査 7 
回 推定 値 ) で あぁ つ た . 


その 一 般 名 を Pyrvinium chloride と た . 


誕 2,3,4 未 発表 症例 報告 一 三共 株 式 会 社 ペ マン ソフ レッ ト に よる 
許 5 ペー ク ・ デ ービス 社 研究 所 デー ター 三共 株 式 会 社 ペ マン ソ フ レッ ト に よる 
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Pyrvinium pamoate 剤 は , ピ ペ マラ ジ ン 製 剤 と 比較 し て , 
その 必要 有効 薬 量 だ が は る か に 少な く , し た が つて 服用 が 
容易 で あり , し か も 馬 虫 効果 は これ の 1 回 の 市 用 に ょ つ 
て ピ ペ ラ ジン 製剤 の 連用 時 の それ と 少な く と る も 同等 か , 
ある い は それ 以上 で ある と 考え られ る 点 は , 半 中 駆除 剤 
と し て の 本 剤 の 優秀 性 を 保証 する も の で あり , その 一 作 
用 も ほとん ど 考 慮 する に 足ら な い 程 度 の も の で あつ た こ 
と > に より , 本 剤 は 従来 求め て な か な か に 得 ら れ な か つ 
た 凌 中 の 集団 駆除 剤 と し て , その し め る 意 議 は 大 で あ 
る 

Pyrvinium pamoate (Poquil) の カプ セル 剤 と 懸 濁 液剤 
と に よる 時 中 集団 駆虫 試験 を 実施 し , 以下 の 結果 を えた . 
両 剤 と も Pyrvinium base 換算 5 mg/kg・1 回 投与 と し , 
投与 後 2 週 目 より 7 回 の 検査 結果 で は , カプ セル 剤 93.9 
9%, 懸 濁 液 剤 88.6% の きわ め て 高い 陰 転 率 が えら れ た . 
副作用 は , カプ セル 剤 投与 群 に お いて は 全く み ら れ ず , 
懸 濁 液剤 投与 格 に つい て は , その 11% に 軽度 の 悪心 その 
他 の 症状 が み ら れ た が , これ ら の 症状 は , 薬剤 に 対す る 
小児 の 過敏 症 に も と ずく も の と 判断 され た . 

以上 の ご と く Pyrvinium pamoate (Poqguil) は , その 
投与 方 法 が きわ め て 簡易 で 服用 が 容易 で ある に も か > わ 
ら ず , 駆虫 効果 が いち し じ る し く 高 く ) し か も 副作用 が 少 
な い 点 で 上 革 和 中 の 集団 駆除 剤 と し て 有望 で ある こと を 説い 


終り た に Pyrvinium pamoate 剤 を 提供 され を た 三共 株 式 


会 社 


な ら び に ウス ネイ 式 検査 セロ ファン を 供与 され 


た 丸和 製薬 株 式 会 社 に 深謝 する . 本 研究 の 要覧 は 第 29 回 
日 本 寄生 虫 学会 総会 (昭和 35 年 6 月 ) た ぉ いて 発表 し た . 
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誕 集団 駆虫 章 と し て , ひろ る ろく と れ を 用 いる 場合 に は , その 価格 が 低 摩 で ある と と を 必要 と する が , 本 剤 の 将来 
国内 た に ける 販売 価格 等 に つい て は 未だ 明らか で な い . 
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MASS-TREATMENT OF OXYURIASIS WITH PYRVINIUM 
PAMOATE (POQUIL) 


YOSHITAKA KOMIYA, AkIo KOBAYASHI, HATSUE 
OGAWA & MirsuyosHl KUMADA 
(Depariment of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


Results of mass-treatment of enterobiasis with Pyrvinium pamoate (Poquil) are described. 


Two different forms of the compound, capsule and syrup, were given to the patients harbouring 


pinworms in a single dose of 5mg per kg of body weight. Two weeks after treatment, negative 


swabs for seven consecutive days were chosen as the criterion of cure. 

The cure rates obtained with Pyrvinium pamoate in the respective forms were 93.9% (46 
out of 49) with the capsule form drug, and 88.3% (31 out of 35) with the syrup form one. 

Both forms of the drug were well accepted and torelated, and no untoward reactions were 
encountered in the great majority of the patients (117 out of 125), except for a few children (8 
out of 125) who complained some slight symptoms such as nausea, headache, vomiting or stomach 
ache. 

Above the results indicate that Pyrvinium pamoate (Poquil) in a single dose of 5 mg/kg is 


a satisfying drug for the mass-treatment of oxyuriasis. 


/ 
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Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1941) に 関す る 研究 
(1) 雌雄 の 形態 
伊藤 康夫 


大 阪 医科 大 学 病 学 教室 (指導 田部 授 ) 
(昭和 35 年 7 月 19 日 受領 ) 


特 別 掲載 


言 

1928 年 Cort に よ つ て 鳥類 住 血 吸 虫 cercaria が 人 の 
皮膚 を 侵 て 発疹 性 皮膚 炎 を 基 する 事実 が 明らか に 
され て 以来 , 欧米 基 の 他 各 地方 で 各種 の 皮膚 炎 起 生 人 性 の 
鳥類 住 血 吸 虫 の 種類 が 明らか に され て 来 た . 

我が国 に て は , 1948 年 田部 教授 が の 病 源 体 と 
し て 棟 鳥 住 血 吸 虫 Gigantobilharzia sturniae (Tanabe, 
1948) を 発見 し て 以来 , 鳥類 住 血 吸 虫 の 人 体 に 対す る 病 
源 性 が 重要 視 さ れる に 至 つ た . 次 で 島根 県 隠岐 , 其 の 他 
の 地方 に て 鳥 住 血 吸 中 みな ら ず , Trichobilharzia 
Physellae, (小田 , 1958 a, b; 田部 , 1958, 田中 , 1959) 
Trichobilharzia ocellata (田部 , 1958 : 小田 , 1958 a, 
b: 田部 ら , 1958) 等 の 鳥類 住 血 吸虫 が 等 し く 水 田 皮 膚 
炎 の 病 源 体 と し て 明らか に され る に 至 つ た . 従 つ て 鳥類 
住 血 吸 虫 に 対す る 医学 的 関心 が 一 層 深 め ら れ て 来 た 現況 
で ある 

我が国 に 於 て 純 動 物 学 的 に 知ら れ て いる 鳥類 住 血 吸 中 
は , 1941 年 , 山口 (Yamaguti, 1941) に より 記載 され た 
Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1941) 及び Ornitho- 
bilharzia emberizae Yamaguti, 1941 で あぁ ある. これ ら は 
成虫 並び に 発育 史 に つい て 知見 は 極め て 乏しく, 病 源 性 
の 有無 も 未だ 不明 の 段階 で ある . 

Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1941) は , 1941 年 
山口 (1941) に より 滋賀 県 野 州 の ハンシン ボソ カラ メス Corvus 
crone corone L し . の 腸 間 膜 静 豚 内 か ら 発 見 され Psexudo 
bilharziella corvz と し て 記載 発表 され た 鳥類 住 血 吸 中 で 
1945 年 Mc Mullen and Beaver(1945) に よっ つ て Tricho- 
ilharzia torvi (Yamaguti, 1941)——- 以 下 と 牙 
すす ーー と 分 類 さ れ た . 山口 は 当時 2 令 の 雄 成 虫 を 認め た 
の み に 止 まり , 雌 成 虫 及び 卵子 は 発見 され る に 至ら な か 
つた . 紫 の 吸虫 に つい て は , 基 の 後田 部 ・ 小 田 (1952) が 
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棟 鳥 住 血 吸 虫 の 研究 の 道程 に 於 て , 1951 年 山梨 県 の へ 溢 
ボン ソ カ ラス 及び 広島 県 の ムク トリ Spodiopsar cineraceu 
(Temminck) に 数 令 の 成 得 , 1952 
滋賀 県 の ムク トリ に 初め て corvz の 雌雄 成虫 ( 
中 9 , 成 虫 8 ) 及び 卵子 を 見 出し た . 此 の 成 
は , 山口 (1941) が 尻 屋 崎 の ノジコ ュ Emberiza sulbhu 
ata Temm and Schl. より 得 た Ornithobilharzia 
rizae Yamaguti, 1941—— 以 下 0O. emberizar と 
と 酷似 する 体制 を 有 し 当 時 “ O. emberizae は T. 
の 雌性 で は な いか ” と の 問題 が 提起 され た が , 末 だ 旭 
ラス に 雌雄 成虫 の 同棲 寄生 を 認め 得 な い の で , 発見 者 卓 府 
ロ (1958) は 此 の 問題 に 疑義 を 残し , 別種 と し て 記載 恒 
田部 小田 の 見 解 に つい て は 未 解決 の まま で あぁ る . 共 @ 
他 に つい て は , その に つい て 伊藤 ら (1959y 
の 簡単 な 記載 を 見 る の み で ある . 

私 は 田部 教授 指導 の も と に , corvz に 関す る 研究 細 
従事 し , その 発育 史 の 究明 の た め に は , 成虫 の 雌雄 の 問 語 
題 の 解決 を 必須 の 先決 問題 と 考え , カラ ス に 於 ける 座 
corvi の 成虫 の 形態 , 生態 及び 発育 過程 に 関す る 研究 災 

研究 材料 及び 研究 方 法 

研究 材料 : 1955 年 以来 滋賀 県 近江 町 , 能 券 川町 , 生ま 
市 , 日 野 町 , 山梨 県 双葉 町 , 及び 兵庫 県 姫路 市 周辺 に 夫 評 
て 捕獲 し た カラ ス 188 羽 (ハシ ボソ カラス 180 羽 , ^ 溢 
プ ト カ ラス Corvus coronoides hondoensis Momiyama 
8 羽 ), ムク トリ 46 羽 , スズメ Passer montanus satura : 
tus Pie 305 羽 に つい て 検索 し た . 

完 方 法 : 上 記 各 鳥 の 腸 壁 及び 腸 間 膜 静 膝 内 に 見 出 呈 
es を 血管 より 分 離 検索 し た . 成虫 は 宿主 の 血管 の 直 
行 に 沿 つ て , その 腸管 の 走行 を 容易 に 透 見 し 得る . 成 筐 
は カラ ス か ら の み 分 離し 得 た . 
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Fig. 1 Fig. 4 


Fig. 1~5 成虫 鏡 写 

Fig. 1 虫 全 形 , 腹 側面 10x10 

F 所 . 2 前端 部 ょ り 抱 雌 溝 前 端 部 まで , 口 吸盤 , 腹 吸 
, 腸 岐 及 び 結 合 部 , 精 陰茎 認 む 
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"Fig. 5 
腹 側面 10x10 
抱 雌 溝部 10x10 
後 端 部 10x10 
丸 部 10x10 
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Fig. 3 
Fig. 4 
Fig. 5 ; 


Fig. 9 


Fig. 6~11 成 顕微鏡 写真 る ), 卵黄 管 及び を 認め る . 10x10 
Fig. 6 成 全 形 . 腹 側面 10x10 Fig. 9 腸 結 合 部 前 部 , 腹 側面 , 卵巣 , 受精 卵 
Fig. 7 前 部 側面 , 食道 , 腸 分 岐 部 , 腹 吸盤 , 子宮 を 管 及 び 卵 黄 巣 を 認め る . 10x10 

認め る . 10x10 Fig.10 卵 10x40 
Fig. 8 前 端 部 , 腹 側面 、 卵 形成 腕 (受精 卵 を 容れ Fig.11 体 後 端 部 10x10 
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Fig.12~17 雌雄 成虫 模型 図 


Fig.12 
Fig.13 
Fig.14 
Fig.15 
Fig.16 
Fig.17 


成 虫 全 形 腹 側面 図 
雌 成 虫 全 形 , 腹 側面 図 

成 生殖 , 腹 側面 図 

雌 成 虫 子宮 及び 卵 形成 腔 側面 図 
雌 成 下 腸 結合 部 前 部 , 腹 側面 図 
Fig.16 の 側面 図 , 右側 ょ り 左 側 


腹 吸盤 c.p…… 陰 茎 d…… 輪 精 e… 
黄 v.d.…… 卵 黄 
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成虫 の 観 祭 は , 殆ど 分 離 直後 の 新鮮 標本 に より , 其 
の 他 109%6 Formalin 液 , 或 は Schaudin 氏 液 固定 標本 に 
よ つ た . 観察 数 は , 完全 な る 由 , 雄 成 15 令 成 
7 隻 及び 断片 若干 数 で あぁ る. 

研究 成績 

1) corvz の 成 形態 

体形 は 細長 に し て 頭 星 両 端 は 鈍 円 形 を 量 し , 前 後面 に 
や や 選 平 を な す 糸 状 で ある . 

体長 6 ~17mm, 最大 体 幅 は 抱 雌 溝部 に 於 て 0.26~ 
0.32mm, 腸 分 岐 部 及び 腸 結 合 部 に 於 て や や 狭小 と な り , 
体 表 は 平滑 に し て 隷 を 有 せ ず (Fig. 1, 12). 

唱 吸 盤 は 体 の 前 端 部 に あり , 直径 0.095~0.17mm 円 
形 を 呈し 腹 側 に 軽度 の 傾斜 を 示す . 

咽頭 な く , 食道 は 口 吸 盤 の 直後 部 より 発し , 長 さ 
0.24~0.56mm で , 腹 吸盤 の や や 前 方 部 で 腸管 に 移行 す 
る . 

腸 は 食道 下端 部 , 腹 吸盤 の 前 方 0.3~0.47mm の 部 に 
て 2 条 に 分 岐 し , 腹 吸盤 の 後方 0.09~0.37mm の 部 , 
精 栓 直前 部 に 於 て 再び 1 条 に 結合 し て , 以下 体 の 中 央 野 
を 逮 曲 走 行 し て 府 丸 前 端 部 . 体 の 前 端 よ り 1.96~4.0mm 
の 部 に 於 て 左折 , 体 の 左 縁 を 1.1~1.9mm 後 走 し て 後 , 
急 に 屈曲 し , 体 の 右 縁 に 沿 つ て 体 の 尾 端 に 至る (Fig.12). 
腹 吸 は 円 形 で , 直径 0.1~0.22mm, その 中 心 は 


第 1 表 Trichobilharzta corvt (Yamaguti, 


分 岐 せ る 腸管 の 略 中 央 部 , 体 の 前 端 部 より 0.71~1.0mm 
の 距離 に 位置 する . 

は 球形 乃至 形 を し , 最大 径 は 0.07~0.24 
mm 数 は 128~172 を 人 算 し , 抱 雌 溝 の 後 端 部 , 体 前 端 部 
より 1.96~4.0mm の 部 より , 体 後 端 部 まで , 級 密 に 
2~ 3 列 に 並列 し , 体 の 後方 約 を 占め , 腸管 を 
1 側 に 圧 排 し て 存在 する (Fig. 5, 12). 

輪 精 管 は 誤 丸 の 前 端 部 か ら 起 り , 細管 と な つて 体 の 中 
央 野 を 軽度 の 入 曲 を 呈し て 前 走 し 、 精 褒 の 後 端 部 に 入る 
(Fig. 14). 

精 埋 は 乏 曲 蛇行 を 示し , 腸 結 合 部 の 直後 部 に 於 て 腸管 
の 右 又 は 左側 に 位置 する . 大 さ は 長 さ 0.32~0.64mm 
幅 0.074~0.09mm で ある (Fig. 2, 12, 14). 

陰茎 精 後 側 に 細管 に て 精 と 連なり , 
大 さ は , 長 さ 0.42~0.71mm, 幅 0.073~0.16mm で , 牙 
秩 円 形 の 形態 を 示し , 前 立 腺 部 , 射精 管 の 一 部 を 包含 す 
る (Fig: “12 

射精 管 の 大 部 は 陰茎 後 端 部 より , 抱 溝 先端 部 に 存 
する 円 や や し た 生殖 通ずる (Fig. 14). 

抱 溝 は 0.47~1.01mm 長 で , と 丸 前 端 部 
と の 間 に 位 置 し , その 前 端 は 体 前 端 部 より 1.5~3.21mm 
の に る. 内面 に は 繊細 な る 繊維 を 認め る (Fig. 


に 


1941) 成 


検出 者 山 (941) 田 部 ・ 小 (1952) (1958) 
検出 滋賀 県 秋 県 滋賀 , 兵庫 県 
体 形 細長 両端 鈍 円 同 左 同 左 
体 12 (9.4) 8.0 12488) 
潜 部 0.32 一 0.38 0.22 0.28—0.38 ( 0.33) 0.26—0.32 ( 0.29) 
0.18 0.28—0.3 (0.26) 0.16—0.28 ( 0.22) 
位 置 衝 同 左 同 左 
1 体 前 端 部 より の 0.44 0.7 —0.97 ( 0.89) 0.71—1.0 (0.79) 
直 0.18 301 —0.22 (0:16) 
食 道 の 長 0.43—0.6 0.26 0:24—0.56 ( 0.4 ) 
腸 結 部 : 腹 吸 の 距離 0.32 一 0.38 0.22 0.34—0.43 ( 0.39) 0.09—0.37 (.0.2 ) 
腸 中 央 一 左右 同 左 同 左 
終 末 部 体 後 端 部 附近 同 左 同 左 
抱 雌 の 長 1.23—1.33 0.7 AT C0 
精 部 腸 結 合 同 左 同 左 
長 & 00 0.24 0.44—0.74 ( 0.6 ) 0.32—0.62 ( 0.45) 
起 始 部 Py 同 左 同 左 
終 末 部 体 後 部 附近 左 同 左 
数 110 一 180 80—90 130 一 160 128—0172 
0.07—0.2 0.05—0.2 0.07—0.2 


内 は 平均 値 を 示す 


数 字 は mm ( ) 
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2) の 成 の 形態 

体形 は 雄 成 虫 と 類似 , 細長 糸状 で , 後 端 部 は 太く 鈍 円 
形 を る . 成 より 小形 . 

体長 4.8~10.1mm, 最大 体 幅 は 体 後 端 部 附近 に 於 て 
0.12~0.21mm 体 表 は 平滑 で あぁ る (Fig. 6, 11, 13). 

口 吸盤 は 体 前 端 部 に あり , 径 0.08~0.116x0.064~ 
0.109mm で 円 形 を 量 す る . 

腹 吸盤 は 直径 0.088~0.129mm 円 形 千 状 で , その 中 心 
は 体 前 端 部 より 0.408~0.496mm の 距離 に 位置 する . 
(Fig. 7, 13, 15), 

咽頭 は な く , 食道 は 長 さ 0.286~0.368mm で , 日 吸盤 
後方 か ら 腹 吸盤 の や や 前 方 の 腸 分 岐 部 に 終る . 

腸 は 食道 下端 部 , 腹 吸盤 の 前 方 0.122~0.128mm の 部 
に て 2 条 に 分 岐 し , 体 の 両側 を 後方 に 走行 し , 腹 吸盤 の 
後方 1.523~1.999mm の 位置 , 受精 井 の 直 後部 に 於 て 
再び 1 条 に 会 し , 以下 体 中 央 野 を 規則 正しく 高度 の 近 曲 
蛇行 を 示し て 体 後 端 部 に 達する (Fig. 13). 

卵巣 は 長 さ 0.408~0.598mm, 幅 0.018~0.07mm 管 
状 で 、 螺旋 様 の 屈曲 を 示し て 後方 に 向い , その 前 端 部 は 
腹 吸 磐 よ り 0.5~0.82mm の 部 に 達する . 体 の 右側 
腹 側面 より の 観察 で , 輪 卵 管 及び 卵黄 管 と , 右側 の 腸管 

. 一 般 に 体 の 前 !/: 
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部 の 後半 部 に 存する (Fig. 9, 10). 

受精 長 さ 0.15~0.286mm, 幅 0.02~0.054mm み 
大 さ で , 状 , 卵巣 と 腸 結 合 部 と の 間 に 位 置 し , 軽度 の 細 - 
曲 を 示し , 細管 を 以 て 輸 卵 管 の 前 転 屈曲 する 部 , Laurer 
氏 管 と の 結合 部 に 連なる . 内 に 精子 の 存在 を 見 る . 
(Fig. 9, 16). 

輪 卵 管 は 卵巣 の 後 端 部 より 起り , 直ちに 前 方 に 屈曲 反 
転 し , 卵黄 管 の 右側 , 即ち 卵巣 と 卵黄 管 の 間隙 を 比較 的 
軽度 の 巡 曲 を 示し て 前 走 し , 卵 形 成 腔 に 達する . 途中 , 
屈曲 部 に 於 て 受精 電 よ り の 細管 及び Laurer 氏 管 と 連 な 
る . 管内 に 受精 せる 卵細胞 を 見 る も の が ある (Fig. 16, 

Laurer 氏 管 は , 前 記 輸 卵 管 の 屈曲 部 より 起り , 腸 結 
合 部 直前 部 の 体 後 面 に 開く (Fig. 16. 17). 

卵黄 巣 は 腸 結 合 部 より 後方 の 蛇行 せる 腸管 の 両 
を 体 後 尾 まで 充 し て 存する (Fig. 13). 

卵黄 管 は 黄 巣 の 前 端 部 , 腸 結合 部 附近 か ら 起 り , 輪 
卵 管 の 左側 を , 左側 の 腸管 と の 間 を 高度 の 未 曲 を 呈し で 
前 走 し , 卵 形成 達する . 新鮮 標本 に て は 細管 の 
曲 蛇 行 と し て 観察 され る が , 固定 標本 に よる と 多数 の 結 
を て 認め られ る (Fig. 8, 9, 16). 

卵 形成 膝 は 子宮 の 後 端 部 に 位 し , 腹 吸盤 より 0.52~ 


出 "(1941) 
検出 者 
宿 ジ コ 
体 形 糸状 両端 鈍 円 
体 長 4.6 —6.5 
体 幅 0.11—0.125 

042 

直 .042—0. 
( 横 ) 0.042—0.048 
食道 の 長 : 0.125—0.165 

消化 管内 容 : 
体 の 前 : 部 の 後半 部 

長 0.38 0.45 

ミ 0.09 —0.105 
子宮 の 長 
子宮 内 卵子 
孔 腹 吸盤 の 直後 部 
卵 黄 巣 の 両側 全長 に 
成 不 明 


部 ・ 小 田 伊 
(1952) (1958) 
ハシ プ ト カ ラス 
) 4.8 —10.1 
3 —0. 33 (©. a ) 0.12 — 0.21 (0.15 ) 
左 
0.113 (0.113) 0.08 — 0.116 (0.098)} 
0.064—0.078 (0.071) 0.064— 0.109 (0.094) 
0.32 —0.64 (0.52 ) 0.408— 0.496 (0.461)} 
0.095—0.113 (0.104) 0.088— 0.129 (0.109) 
0.226—0.4 (0.339) 0.286— 0.368 : 328) 
同 左 同 
同左 1.2 一 1.86(1.44) 同左 1.523 一 1. 684)» 
高 屈曲 蛇行 同 左 
同 左 同 左 
黒 福 色々 素 同 左 
同 大 . 同 左 
0.33 —0.65 (0.46 ) 0.408— 0.598 (0.517) 
0.14 —0.15 (0.145) 0.15 — 0.286 (0.211) 
0.015—0.068 (0.034) 0.02 — 0.054 (0.031) 
0.39 —0.76 (0.53 ) 0.481— 0.707 (0.595) 
1 個 認 む 2 個 認 む 
0.077—0.088 x0.042 一 0.045 0.081 一 0.096 x0.026 一 0.044 
同 左 同 左 


同 司 左 
0.116 x0.061 0.115 x0.063 


数 字 は mm ( ) 内 は 平均 値 を 示す 
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0.78mm の 位置 に 存する . 此 の 部 に 於 て 輸 卵 管 及び 卵黄 
管 が 合流 結合 する . 3 例 に 於 て 受精 卵 を 容れ る . 卵 形成 
内 の 受精 は 略 で , 大 さき 0.081~0.096 x0.021 
~0.044mm を 示す . を 容れ な い 成 発達 
し て , 輸 卵 , 卵黄 両 管 の 合流 部 と し て 認め られ る に すぎ 
な い (Fig. 8, 15). 

子宮 は 細長 に し て . 長 さ 0.481~0.707mm で , 腹 吸 
難 直 後部 と 卵 形成 腔 の 間 に 位 し , 腹 吸盤 直後 部 の 腹 側 の 
生殖 門 に 開く (Fig. 7, 15). 

尚 2 例 に 於 て . 生殖 器 が 逆 位 置 に 存する も の が 認め ら 
れ た た. 

3) corvz の 成虫 の 生物 学 

終 宿主 : 成虫 は カラ ス の み に 認 め ら れ , ムク トリ 及び 
スズ メ よ り は 卵子 の 検出 は 得 ら れ た が , 成 中 は 認め 得 な 
か つた . 田部 ・ 小 田 (1952) は ムク トリ より 18 隻 ( 雄 成 
10 令 成 8 ) を 得 て い る . 

寄生 部 位 : カラ ス の 大 腸 , 主として 肛門 直上 部 より 由 
垂 根 部 に 豆 る 腸 壁 及び 腸 間 膜 静 豚 内 に 見 出さ れ , 肛門 よ 
り 約 10cm 以上 の 口 側 に は 全く 見 出し 得 な い . 

寄生 数 : 1 終 宿 主 よ り 1~6 隻 の 成虫 を 発見 し た . 

成虫 寄生 率 : カラ ス に 於 て 188 羽 中 23 羽 (ハシ ボン ソン カ 
ラス 22 羽 , ハシ ブ プ ト カ ラス 1 羽 ) に 成虫 の 寄生 を 認め , 
その 寄生 率 は 12.2% で あつ た . 

雌雄 成虫 同棲 寄生 率 : 1956 年 滋賀 県 能 町 に 於 て 
獲 し た ハシ ボソ カラ ス に 初め て 雌雄 成虫 の 同棲 寄生 を 認 
め た . その 寄生 率 は 188 羽 中 6 羽 , 3.2%6 で ある . 又 雌 
雄 成 中 の 明らか に 抱合 状態 に ある も の を 1 例 認 め た . 

総括 並び に 考 接 

coruz は , 1941 年 山口 (1941) に より 滋賀 県 野 州 に 
於 て 捕獲 し た ハシ ボソ ンカ ラス の 腸 間 膜 静 逐 内 に 2 隻 の 巡 
成虫 を 得 Psewdobilharzsella corvz と 命名 され , 1945 年 
Mc Mullen and Beaver (1945) に よ つ て Trichobilharzia 
属 に 編入 , Trtchobilharzia corvt (Yamaguti, 1941) と 
分 類 さ れ た 鳥類 住 血 吸 中 で ある . その 後 , 雌 成 虫 及び 卵 
子 は 見 出さ れ て いな か つた が , 1952 年 田部 ・ 小 田 (1952) 
は 棟 鳥 住 血 吸 虫 の 研究 の 過程 に 於 て , 滋賀 県 能 券 川町 で 
得 た ムク トリ に coruz の 成 中 9 隻 , 成 隻 を 
得 , 同時 に 卵子 を 発見 し た . 

分 離 検索 し た 雄 成 虫 は 山口 (1941) の 記載 と 比較 する 
と , 輸 精 錦 の 精 埋 に 連 る 部 位 が や ゃ や 異な る . 即ち 山口 の 
固定 標本 に こよ れ ば , 精 裏 の 中 央 部 に 入る が , 私 の 観 祭 例 で 
は 新鮮 標本 に と に よれ ば 明らか に その 後 端 部 に 入る 事 が 認め 
られ た . 固定 標本 に こと よる と 明らか に 認め 難く な る . 成虫 
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の 体制 は 此 の 所 見 を 除き 山口 , 及び 田部 ・ 小 田 の 記載 し 
た 尋 成 申 と 全く 一 致し , 同一 種 と 同定 し 得 た (第 1 表 ). 

雌 成 虫 は , 山口 の 記載 し た 0O. emberizae の 体制 と 比 
較 検 討 す る に , その 体形 及び 各 臓 器 殊 に 生殖 器 の 位置 , 
配列 , 大 さき 等 を 同じ くす る が (第 2 表 ), 山口 の 2 例 は 私 


の 観察 し た 5 例 と 生殖 器 が 左右 対称 的 に 逆 位置 の 配列 を 


示し て いる . 駐 私 の 観 祭 例 の 内 2 例 は , 先 の 5 例 と 逆 位 
置 の 配列 を 認め , 之 は 山口 の 記載 と 全く 一 致す る . 故に 
卵黄 管 , 輸 卵 管 の 右側 と , 右 の 旧 脚 と の 間 に 卵 巣 及び 受 
精 格 の 存在 する 体制 を 有する も の が 普通 形 で は な いか と 
考え られ る . 又 卵 子 は 常に 田部 ・ 小 田 , の 述べ た 特有 の 
形態 を 示し た も の を 見 出し , (miracidium を 蔵 し , 卵殻 
の 一 極 に 小 来 を 有する 両極 の や ゃ 失っ た 不正 椿 円 形 で , 
大 さき 0.116X0.061mm) 異種 の 卵子 を 認め な か つた . 

これ より 私 の 観 し た 成 は , 田部 ・ 小 
の 述べ た 成 と 等 し く , 間 違い な く QO. emberizae 
と も その 体制 を 一 致す る . 故に O. emberizae は 独立 
性 が なく, corvz の 雌 成 の 位置 に お か ね ば な ら な 
い . これ ら の こと は , - カ ラス に 放 雄 成虫 の 共存 する こと 
及び 雌雄 成虫 の 抱合 例 を 見 た こと , 其 の 他 卵 子 の 形態 の 
特有 性 の こと より 断定 出来 る . 上 述 の 所 見 より coru 
の 雌 成 虫 は 明らか に 立証 され , 山口 の 記載 し た 0. em- 
berizae は 独立 の 種 属 で は な く て , 成 他 
な ら ぬ こと が ここ に 明確 に され た 

滋賀 県 近江 町 能 町 , 草津 市 日野 町 山梨 県 
葉 町 , 及び 兵庫 県 姫路 市 周辺 に 於 て 捕獲 し た カラ ス 188 
羽 (ハシ ボソ ンカ ラス 180 羽 。 ハシ プ ブ ト カラ ス 8 羽 ), ムク 
トリ 46 羽 , スズ メ 305 羽 を 検索 し て , カラ ス の み に 7 
corug の 成虫 を 見 出し , その 寄生 率 は 12.2% で あぁ つた . 
又 初 め て カラ ス に corvz の 雌雄 成虫 の 同棲 寄生 を 見 
出し , その 同棲 寄生 率 は 3.2% で あつ た . 

結 語 

1. 滋賀 県 近江 町 , 能 須 川町 , 草津 市 , 日 野 町 , 山梨 
県 双葉 町 , 兵庫 県 姫路 市 周辺 に て 捕獲 し た ハシ ボン カラ 
ス Corvus. crone corone L. 及び ハシ ブ ト カラ メス Cor- 
vus coronoides hondoensis Momiyama に Trichobil- 
harzia corz (Yamaguti, 1941) の 成虫 を 見 出し た . 

2. 自然 の 終 宿 主 カ ラス に お いて , coryz 雌 成 虫 
を 発見 し , 同時 に 初め て 雌雄 成虫 の 同棲 寄生 を 確認 し 
た . カラ ス に 於 ける の 寄生 率 は 12.29%, 
同棲 寄生 率 は 3.2% で ある . 

3. 7. cori の 雌雄 成 把 の 体制 的 特徴 を 詳細 に 記載 
し , 生殖 器 の 逆 位 例 の 存在 を 指摘 し た . 
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4. 雌 成 は , その 体制 上 Ormithobilharzia 本 論 要 , 1958 年 11 月 1 日 第 19 回 大 阪 医科 大 
emberizae Yamguti, 1941 に 全く 一 致す る . 故に @. 学 医 学会 総会 及び , 11 月 2 日 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 
emberizae は 種 属 独 立 性 が な く , coruz 雌 成 虫 の 位 第 14 回 大 会 に 於 て 発表 し た . 

置 に お か れる べき で ある . 引用 文献 は , 第 2 編 末 尾 に 記載 . 


STUDIES ON TRICHOBILHARZIA CORVI (YAMAGUTI, 1941) 
l. MORPHOLOGICAL STUDIES ON THE ADULT 
Yasuo ITO 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Takatsuki, Japan) 


There exists a considerable interest on swimmer’s itch (Cercaria dermatitis), but little work 
has been done on Trichobilharzia corvi, which causes this itch in Japan. The present paper is 
devoted primarily to a study of the adult worms of T. corvi. 

1) The adult worms were found from crows, Corvus croneé corone and Corvus coronoides 
hondoensis, collected from Omi, Notogawa, Kusatsu, Hino in Shiga Prefecture, Futaba in Yamanashi 
Prefecture and Himeji in Hyogo Prefecture respectively. 

2) Female worms were found from crow as a native final host, and at the same time the 
paired worms were confirmed. The infective ratio of the adult worms in crow was 12.2% and 
that of the paired worms was 3.2%. 

3) The morphological characteristics of the adult were described in detail and the exists of 
inverse form case of the reproductive organ were carried out. 

4) The structure of female worms of T. corv is the same as that of Ornithobilharzia 
emberizae, Yamaguti 1941. O. emberizae, therefore, is of negative value as a species, and it 


must be synonymous with the female worm of T. corvz. 


{ 
: 
| 
| 
| 
| 
| 
[ 
| 
| 
| 
| 
| 
[ 
| 
| 
| 
[ 


[寄生 学 雑誌 第 9 5 号 564-574 1960] 


言 

我が国 に 於 て , 田部 教授 の 発見 命名 せる 棟 鳥 住 血 吸 中 
Gigantobilharzia sturniae (Tanabe, 1948) 及び 隠岐 島 
其 の 他 に て 発見 され た Trichobilharzia physellae ( 小 
田 , 1958a, b; 田部 ら , 1958; 田中 , 1959) 及び Tz 
chobilkarzia ocellata (田部 , 1953 ; 小田 , 1958a, b: 
田部 ら , 1958) 以下 physellae, T. ocellata と 
の 鳥類 住 吸虫 が 水田 皮膚 の 病 源 体 と し て 明 
ら か に され て , 鳥類 住 血 吸 虫 に 対す る 関心 が 深め られ 

Trichobilharzia corvt (Yamaguti, 1941)—— 
corug と 略す ーー , 1941 年 山口 (Yamaguti, 1941) に よ 
り 滋 賀 県 野 州 の ハシ ボソ カラ メス Corvus crone corone L. 
の 腸 間 膜 静 豚 内 に 発見 され , Psewdobilharziella corvi と 
し て 記載 され , 1945 年 Mc Mullen and Beaver (1945) 
に よ つ て Trichobilharzia 属 に 分 類 さ れ た 鳥類 住 血 吸 中 
で ある . 文 我 が 国 に 於 て , 純 動 物 学 的 に 知ら れ て いる 鳥 
類 住 血 吸 中 と し て は , corwz の 他 に 山口 (1941) の 記 
載 し た Ornithobilharzia emberizae Yamaguti, 1941 が 
ある が , これ ら は 何れ も 成虫 並び に 発育 史 に 関し て の 知 
見 は 逐 し く , 病 源 性 の 有無 も 未だ 不明 で ある . 

私 は 田部 教授 指導 の も と に , corvz に 関す る 研究 を 
行い , 第 一 編 に 於 て その 雌雄 成虫 の 形態 を 明らか に し , 
その 成 の 体制 上 corvz の 成 は O. emberizae 
と 全く 一 致し , O. emberizae は TT. corvi の 雌 成 中 に 
他 な ら ぬ こと を 確認 し た (伊藤 , 1958). 

本 編 に て は , の 卵子 及び miracidium の 
造 に つい て 明らか に し た 成果 を 述べ る . 

に つい て は , 山口 (1941) は 2 隻 の 成 
得 た に 止ま り , 雌 成 虫 及び 卵子 に つい て は 明らか に され 
な か つた . 其 の 後田 部 ・ 小 田 (1952) は 棟 鳥 住 血 吸 虫 研究 


Tyrichobilharzia corvi (Yamaguti, 1941) に 関す る 研究 
(2) 卵子 び Miracidium の 構造 
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の 過程 に 於 て , 1952 年 滋賀 県 の ムク トリ Spodiopsar 
cineraceus (Temminck) に 初め て 雌 成 虫 及び 卵子 を 見 紅 
し た . 又 corvz の miracidium に 関し て は , 未だ そ 
の 報告 を 見 な い . 

研究 材料 及び 研究 方 法 

1955 年 9 月 より , 1958 年 12 月 まで に , 滋賀 県 近江 町 , 
能 准 川町 , 草津 市 , 日 野 町 , 山梨 県 双葉 町 , 及び 兵庫 県 : 
姫路 市 周辺 に 於 て 捕獲 し た カラ ス 188 羽 (ハシ ボソ カラ 
ス Corvus crone corone L. 180 羽 , ハシ ブ ト カラ ス 
Corvuus coronoides hondoensis Momiyama 8 羽 ), ムク 
トリ Spodiopsar cineraceus (Temminck) 46 羽 , スズ 
メ Passer montanus saturatus Stejneger 305 羽 の 腸 邊 
膜 組織 に 存在 する 卵子 及び 肝 に 栓 寒 し た 卵子 を 用 いた . 

観察 に は , 新鮮 粘膜 の 塗 抹 標 本 と , 10% Formalin 液 
固定 Hematoxylin-Eosin 及び PAS 染色 切片 標本 に より 
主として Z. corwz 卵子 の 検出 率 の 最も 高度 で ある カテ 
ス の 腸 及 び 肝 を 用 いた . 

又 miracidium の 検索 に は , 卵子 と 同 地 域 に て 得 た カ ヵ 
ラス の , coruz の 卵子 の み を 認め て 他 種 住 血 吸 虫 の 上 典 
子 を 検出 し な い 腸 粘膜 組織 を 用 い , その 観 祭 に は , 
corui の 成就 卵子 を 含む 腸 粘 膜 組織 を , 試験 管 又 は コル ベ 
ン 内 の 約 20°C の 清水 中 に 混和 , 振 湯 し , 約 10~20 分 後 
に 水中 に 洗 出 し た miracidium を ピペット に て 吸 引 , 被 
華 硝 子 下 に 1 %Cocain 麻酔 し た 新鮮 標本 と , Carnoy 液 
に て 固定 Giemsa 染色 せる 全 形 標本 及び Paraffin 切 片 
Hematoxylin-Eosin 染色 標本 と を 観察 し た . 

研究 成績 

A. の 卵子 

1) 卵子 の 形態 及び 大 き さ : 本 虫 の 成熟 卵子 は , 淡 黄 
色 を し , 両極 の や や た 不正 円 形 で , 二 重 
構造 を 示し , 比較 的 厚く , その 一 極 に 小 隷 を 有する . 形 
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態 は 未成 より 常に 不正 形 を 示し , ん ど そ の 変 
形 卵 は 認め られ な い . 

新鮮 標本 に 於 ける 成熟 卵子 の 大 き さ は , 平均 カラ ス 
0.115x0.064mm, ムク トリ 0.113Xx0.058mm スズ メ 
0.099X0.047mm で ある (Fig. la, b, 2a, b. 

地域 別 に は カラ ス に 於 て , 滋賀 県 能 券 川町 0.090~ 
0.123X0.049~0.065mm, 草津 市 0.090~0.111x0.048 
~0.072mm, 日 野 町 0.089~0.115 x0.044~0.060mm, 
山梨 県 双葉 町 0.108~0.136 X0.051~0.067mm, 兵庫 県 
姫路 市 周辺 0.104~0.128 Xx0.059~0.088mm で ある . 

2) 宿主 に 於 ける 卵子 の 分 布 状 態 : 卵子 の 存在 部 位 は 
宿主 の 大 腸 , 殊 に 肛門 部 附近 より 虫垂 根部 まで の 腸 粘 膜 
組織 に 最も 多く 密 に 集 在 し , 口 側 に 及ぶ に 従 つ て 次 第 に 
その 存在 は 疎 と な り , カラ ス に 於 て は 肛門 より 約 15cm 
以上 の 口 側 に は 全く 卵子 の 存在 は 認め な い . 

腸 粘 膜 組織 に 認め られ る 卵子 は , その 発育 過程 の 殆 ん 
ど 各 期 の も の を 見 受け る が , 同一 発育 過程 の 卵子 が 数 個 
乃至 十 数 個 集 在 し て 認め られ る 場合 が 多い 傾向 を 有 す 
る . 

3) 卵子 の 発育 過程 並び に 離脱 過程 : 切片 標本 上 , 卵 
子 は 同一 発育 過程 に ある も の が 5 ~ 6 個 集 在 す る の を 常 
と する . その 発育 過程 に は 次 の 5 期 , 即 ち 1) 未 発育 期 , 
2) 分 割 分 胞 期 , 3) 桑 実 状 発育 期 , 4) 器官 発育 期 , 5) 
発育 完成 期 (成熟 期 ) に 大 別 す る こと が 出来 る . 

1) _ 末 発育 期 卵細胞 が 未だ 分 割 し な い 時 期 で あつ て 
総 べ て 雌 成 虫 体 内 卵 形成 腔 に 於 て の み 認 め ら れる . 既に 
貼 椿 円 形 の 形態 を 示し , 卵子 の 片 極 の 小 球 を 成虫 体 の 後 
方 に 向け て 存在 する . 大 さ は 0.081~0.096 x0.021~ 
0.044mm で , 1 個 の 卵細胞 と 約 17 個 の 卵黄 細胞 と より 
成り . 卵 細胞 の 大 さ は 0.007x0.016mm で 1 個 の 核 を 
有 し , 卵黄 細胞 は 透 明 無 構 造 で 1 個 の 核 を 有 し 不正 円 形 
を 量 す る (Fig. 3a, Pb. 

2) 分割 分 胞 期 此 の 時 期 以 後 は 成 忠 より 排卵 後に 認 
め ら れる . 卵細胞 は 初め A, B 2 個 の 細胞 に 分 割 し , A 
細胞 は 更に 続い て 分 割 を 続行 , B 細 胞 は お くれ て 分 割 分 
胞 を 続行 する . 分 割 分 胞 し た A 細胞 群 は 被 包 膜 形成 に , 
B 細 胞 群 は 仔 虫 体 細 胞 群 の 形成 に 関与 する (Fig. 4 a, 
b). 即ち 、A 細胞 は 比較 的 早く 分 胞 を 行い , 卵 明 に 向 
つて 原形 質 尾 状 物 様 の 突 隆 を 生じ , 仔 忠 体 細胞 群 より 分 
離し , 卵 最 の 内 面 に 於 て 圧縮 し て 第 一 被 包 膜 を 形成 す 
る . 此 の 間 卵 黄 細 胞 は 早期 に 膨大 , 次 第 に 網状 体 様 に 変 
性 , 卵細胞 の 分 胞 に 従っ つて 額 敗 し 境界 不明 瞭 と な り , 第 
一 包 膜 と 卵 間 に 圧 排 さ れ て 全く 敗 する (Fig. 
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5 a, b). 更に や や お くれ て 仔 忠 体 細胞 群 か ら 突 隆 し た 
細胞 は , 仔 虫 の 発育 すべ き 細 胞 群 を の み 包 含 す る 形態 を 
と り , これ は 第 二 被 包 膜 を 形成 する . 此 の 間 , 前 述 の B 
細胞 より 分 割 分 胞 を 重ね た 仔 虫 体 細 胞 群 は , 胞 数 を 増し 
初め の 円 形 に 次 で 析 円 形 の 形態 を 示し , 大 さも 増大 する 
(Fig. 6 a, b). 此 の 時 期 に 於 ける 卵子 の 大 さ は 0.086~ 
0.101x0.030~0.053mm で ある . 

3) 状 発育 期 分 胞 増 加 し た 仔 細胞 は , 外 
形 は 不正 円 形 又は 不正 形 の 細胞 集団 で , が 仔 
体 原 基 を 形成 し , 次 第 に 大 と な り 殆 と ど 卵 毅 内 を 充 す が 
尚 細胞 の 配列 は 錯 雑 で 全般 に 桑 実 状 の 形態 を 示す . 卵黄 
細胞 は 圧 排 され て 残 散 を 止め る の み に な る . 此 の 時 期 の 
卵子 の 大 さ は 0.090~0.112Xx0.037~0.054 mm で ある 
(Fig. 7a, b. 

4) 器官 発育 期 . 体 表 に 並列 し た 細胞 は や や 笑 隆 し , 繊 
毛 上 皮 細 胞 と し て 明らか に 認め られ , 紫 の 細胞 間 に や や 
大 な る 上 皮 間 細胞 及び 皮下 細胞 が 認め られ , 繊毛 の 発生 
を 見 , 第 二 被 包 膜 は 仔 虫 体 よ り 洗 離す る . 次 第 に miraci- 
dium の 前 後 の 部 位 的 関係 が 明 腔 に な る . 即ち 消化 器 腔 
が 明らか に な り , 胃 壁 に 2 個 の 腺 細 胞 の 発生 が 認め られ 
る . 又 体 後部 の 細胞 は 増 多 し , 後半 部 全部 を 占め , 肥 細 
胞 が 著 明 に な る . 神経 細胞 群 は , 消化 器 腔 の 後方 に 略 円 
形 の 配列 を 見 せる . 此 の 時 期 に 於 ける 卵子 の 大 さ は 0.092 
へ ~0.128Xx0.045~0.065mm で ある (Fig. 8a, b. 

5) 発育 完成 期 次 で 卵殻 内 の miracidium は 完成 し 
各 器 官 の 配列 は 決定 し , 発育 は 全く 完成 する . 同時 に 卵 
殻 内 に 於 て miracidium は 運動 を 開始 する . 成熟 卵子 の 
大 さ は 0.090~0.136 XxX0.048~0.072 mm で ある (Fig. 
a, 
卵子 の 腸 壁 よ り の 離脱 過程 宿主 腸管 に 於 て は , 器官 
発育 期 ま で の 卵子 に は 周囲 組織 の 細 胸 反 応 は 殆ど 認 め 
る こと は 出来 な い . 
発育 完成 期 の 成熟 卵子 に 於 て は , 周囲 組織 に 著 明 な 炎 
症 像 を 認め る . 殊 に 卵子 周囲 に 好 酸 球 の 浸潤 が 最も 顕著 
と な る . 常に 同一 発育 期 の 卵子 が 数 個 づ つ 集 在 す る 特徴 
を 有する た め , その 周囲 組織 の 細胞 反応 は 判然 と 成熟 婦 
子 と 未成 熟 卵 子 と を 区 別 す る こと が 出来 る (Fig. 10, 12, 
13). 
卵子 の 発育 の 極 期 に 於 て は , 周囲 組織 に 好 酸 球 の 暴 し 
い 浸 潤 が 広範 囲 に 及 ん で 認め られ , 又 出 血 像 も 著 明 に 見 
られ (Fig. 12), 次 いで 組織 の 崩壊 を 来たし て 卵子 は 腸 
壁 よ り 腸 管内 に 離脱 する . 

子 は 々 宿主 の 肝 内 に 栓 お こし た も の が 認め 
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られ る . 此 の 場合 は 末 成 就 期 の 卵子 に 於 て も 比較 的 早期 
に 細胞 反応 は 認め られ , 肉芽 結節 の 形成 が 認め られ る 
(Fig. 14, 15). に て は 末 成 期 の 卵子 が 比較 的 
多く 認め らち られる. 卵子 の 周囲 に 少数 の 好 酸 球 の 浸潤 及び 
態 胞 が 結節 に 認め らち られ, 卵子 の 成熟 度 の 進行 に 
つて 好 酸 球 浸潤 は 高度 と な る (Fig. 16, 17). 此 の 肝 に 
於 ける 所 見 は , 肝 組 織 に 及ぼ す 変 化 は 一 般 に 極め て 小 範 
囲 に 止ま り , 単なる 異物 結節 を 認め る 程度 の も の が 多い 
の が 特徴 で ある . 

4) 終 宿主 ける 卵子 の 検出 率 : 

羽 (ハシ ボソ カラ ス 180 羽 中 46 羽 , ハシ ブ ト カラ ス 8 羽 
305 羽 中 1 羽 , 0.3% の 腸 粘 膜 組織 に 本 躍 卵 子 を 認め た . 
5) 終 宿 主 に 於 ける 卵子 の 地域 別 検出 率 : 終 宿主 カラ 
ス に 於 て , 滋賀 県 能 券 川町 50.0%, 草津 市 12.5%, 日 
野 町 33.3%, 山梨 県 双葉 町 41.2%, 兵庫 県 姫路 市 周辺 
28.1% で , ムク トリ に 於 て は , 能 券 川町 21.6%, 草津 市 
10.5%, 日 野 町 10.0%, スズ メ に 於 て は 姫 市 周辺 の み に 
0.3% に 認め られ た (第 1 表 ) . 


第 1 表 各地 域 に ける 卵子 検出 率 


卵 子 
ハシ ポン カラス 
近江 町 へ シボ ンカ ラス 7 0 oy 
ハシ ボン ソン カラス 8 4 0 
3 21.6 
県 町 | ハシ アト ラス 3 4 33.3% 
兵 庫 県 へ シボ ッ ンカ ラス 96 27 28.1% 
姫路 市 周辺 え x x 305 1 


ハシ ポン カラ ス 180 46 
プ ト カ ラク ラス 8 48 25.5% 


13.0% 
1 


尚 他 種 住 血 吸 虫 卵 は , カラ ス , ムク トリ に 於 て 梗 鳥 住 
血 吸 虫 の 卵子 が 認め られ た の み で , 他 種 住 血 吸 虫 成虫 の 
検出 も 全く 見 られ な い . カラ ス に 於 ける 棟 鳥 住 血 吸 虫 卵 
子 検出 率 は , 近江 町 57.1%, 草津 市 22.2% で 特に 多 か 

B. corv の miracidium 

miracidium は 一 般 に 西洋 梨 状 の 形態 を 呈し , 大 さ は , 
長 さ 0.108~0.160mm, 幅 0.042~0.068mm 平均 0.149 Xx 


満 する . 
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0.056mm で ある (Fig. 20). 沼 

体 表 に は 繊毛 上 皮 細 胞 が 規則 正しく 4 列 に 並び , 前 端 
部 及び 繊毛 上 皮 列 間 を 除き , 体 表 面 に 繊毛 が す 
る . 繊毛 上 皮 細 胞 は 第 1 列 6 個 , 第 2 列 7 個 , 第 3 列 5 
個 , 第 4 列 4 個 で 総数 22 個 , 厚 さ 0.0026~0.0034mm で 
第 2 , 3 列 間 に は 特に 幅広 い 0.035 mm の 間隙 を 有する 
(Fig. 18). 繊毛 の 長 さ は 第 1 列 0.0046~0.0093mm, 
2 列 0.014mm, 第 3 列 0.0163mm, 第 4 列 0.014mm で 
第 3 列 に 於 て 最も 長い . 

体 中 央 部 や や 前 方 に 消化 器 腔 を 認め , その 側 方 に 微細 
題 粒 を 充満 し た 一 対 の 大 な る 頭 腺 が あぁ る . 0.0035~ 略語 i 
0.0045mm の 円 形 の 核 は 核 色 に 乏しい . 腺 細 胞 の 
は 細長 く 前 方 に 延び 頭 よ り 激 に 細く な り , 直 
状 細胞 は 4 個 あり 前 部 の も の は 頭 腺 の 後 端 部 附近 
に 位 し , 後部 の も の は 第 3 繊毛 列 の 位置 に あり 何れ も 燈 計 
状 運動 を 認め る . 上 下 各 一 対 を つなぐ 細 排 洪 管 は 略 々 俸 放 
中 央 部 の 神経 細胞 群 の 側 方 に て 連なり , 直径 0.0016 議 詳 
0.002 mm の 大 排 洪 管 に 統一 され , 第 3 , 4 繊毛 列 の 間 還 
際 に 於 て 体側 方 に 開く . 開口 部 直径 は 0.002mm で ある 
(Fig. 19). 

体 表 に は 薄い クチ クラ 層 が あり , 繊毛 上 皮 細 胞 の 間 違 
は 上 友 間 細胞 が 存する . 

皮下 細胞 は 一 列 の 細胞 層 で , 表皮 に 治っ た 
体 に は 0.0013~0.0035 Xx0.0078mm の 長 形 の 核 


有する . 


消化 器 後方 略 々 体 の 中 央 部 に 神 径 細胞 集団 を 認 め 』 本 
0.0013~0.0035mm の 小 円 形 細胞 が 一 重 の 環 を な し て 醒 証 主 
列 す る . その 細胞 数 は 約 81 で , 環 の 内 径 は 0.0096 ~0. 13 細 
mm で 神経 繊維 束 を 認め る . 

感覚 は 第 1 , 
梶 棒状 の 突出 を 示す (Fig. 19, 20, 22). ’ | 

体 肉 細胞 は 不正 円 形 で , 大 さ 0.0025~0.0046mm の 議 議 | 
細胞 で , 体 後部 膝 細胞 周辺 に 散在 する . 1 

胞 は 体 の 後半 部 に 認め られ , その 総数 は 12~20 
算 す る . 大 さ 0.0026~0.0053x0.0035~0.0098mm, 旨 
均 0.0038X0.006mm の 多角 形 の 大 細胞 で , 円 形 又 は 構 較 
円 形 の 核 が 細胞 の 大 部 分 を 占め る . 核 は 透明 で , 1 個 29 主 
核 小 体 を 有する . 肥 細 胞 の 配列 は , 前 方 に 左右 2 群 , 第 
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方 に 1 群 の 3 群 に 分 れ , こ の 細胞 群 の 分 布 状 態 は 本 種 の 
最も 顕著 な る 特異 な 所 見 で ある (Fig. 19, 23). 
総括 並び に 者 接 

の 卵子 は , 大 さき 0.115X0.063mm の 不正 
円 形 で 淡 黄色 を 三 し , 比較 的 厚い 卵殻 を 有 し , その 一 極 
に 小 隷 を 有する 形態 を 示し , この 形態 は Trichobilhar- 
zia brantae (Farr et al., 1956) の 卵子 と 類似 する . 

卵子 は 宿主 腸管 の 肛門 直上 部 より 貝 垂 部 周辺 部 の 腸 粘 
膜 組織 に 最も 多く 集 在 し て 認め られ る . 成虫 も 此 の 部 の 
腸 壁 或 は 腸 間 膜 静 膝 内 に 見 出さ れ , 卵子 は 常に 同一 発育 
期 の も の が 5 ~ 6 個 近 接 集合 し て 存在 する . この 事実 は 
成虫 の 産 が 一 時 期 に お いて 5 ~ 6 個 づ つ 同 時 的 に な さ 
れる こと を 示唆 する . 成 忠 の 子宮 の 長 さ は 0.595mm で 
ぁ り , 成虫 体内 の 卵子 の 長 さ 0.081~0.096mm で ある 
関係 は 上 記 産 卵 機 序 の 考 察 を 首 斉 せ し む る 興味 ある 数 値 
で ある . 
卵子 の 発育 に つい て は , その 過程 を 末 発 育 期 , 分 割 分 
胞 期 , 双 実 状 発育 期 , 器官 発育 期 , 発育 完成 期 に 大 別 し 
得る . 勿論 各 期 の 問 に は 種々 の 移行 型 が 複雑 に 認め られ 
る . 分 割 分 胞 期 の 初期 に 於 て , 卵細胞 は A, B 2 つの 細 
胞 に 分 割 し , A 細胞 は 更に 分 胞 し て その 一 部 は 第 一 被 包 
腐 を 形成 , 残り の 一 部 は 第 二 被 包 膜 の 形成 に 関与 する ._ 
B 細 胞 は 分 胞 を 続行 し て , 仔 貝 体 細胞 群 と な り , 仔 躍 体 
を 形成 , 成 従 つ て 仔 の 器官 の 形成 関与 する . 和 
実状 発育 期 に 於 て 仔 虫 の 器官 原 基 の 分 化 が 始ま り , 分 胞 
し た 細胞 は 増加 , 卵 毅 内 を 充 し , 卵黄 細胞 は 第 一 被 包 膜 
と 間 に 圧 排 さ れ 残 を 止む に 至る . 器官 発育 期 に 
於 て 大 略 の 器官 の 配列 が 明らか に な り , 発育 完成 期 に 於 
て miracidium の 形態 は 完成 し 運動 を 開始 する . miraci- 
dium は 卵殻 内 に お いて 時 折 伸 縮 , 句 転 及び 繊毛 運動 を 
営む . 

渡辺 (1934) の 記載 に よる と , 吸虫 類 卵 子 の 発育 過程 
に 於 て Schauinsland が 被 包 膜 を 初め て 認め た が , その 
後 Schubmann, Ortmann, 中 山 等 に より 記載 され て い 
る . し か し 此 の 形成 細胞 に 二 種 が あり , 第 一 及び 第 二 被 
包 膜 を 区 別 し た の は 渡辺 が 初め て で ある . 私 の 観 祭 し た 
. corvi に 於 ける 所 見 も , この 日 本 住 血 吸 虫 卵 で 見 た 渡 
辺 の 所 見 と 同様 の 事実 を 認め た . 又 岩 崎 (1960) の 観 宗 
し た 棟 鳥 住 血 吸 虫 の 卵子 と も 一 致す る . 

叉 卵子 の 腸 壁 より の 離脱 過程 は , 宿主 腸管 に 於 て , 婦 
子 の 成 に 伴 つ て 周囲 組織 に 炎症 症状 を 基 起 し , その 成 
熱 の 最 感 期 に 社 り , 出血 , 炎症 が 最も 著しく な り , 遂に 組 
織 の 崩壊 を 招来 し て 卵子 は 腸 粘 膜 組織 より 腸管 内 に 離脱 
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し て 迷 便 と 共に 外界 に 排出 され る . これ は 神宝 (1958) の 
述べ た 棟 鳥 住 血 吸虫 卵 の 離脱 過程 に 比 し , 腸 壁 に 於 ける 
病理 組織 学 的 変化 は 一 般 に 軽微 に し て ,。 その 成熟 期 の も 
の に 於 て も , 出血 , 好 酸 球 の 浸潤 は 中 等 度 に 北 ま り , 此 
の 部 位 に 巨 態 細胞 の 形成 は 如何 な る 時 期 に 於 て も 認め ら 
れ な い . 然し 肝 に 於 て は , 栓 者 し た 卵子 の 周囲 た 比較 的 
早期 に 好 酸 球 の 浸潤 、 巨 態 細 胞 を 伴う 肉芽 組織 が 形成 
され る . 紫 の 所 見 は 神宝 (1958) の 記載 し た ムク トリ の 肝 
に 於 ける 棟 鳥 住 血 吸虫 娘 に よる 変化 と 全く 一 致す る . 

終 宿主 に 於 ける 卵子 の 検出 率 は , カラ ス に お いて 最も 
多く 25.5%, ムク トリ 13.0%, スズ メ 0.3% で ある . 

T. corvi の miracidium は , 既知 鳥 類 住 ; 
鳥 住 血 吸 虫 , T. physellae; T. ocellata, T. szidati, (Neu- 
haus, 1952) 及び Ameel 等 (1953) 記 載 の Trichobilha- 
ァ 属 の 各 miracidium 並び に 日 本 住 吸 の 
miracidium と 比較 検討 する に , その 形態 , 大 さ 及 び 各 回 
官 の 配列 , 位置 に つい て 大 差 は 認め られ な い . し か し 繊 
毛 上 皮 細 胞 の 配列 に 注目 すべ き 差 違 を 認め る . 

本 虫 の 体 表 上 皮 細 胞 総数 22 個 で , 4 列 に 並ん 
だ 配列 も 他 種 と 等 し い が , 各 列 に 於 ける 繊毛 上 皮 細 胞 雪 
は 一 致し な い . 即ち 記 , corwg は 第 1 列 6, 第 2 列 7, 
第 3 列 5, 第 4 列 4 の 配列 を 示し , ysellae (岩神 , 
1960) , 〇 . ocellata( 田 中 ら , 1960) は 共に 第 1 列 5, 第 
2 列 7, 第 3 列 6, 第 4 列 4 で , 頁 corwz と は 第 1 列 
及び 第 3 列 の 数 が 異な る . 鳥 住 (岩崎 ら 1958) 
で は 第 1 列 よ り 夫 々 , 6, 9, 4 3 で , 之 は 日 本 住 血 吸 
虫 (鈴木 , 1919) の miracidium と 等 し い 配 列 を 示し , 
7 corwz と は 第 2 列 以下 の 細胞 教 が 異な る . 繊毛 の 長 さ 
は に 於 て は 第 3 列 鳥 吸虫 (岩崎 ら , 
1958) で は 第 2 列 が 最も 長い . 類 状 細胞 の 位置 , 開口 部 
は , 棟 鳥 住 血 吸虫 及び 日 本 住 血 吸 虫 (Cort, 1919 ; 鈴木 
1919) と 一 致し , 神経 細胞 群 が 一 重 の 環 を な す 所 見 は , 
日本 住 血 吸 虫 (渡辺 , 1934) に 於 ける 二 重 の 環 を な す 所 
見 と は 相違 する . 
最も 顕著 な る 特徴 と し て 肥 細 胞 の 数 及び その 配列 を 挙 
げ る こと が 出来 る . 即ち corwz の 肥 細 胞 は 総数 12~ 
20 で , 大 さき 0.0026~0.0053 x0.0035~0.0098 mm で 大 
小 不同 な る も の が だ 多く, その 配列 は 前 方 に 左右 2 群 , 後 
方 に 1 群 の 3 集団 を 形成 する . 岩神 (1960) の 述べ た 
hysellae は 胞 数 25~28, 左右 両側 に 2 の 配列 を 
示し , 田中 ら (1960) の 述べ た ocellata は 総数 18~20 
で , 前 後に 2 群 の 配列 を 示し て いる . 岩崎 ら (1958) は 
鳥 住 血 吸虫 に て は , 総 19~28 で , 大 さ 0.0056 
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~0.0084mm で ある と 述べ , 克 cor に お ける 如く , 
肥 細 胞 の 大 さ に 大 小 不同 が 甚 し く な い , 又 Ammel et al. 
(1953) に よる と physellae は 肥 細 胞 数 12~30 で , 
Z. ocellata に 於 て は , 数 は 10~18, や ゃ や 大 型 で 少数 で 
ある .: 又 stagmcolae に 於 て は , その 数 21~30, 配 
列 は 前 後に 2 群 を 示す と 記載 し て いる . 

corui の miracidium に 於 て , その 胞 が 3 群 に 
分 れ て 分 布 し て いる こと が 他 種 に 見 られ な い 最 も 特異 な 
所 見 で , 上 記 各 住 血 吸 虫 の miracidium と 相違 し , 分 類 
上 に る も 意義 深き 特徴 と 思わ れる . 

結 語 
1. corui の 成熟 卵子 は , 黄 色 両 極 の や や つ 
た 不正 形 で , 一 極 に 小 有 し , 大 さ は 終 宿 
主 カ ラス に 於 て 0.115Xx0.063mm, ムク トリ に 於 て は 
0.113Xx0.058mm, スズ メ に 於 て は 0.099 Xx0.047mm で 
あぁ る. 卵子 は 宿主 の 肛門 直上 部 の 腸 粘 膜 組織 に 最も 多く 
集 在 する . 
2. cor の 卵子 の 発育 過程 に つい て は , 末 発 育 
期 , 分 割 分 胞 期 , 柔 実状 発育 期 , 器官 発育 期 , 発育 完成 
期 の 5 期 に 大 別 出来 る . 未 発育 期 卵 子 は 常に 成虫 の 体内 
に 於 て の み 見 られ , 分 割 分 胞 期 以後 の 卵子 は 成虫 より 排 
婦 後 に 見 られ る . 分 割 分 胞 期 の 初期 に 於 て 卵 細胞 は A, 
B 2 つの 細胞 に 分 割 し , A 細胞 の 一 部 は 第 一 被 包 膜 を 形 
成 , 残り の 一 部 は 第 二 被 包 膜 の 形成 に 関与 する . 又 B 細 
胞 は 仔 虫 体 の 形成 に 関与 する . この cori の 卵子 に 
於 ける 被 包 膜 形成 の 過程 は , 日 本 住 血 吸 虫 卵 に 於 て 二 種 
の 被 包 膜 形成 を 初め て 認め た 渡辺 の 所 見 と 一 致す る . 
3. 7. corau の 卵子 の 腸 壁 より の 離脱 は , 卵子 の 成 
聞 に 伴 つ て , 周囲 に 発現 する 中 等 度 の 好 酸 球 の 浸潤 , 出 
血 に より 腸 粘 膜 組織 の 崩壊 を 来 し て 卵子 は 被 動 的 に 洗 離 
脱出 する 過程 を と る . 
4. corz の 卵子 の 終 宿主 に 於 ける 検出 率 は , カ 
ラス 25.59%, ムク トリ 13.0%, スズ メ 0.3% で , 地域 
別に は カラ ス に 於 て , 滋賀 県 能 券 川町 50.0%, 草津 市 , 
12.5%, 日 野 町 33.3%, 山梨 県 双葉 町 41.2%, 兵庫 県 
姫路 市 周辺 28.1% の 高 率 を 示し た . 
cor の miracidium と , 既知 鳥類 住 吸虫 の 

miracjdium と 比較 検討 する に , 形態 上 多く の 点 に 於 て 一 
致 を 認め る が , 体 表 繊毛 上 皮 間 に 於 ける 細胞 数 , 並び に 
肥 細 胞 の 分 布 は 他 種 と 異 る 特徴 を 示す . 就 中 3 集団 の 配 
列 を 示す 肥 細 胞 の 分 布 は , 本 吸虫 に 於 ける 最も 特異 な 所 
見 で , 分 類 上 に も 意義 深き 特徴 と な し 得る . 


本 論文 の 要旨 は , 一 部 1958 年 11 月 1 日 第 19 回 大 阪 
医科 大 学 医学 会 総会 用 び 11 月 2 日 日 本 寄生 虫 学会 西 日 
本 支部 第 14 回 大 会 に , 及び 1959 年 4 月 7 日 筆 28 回 日 本 
寄生 虫 学会 総会 , 1960 年 6 月 25 日 第 29 回 日 本 寄生 貝 
学会 総会 に て 発表 し た 


稿 を 終る に 臨み , 終始 御 指導 , 御 並び に 御 校 
賜り まし た 田部 浩 教 授 に 深 基 の 謝意 を 表し ます . 
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附 . 図 説 明 
Fig. 1 カラ 腸 粗 織 内 の . corvz 卵子 (a) 10x10, (b) 40x10 | 
Fig. 2 スズ メ に 於 ける T corvz 0 , (a) 10x10, (b) 40x10 
Fig. 3-9 corvz 卵子 の 発育 過程 , ~(b) は (@ 期 の 新鮮 卵子 , 3(b) 10x10, 4(b)-9(b) 40x10 
Fig. 3(a) 未 発 育 期 , 卵 細胞 黄 細 (b) 成虫 卵 形成 腔 内 に ける 卵子 
Fig. 4(a) 分割 分 胞 期 初期 , A………・A, B 2 っ kr 分 割 し た 卵細胞 更に A 細胞 分 胞 る 細胞 B…… 
体 細 形成 細胞 , D…… 大 さる 卵黄 細胞 
Fig. 5(a) 分 胞 期 中 期 , a…‥A 細 胞 更に 分 胞 一 膜 細胞 の 隆 , b・…・ 分 胞 な り 数 の 増加 
し た 虫 体形 成 細 胞 群 , D…… 膨 大 形成 の 卵黄 細胞 
Fig. 6Ga) 分 割 分 胞 期 後期 , 和 膜 形成 細胞 , d……・ 圧 れ た 卵黄 細胞 の 残骸 , M…… 分 
胞 増加 し て 大 と な つた 貝 体 
Fig. 7(a) 和 状 発育 期 , f.ep.c・……… 繊 毛 上 皮 細 胞 が 仔 体 細 胞 群 の 周囲 , c.g…… 腺 ic…… | 
腸 細 胞 。 f…・ 織 発生 
Fig. 8(a) 発育 期 , n.c……・ 神 経 細胞 g.c…・ 
Fig. 9(a) 発育 完成 期 , miracidium は 完成 する -. | 
Fig. 10-13 腸 に 於 ける 卵子 , | 
Fig. 10 成 子 周辺 織 の 細胞 反応 及び 未成 卵 周 無 反 部 4x10 


Fig. 11 成 子 , 100x10 
Fig. 12 好 酸 球 及 び 出 部 , 10x10 
Fig. 13 未成 熟 卵 周囲 組織 は 細胞 反応 を 認め な い , 10X10. 
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Figs. 14-17 肝 に 栓 を る 卵子 , 染色 


Fig. 14 分 割 分 胞 期 卵子 , 好 酸 球 , 細 比較 早期 出現 , 10x10 

Fig. 15 同上 期 , 好 酸 球 の 著 明 な , 10x10 

Fig. 16 器官 発育 期 , 結節 形成 像 , 100x10 

Fig. 17 同上 10X10 

Fig. 18 miracidium 体 表 の 繊毛 上 皮 細 胞 の 配列 

Fig. 19 miracidium の 構造 

細  g.c…・ 細胞 ic…・ 腸 n.c…… 経 p.c…… 体 細 胞 S…… 覚 : 
sub. ep.c・……・ 皮 下 細 胞 

Fig. 20 新鮮 miracidium, 1 Cocain 麻酔 , 40x10 

Fig. 21-23 miracidium の 切片 標本 H-E 染色 , 100x10 

Fig. 21 豆 , 消化 器 , 神経 細胞 

Fi 所 22 神経 細胞 , 皮下 細胞 , 皮下 筋肉 細胞 繊毛 及び 繊毛 上 皮 細 胞 


STUDIES ON TRICHOBILHARZIA CORVI (YAMAGUTI, 1941) 
STUDIES ON THE STRUCTURE OF THE EGGS AND MIRACIDIA 
YAsUO ITO 


(Department of Pathology, Osaka Medical College, Takatsuki, Japan) 


In a previous paper of this series on Trichobilharzia corvi, a report was made on the- 


structure of the adult worms. The object of the present paper is to describe the structure of the 


eggs and miracidia of this fluke. 


1) The egg shells are oval at the anterior end and conical at the aboral end, tapering to 


a distinct spine. The eggs, which averages 0.115 mm long by 0.063 mm wide, assemble into the: 


rectum mucosa of the host. 


2) The developmental process of the eggs are divided into the following stages ; undeveloped,, 


cleavage, morula, organ developed and maturation. At the cleavage stage two kinds of membrane: 
are formed, and which in T. corvi 25 the same as that was presented by Watanabe (1934) in. 


Schistosoma japonicum. 


3) According with the maturation of eggs, they are discharged from the intestinal tissue 


with the destruction of tissue caused by the haemorrhage and the acidophile infiltration. 


4) The incidence of the infection among various birds obtained from various localities was 


examined and the highest recovery rate of the eggs was found in crow (25.5%). 


5) There is no marked difference between the miracidium of T. corvi and that of the other 


blood flukes, but some difference is recognized in number of ciliary epithelial cells and in the 
distribution of germ cells. Especially, the distribution of germ cells arranged for 3 groups is the 
most specifie structure of this fluke. Such a structure, therefore, would be a significant charac- 


teristic from the taxonomical point of view. 
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住 血 Miracidium に 関す る 研究 
(1) 住 吸虫 Miracidium の 形態 に つい て 


岩崎 弘 三 郎 
大 阪 医科 大 学 病理 学 教 鹿 (指導 田部 浩 教 授 ) 


(昭和 35 年 7 月 22 日 受領 ) 
特 別掲 載 


言 

住 血 虫 Gugantobilharzia sturniae は , 1948 年 
田部 教授 に よ つて, 島根 県 道 湖 方 に 発生 する 急 
性 湖 岩 病 の 病原 体 と し て , 発見 命名 され た 鳥類 住 血 吸虫 
の 一 新種 で ある . ; 

住 血 吸 は ムクドリ, スペ マメ , カラ ス 等 の 鳥類 
を 終 宿 主 と し , 巻 由 の 一 種 ヒラ マキ モドキ Polypylis 
hemisbhaerula を 中 間 宿 主として cercaria に 発育 する , 
この cercaria は 人 体 に 対し て 著しい 皮膚 炎 起 生 性 を 有 
し , 島根 県 の みな ら ず 愛知 , 三重 , 広島 , 岡山 その 他 諸 
県 下 の 農 村 に ひろ く 発 生 す る 水田 皮膚 炎 の 主要 な る 病原 
体 で ある こと が , 田部 ・ 小 田 等 の 研究 に より 明らか に さ 
れ た . し か し , 本 吸虫 の 生活 史 に つい て は , 末 だ 解明 さ 
れ な いと ころ が 多く , 特に miracidium (以下 M と 略称 ) 
に 関し て は , 小田 (1953) の 短 か い 記載 が ある の み で , 
詳細 な る 知見 を 欠い て いる 現況 で ある . 

一 般 に 住 血 吸 虫 M の 形態 に 関し て は , 古く Looss (1893) 
が ビル ハル ツ 住 血 吸 虫 Sestosoma haematobium (Bil- 
harz, 1852) の M に つい て 記載 し て 以来 , Sewell(1922), 
Reisinger (1923) 等 の 研究 あり , 日 本 住 血 吸虫 の M に つ 
いて は , 中 山 (1910), Cort (1919), 鈴木 (1919), Faust 
(1925), 渡辺 (1934), Tang (1938) 等 に よる 研究 が あ 
る . Schistosomatiuim douthittt の M に つい て は , Price 
(1931) の 報告 が あり M の 構造 に つき 詳細 に 比較 検討 さ 
れ て いる . 之 に 反し , 鳥類 住 血 吸 虫 の M に た ついては, 
Neuhaus (1951 一 53), Ameel et aZ. (1953), 伊藤 (1960) 
に よる Trichobilharzia 属 の 数 種 に お ける 観 侍 が あり , 


Woodhead (1955) の . Gigantobilharzia huronensis (Na- 


jim, 1950) に つい て の 記載 が ある に 過ぎ な い . 

私 は 鳥類 住 箇 吸虫 の M に 関す る 研究 の 現状 に 鑑み , 我 
国 に お ける 水田 炎 の 病原 体 , 鳥 住 箇 虫 の 発育 
の 完成 に 資す る と 共に , 一 般 吸 虫 類 の M に 関す る 知見 を 
補足 する 目的 を 以 て , 本 研究 を 企図 し た 次 第 で ある . 


研究 材料 及び 研究 方 法 
材料 と し て , 鳥 住 血 吸虫 の 寄生 する 島根 県 
地方 産 の ムク ドリ Spodiopsar cineracea (Temminck) 
15 羽 より 得 た る 工 便 中 の 成熟 卵子 を 用 いた . M の 検索 は 
自然 に 水中 に 遊 出せ そる M の 生 鮮 状態 に お ける 観察 の 他 , 
全 形 固定 標本 及び 切片 標本 に つい て 行 つ た . 固定 は , 
Schaudinn 液 , Carnoy 液 , 純 Alcohol 液 又は Formalin 
液 を 用 いた , 切片 標本 は , M を 卵白 又は 血液 に 包み 固定 
し た 後 , Paraffin 連続 切片 ( 厚 さ 3.0u) を 作製 し , Hae- 
matoxylin-Eosin 染色 , Malloy 染色 , Van-Gieson 染色 , 
Weigert 弾力 線維 染色 或いは PAS 染色 を 施し て 鏡 検 し 
た だ た: 
研究 成績 

A. 体形 及び 大 き さ 

卵 脱し て 水中 に た M の 体形 は , 一 般 に 胡 
状 又 は 洋梨 状 を 呈す る . 大 さ は , 生鮮 状態 に お いて , 体 
長 120~165g, 20 箇 平均 135.8m, 体 幅 20 箇 平 
均 64.9m, 固定 標本 に 於 て は , 体長 102 一 1714。 11 箇 平 
均 146.5z, 体 幅 51 一 11 箇 平 均 70.9m で ある . 

B. Miracidium の 構造 

(計測 値 は 特に 記す 他 は 切片 標本 に よっ つた) 

1 クラ 

体 表 は , クチ クラ を も つて 散 わ れ , 生鮮 時 に 於 て は , 
0.4~0.6z の 薄 層 と し て 認め られ る . 

2. 線 毛 上 皮 

線 毛 上 皮 は , クチ クラ の 直下 に あり て , 細胞 の 厚 さ 
1.7gm の 平 な 細胞 で ある . 細胞 数 22 箇 , 体 の に 
対し て , 前 端 よ り 規 則 正しく 4 列 に 並ぶ (第 1 図 ). 第 1 
列 は 呪 より 左右 側 方 突起 まで 6 人 箇 の 細胞 が 並ぶ , 細胞 際 
は 殆 ん ど な い . 生鮮 時 で は 泡 深 状 の 題 粒 の 輪状 に 並ん で 
いる の が 観察 され る 。 第 2 列 は 側 方 突起 より ゃ や > ゝ > 下 で 細 
長い 9 箇 の 細胞 が 並ぶ ぶ , 細胞 間隙 は 明 肉 で ある .。 第 2 列 
と 広い 間隙 を お いて 第 3 列 の 4 箇 の 細胞 が が ある . 第 4 
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筑 1 図 繊毛 上 皮 細 胞 の 配列 
第 1 列 6, 列 9, 第 3 列 4. 
第 4 列 3 箇 の 細胞 が , 背 側 ( 左 ) 腹 側 ( 右 ) に 
並ん で いる . 


列 は 排 港口 よ り 下 で 3 箇 の 細胞 か ら 成 る . 第 2 列 以 下 の 
細胞 に も 泡 状 の 題 粒 が 存在 する が 細胞 一 面 に 不 規則 に 広 
が つて いる . 線 毛 は 線 毛 上 皮 の 全 表 面 に 密生 し て いる . 
線 毛 の 長 さ は , 第 1 列 の 細胞 の 上 部 , 即ち 呪 の 附近 で は 
1.4um で あぁ る が , 次 第 に 長く な つて 下部 で は , 8.4z, 第 
2 列 で は 9.8~11.2z で 最も 長い . 第 3 列 と 第 4 列 で は 
7.0~8.4u で ある . 以上 上 は 生鮮 時 に お ける 観察 で , 固定 
標本 に 於 て は , 線 毛 の 基底 題 粒 が 体 表 に 沿 つ て 存在 する 
の が 見 られ る . 

3. 上 細胞 

線 毛 上 皮 問 に は , 小さ な l 題 粒状 物質 が まばら に 散在 し 
て いる の が 生鮮 時 に 認め られ る . 

4. 細胞 

ー- 列 の 細胞 層 で , 表皮 に 沿 つ た 紡 氏 型 の 細胞 体 は 突起 
を 出し て いる . 2.5~3.5mX1.1z の 長 秩 円 形 の 核 を 有 す 
る . 細胞 の 配列 は まばら で ある . 

5. 皮下 筋肉 細胞 

一 列 の 細胞 層 で , 表皮 に 治 つ た 紡 氏 型 の 細胞 体 に は , 
の 短 円 形 の 核 を 有する . 細 
胞 は 比較 的 密 に 並ん で いる が 細胞 境界 を は つき り 認 め る 
こと は 困難 で ある . 

6. 皮下 体 肉 細胞 

腸 基 穫 部 の 位置 に , 2 箇 の 大 型 細 胞 が 認 め ら れる . 
4.2~6.7m の 不正 由 形 の 細胞 で ある . 

7. 腸 細 胞 

体 の 先端 部 は , 常に 前 方 に 突出 し , その 中 央 に は 一 つ 
の 大 き な 斉 状 の 腸 細 胞 が 存在 する . その 先端 は 次 第 に 細 
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長く な り , 史 の 中 央 で 終 つ て いる . 細胞 の 長 さ は , 全長 . 


の 約 リョ ー*/。 に 相当 し て いる . Malloy 染色 標本 に よる 
と , 腸 細 胞 内 に は 大 き な 題 粒 を 充満 し て いる . 核 は 認め 
られ な い . 

8. 引 細胞 

この 細胞 は , 2.8~3.9gX1.5~2.5 の 形 の 核 を 
有 し , 友 下 筋 肉 細 胞 核 と よく 似 て いる . 腸 及び 頭 腺 の 附 
近 に 存在 する の で , 位置 的 に 区 別 し 得 る . 

9. 頭 腺 

腸 細 胞 の 側 方 に は , 微細 題 粒 で 充満 し た 1 対 の 大 き な 


. 単 一 の 細胞 か ら な る 頭 腺 が ある . 細胞 体 は , 卵 円 形 又は 


コル ベン 状 を 量 し , 先端 近く は 1.4m の 細い 管 と な つて 
前 方 に 延び , ほ ゞ 直角 に 曲 つ て , 呪 の 側 方 に 開口 する . 
開口 部 の 直径 は 1.7m で ある . 先端 近く で は 相 並 ん で い 
る 左右 1 対 の 細胞 は , 後方 で は 相 離 間 し , 腸 細 胞 の 両側 
に 左右 対称 的 に 膨大 部 と し て 位 す る . 胡 大 部 の 中 央 に は 
核 色 質 に 乏しい 4.0~5.0z の 円 形 の 核 を 有 し , Mallory 
染色 で 深 青 色 に 染まる 微細 題 粒 を 充満 し て いる . 


第 2 Miracidium 横型 図 

p. f.ep.c. 繊毛 上 細 胞 ep.c. 上 皮 間 
細胞 sub.ep.c. 皮下 細胞 , sub.ep.c. 皮下 
体 細胞, ic. 腸 細 胞 , lp. 方 起 , 
Lpa. 側 方 乳頭 , m.c.p.p. 引 筋 細胞 
p.c. 体 向 細胞 . c.g. 頭 腺 , n.m. 神経 細胞 
集団 , f.c. 燈 状 細胞 , ex.p. 排 洪 口 , g.c. 
胞 , c. 排 洪 b.t. 排 
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10. 神経 系 

体 の 中 央 部 に 神経 細胞 の 集団 が ある . 切片 標本 た と よる 
と , 細胞 境界 は 不明 で , 1.1~2.8x の 小 円 形 細胞 が 一 重 
の 環 を な し て いる . 円 形 の 核 内 に は , 0.4~0.7a の 1 箇 
の 核 小 体 が 存在 する . これ ら の 細胞 の 内 部 に は 神経 線維 
が 分 化し て いる . 左右 両側 に 1 対 , 側 方 突起 に 1 対 の 線 
維 束 が 出 て いる こと を 認め た . その 他 , 前 方 及び 後方 に 
も 神経 線維 が 出 て いる こと を 認め た . 神経 細胞 の 数 は 。, 
固定 標本 で 約 60 箇 を 数 えた . 周囲 の 細胞 致 は 縦断 面 で 18 
~19 で ある . 

11. 感覚 器 

第 1, 第 2 線 毛 列 間 に , 左右 1 対 の 側 方 突起 lateral 
processes が あり , 突出 部 は 3.9zX2.2m で , 神経 細胞 
群 中 の 神経 線維 と 連絡 し て いる . この 側 方 突起 の すぐ 前 
方 に , 左右 1 対 の 側 方 乳頭 lateral papillae を 認め た . 

12. 排 洪 系 

生鮮 時 に 於 て , 4 箇 の 燈 状 細胞 が 体 の 前 方 と 後方 に 各 
々 1 対 認 め ち られ る . 前 方 の 細胞 は 第 2 線 毛 列 の 中 間 で , 
神経 細胞 の 両側 に 位 し て いる . 後方 の 細胞 は 第 3 線 毛 列 
の 末端 に 位 し , いづ れ ゃ も 類 状 運動 を 認め る . 前 後 の 細 胞 
を つなぐ 細い 排 江 管 は 1 本 の 太い 排 江 奏 に 統一 され 曲り 
な が ら 前 方 に 行き 更に 後方 に 戻 つ て 第 3, 第 4 線 毛 列 の 
間 で 体 の 側 方 に 開口 する , 排 洪 管 は 1.1~1.4z, 排 洪 口 
の 直径 は 1.4u で あぁ つて , 排 港口 附近 は , 4.2X4.2u の 
細胞 が 存在 し て いる . 

13. 体 細 " 
体 の 後方 に 散在 する 2.1~4.2g の 不正 円 形 の 細胞 で , 
肥 細 胞 に 比 し て 染色 性 は 薄い . 

14. 用 

5.6~8.4u の 多角 形 の 大 細胞 で , 体 の 後方 に 一 群 と な 
つて 存在 する . 円 形 叉 は 構 円 形 の 核 が 細胞 の 大 部 分 を 占 
め , は 度 が 高く , 核 色 富み , 1.4~2.8u の 1 
箇 の 核 小 体 を 有する . 膝 細 胞 は 総数 19~28 を 数 えた . 

総括 並び に 者 接 

標 鳥 住 血 吸 虫 M の 形態 的 特徴 に つい て , 記載 し た が ;, 
これ と 他 の 鳥類 住 血 吸 虫 即ち , Trichobilharzia ocellata 
(La Valette, 1855), T. physellae (Talbot, 1936), T. 
stagnicolae (Talbot, 1936), T. szidati(Neuhaus,1951), 
T. corvt (Yamaguti, 1942), Gigantobilharzia huro- 
nenszs (Najim, 1950) の M 並 び た , ビル ハル ツ 住 血 吸 
, マン ツン 住 吸虫 , 日 本 住 , Sckustosomatium 
douthtt 等 の M た につい て 比較 検討 し , 合せ て 文献 的 考察 
を な し , 鳥類 住 血 吸 虫 の の 形態 に 関す る 知見 を 補足 し ょ 
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うと ら 
体形 及び 大 き さ は , マン メン 住 血 吹 虫 (Cort, 1919)- 或 
い は ビル ハル ツ 住 血 吸 虫 (Bilharz, 1852) の M よ り も や 
> 小さ い が , 日 本 住 画 吸虫 並び に 既知 の Trichobilharzia 
属 種 の M と は 々 類似 する 

線 毛 上 皮 た つい て は , 細胞 炒 と その 配列 に それ ぞ れ 特 
徴 あ り , Schistomatium douthittt で は , Price (1931) 
の 報告 に よる と , 総数 21 箇 , 4 列 に 6, 8, 4, 3 人 箇 の 細 
胞 配 列 あ り と いう .. ビル ハル ツ 住 血 吸 虫 で は , Sewell 
(1922) は , 2 列 と 3 列 , 3 列 と 4 列 の 間 の 結合 線 を 観 
察し て いる が , Reisinger (1923) は , 細胞 却 と その 配列 
は 明らか で な いと 述べ て いる . 日 本 住 血 吸 虫 で は , 渡辺 
(1934) は 総数 22 人 箇 , 4 列 に 6, 9, 4, 3 人 箇 の 細胞 配列 
あり と 記載 し て いる . これ は , 棟 鳥 住 血 吸虫 M と 全く 一 
致す る . 前 述 の Trichobilharzia 属 諸 種 の M と 比較 する 
と , 細胞 総数 22 箇 , 4 列 の 配列 は 等 し く 共 通す る と ころ 
で ある が , 各 列 に お ける 細胞 到 が 各々 異な る . TT.pysel- 
lae (岩神 , 1960) と TT ocellata (1960, 千 頭 ) と は 
共に 第 1 列 よ り 5, 7, 6, 4 人 箇 で 配列 は 一 致す る が , 
. corgi (1960, 伊藤 ) で は , 6, 7, 5, 4 人 箇 で TZ. 
Pysellae, ocellata と は 第 1, 第 3 列 細胞 異な 
り , 棟 鳥 住 血 吸虫 M と は 第 1 列 の み 一 致す る . 線 毛 の 長 
さ は , 日 本 住 血 吸虫 M で は 第 1 列 , coruz で は 第 3 
列 が 最も 長く , ocellata で は 棟 鳥 住 画 吸虫 M と 同じ 
く 第 2 列 が 最も 長い . 

皮下 体 肉 細胞 に つい て は , 腸 基 底部 の 位置 に 2 人 箇 の 大 
型 細 胞 が 認め られ る が , これ が 渡辺 (1934) が 卵殻 内 日 
本 住 血 吸 虫 で 観察 し て いる 皮下 体 肉 細 胞 で は な いか と 考 

腸 細 胞 は , 日 本 住 血 吸 虫 M で は 4 人 箇 (渡辺 , 1934), 
T. szidati (Neuhaus, 1951) 及び TT ocellata (Brum- 
pt, 1931) で は 2 人 りな る が , (伊藤 , 1960) 
で は , 棟 鳥 住 血 吸 虫 M と 同じ く 1 人 箇 で ある . 

頭 腺 は , すべ で 1 対 の 単細胞 か ら な り , マン メン 住 血 
吸虫 M (Cort, 1919) は 棟 鳥 住 血 吸虫 M に 比べ 体長 の 割 
に 頭 腺 が 大 きく , Gigantobilharzia huronensis の M は 
体長 の 割 に 小さ い が , 著しい 差異 は な い . 

神経 系 と し て , 古く Looss (1894) が ビル ハル ツ 住 
血 吸 虫 の M に つい て 中 枢 よ り 出 る 神経 幹 を 観察 し て お り 
日 本 住 血 吸 虫 の M に つい て , Faust & Meleney (1924). 
渡辺 (1934) は 3 対 の 太い 神経 幹 を 記載 し て いる .: Schs: 
tosomatium douthitti の M に つい て , Price (1931) は 渡 
辺 (1934) が 日 本 住 血 吸 虫 M で 観 宗 し た 同 方 向 婦 ちち , 前 
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方 , 側 方 突起 , 側面 に 各々 1 対 の 神経 幹 を 出す と 述べ て 
いる . 棟 鳥 住 血 吸 虫 M に お いて も この 方 向 に 夫々 神経 線 
維 ワ の 連絡 を 認め た が , 側面 に 向う 1 対 の 神経 幹 は , Ort- 
mann (1908) が , Fasciola hepatica の M に お いて 
lateral nerven と し て 観 健 し た も の に 一 致す る , 又 , 神 
経 細胞 の 一 重 の 配列 は , 刀 corwz と 一 致し ( 伊 立 ,1960), 
日 本 住 血 吸虫 M (渡辺 , 1934) の 二 重 配 列 の 所 見 と 相違 
する . 

感覚 回 に つい て , 鈴木 (1919) は 日 本 住 血 吸虫 M の 側 
方 に 左右 対称 的 に 1 対 の 混 棒 状 の 管 を 認め 感覚 器 な り と 
述べ , 渡辺 (1934) も これ を 確認 し て いる が , Cort(1919) 
及び Faust (1924) は これ ら の 突起 を anterior ducts 又 
は lateral ducts と 呼称 し , 油 状 物 を 分 泌 す る 管 と し , 
・ 内 方 に お ける 関係 は 不明 で ある と 述べ て いる . し か し , 
現在 では, これ ら の 突起 ち , 側 方 突起 は , Sewell 
(1922) の 観察 (表面 に は 何ら の 穴 も 開い て いる こと を 
認め な か つた と いう ) と 一 致す る . Reisinger (1923) は 
側 方 突起 を 知覚 乳頭 と 述べ た . 側 方 突起 の すぐ 前 方 に 小 
さ な 突 起 が あり , Faust & Meleney (1924) が , 日 本 住 
血 吸 虫 M で . lateral gland と 述べ て いる の は 恐らく こ 
れ に 当る も の の 如く で ある . 又 こ れ は Price (1931) が 
Schistosomatium douthittt の M で 側 方 乳頭 と し て 観 祭 し 
て お り , Looss (1893) 及び Reisinger (1923) は ビル ハ 
ルツ 住 年 吸虫 の M で 頭 の 前 部 列 の みな ら ず , 後部 列 に も 
発見 し た と 主張 し た . Reisinger は 大 き な 側 方 疾 起 は 勿 
論 ,」 これ ら の 小 乳頭 も 機能 的 に は 感覚 器 で な か ろう か と 
述べ て いる . 

排 江 系 で 燈 状 細胞 の 数 及び 位置 に 著しい 差異 は 見 られ 
な い . 

有 広 細胞 の 数 及び 配列 は 各々 異な る . 日 本 住 血 吸 虫 及び 
マン メン 住 血 吸 虫 で は , 棟 鳥 住 血 吸虫 M と 同様 に 1 群 の 
配列 を 示す が , 伊藤 (1960) に よる と , で は 
胞 炒 12~20, 大 小 不 同 で , 配列 は 前 方 に 左右 2 群 , 後方 
に 1 群 の 3 群 を な し , 岩神 (1960) に よる と , TT. phy- 
sellae で は , 総数 25~28, 左右 両側 に 2 群 の 配列 を 示 
し , 千 頭 (1960) に よる と , ocellata で は , 総数 18 
~20, 前 後に 2 群 の 配列 を 示し て いる . Ameel et al. 
(1953) に よる と , physellae は , 総数 12~30, 7 
elvae は, 総数 10~18, や > 大 型 で 少数 で ある . , 
. stagnicolae に 於 て は , 総数 21~30, 配列 は 前 後に 
2 群 を 示す と 記載 し て いる . Najim (1950) に よる と , 
Gigantobilharzia huronensis の M で は 用 細 胞 は 4~ 8 
群 を な し , 夫々 放 中 に 存在 する . Tang (1938) は , そ 


の 研究 日 本 住 血 吸 虫 に 於 て 「 す べ て の 有 礎 細胞 は 神経 中 概 
後部 の 体 の 全部 を 占め る 旗 中 に 色 ま れ て いる 」 と 述べ て 
いる . 私 の 観 祭 も Tang の 所 見 と 一 致し , 用 細 胞 は 一 知 
と な つて 体 の 後部 の 体腔 内 に お いて 旗 中 に 包ま れ て いる 
こと を 認め た . 
結 語 

棟 鳥 住 血 吸虫 の miracidium の 形態 的 特徴 は , 次 の 6 
項目 た 要約 し 得る . 


(1) 新鮮 時 の 大 さ は , 135.8uX64.9m で , カル ノア 


固定 時 の 大 さ は , 146.5gX70.9um で ある . 

(2) 線 毛 上 皮 細 胞 は , 総 却 22 箇 , 第 1 列 よ り 6, 9; 
4, 3 人 箇 の 細胞 が 4 列 に 配列 する . 

(3) 腸 細 胞 は 中 央 部 に 1 人 箇 存 在 す る . 

(4) 神経 系 と し て , 中 枢 よ り 前 方 , 側 方 突起 , 側 恩 


に 各々 1 対 の 神経 幹 を 出し 神経 細胞 細胞 は 一 重 の を 語 


な し て 配列 する , . 


(5) 感覚 と し て , 側 方 突起 及び 乳頭 を 認 


た 


後部 に 存在 し , 総数 19~28 を 数 えた . 


稿 を 終る にあたり, 終始 御 指導 を 賜 つ た 田部 教授 に 満 
謝意 を 表し ます . 
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STUDIES ON THE MIRACIDIUM OF GIGANTOBILHARZIA 
STURNIAE (TANABE, 1948) 


l. MORPHOLOGY OF THE MIRACIDIUM OF G. STURNIAE 


HIiROSABURO IWASAKI 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Japan) 


Although an avian schistosome, Gigantobilharzia sturniae, was first reported as the causative 
agent of dermatitis in lake or rice-field in Japan by Tanabe (1948), our present knowledge is too. 
scarce and too fragmentary to outline its life cycle. Especially on its larval stage, miracidia, a 
little information has been available. In this paper some morphological findings on the miraci- 
dium of G. sturniae were described as follows : Size of the miracidia: 135.8 Xx 64.9 pp in fresh 
speciemens, and 146.5 Xx 709 pw in fixed ones with Calnoy’s solution. 

Ciliated epidermis cell: These cells totalled 22 were arranged in four tiers, each of which 
was consisting of 6, 9, 4, and 3 cells from anterior and backward respectively. 

Intestine cell, An intestine cell occurred in the central part of the meracidian body. 

Nervous system : Three pairs of nerve bands could be found, i. e., lateral anterior and 


posterior nerve bands. Nerve cells were arranged in circle with one layer. Sensory organ : Lateral 


proces, and lateral sensory papillae were recognized. 
Germ cell : Germ cells with nearly same in size and shape were located in the posterior part 


of miracidian body and counted up to 19-28 cells. 
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棲 鳥 住 血 吸虫 の Miracidium に 関す る 研究 


言 

我が国 に お いて , 島根 , 愛知 , 広島 , 岡山 その 他 の 諸 
県 下 に 広く 発生 する 水田 皮膚 炎 の 病原 体 と し て 知ら る > 
鳥 住 血 吸 Gigantobilharzia sturniae (Tanabe, 1948) 
に 関し て は 多く の 研究 が ある が , その 生物 学 に 関し て は 
未だ 不明 の と ろ が 多い . 殊 に miracidium (以下 M と 路 称 ) 
の 生態 に つい て は , 小田 (1953) の 簡単 な る 観察 が ある 
の み で , 吾 々 は 未だ 系 統 的 な る 知見 を 得 て い な い . 私 は 
さき に 田部 教授 指導 の も と に 本 吸虫 の M の 卵殻 内 の 動態 
並び に 洗 出 過 程 を 映画 撮影 下 に 観察 し , 報告 する と ころ 
が あつ た が (岩崎 , 1955), 棟 鳥 住 血 吸 虫 の M の 生態 研 
究 は , 単に 本 吸虫 の 生物 学 上 の 解明 の み に 止 ま ら ず , 本 
鳥 住 血 吸 虫 症 の 予防 撲滅 に 関す る 実際 面 の 検討 に も 重要 
な る 基礎 的 意義 を 容 ら すべ き を 考慮 し , 本 実験 を 行 つ た 
の で 疲 に その 成果 を 報告 する 次 第 で ある . 

研究 材料 及び 研究 方 法 } 

島根 県 位 川 地方 産 の ムク ドリ Spodiopsar cineracea 
(Temminck) の より し た 鳥 住 血 吸 虫 の 成熟 卵 
子 を 使用 し た . M の 卵殻 内 より の 洲 出 過程 の 観察 は 顕微 
鏡 下 に 注水 操作 を 加え た 10 箇 の 生鮮 虫 卵 標 本 に よ ょ つた . 
湊 出 後 の 運動 観察 及び 出 並び に 運動 条件 に 関す る 実験 
は , すべ て 次 の 方 法 に よ つ た . ムク ドリ の 選 塊 を 約 1.0g 
三角 コル ベン 内 に 入れ , 予め 24~72 時 間 室 内 に 貯え た 
水道 水 (pH 6.8~7.0) 5.0cc に て 薄め , 虫 卵 分 布 を 均 
等 に する た め 十分 失 拝 し つ >, 5.0cc 宛 を と り 出 し て 
「 無色 透明 な 口径 2.0cm の 試験 管 10 本 に 分 注 し , 更に 前 
記 の 水道 水 20cc 宛 を 各 試 験 管 中 に 入れ , 水中 に 海 出す 
る M を 算出 し た . この 場合 , 各 温 度 , pH 等 の 条件 に 変 
動 を 来 き な いよ う 特 に 留意 し た . pH の 調整 は , 7.0 以 
下 は クエ ェ エン 酸 ツ ソーダ , 7.0 以上 は 炭酸 カル シウム を 用 い 
. 

研究 成績 
I 鳥 住 血 吸 M の 卵 過程 


(2) 住 吸虫 Miracidium の 生態 に つい て 
岩崎 三 郎 
大 阪 医科 大 学 病理 学 教 (指導 田部 浩 教 授 ) 
(昭和 35 年 7 月 22 日 受領) 
特別 掲載 


M が 卵 占 か ら 離 脱 す る 過程 を , 卵 暖 膨大 期 , 脱出 前 期 
及び 脱出 期 に 分 け て 述べ る . 

1) 大 期 : 宿主 内 の 成熟 卵子 は , 卵 に 発育 
完成 も る M が 被 包 膜 に 包ま れ , 殻 内 を 充 た し, 前 頭 部 を 
曲げ た ま > 静止 し , 少し も 運動 を 示さ な い (写真 1). 
成就 卵子 は , 水温 20C の 水 に 触れ る と 直ちに 卵 毅 の 膨 


・ 大 を 開始 する . 


卵子 10 箇 の 実験 に お いて , 加水 前 最小 62.0zX58.0g 


最大 81.0zX72.0um の 大 さ が , 加水 後 最小 67.3xXx62.0g, 


最大 87.8 ヶ X76.8u に 膨大 する (第 1 図 ). その 膨大 率 
は , 長径 平均 8.2 %, 幅 径 平均 6.8 % の 増加 を 示し , 
長径 及び 幅 径 の 相乗 値 の 増加 率 は , 平均 11.6% で ある . 
加水 後 卵 占 の 最大 に 膨大 する まで に 要する 時 間 は , 平均 
7 分 で ある . 以後 卵 鼓 状態 の ま > ゝ > で M は 未だ 全く 脱出 運 
動 を 営ま な い . 卵殻 膨大 期 の 全 経 過 時 間 は 10 例 平均 15 分 
14 秒 で ある . 
2) 脱出 前 期 : M は 被 包 膜 に 包ま れ た ま > , 卵 殻 内 壁 
に 頭 尾 両 端 を させ , 体 部 を 左右 交互 に させ な が 
ら 緩 慢 な 運動 を 行い , 平均 5 分 9 秒 を 経過 し て 突如 瞬間 
的 に 被 包 膜 を 破る . 
3) 脱出 期 : M は 被 包 膜 を 破 つ て か ら 後 は , 体 部 を 長 
軸 の 方 向 に 伸展 させ , 頭 部 を ぁ あらゆる 方 向 に 自由 に 活 潤 
に 伸縮 させ , 遂に 殻 内 で 体 部 を 伸ばし , 避 曲 状態 と な つ 
た ま > で ぐる ぐる と 活 運動 を 行う . その 内 ,' 
部 で 卵殻 を 圧迫 し , 機械 的 に 卵殻 を 押し 破り , 殻 外 へ 誠 
出す る . この 時 期 に 要する 時 間 は , 10 例 平均 4 分 22 秒 で 
あぁ つた. 以上 卵 が 触 水 し て か ら M の 脱 殻 する まで に 要 す 
る 時 間 は , 平均 24 分 45 秒 で あぁ つた (第 2 図 ). 
_M の り の 脱出 条件 
M の 卵殻 脱出 を 左右 する 主要 な 条件 と し て , 水 の 温度 , 8 
水素 イオ ン 濃 び 光 検討 し た . 
水温 : M は 水温 5*~38°C の 間 に お いて , 脱 殻 可能 で 
あぁ る が , 最も M 海 出 の 多い 最適 温度 は 20°~28°C で あぁ 
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写 説 明 
血 吸虫 の 成 (生鮮 10X40) 
本 佳 吸虫 miracidium (卵殻 脱出 期 ) 
卵殻 脱出 後 の 島 吸虫 (生鮮 10X40) miracidium (生鮮 10X40) 
写真 5: 中 間 宿 ヒ ラマ キモ ドキ の 触角 に 容 せん と する 吸 
miracidium (生鮮 10X40) 


る . 海 出 数 の 最も 少な い 水 温 は 5°~8°C で あり , こ の 場 
合 加水 後 4 時間 以 後 は 全く 出 を 見 な い . 0~3°C 及び 
40°~43°C で は M の 海 出 を 認め な い . し か し , 0~3°C 
の 場合 3 時 間 後 に 水温 を 25*C に 上 昇 せ し むれ ば 再び 溢 
出 を 開始 し た . 40°~43°C に お いて は 3 時 間 後 に 水温 を 
25°C に 下げ て も M の 渡 出 を 見 な か つた . M の 海 出 の 時 


感 な 時 間 は , 加水 後 3 時間 で ある . 以後 第 3 図 に 示す 如 
く , 時 間 の 経過 と 共に 海 出 は 減少 し , 12 時 間 後 で は 20*~ 
28°C の 間 に お いて 僅か に 海 出 が 可能 で あぁ る . 24 時 間 後 
は 全く 溢 出 を 証明 し な か つた . 

水素 イオ ン 濃 度 : M の 海 出 可 能 な る pH 域 は 5.0~8.0 
で ある が , pH 6.8~7.4 で は 湊 出 数 最も 多く (最適 pH 
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1 
第 1 図 吸 虫 の 成熟 卵子 10 箇 の 加水 
膨大 する 時 間 的 推移 平均 値 


域 )、pH 8.0 は 最も 出 が 少な か つた (第 4 図 ). 
光度 : 水道 水 (pH 6.8~7.0, 水温 20°~25°C) に て 
し た ムク ドリ の 便 を よく し , 試験 管 2 本 に 分 
注 し 明暗 2 群 に 分 ける . 明和 群 は 室温 20°C の 日 当り の よ 
い 部 屋 に て 60 W の 電球 で 試験 管 を 照射 し た . 暗 群 は 
25°C の 赴 卵 器 中 に 放置 し , 夫々 3 時 間 後 に 深 出 する M 
の 数 を 算出 し た . 第 1 表 の 如く , 明 鮮 の 方 が . は る か に 
蓄 出 数 多く , 海 出 数 の 比 は 3 : 1 で ぁ つ た . 

lI M の 運動 

水中 に 海 出し た M は 線 毛 を 感 に 動か し て , 体 軸 に 卿 転 


図 温 M の 数 と の 関係 
(pH 6.8~7.0 10°C) 


pH. 38 44 


第 4 図 pH と M の 洲 出 数 と の 関係 
(水温 20~25°C, 室温 


第 1 表 光 M 数 と の 関係 


明暗 
明 


(水温 20°C, pH 6.3, 触 水 後 3 時 間 ) 
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し 衝 ら ( 右 廻 転 を と する 場合 が 多い ), 直線 的 に 進行 し , 
常に 前 進 的 で ある . 概して 水底 より は 水面 近く を 好 ん で 
湊 泳 する . 進行 に 際 し て , M は や 、 ゝ > 体長 の 方 向 に 伸展 せ 
る 体位 を 示し , 決し て 体 を 伸縮 させ る こと は な い . 運動 
が 衰 える と , 水底 近く 静止 する . 

IV M の 運動 条件 

蓄 出 後 の M の 運動 に 及ぼ す 条 件 と し て , 水温 , 水素 イ 
ォ ン 濃度 の 影響 に つい て 述べ る . 

水温 : M の 運動 可能 な る 温度 城 は , 8“~37°C で ある . 
これ を 低温 域 (8“~11°C), 中 温 城 (20°~28°C) 及び 高 
温 域 (34*~37°C) に 分 ち , 夫々 の 温 城 に お ける M の 運 
動 速 度 を 測定 し た . 8°~11°C で は 平均 秒速 1.4mm, M 
の 注 出 最適 温 城 で ある 20°~28°C で は 2.9mm, 34°~ 
37°C で は 4.0mm で あぁ あり, M の 運動 は 低温 で は 遅く , 
高温 で は 速い こと が 証明 され た (第 5 図 ). M の 運動 が 
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34~37°C 上 000080 0000 ° 
0-28°C 
8-11°C o 
度 
速度 


第 5 図 水温 と M の 運動 速度 と の 関係 
(pH 6.8~7.0、 10°C) 


宮 に 遅く な り 停 止 す る 場合 も 線 毛 運動 は 永く 営ま れる . 

水素 イオ ン 濃 度 : M の 運動 可能 な pH 城 は , 6.8~7.4 
で ある . pH 6.8 で は 運動 速度 は 秒速 3.5mm, pH 7.1 で 
は 3.2mm, pH 7.4 で は 3.4mm で , 各 pH に よ つ て 運 
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第 6 図 pH と M の 運動 速度 と の 関係 (水温 20~ 
25°C, 10°C) 
動 性 に 著しい 差異 は 認め られ な か つた (第 6 図 ). 
V M の 中 間 宿 主 に 対す る 趣向 性 
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載 物 硝子 上 た に お ける 観察 で は , M は 中 間 宿 主 で ある 巻 
内 の 1 種 ヒ ラマ キモ ドキ Polypbyks hemisphaerula に 近 
づい て , その 体 部 に 向 つ て 突進 し , 頭 部 , 頸 部 , 触角 , 
外縁 , 足 部 等 了 所 の 接着 部 位 に お いて , 線 毛 運動 を つ 
ゞ けつ 頭 部 の に る . 数 分 に し て 頭 部 を 
入 せ し め た る 後 は 速 か に 深部 に 侵入 する . 触角 部 に 侵入 
せる 場合 は 内 の 大 部 に 向 つ て 移動 し て ゆく 状態 が 認め ら 
: 

M の 中 間 宿 主 に 対す る 趣向 性 を 次 の 方 法 に よ つ て 観 宗 
し た . 載 物 硝子 の 上 に M を 容れ た 水滴 を 置き , これ に 接 
し て 次 の A, BB 2 液 の 小 滴 を 別々 に 加え M の 運動 性 を 比 
較 観 察し た . 

(A) ヒラ マキ モドキ Polypylis hemisphaerula の 分 
泥 す る 粘液 及び 貝殻 に 含ま れ た 水 の 混合 液 

(B) モノ アラ カ ヒ ymnea japomica の 分 る 
液 及び 上 貝殻 中 に 含ま れ た 水 の 混 合 液 
M は B 液 に 対し て は 無 反応 で 運動 に 変化 を 示さ な か つ . 
た が , A 液 に 対し て は 陽性 超 向 性 を 示し , 上 且つ 運動 の 活 
を 認め た . 

VI _M の 生存 条件 
M の 生存 条件 と し て , 温度 と pH と を 検討 し た . M 
の 生存 可能 な る 温度 城 は 5*~39°C で , それ 以外 の 温度 
で は 平均 3 分 秒 を 出 ず し て 線 毛 運 動 を 全く 停止 する . 生 
存 可 能 の pH 城 は 5.0~8.0 で ある. M が 卵 り 出 
後 の 生 存 時 間 は , 水温 20°~25°C, pH 6.8~7.0 の 水 
道 水 中 に お ける 実験 で は 第 7 図 に 示す 如く で あり , 最低 
45 分 , 最高 18 時 間 で , 平均 時 間 3 時 間 で あつ た . 


10 


時 


第 7 図 M の 生存 時 間 ( 水 温 20~25°C, pH6.8~7.0) 


総括 及び 者 接 

棟 鳥 住 血 吸 虫 M の 生態 に つい て は , 以上 の 実験 で , M 

の 卵 明 離 脱 過程 並び に その 条件 , M の 運動 及び その 条件 

中 間 宿 主 に 対す る 趣向 性 の 有無 , M の 生存 条件 等 を 観察 

M の 最 より 説 す る 過程 は , 卵 膨大 する 時 , 

M の 卵 脱出 せん と する 人 準備 期 及 び 脱出 期 の 3 
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期 を 明らか に 区 別 し 得 る も の で あつ て , その 過程 に お い 
て , 夫々 の 時 期 に 応じ , M は 独特 の 行動 を 示す . その 全 過 
程 に 要する 時 間 は , 平均 24 分 45 秒 で ある . 住 血 吸 虫 の M 
の 卵 最 脱 出 過 程 に 関す る 文献 は 比較 的 少な く , 鳥類 住 血 
M で は , Neuhaus (1952) は Trichobilharzia szidati 
の M は 加水 後 5~10 分 で 卵殻 を 脱出 する と 述べ て いる . 
日 本 住 血 吸虫 の M に つい て は , Smith (1912) の 報告 に 
よる と , 卵子 は 接 水 後 直 ち に 膨大 せ ず , M の 卵殻 脱出 に 
要する 時 間 は 水温 30C に お いて 10~20 時 間 で あぁ る と 
述べ て お り , 之 に 比 し , 棟 鳥 住 血 吸 虫 の M の 脱出 時 間 は 
. szidatt の M よ り は 遅い が , 日 本 住 血 吸 中 の M よ り は 
極め て 速い こと は 注目 すべ き 事 実 で ある . 

棟 鳥 住 血 吸虫 M の 卵殻 脱出 に 及ぼ す 水 温 の 影響 を 検 す 
る に , 5°~38°C の 間 で 脱 出 可能 で あぁ り 最適 温 
亡 は 20°~28°C で あつ た . 日 本 住 血 吸虫 に つい て は , 
宮川 (1912), Faust & Meleney (1924), Magath & 
Mathieson (1946), Ingalls etal (1949), 杉浦 (1953) 
伊藤 (1953) 等 が だ M の 溢 出 温度 並び に 最適 温度 城 を 記載 
し て いる が 大 同 小 異 で あり , 私 の 集計 に よれ ば その 平均 
- 価 は 海 出 温度 城 4*~36°C, 最適 温度 域 21?~31°C で あ 
る . 即ち , 棟 鳥 住 血 吸 虫 の M の 場合 と 大 差 は な い . 

鳥類 住 血 吸 虫 の M の 海 出 と 温度 と の 関係 に つい て は , 
Macy et al. (1955) は , oregonensis の M の 温 
は 15*~37°C, 最適 温 は 30°~35°C, 低温 な れ ば 
出 時 間 が 延び る と 述べ て いる . 近 時 , 当 教 室 に お いて 
Trichobilharzia 属 の M の 測 温度 に つい て の 研究 が あ 
る . (伊藤 , 1960) は 23°~27°C, T. phy- 
-sellae (岩神 , 1960) は 20°~28°C, T. ocellata ( 千 頭 , 
1960) は 20°~25°C が M 湊 出 の 最適 温度 で ある こと が 
と な り , 住 血 吸 の M に お ける と 甚だ 似 て い 
る こと が 判 つ た. 

蓄 出 と pH と の 関係 に つい て は , 棟 鳥 住 血 吸 虫 M で は 
海 出 可 能 pH 域 は 5.0~8.0, 最適 の pH 域 は 6.8~7.4 
で ある . pH の M 測 可能 域 に 関す る 文献 は 少な く , 
伊藤 (1960) は corvi の M は pH 6.8~7.2 で 出 す 
る と 述べ , 杉浦 (1953) は 日 本 住 血 吸虫 M の 出 可能 の 
pH 域 3.0~8.6, 最適 pH 域 4.0~8.0 と 記載 し た . 私 
の 得 た 成績 も これ と 近似 し た 価 で ある . 

宿主 に 諸 す る 超 向 性 に つい て は , 前 述 の 実験 に お いて 
棟 鳥 住 血 吸 虫 M の 固有 中 間 宿 主 に 対す る 陽性 超 向 性 を 証 
明 し た . Neuhaus (1951) は , 7 sztdatt の M に つい て 
本 来 の 宿主 物質 と 他 の 宿主 物質 と に 対す る 趣向 性 を 検討 
し , 同じ く 固 有 宿 主 に 対す る 陽性 超 向 性 を 認め て いる . 


棟 鳥 住 血 吸虫 M の 生存 可能 の 温度 城 は 5*~39°C で あ 
り , pH 城 は 5.0~8.0 で あり , 20° へ 25°C の 水温 で 45 
分 ~18 時 提 (平均 3 時 間 ) 生存 し た . Neuhaus (1951) 
は , szida# の M は 20°C の 水温 で 20 時 間 生 存 可能 
で あり , 最初 の 12~14 時 間 は 休止 し な いで 活 潤 に 運動 
し , 加水 後 18 時 間 で は 水底 近く 横たわり 平均 20~22 時 
間 で 死ぬ と 述べ て いる . : 棟 鳥 住 血 吸 虫 M の 場合 は 一 部 相 
違 す る 点 も あど れ 両 者 の 生存 条件 は 概して 類似 する こと 
が 多い と 称す べき で あろ 5. 

結 語 

1. 棟 鳥 住 血 吸虫 miracidium の 生態 に 関し , 卵殻 離 
脱 過程 及び 脱出 条件 の 各 項 に つき 検索 し た . 

2. 住 血 吸 の 成熟 卵子 は , 触 水 後 大 期 , 
脱出 前 期 を 経て で て miracidium が 卵 脱出 する . 水 後 
脱出 する まで の 所 要 時 間 は 平均 24 分 45 秒 で ある . 

3. M の 卵 最 脱 出 に 最適 の 水温 は 20°~28°C で あり , 
最適 の pH は 6.8~7.4 で ある . 

4. M の 運動 可能 な る 温度 城 は 8*~37°C' で あり , 低 
温度 で は 遅く . 高温 で は 速い . 

5. M の 運動 可能 な る pH 域 は 6.8~~7.4 で ある . 

この 城内 で は 運動 に 差異 を 認め な い . 

6. 棟 鳥 住 血 吸 虫 miracidium は , ヒラ マキ モドキ に 
対し 明らか に 陽性 超 向 性 を 示す -. 

7. M の 生存 可能 な る 温度 城 は 5*~39°C, pH 域 は 
5.0~8.0, 生存 時 間 は 45 分 一 18 時 間 (平均 3 時 間 ) で あ 
る . 


稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 を 賜り た る 田部 教授 に 満 
謝意 を 表し ます . 
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STUDIES ON THE MIRACIDIUM OF GIGANTOBILHARZIA 
STURNIAE (TANABE, 1948) 
2. ECOLOGY OF THE MIRACIDIUM OF G. 
STURNIAE (TANABE, 1948) 


HIiROSABURO IWASAKI 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka, Japan) 


Although the morphology of miracidium of Gigantobilharzia sturniae which is the causative 
agent of dermatitis in lake or rice field in Japan was reported, very little is known concerning 
the ecology of its miracidium in spite of public health importance. This study, a second in a 


series, was conducted to investigate the hatching process of miracidium from eggs, response to. 


the host snail and survival conditions. The results otained were as follows. 

1) When ripe eggs of G. sturmiae was placed in water, the eggs shell swelled up (phase 9 

of swelling up of the shell) and miracidia moved gently inside the envelop which was finally broken 

by its locomotion (preparation phase for hatching). After two successive phase miracidia hatched a 

from the eggs by breaking the egg shell. The average time required for hatching was 24 minutes. 

and 45 seconds after being placed in water. 

3) The optimal temperature of water for hatching was 20° to 28°C. The optimal pH range PP 

was 6.8-7.4. 

4) The movement of miracidia in water could be seen at temperature ranging from 8° to. 0 

37°C which rapid movement occurred at higher temperature and slow, at lower one. 

5) The movement of meracidia could be observed at pH range, 6.8-7.4, in which no 下 H 

remarkable differences in their locomotion were shown. る 

6) Miracidium of this species showed positive tropism to the intermediate snail host, 

Polypylis hemisphaerula. 
7) Miracidia were seen alive at water temperature ranging from 5° to 39°C and at water 

pH ranging from 5.0 to 8.0. Average survival time was 3 hours with 45 minutes and 18 hours i 

方 


as both extremes. 
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棟 鳥 住 血 吸 虫 の Miracidium に 関す る 研究 
(3) 棟 鳥 住 血 吸虫 Miracidium の 発育 に つい て 
岩崎 弘 三 郎 
大 阪 医科 大 学 病理 学 教 (指導 田部 授 ) 
(昭和 35 年 8 月 8 日 受領 ) 
特 別 


言 
吸虫 類 の miracidium (以下 M と 略称 ) の 発育 に 関し て 
は , Nordmann (1832) , Schauinsland (1883), Ort- 
mann (1908), Faust Meleney (1924) その 他 研 究 者 
の 業績 が あぁ る. 我国 に お いて も , 中 由 1910), 渡辺 
(1934), 三木 (1937) 等 の 日 本 住 血 吸 虫 そ の 他 の M に 関す 
る 詳細 な る 報告 が あぁ ある. 然し 人 体 に 対し 病原 性 を 有する 
鳥類 住 血 吸 虫 に つき , M の 発育 を 検索 せる も の は 極め て 
少な い . 我国 に お いて 近年 水田 皮膚 炎 の 病原 体 と し て 注 
目 せ ら る > に 到 つ た 棟 鳥 住 血 吸 虫 Gigantobilharzia stu- 
ァ niae (Tanabe, 1948) の M の 発育 に 関し て は , 小田 
(1953) の 記載 が ある が , 更に 精細 な る 検索 を 要請 され 
て いる 現況 で ある . 以上 に 鑑み , 私 は 前 報 し た 棟 鳥 住 血 
吸虫 miracidium に 関す る 知見 を 一 基準 と し , 本 吸虫 卵 
子 の 発育 諸 段 階 を 追跡 する と 共に , 一 部 他 種 吸虫 類 に お 
ける 知見 と の 比較 検討 を 試み た の で , 太 に その 成果 を 報 
告 す る 次 第 で ある . 
研究 材料 及び 研究 方 法 
研究 材料 : 棟 鳥 住 血 吸 虫 の 濃厚 に 寄生 する 島根 県 鉄 川 
地方 産 の ムク ドリ Spodiopbsar cineracea (Temminck) 
18 羽 を 捕獲 し , その 腸管 を 切 取 り , 新鮮 並び に 固定 状態 
に お いて 検索 し た . 新鮮 状態 に お ける 観 祭 に は 腸 壁 を 擦 
過 し , 遊離 し た 卵子 及び 閥 便 中 の 成熟 卵子 を 用 いた . 
研究 方 法 : 生鮮 時 観察 の 他 , 腸 組織 を 10% Formalin 
中 に て 固定 し , パラ フィ ン 切 片 を 作成 し , Haematoxylin 
Eosin 染色 , Mallory 染色 , van Gieson 染色 , Bilscho- 
wsky 及び PAS を 施し 鏡 検 し た . 
研究 成績 
終 宿 主体 内 に お ける 棟 鳥 住 血 吸虫 の 卵子 は , 主として 
腸 粘 膜 下 の 毛 細 上 血管 内 に 介在 分 布 し 種々 な る 発育 過程 を 
示す が , 略 々 同じ 発育 期 の 卵 が 数 箇 づ > 集 在 す る こと が 
多い . し か し また 交互 に 混在 する 観 を 呈す る 場合 も あ 
る . 由 卵 個々 の 発育 を 類別 する と , 次 の 5 段階 に 分 ける 
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こと が 出来 る . 

(1) 未 発育 期 , (2) 分 胞 期 , (3) 又 実 期 , (4) 器官 発 
育 期 , (5) miracidium 成熟 期 

1. 発 育 期 

産出 され て 間 も な き 忠 卵 は , 母 中 の 子宮 内 に お ける と 
々 同様 の 形態 で ある . な 卵 愉 紙風船 を 圧縮 
せる 如き 現 わ し , 不 規則 な 形状 を . この 卵子 は や 
が て 水分 を 吸引 し 卵 最 球形 と な る . 新鮮 状態 で の 大 き さ 
は 46g~39gX 40g ~33g (44mX37g) で ある . 内 に 1 箇 の 
細胞 と 8~10 箇 の 卵黄 細胞 と を 容れ る . 卵細胞 の 位置 は 
中 央 或 は や ゝ これ より 周辺 に 偏 し , その 形 は 短 
円 形 , 大 さ は 卵黄 細胞 より や > 小さ く , 原形 質 は Mallory 
染色 に よく 染まる た め 黄 細胞 と 区 別 が 容易 で ある . 卵 
黄 細 胞 は 微細 題 粒 を 充満 し , 1 箇 の 核 を 有する 不正 円 形 
又は 多角 形 の 細胞 で 互 に 接着 し て 卵 毅 内 を 充 し て いる . 

2. 分 胞 期 

卵細胞 は 大 小 二 箇 の 細胞 に 分 裂 す る . 大 形 細 胞 は , 村 
は 核 色 質 に 乏しく 原形 質 淡 染 性 の 被 包 膜 原 基 で あり 更に 
分 裂 し , M の 被 包 膜 の 形成 に 参与 する (写真 2 ). 小形 細 
胞 は , 体 細胞 の 原 基 で 核 は 核 色 質 に 富み 原形 質 濃 染 性 で 
あぁ ある. この 細胞 は 更に 核分裂 像 を 示し つ > 増加 し (写真 
3), 連続 に て 8 箇 ~51 箇 の 分 胞 細 胞 が 卵 の 
中 央 に 集団 状 を な す (写真 1~7 ). 大 形 細胞 は , 細胞 集 
団 よ り 離 れ , 卵殻 の 内 壁 に 接着 し , 第 一 被 包 膜 と し て 膨 
大 し た 形態 を 示す . 分 胞 期 の 後期 に 至れ ば , 細胞 集団 の 
表面 に 密接 し て 第 二 被 包 膜 細胞 が 出現 する . この 細胞 は 
乃至 細長 で , 長 析 形 の 核 を 有 し , 状 体 を 包 
む 形 像 を 示す . 卵黄 細胞 は 核 委 縮 し, 次 第 に 退行 変性 に 
陥る (写真 5). この 期 の 卵 の 大 き さ は , 54u~45gX52g 
X47m) で ある . 

3. 和 実 期 

分 胞 球 の 増殖 が 進み , 細胞 集団 が 充実 し て 和 桑 実 状態 の 
塊 を 呈す る 時 期 に な れ ば , 卵殻 内 壁 に は 分 胞 期 に 分 離せ 


. 


590 


る 第 一 被 包 膜 細胞 が 略 々 完成 し て 認め られ る 写真 8). 
桑 実状 体 に は , 大 小 の 細胞 が 含ま れ , 前 者 の 核 は 核 色 質 に 
小 体 が で あり, 後者 の 核 は 質 濃 厚 で あ 
る . 大 形 細 胞 は 多数 で 充実 性 で あぁ あり, 小形 細胞 は 少数 で 
散在 性 で あぁ る (写真 10). この 時 期 に お いて , 第 二 被 包 膜 
の 形成 が 益々 明瞭 に 見 らち る ゝ > に 至り , 桑 実 状 体 の 表面 に 
系 接し , これ を 包む 形 像 を 示し 形成 され て いる の を 認め 
る (写真 10) . 卵黄 細胞 は , そ の 細胞 膜 不明 腔 と な り , 題 粒 
消失 し 変性 に 陥り , 周囲 に 圧迫 され る (写真 9). この 時 
期 の 未 期 に は , PAS 陽性 題 粒 を 有する 大 形 の 頭 腺 細 胞 が 
出現 する , この 期 の 卵 の 大 き さ は , 64g~58gX63g~55g 
で ある . 
4. 器官 発育 器 
各 器 官 の 原 基 即 ち , 腸 原 基 , 腺 細 胞 原 基 , 感覚 器 原 基 
神経 系 原 基 等 は , 位置 的 に は 容易 に 明瞭 に は 認識 され 難 
い が , この 時 期 の 後期 に 至 つ て , 線 毛 上 皮 細 胞 , 皮下 細 
胞 , 上 皮 間 細胞 , 皮下 筋肉 細胞 , 体 肉 細胞 , 神経 細胞 , 
神経 線維 , 頭 腺 , 感覚 器 , 排 江 器 , 用 細 胞 等 の 分 化 形 
成 が 明らか に な る (写真 12) . 頭 腺 内 に は , PAS 陽性 題 
粒 が 発現 し , 又 鎌 銀 染 色 に ょ つて 神経 線維 の 走行 が 容易 
人 証明 され た (写真 13, 14). この 期 の 卵子 の 大 き さ は , 
で ある . 
5. miracidium 成就 期 
この 期 の の 大 き さ は , 
に 達し , 卵 円 形 , 非 薄 な れ ど 二 重 線 を 示す . 
M は 卵 般 内 に 頭 部 を 著 明 に 響 曲 せ し め て 静 在 し , 線 毛 並 
びに 燈 状 細胞 の 運動 が 認め られ る . M の 各 器 官 と し て , 
1 対 の 頭 腺 , 腸 細 胞 , 神経 系 , 4 箇 の 燈 状 細胞 及び 肥 細 
胞 を 蔵 す (写真 15, 16) . その 他 の 詳細 は 第 一 編 所 報 と 同 
様 で ある の で これ に 譲る . 
総括 並 に 考 接 
杭 鳥 住 血 吸 虫 卵 子 の 発育 段階 を , 未 発育 期 , 分 胞 期 , 
双 実 期 , 器官 発育 期 及 び miracidium 成熟 期 の 5 期 に 分 
け , 各 期 に お ける 発育 の 特徴 に つい て 記載 し た . 
末 発 育 期 の 卵子 は , 1 箇 の 卵細胞 と 8 ~10 箇 の 卵黄 細 
胞 か ら な る . 
卵細胞 が 分 割 を 始め る 分 胞 期 に 入れ ば , 被 包 膜 を 形成 
する 細胞 の 分 化 が 顕著 と な る (写真 1). 卵細胞 は 先 づ 被 
包 膜 原 基 で ある 大 形 細胞 と 体 細胞 原 基 と な る 小形 細胞 と 
に 分 れ , 大 形 細胞 は 反復 分 裂 を 続け つっ >, 第 一 被 包 膜 細 
胞 を 形成 する . 小形 細胞 は 分 裂 増 却 し , 定型 的 な moru- 
la ( 和 柔 実 状 体 ) の 形 像 を 呈す る . 後期 に は 51 箇 の 細胞 数 
を 算 し た 例 だ が ある . 即ち , 鳥 住 血 吸 虫 卵 子 の 発育 は 卵 
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細胞 分 割 の 当初 に お いて , M 形 成 細胞 群 と 被 包 膜 形成 細 
胞 群 と に 分 化す る も の で ある . 第 二 被 包 膜 細胞 は , この 
時 期 に 既に 細胞 集団 の 表面 に 密着 し 形成 され て いる を 認 
め る (写真 4~ 7). : 

実 期 は , 分 胞 細 胞 の 増殖 が 進み , 細胞 は 愉 
実 の 如く 集結 し て お り , 且つ その 中 に 大 小 の 細胞 群 が 見 
られ , 第 二 被 包 膜 の 形成 が 明 ら か に 証明 され た (写真 
9). 住 血 吸虫 卵子 の 発育 に 関し て は 近年 の 研究 少な く , 
渡辺 (1934) の 日 本 住 血 吸 虫 M の 発育 に 関す る 研究 が 最 
も 精細 で ある . 渡辺 は 中 山 (1910) の 知見 に 反し , 日 本 
住 血 吸 虫 九 に お いて は , 第 一 被 包 膜 の 形成 の 他 に , 第 二 
被 包 膜 形成 細胞 の 存在 を 始め て 指摘 し た . この 事実 は 前 
項 記 載 の 如 く , 棟 鳥 住 血 吸 虫 の 卵子 の 発育 過程 に だ お いて で 
も 同じ く 確 認 ま と まれ た . し か し , 鎖 形 吸虫 及び 膝 吸 忠 に お 
いて , 三木 (1937) が 記載 し た 第 三 被 包 膜 の 存在 は これ 
を 認め る こと が 出来 な か つた . この 時 期 に は 細胞 の 分 化 
が 次 第 に 明らか と な り , 末期 に は , PAS 陽性 題 粒 を 有 有 
する 大 形 の 頭 腺 細 胞 が 認め られ た . 

器官 発育 期 に 入れ ば , 頭 腺 は 更に 増大 し , PAS 陽性 
題 粒 が 増加 充実 し , 固有 の 成熟 像 を 明示 する に 至る ( 写 
真 12). M を 構成 する 主要 な 器官 細胞 が 次 第 に 形態 を 整 
えて くる M 成 熟 期 に 移行 すれ ば , 各 組 織 器 官 の 形態 的 発 
育 完 了 す る と 共に , 六 状 細胞 及び 線 毛 の 運動 が 認め られ 
る に 至る . 

結 語 

1. 棟 鳥 住 血 吸 虫 卵 子 の 発育 段階 を , 1, 未 発育 期 , 
2, 分 胞 期 , 3, 双 実 期 , 4. 器官 発育 期 , 5. miracidium 
成就 期 の 5 期 に 分 け , 各 期 に お ける 特徴 を 記載 し た . 

2. 柱 鳥 住 血 吸 虫 卵子 の 発育 過程 に お いて , 先 づ mi 
racidium 形成 細胞 群 と 被 包 膜 形成 細胞 群 と の 分化 が 識 
め ら れる . 

3. 被 包 膜 形成 細胞 か ら は , 第 一 被 包 膜 形成 に つ ゞ い 
て 第 二 被 包 膜 が 形成 され る . 

4. 頭 腺 細 胞 は , 実 期末 期 に 分 化し , PAS 陽性 
粒 物 質 を 強く 包 有 する こと が 特徴 で ある . 

5. 各 器 官 は , 器官 発育 期末 期 に 分 化 を 完成 する . 


稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 を 賜 つ た 田部 教授 に 満 有 
の 謝意 を 表し ます . 
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9 卵黄 細胞 全く 消失 , 第 二 被 包 膜 細胞 が 明瞭 に 見 られ, 第 二 被 包 膜 形成 され る (PAS 染色 10X100) 
10 各 器 官 原 基 の 分 化 時 期 , 核分裂 像 が 多く 認め られ る (PAS 染色 10X100) 
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13. 14 , 腸 原 基 細 胞 胞 , 感覚 基 と 神経 中 と の 連絡 等 が 見 られ る 
(PAS 染色 10Xx100) 


写真 15~16 AM 期 
何れ 横断 面 で 、15 は 側 方 突起 の 高 さ , 18 は それ より 稀 々 尾 側 で ある (PAS 染色 10X100) 
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STUDIES ON THE MIRACIDIUM OF GIGANTOBILHARZIA 
STURNIAE (TANABE, 1948) 
3. :EGG DEVEEOPMENT, OF THE'G. 
STURNIAE (TANABE, 1948) 


HiRosABURO IWASAKI 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka, Japan) 


This study, a third in a series, was conducted to invetigate embryologica and cytological 


details in the miracidia of an avian schistosome, Gigantobilharzia sturniae, the cercariae of which 


was well known as dermatitis-producing agent in Japan. 


follows : 


Results obtained were summarized as 


1) Egg development of G. sturniae could be devided into five stages, uncleavage stage, 


cleavage stage, morula stage, organ-formation stage, and ripe miracidian stage. And characteristics 


of these stages were described in details. 


2) In the course of its development eggs cleaved into two different types of cells, one of 


which was contributing to the miracidian formation and the other was passing to the peripery to 
form the envelopes which enclosed an embryo and yolk cells. Both kinds of cell mass were 
recognized by the certain cytological details in an earlier stage of development. 

3) The latter cells differentiated into the vitelline membrane and epidermis successively. 

4) The presence of apical gland cell showing a positive PAS reaction in an embryo was 
first recognized at the the end of the the morula stage of development. 

5) Organs in the first larval form, miracidia were formed completely at the end of organ- 


formation stage. 


9) 
10) 
3) | 
i 
11) 
4) 
1 
5) 12 
13) 
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際 産 Trtchobilharzia physellae に 関す る 研究 
(1) 際 モ に 和 寄生 する Trichobilharzia bhysellae 


言 

鳥類 住 血 吸 虫 の cercaria が 人 体 に "侵入 し , 発疹 性 皮 
虜 炎 の 原因 と な る 事実 は 1928 年 Cort に より は じ め て 報 
告 さ れ た . 隊 来 , 欧米 その 他 に 於 て , 住 血 吸虫 皮膚 炎 の 
研究 が 多数 続出 し た . 本 孝 に お いて は , 1948 年 田部 教授 
に より 島根 県 道 農村 に 発生 する 病 の 病原 
体 と し て 枯 鳥 住 血 吸虫 の cercaria が 発見 され て 以来 , 国 
内 各地 の 水田 作業 者 を 置 す 皮膚 炎 の 本 態 は , この 棟 鳥 住 
血 吸 虫 症 に 属す る 事実 が 小田 , 重松 , 小宮 , 宗 , 北 村 , 高 
丘 等 の 報告 に より 解明 され た . 然 か る に , 島根 県 隊 岐 諸 
島 に 多年 する 水田 皮膚 炎 は , 住 血 吸 と 異な る 
住 血 吸 虫 に よる 皮膚 炎 で ある こと が , 1953 年 , 田部 教授 
に より 指摘 され 同年 , 田部 教授 ら (1953) は , 隠岐 諸島 
に 於 て , 水田 に 拓 候 する モノ アラ カ ヒ よ り 一 種 の Ocel- 
lata 和 群 住 血 吸虫 cercaria を 見 出し , 隠岐 水田 皮膚 炎 の 
病原 体 で ある こと を 証明 し た . 小田 (1958) は , 更に 隠 
岐 島 の 病原 住 血 吸 虫 を 検討 し , 同 地 に 拓 候 する モノ アラ 
ガイ ymnaea jabonica を 宿主 と する cercaria を 記載 
し , これ が Cercaria physellae Talbot, 1936 に 類似 す 
る こと を 述べ , また , カモ に 寄生 する 二 種 の 住 血 吸 虫 の 


Table 1. The number of schistosome eggs found in hosts. 


田 中 
大 阪 医科 大 学 病理 学 教 田部 浩 教授 ) 


(昭和 35 年 8 月 8 日 受領 ) 
特 別 


実 


成虫 及 び 卵 子 を 発見 し , この 二 種 の 成虫 が Trichobilha- 
rzia bhysellae (Talbot, 1936) 及び Trichobilharzia ocels 
lata (La Valette, 1855) Brumpt, 1931 に 類似 する こと を 
認め た が , 未だ cercaria 及び 成虫 の 種 属 を 確実 に 同定 
する に 至 つ て いな い . 

隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 体 に つい て は , 以上 の 研究 に ま 
り 大 い に 解 明 さ れる と ころ が あつ た . し か し , 新た に 上 
出さ れ た 病原 cercaria と カモ に 検出 され た 住 血 吸 虫 と の 
間 の 発育 史 的 関連 性 は , まだ 立証 され て 居 ら ず , 病原 供 
血 吸 虫 の 種 属 の 未 確 定 な る 現状 は , 急速 に 解決 すべ き 間 
題 で ある . 

以上 に 鑑み , 私 は , 昭和 30 年 (1936) より , 田部 教 授 
の 指導 の 下 に , 隠岐 水田 皮膚 炎 の 研究 に 従事 し , その 一 
定 種 に つき , 発育 史 的 関連 性 を 実験 的 に 証明 し , 種 属 同 
定 を 確認 し 得 た の で , 疲 に その 成果 を 報告 する 次 第 で あ 
る . 


研究 材料 及び 研究 方 法 
1956 年 5 月 より 1959 年 7 月 に わた り , 隠岐 諸島 に 四季 
を 通じ て する カル ガ モ Azras poecilorhyncha 
hyncha Swinhoe 31 羽 及び マガ モ Anas platyrhyncha 


Number Detective 
number 
Kinds of mallard of of schistosome 

investigation eggS 


Kinds of schistosome eggs 


physellae-like 


physellae-like 
ocellata-like with 
ocellata-like 


another sp: 


Anas poecilorhyncha 31 20 
20n07hyncha, Swinhoe 
Anas platyrhyncha 8 6 


platyrhyncha, Linnaeus 
Total 39 26 


11 9 5 1 
3 0 2 
14 4 5 3 


Lokal 


Dozen 10 
Dogo 22 16 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 需 の 一 部 にょ つて 行 つ たと と を 記す 
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Platyrhyncha Linnaeus 8 羽 を 捕獲 し , 必殺 割 検 , 直 ち 
に その 腸 壁 を 検索 し , カル ガ モ そ 3 羽 及 び マ ガ モ 1 羽 の 腸 
脈 よ り 一 種 の 住 血 吸 中 雄 成 4 , 8 及 
び , 腸 粘 膜 毛細 血管 に 介在 する その 卵子 を 検出 し た (第 
1 表 ). 

採取 せる 成虫 及び 卵子 の 観察 及び 大 き さ の 計測 は , 生 
状 態 に いて 行 つ た . 

研究 成績 

懇 岐 産み モ に 自然 寄生 の 一 種 の 住 血 吸虫 の 構造 . 

座 成 中 (第 2 表 , 第 1 図 ). 

全 形 は , 糸状 , . 体長 は . 7.4~9.8mm. 体 
前 に 大 き さ 0.045~0.055Xx0.053~0.061mm の 
盤 , こ の 後方 の 腹 側 に 突出 せる 0.044~0.059mm x0.073 
へ 0.075mm の 腹 吸盤 が 認め られ る . 両 吸盤 は , 共に 内 
面 に 多数 の 小坪 を 有 し て いる 
食道 は , 日 吸 毅 に 続い て いる 細い 一 条 の 管 で , 腹 吸盤 の 
生々 前 で 二条 に 分 岐 す る 腸管 に 移行 する , 腸管 は , 腹 吸 
盤 の 後に ある 精 褒 の 前 に て 結合 し て 一 条 と な り , 腹 吸盤 
の 後 0.266~0.603mm に ある 長 さ 0.232~0.364mm の 
抱 敗 溝 背 側 を 通 つ て , 抱 雌 溝 の 後 方 に 連続 し て 存在 する 
府 丸 の 問 を 人 箇 々 左右 交互 に 蛇行 し つ > 体 後 端 近く で 盲 管 
に 終る . 

精 栓 は , 精子 を 充満 し た 長 さ 0.218~0.291mm 幅 
.037~0.074mm の 漏斗 状 を 示す 斉 で , 腸管 の 結合 部 直 
後に その 前 端 が 位置 する . この 後 端 は , 次 第 に 管状 と な 
り 陰 棄 に 連 つ て いる . 生殖 孔 は , 抱 雌 潜 の 前 端 , 内 面 ほ 
きき 中央 に 開い て いる . 

府 丸 は 数 52~78 箇 を 算 え , 各個 の 形態 は 横 位 析 円 形 , 
大 き さ 0.029~0.067 x0.041~0.075mm で ある. それ 
ぞ れ 細い 輸 精 管 に よ つ て 連なり , 体 後半 に 一 列 に 並ぶ . 
慣 端 の 形状 は , 特徴 的 な 三 葉 模 状 を 量 し て いる (写真 


成 

形態 は , 雄 虫 に 比 し , 生々 細長 , 長 さ は 2.2~6.9mm 
幅 0.042~0.110mm で ある . 

体 前 端 の 口 吸盤 は , 0.036~0.056 Xx0.036~0.046mm 
の 大 き さ で , この 後方 0.112~0.315mm に 腹 吸 盤 が あ 
る . その 大 き さ 0.038~0.051X0.023~0.041mm 究 状 
に 腹 側 体 表 に 突出 する . 

消化 器 は , 日 吸盤 より 細い 管 の 食道 が 続き , 腹 吸盤 の 
前 0.009~0.028mm で 二条 に 分 岐 し , 腸管 に 移行 する . 
腸管 は , 卵巣 , 受精 両側 を 後 走 し て , 受精 端 位 
で 結合 し て 一 条 と な り , 体 後 端 に て 盲 管 に 終る . 
生殖 器 は , 腹 吸 盤 直 後に 生殖 孔 が あり , 短い 子宮 の 後 
端 に 卵 形 成 腔 が 連 る . 卵 形成 腔 内 に は , 雌 虫 8 体 の うち 
2 体 に 特徴 ある 紡 氏 形 の 卵子 が , 各々 1 個 見 られ た . こ 
の 卵 形成 腔 内 卵子 は , 一 端 の 卵 隷 が 見 られ る 所 を 体 後方 
に 向け , 卵 最 内 に , ほぼ 円 形 の 核 の 明瞭 な る 卵細胞 を 中 
心 と し て , 卵黄 細胞 6 ~ 8 個 を 認め た . 尚 , この 卵子 の 
大 き さ は , 0.075x0.038 及 0.154x0.049mm で あつ た. 
卵巣 は , 卵 形成 腔 の 後方 ( 腹 吸 盤 の 後 0.115~0.294 
mm) に あり , 卵細胞 を 充満 し , 長 さ 0.073~0.294mm 
の 枝 状 を 呈し , 幅広 く . 螺旋 状 に 後 走 し , 次 第 に 細く な 
り , 卵細胞 が 一 列 に 配列 し て 見 られ る . 後 端 は 卵細胞 な 
く , 精子 2~3 の み が 運動 し て いる の を 見 る 場合 が あ 
る . この 後 端 は , 受精 枚 よ り 出 た 短い 管 と 合流 し , 内 璧 
に 線 毛 を 有する 輸 卵 管 に 連なる . 
受精 , の 直後 に 位置 し , 長 さ 0.102~0.138mm 
で 内 部 に は 活 潤 に 運動 する 精子 を 充満 する . Laurer 氏 
管 は , 受精 故 の 前 端 に 連なり , その 外 口 は , 体 表 より 稽 
々 隆起 し て 認め られ る . : 
卵黄 巣 は , 個々 小 光 状 物 の 略 々 まる い 集 団 と し て 見 ら 


Table 2. The size of male adults (measurement in millimeter) 


Diameter of acetabulum 


Length of body 7.4 
Width of body 0.159 
Diameter of oral sucker 0.059x0.052 
ene irom oral sucker to ocetabulum_ 0.368 

from acetablum to gynaecophoric 0.603 
Largement of gynaecophoric canal 0.323 x0.074 
Number of testes, 52 
Distance from end of gynaecophoric canal 0.094 

to thet first testes 
Largement of seminal vesicle 0.238x0.037 
Largement of testis 0.044 x0.029 


0.059x0.074 


9.8 3.4 
0.164 0.168 0.126 
0.055x0.045 0.053X0.053 0.061X0.055 
0.336 0.378 0.362 
0.500 . 0.266 
0.291X0.030 0.364x0.056 0.232x0.067 
78 73 67 
0.168 
0.291X0.055 0.218x0.074 0.218x 
0.047x0.075 0.067x0.073 
0.041x0.063 0.029X0.041 
0.055 x 0.044x0.073 0.049x0.075 
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) 


Table 3. The size of female adults (measurement in millimeter) 


bedy 4.8 6.9 2.2 2.4 2.6 3.8 3.8 
of thody 0.080 0:069 0:099 0:077 0:093 0:107 0:110 
0.056 0:049 0.041 0038 0:036 0.052 0:046 
oral x0.042 x0.026 xX0.044 xX0.044 x0.035 xX0.032 xX0.049 
istance from oral sucker to 
0.042 0.041 0.038 0.029 0.038 0.038 0.046 
x0.035 xX0.051 X0.023 xX0.041 xX0.029 xX0.044 xX0.023 
phagial bifurcaton from 2 
pee 0.028 0.020 0.013 0.009 0.012 0.017 
Uterus from acetabulum 0.294 0.115 
0.154 0.075 
A Ootype x0.049 x0.038 
istance from genital pore to 
0.049 
0.012 0.006 0.006 0.007 0.012 
x0.020 xX0.041 X0.058 xX0.044 x0.044 
0.009 
x0.029 
0.252 0.276 . 0.073 
Dery x0.042 x0.032 0.202 0.116 0.276 
Seminal receptable 0.126 0.138 0.038 0.102 0.049 氏 


れ , その 大 き さ 0.006~0.012x0.020~0.044mm, 各個 口中 毅 は , 体 前 端 , 稽 々 腹 側 寄り に 在り , 腹 吸盤 は , 腹 
共に 卵黄 管 に よ つ て 連結 し , 体 尾 の 腸 の 盲 端 位 の 直前 に 壁 表 面 に 突出 し て いる . 食道 は , 腹 吸盤 の 前 に て 分 岐 し 
始ま り , 体 後半 部 を 前 走 し て , 卵巣 の 左側 を 通り , 右側 雄 成 忠 に て は , その 分 岐 後 の 二条 の 腸管 は 精 旗 直前 に て 
より 来る 輸 卵 管 と 合流 する . この 位置 は , 路 々 卵巣 の 前 結合 し , 雌 成 虫 で は , 受精 坦 後 端 附近 に て 結合 する . こ 
に な り , 合流 し て 一 条 と な つて 卵 形成 用 に 入る . この 雌 の 結合 部 より 後 は 、 体 後 端 近く に て 盲 管 に 終 つ て いる . 
成虫 尾 端 の 形状 は , 雄 成 虫 と 同様 特徴 ある 三 葉 模 状 を 雄 成 虫 は , 腹 吸 盤 の 後方 . 体 全 形 の ほ ゞ 中 央 に 大 き な 抱 . 
量 す る (第 3 表 , 第 1a 図 , 写真 1~4). 雌 溝 を 有する . この 後方 に は 体 端 近く に 至る まで , 横 位 
卵子 長 円 形 の が 多数 認め られ る . 精 腹 及び 
自然 宿主 み モ の 腸管 に 於 て , 卵子 の 分 布 す る 部 位 は , 雌 潜 の 間 に 位 置 し , その 後 端 は , 陰茎 と な り 抱 雌 潮 内面 
主として 由 垂 根部 より 肛門 側 の 腸 粘 膜 層 で ある , 卵子 は の 前 端 中 央 に 生 殆 孔 が 開口 し て いる . 雌 成 虫 は , 腹 吸 長 
約 4~12 箇 ず つの 集団 と し て 存在 する . か > る 由 卵 集団 直後 に 生 殆 孔 が 開い て いる . この 後方 に 卵 形成 胸 が あり 
は , 少数 の 場合 も ちり, 又 , 散在 性 に 多く 見 られ る 場合 時 に 紡 氏 形 の 未 蒸 卵子 を 入れ て いる . この 生々 後方 に 県 
も ある . 旋 状 に 後 走 する 卵巣 , それ に 続い て 受精 裏 が 位置 する . 
卵子 の 形態 は , 紡 氏 形 を 示し , 長 軸 を 中 心 と し て 左右 体 後 壮 に は , 多数 の 卵黄 巣 が 腸管 を は さん で 認め られ 


対称 形 で ある . 両端 は 細く , 狭小 と な り , その 一 端 は 鈍 。、 た . 産出 され た 卵子 の 卵 地 形 態 は 特異 な 紡 鍵 形 を 呈す 
で , 生 屈曲 し , 他 端 は 鋭 で そ の に 小 な る が る. 
認め らち られる. 大 き さ は , 内 に miracidium を 入れ る 成 誤 基く の 如き 体制 的 特徴 は , 先 人 (Skrjabin & Zakka- I 
堀 は , 殻 長径 0.221mm 短 径 0.097, 一 方 , 卵細胞 が 不 鮮 row, 1920 ; Ejismont, 1929 ; Yamaguti, 1958) の 明記 す 忌 
上 明 に 見 られ る 未熟 卵 は , 長径 0.187 短 径 0.090mm で あ る Trichobilharzia 属 の 属 診断 と 明らか に 一 致す る も の ペ 
つた ( 写 で ある . 
以上 , 腸 粘 膜 に 介在 する 卵子 は , 前 述 し た 母 忠 の 卵 形 Trichobilharzia 属 住 血 吸虫 は , 現在 まで に 25 種 報告 
成 膝 内 に 見 られ た 卵子 と 形態 的 に 全く 一 致し て いる . され て いる . この 内 , こ > に 報告 し た 住 血 吸虫 に 近似 す に 
総括 及び 者 接 る 種 は , Trichobilharzia bhysellae (Talbot, 1936), Ee 
前 項 に 記載 し た 住 血 吸虫 の 雌雄 成虫 は , 自然 の 宿主 で Trichobilharzia waubesensis (Brackett, 1940) Tricho- 
ある カル ガ モ 及 び マ ガ モ その 腸 壁 静脈 中 より 検出 し た も の bilharzia yokogawai (Oiso, 1927) の 三種 で ある . : 
で , その 体形 は , 扇 平 細長 , 体 後 端 は , 稽 々 膨大 し て 終 aubesnsis は , 卵子 の 形態 類似 する も , 雄 成 躍 の 腸管 0 
っ つて いる . 結合 部 が 不明 確 で , 雌 成 虫 の 記載 な く . T. yokogaudi 
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Table IV. Comparative table of Schistosome adults by authors (in milimeter) 


Male 
Year 1945 1958 1959 
Author Mc aeg & Oda Tanaka 
Host experimental natural natural 
host host host 
Length of body , upto 7.50 5.60 7.4 ~9.8 
Width of body (at gynaecophoric canal) 0.056 0.165 0.126~0.168 
0.028~0.040 0.045~0.055 
Oral sucker in diameter x0.024~0.028 0.055x0.070 x0.053~0.061 
0.044~0.056 
in 0.016~0.032 0.067 x0.079 ~0.073~0.075 
Distance from acetabulum to anterior end o Ns 
gynaecophoric canal 0.14 ~0.34 0.609 0.266~0.603 
Distance from acetabulum to ‘atedpe extremity 0.016~0.034 0.452 0.336~0.392 
; . engt 0.10 ~0.19 0.650 0.232~0.364 
Gynaecophoric canal width 0.056~0.080 0.165 0.030~0.074 
numbers 96~160 about 100 52~78 
Testis 0.004 Xx0.028 0.045Xx0.059 0.029~0.097 
8g ~0.006~0.032 ~0.049 Xx0.042 x0.041~0.075 
Seminal vesicl length 0.330 0.218~0.291 
width 0.037~0.174 
Female 
Length of body up to 4.4 2.74 ~3.40 2.2 , ~9.9 
Width of body 0.040~0.080 0.018~0.096 0.042~0.110 
0.024~0.044 0.052~0.056 0.036~0.056 
Diameter of oral susker x0.024~0.028 xX0.040~0.042 x0.036~0.046 
Distance from acetabulum to anterior extremity 0.200~0.300 0.320~0.417 oe 
0.035~0.036 0.038~0.051 
Diameter of acetabucum 0.024~0.032 x0.035~0.036 x0.023~0.041 
Esophagial bifurcation from acetabulum 0.024~0.060 0.009~0.028 
ee from acetabulum to anterior end of gt G4 0.2 ~0.374 0.115~0.294 
length 0.09~0.20 0.174~0.305 0.073~0.294 
width 0.020~0.070 
Seminal receptable 0.050~0.080 0.102~0.138 
Egg immature 0.170x0.065 0.180 Xx0.028 0.154x0.049 
mature 0.250x0.080 0.183 Xx0.078 0.212Xx0.072 


は , 成 に て , 卵巣 及び 受精 腸 分 岐 部 か ら 再 結 
合 部 の 間 に 在 り , 特に 再 結 合 部 は , 最前 位 の 卵黄 巣 の 直 
前 に ある 点 , 雄 成 虫 で は , 抱 雌 溝 直前 に 再 結合 部 の あぁ る 
点 に 於 いて 本 種 と 明らか に 区 別 し 得 る . 

. physellae は , 成虫 及び 卵子 の 体制 , 形態 が 本 種 と 
全く 一 致し て いる . 依っ つて 本 報 の 住 血 吸 虫 は , 明らか に 
同種 と 同定 され た . 

和尚 、 既 に 小田 (1958) に より 記載 され た T. physellae 
類似 住 血 吸 虫 も 同じ く Physellae と 認定 すべ きこ と 
が 明らか と な つた . 

7. physellae は , 1936 年 Talbot に よ つ て Michigan 
州 Douglas Lake の Physa parkerit に 見 出さ れ た 新種 
Cercaria physellae を , 後 年 , Mc Mullen & Beaver 


、 し て , 現在 まで , 


が 鳩 , カナ リヤ 等 を 用 いて 育成 実験 を 行い 成虫 を 得 ら れ 
た 住 血 吸 虫 で ある . 

これ まで に 知ら れ て いる physellae の 自然 宿主 と 
Mc Leod (1937) が , マガ モ の 一 種 
Querqedula discors の 報告 が あぁ ある の み で , こ > に カル ガ 
モ Anas poecilorhyncha z0norhyncha Swinhoe 及び マ 
ガ モ Anas platyrhyncha platyrhyncha Linnaeus を 追 
加 す る . 尚 , 本 忠 の 分 布 が 北米 に か ぎら れ て 居り , 東洋 
方 面 に 於 いて の 存在 は 知ら れ て いな か つた が , こ > に 本 
邦 に も 本 種 の 分 布 を 確認 し 得 た . 

語 

1) 隠岐 島 産み モ に 寄生 する 住 血 吸虫 の 一 種 を Tz- 

chobilarzia physellae (Talbot, 1936) Mc Mullen & Bea- 


(151 ) 


601 
, 
) 
の 
; 
4 


602 


ver, 1945 と 同定 する . 


7) Mc Leod, J. A. et al. (1942): Continued stu- 
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附 図 説 明 


図 a 自然 宿主 より 採 取 せ る hysellae の 成 虫 . 


a; 腹 
gp; 生殖 孔 


受精 sv ; 


写真 1 


Ro tH 


b. 同上 , 成 
c; cirrus cr; 腸 再 結合 部 e; 食道 eb; 食道 分 岐 部 gc; 抱 雌 溝 
i: 腸管 od; 卵 ot; 卵 形成 ov: 卵 ovc; 卵細胞 sr; 
精 t; v; 卵黄 巣 vd; 卵黄 


physellae 虫 全 形 (X16) 

卵 形 成 腔 内 の 未熟 卵 (10X40) 

卵巣 , 卵細胞 , 受精 蛇行 そる 腸管 が 認め られ る (10x40) 
雌 虫 尾 端 の 形態 (10X40) 

宿主 腸 膜 ょ り 分 離せ る 成 (10X40) 

. physellae 全 形 (X16) 

吸盤, 精 抱 潮 (10X40) 

の 配列 及び 尾 端 (10x40) 
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STUDIES ON TRICHOBILHARZIA PHYSELLAE IN OKI ISLANDS 


TRICHOBILHARZIA PHYSELLAE FOUND 
IN WILD DUCKS IN OKI ISLANDS 


MiNORU TANAKA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka) 


Although in 1953 Tanabe had pointed out that schistosome dermatitis in Oki Islands was 
different from those due to Gigantobilharzia sturniae cercariae, a most common species to 
cause cercarial dermatitis around lakes and in the rice-field of Japan, identification of this derma- 
titis producing cercariae in the islands has never been clearly made. Fundamental studies relating to 
a cercariae, a causative agent for dermatitis in Oki Islands, are of intrinsic interest for taxonomy 
and underlie the approach to the practical control of this disease. Results obtained were summarized 
as follows : 

1) An avian schistosome parasitic in mallards captured in Oki Islands was identified with 
Trichobilharzia physellae (Talbot, 1936) McMullen & Beaver, 1945. 

2) Mallards, Anas poecilorhyncha zonorhyncha Swihoe and 4A. platyrhyncha Linneaus, 
were proved to serve as a natural final host of T. phyellae. 

3) One species cf adult schistosome found in Japanese mallards and already reported by 
Oda in 1958 was also identified with T. physellae. 
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産 Trichobilharzia physellae に 関す る 研究 
(2) 産 モ ノア ラ カ イ に 生 す る 住 血 吸虫 セル リ ア 


田 中 


実 


大 阪 医 病理 学 教 (指導 田部 浩 教 授 ) 
(昭和 35 年 8 月 8 日 受領 ) 


特 別 


言 

隠岐 島 に 多発 する 水田 皮膚 炎 の 病原 体 が , Ocellata 型 
住 血 吸 虫 cercaria で あぁ る こと は , 1953 年 , 田部, 小田, 
宇野 に より は じ め て 報告 され た . 小田 (1958) は , 隠岐 
産 の Ocellata 型 Cercaria 群 の 大 部 分 が Cercaria phy- 
sellae Talbot, 1936 に 最も よく 類似 し て いる と 述べ , 更 
に 一 部 の cercaria に は , その 大 き さ と 習性 の 生々 異な る 
も の が 存在 する こと 等 に より , 別種 の 病原 性 住 血 吸 中 
ceracria の 存在 する 可能 性 を 指摘 し た . 

これ ら の cercaria 群 は , 何れ も 同 諸島 の 水田 に 棲息 す 
る モノ アラ カイ と Lymnaea japonica を 宿主 と する こと 
は 既に 前 記 の 人 々 に より 確認 され て いる . 

隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 cercaria が 単 一 種 に 止 ち な いこ 
と は , 以上 の 記事 に よ つ て 明らか で ある が , 同 地 に 於 け 
る 病原 cercaria の 追求 を 試み た る も の を 知ら な い の で , 
私 は , 隠岐 に 於 ける 病原 cercaria に 関す る 検索 を 次 の 二 
項 に 分 つて 検討 し た . 

1. 小田 所 報 の C. ヵ hysellae 類似 cercaria と C. 
hysellae と の 異同 . 

2. 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 体 と し て の 別種 cercaria の 
検出 . 

それ ぞ れ 知見 を 得 た の で 報告 する . 

研究 材料 及び 研究 方 法 

Cercaria の 宿主 た る ymnaea japonica を 次 の 地区 
より 募集 し た . 即ち , 隠岐 島 島 後 地 区 の 五箇 村 , 都 万 村 
及び 島 前 地区 の 美田 村 , 黒木 村 , 海士 村 の 水田 より 1955 
年 より 1958 年 に 豆 り , 主として 5 月 上 旬 よ ょ より 9 月 上 旬 の 
に , 総計 55,620 コ の モノ アラ ガイ を し た 

これ ら の モノ アラ ガイ より Ocellata 型 cercaria の 感 
を 別 し , 太陽 光線 下 10~30 分 後に 出せ る 成熟 せ 
る cercaria を 検索 材料 と し た . 

cercaria の 観 祭 は , 生鮮 状態 の ま ゝ 及び , 90°~100°C 


加熱 ホル マリ ン 固 定 後に 行い , 固定 し た 同型 cercaria 100 
隻 に つい て , 貝 体 の 大 き さ の 計測 を 行 つ た . 
成 

隠岐 島 島 後 及び 島 前 地区 水田 に は , 多数 の モノ アラ ガ 
イ が 繁殖 し , これ ら の モノ アラ ガイ 中 より Ocellata 型 
cercaria 和 群 を 検出 し た . 

島 後 地 区 , 都 万 村 で は , モノ アラ ガイ 12,040= 中 , 
46 コ (0.39%) より cercaria を 分 離し , 五箇 村 7,400 コ ュ 
中 66 コ (0.899%6), 島 前 地区 黒木 村 10,000 ケ 中 4 
(0.04%), 美田 村 8,480 = コ 中 4 (0.05%), 海士 村 8,000 
コ 中 9 っ コ (0.11%), 総計 55,620 コ 中 132 コ (0.219%) 
より , Ocellata 型 cercaria を 見 出し た . (第 1, 2. 

Table i. Detective rate of schistosome cercaria 
from Lymnaea japonica in paddy-field 
at Oki Islands. 


Year 1955 1956 1957 1958 Total 


Collective number 
5,260 8,460 10,500 31,400 55,620 


fiuding number of 
86 10 3 53. 


rate (%) 


Table 2. Finding rate of schistosome cercaria 
from Lymnaea japonica at each villagies 


Oki Islands 


Country Dozen Dogo 


Name of village Kuroki Mita Ama Tsuma Goka 


Collective nu- 
mber of 

L. japonica 

Finding num- 
ber of Schisto- 4 46 66 132 
some cercaria 


Rate (%) 


10,000 8,480 8,000 12,040 7,400 55,620 


0.04 0.05 0.11 0.39 0.89 0.219 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 の 一 部 た ょ っ て 行わ れもん た と と を 記す . 
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第 2 図 産 japonica より 自然 遊 出 そる cercaria の 
体 部 の 拡大 図 . 
act 前 排 . b; 江 Cilien cg ; 腺 細胞 . 
dcg ; 腺 導 bt; 尾 ds; 腸 原 基 . es; 点 . 
f 終末 細胞 . hg ; 頭 腺 . m; . pct; 後 排 . ss ; 感覚 
突起 . st; 尾 . vs; 腹 . 


第 1 図 隠 叶 ymnaea japonica ょ 自然 
遊 出せる cercaria 全 形 . 

hg; 腺 . act; 前 排 和 b; 洪 管 . bs : 

尾 の 排 管 . cg ; 腺 細 胞 . dcg ; 腺 導 . 

ds ; 腸 原 基 es ; 眼 点 . Ff; 終末 細胞 . exp; 排 


愉 ロ . 体 部 は , 細長 く , 円 簡 形 に 近い 形状 を 示し , 腹面 中 央 

部 に 1 さ の 爾 状 円 形 の 腹 吸盤 が 存在 し , これ より 前 方 否 
cercaria の 形態 (第 1,。 2。 3 図 , 第 3 表 ) 側 に 一 対 の 黒褐色 題 粒 を 持つ 眼 点 が 見 られ る . 体 部 の 前 
cercaria の 体制 は , 体 部 , 幹 尾 , 岐 尾 に 大 別 さ れ , す 三 分 の 一 は , 円 鑑 状 の 筋 束 に よっ て 区 別 さ れ た 頭 部 器官 
べ て の cercaria に 於 いて Ocellata 型 cercaria (Sewell, で , この 中 心 よ り 両 側 部 を 五 対 の 奏 腺 導管 が 束 状 を な し 
1922) の 形態 を 示し , 体制 上 の 特徴 は , 生鮮 標本 観察 時 て 買 通 し , 体 前 端 に 小 団 を も つて 開い て いる . 姓 腺 は 。, 
次 の 如く で ある . 対 の 大 形 細胞 より な り , 腹 吸 盤 前 に 2 対 , 後に 3 対 に 列 
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Table 3. Comparison of size of cercaria (A.B.C. and D. type) of schistosome, to that 


dermatitis-producing schistosome cercaria. (in millimeter) 


Body Tail stem Tail furca Haed organ 


ventral sucker 
Diameter of 
ventral sucker 


= 


ltoend of body 


to oo 


C. of A. type (Tanaka, 1959) .221 0.039 
C. of B. type (Tanaka, 1959) 0.028 
C. of C. type (Uno, 1960) 0.019 
C. of D. type (Tanaka, 1959) .218 0.027 
C.s.p. in Oki (Oda, 1958) 5 2 0.021 
C. 
C. 
C. 


© 


© 

~J 

tw 
ミミー) 


|Distance from 


に 


physellae (Talbot, 1936) .265 0: ; .196 0.032 
ocellata (Talbot, 1936) 0.023 
of T. yokogawai(Oiso, 1927) .2 * 0.040 0.258 0.019 


=© 


: length, W. : width, C. : cercaria T. : Trichobilharzia. Measurement on the specimens fixed 


hot-10% formalin solution. 


分 れる . 前 二 対 は , 細胞 体内 に 不透明 頼 粒 が 認め られ , 
後 3 対 は , ほ ゞ 衣 明 で ある . 
消化 器 系 と し て は , 頭 部 器官 腹 側 の 口 よ り 体 部 中 央 を 
綱 い て 食道 が 背 側 に 滑ら か な 曲線 を 画 き , 境界 筋 中 央 を 
買い て , 両 眼 点 の 間 の 生々 後 で 二条 の 育 管 と な る 腸 原 基 
に 移行 する . 排 江 器 系 は , 終末 細胞 が 腹 吸盤 の 前 部 , 境 
界 筋 に 至る 間 に 3 対 , 後部 に は , 体 後 端 に 至る まで に 3 
対 , 幹 尾 の 前 端 に 一 対 認 め ら れ , 終末 細胞 の それ ぞ れ より 
出る 細 排 管 は , 前 後 排 連なり 腹 吸盤 後方 体 
側 に て 主 排 江 管 に 連 な つ て いる . 主 排 洪 管 起 始 部 内 壁 に 
は 二 対 の Cilien が 認め られ る . 主管 は , 毒 腺 の 間 を 乏 曲 
後 走 し 体 部 後 端 に て 左右 合致 し て 膝 と な り , 再び , 二 
条 の 管 と な つて 腔 を 出る が , 幹 尾 に 入る や 直ちに 一 条 と 
な つて , 幹 尾 中 心 を 走り , 幹 尾 後 端 に て 三 度 び 二 条 に 分 
岐 し た 後 , 岐 尾 中 心 を 貫い て 失 端 に 開い て いる . 幹 尾 前 
端 両側 に ある 終末 細胞 の 細 排 洪 管 は , 体側 を 買い て 直接 
後 排 洪 管 に 連 つ て いる . この 終末 細胞 の 配 式 は , 2[(3 十 
3 (⑫②)) +1〕 で ある . 
体 表 面 は 、 一 層 の cuticula に 逆 わ れ . 体側 に 8 対 の 感 
ば 覚 突起 を 認め る . 
幹 尾 は , 前 端 に 終末 細胞 一 対 を 認め , 排 洪 管 に つい て 
は , 前 述 の 如く で ある . 表面 に は , 小 球 が 多数 認め られ 
る 他 構成 細胞 が 不鮮明 に 認め られ た 
尾 は 。 突端 に 行く ほど 細く な り 。 そ の に 部 あ 
。 図 . り ,。 排 洪 管 が 開口 し て いる . 体 表 に は , 小 団 が 多数 あり 
A; C. physellae, B; C. elvae syn. ocel- 全長 に て を 有する . 
ata 類似 , C; 新種 と 思わ れる Cercaria, D; A 類 - Cercaria の 計測 (第 3 表 , 第 3 図 ) 
i 湊 出 せる cercaria を , それ ぞ れ の モノ アラ ガイ 毎 に 
90°~100°C 加熱 10 6 ホルマリン 固定 し た 後 , その 体長 


a b c da 
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090 0.030 
0.029 
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with 
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感染 6 時 間 後 二 次 感 染 , cercaria pe 
ない, 表皮 に 強い 浮 と 小 円 形 細 の 
潤 あ り , 表皮 直下 の 真皮 層 に ゃ 同じ 細胞 浸潤 
が ある . 染色 10Xx10). 


細胞 , 好 酸 球 , 好 中 球 が 見 られ る . (H.E. 
10 X40) 


幹 尾長 , 岐 尾長 , 器官 の 大 き さ 及 び 位 置 を 計測 する に 。, 
その 計測 上 の 特徴 より , 別表 (第 3 表 ) の 如く , Cercaria 
A, Cercaria B, Cercaria C, Cercaria D の 四 型 に 区 別 す 
る こと が 出来 た . これ ら の 計測 は , いずれ る も 100 隻 に つ 
いで 待った. 

病原 性 (写真 1 ~ 4 ) 

私 は , この 四 型 の 中 Cercaria A, Cercaria B, Cer- 
caria C に つい て 病原 性 の 有無 を 検 し た . 

私 自身 の 前 腕 内 側 及 び 外 側 の 皮膚 に cercaria を 含ん だ 
水滴 を 滴下 する に , 約 10 分 後に 局所 に 刺 痛 感 , 微細 な 点 
状 発 赤 が 現われ , 約 4 時 間 後 に は , 小指 頭 面 の 発赤 及び 
発疹 が 明瞭 と な り , 療 湊 感 顔 次 増大 し , 丘疹 頂点 に 小 水 
癒 を 生じ た . 24 時 間 後に は , 不 規則 な 融合 し た 発赤 と 丘 
疹 。 更に 摩 燈 が 認め られ , 実験 的 に これ ら cercaria の 皮 
膚 炎 起 生 性 は 明らか で ある . 尚 , 症状 は , 各 型 に 於 て 特 
異性 は 認め られ な か つた . 
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2. 同左 . の 浮 下 真 皮 層 の 原 
線維 の 像 が 見 られ , し ょ と て 小 円 形 
の を 認め る . (H.E. 色 10Xx40) 


写真 4. 一 次 感染 , cercaria 感染 後 , 45 分 角 化 層 の 直 
下 の 誠 明 層 に 貝 体 が 見 られ る . 細胞 反応 は 見 
られ な い . 10Xx40) 


この 発赤 の 皮膚 の 一 部 を 4 時間 後に 切 取 し て 1099 ホ ル 
マリ ン に て 固定 , 型 の 如く , 脱水 , 旬 埋 し て 切片 標本 を 
作り , Hématoxylin-Eosin 染色 を 施し て , 組織 学 的 に 検 
索 し た . 

組織 所 見 は , 表皮 層 は , cercaria の 侵入 部 に 相当 し て 
角 化 層 , 透 明 層 は , 見 られ ず , 又 , 或 る 切片 , 即ち 1 時 
間 内 で は 捉 粒 層 よ り 基 底 細胞 層 に 至る cercaria の 忠 体 が 
明瞭 に 認め られ た . その 周辺 の 上 皮 細 胞 は 圧 排 され て 
る 

真皮 層 に 於 いて は , 脇 原 線維 が 膨 化 し , 周 管 性 に , 単 
球 . リン パ 球 の 浸潤 が あり , こ ゝ > より 表皮 変性 部 位 こ 向 
つて 細胞 浸潤 が 見 られ る . その 他 , 好 酸 球 が 少数 浸潤 し 
て いる . 

総括 及び 考 接 

島 前 地区 三 ヶ村 , 島 後 地区 二 ケ の 水田 より 

集 し た モノ アラ ガイ に Ocellata 型 cercaria 和 群 を 検出 し 
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た . この cercaria の 検出 率 は , モノ アラ ガイ 55,620 コ 
中 132 コ (0.219%) で あつ た . 

この Ocellata 型 cercaria 群 を 加熱 10% ホ ル マ リ ン 固 
定 後 、 計測 し , その 体制 各部 の 計測 値 よ り , 四 型 即ち 
Cercaria A, Cercaria B, Cercaria C 及び Cercaria D に 
区 別 し , 種 属 に 関す る 検討 を 行 つ た . 

Cercaria A は , 同島 に 於 いて , 小田 (1958) の 報告 
せる Physellae 類似 cercaria と その 体制 が 一 致し て い 
る . Ocellata 型 cercaria は , 現在 まで 11 種 以上 報告 
され て お り , Cercaria A に 体制 上 近似 する 種 と し て Cer- 
caria physellae Talbot, 1939 及び Cercaria of T. yo- 
kogawai 大 磯 , 1927 が 挙 が ら れる が , 後者 は 、 そ の 毒 腺 
が 三 対 、 終末 細 移 信 対 で ある 点 . 別種 と 考え る . 又 , 
Cercaria stagnicolae Talbot, 1936 と は , 腹 吸盤 の 位置 
が Cercaria A. より 後 位 に あ ゅ る こと が 明らか な 差 と し て 
認め られ る . 前 述 せ る Cercaria physellae Talbot, 1936 
と は , その 体制 が 一 致す る . 以上 の 事実 は , Cercaria A 
が C. physellae で あぁ あり, 又 , 小田 の 類似 型 も 同種 で あ 
る こと を 裏付け る . よ つ て 私 は , こ ゝ に , Cercaria A 及 
び 小 田 記載 の 類似 型 を C. ヵ hysellae Talbot, 1936 と 同 
定 す る も の で ある . 

C. hysellae は , 1936 年 Talbot が Michigan 州 Dou- 
glas Lake に 於 いて , Physa parkeri より 見 出せ る Cer- 
caria で , 同 地 方 に 於 ける “'Swimmer’'s itch ”, Water 
itch の 病原 体 で ある こと を 明らか に し て いる . 

Cercaria B は , A. に 比 し , 体長 , 幹 尾 長 , 岐 尾長 に 
於 いて 著しく 大 で ある . 本 cercaria は , Cercaria ocel- 
lata La Valette, 1855 若しくは C. elvae Miller, 1931 と 
同種 と 考察 され る . 小田 (1958) が 同島 に Trichobi- 
harzia ocellada (La Valette, 1855) Brumpt, 1931 に 類 
似 し た 住 血 吸 虫 の 存在 を 指摘 し て いる 点 よ り , その 可能 
性 が ある . 

Cercaria C は , 宇野 (1960) の 報告 に 譲る . 

Cercaria D は , 形態 (第 3 図 C), 大 き さ (第 3 表 ) 
に 記す る 如く Cercaria A に 近似 し て いる . 

各種 の cercaria の モノ アラ ガイ に 於 ける 寄生 率 は 、, 
1958 年 4 月 乃至 9 月 の 調査 に よれ ば , Cercaria A-76%%6, 
Cercaria B-239% で あぁ あり, この 二 型 が 大 多数 を 占め , Cer- 
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caria C 及び Cercaria D は 極め て 少な く , 何れ も 唯 1 
箇 の モノ アラ ガイ に 検出 し 得 た に 過ぎ な か つた . 

cercaria の 病原 性 に つい て は , Cercaria A,B,C の 三 型 
は , 何れ も 実験 的 に 人 体 に 皮膚 炎 起 生 性 を 確認 し , 隠岐 
水田 皮膚 炎 の 病原 体 と し て の 性 状 を 具有 する こと は 明 ら 
か で ある . 

結 語 

1) 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 体 と 認め られ る Ocellata 
型 cercaria に は , 形態 的 に 四 型 を 区 別 す る . 何れ も , モ 
ノア ラガ イ Lymnaea japonica を 宿主 と する . 

2) 病原 cercaria の 一 種 (Cercaria A) は , 小田 
(1958) の 類似 cercaria と 同種 で あり , Cercaria Phy- 
sellae Talbot, 1936 と 同定 する . 

3) Cercaria B は , Cercaria ocellata La Valette, 
1855 に 類似 する が 同定 を 保留 する . 


稿 を 終え る に 当り , 終始 , 有 筆 切 な る 御 指導 と 御 校 関 を 
賜 つ た 思 師 田部 教授 に 深 基 な る 謝意 を 表し ます -. 


本 要 提 は, 第 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に て 報告 し た . 
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STUDIES ON TRICHOBILHARZIA PHYSELLAE IN OKI ISLANDS 


2. FOUR KINDS OF SCHISTOSOME CERCARIAE PARASITIC 
IN LYMNAEA JAPONICA IN OKI ISLANDS. 


MiNORU_ TANAKA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Japan) 


In 1958 Oda suggested that dermatitis-producing cercariae in Oki Islands was not only one 
species but also more than one. Present study, the second in a series, was made to discriminate 
Cercaria physellae form the cercariae bearing a strong resemblance to C. physellae and being 
shown by Oda (1958) and to investigate other species of cercariae as the causative agent for der- 
matitis in Oki Islands. The results obtained were as follows : 

1) Out of 55,620 specimens of the fresh water snails, Lymnaea japonica, 132 snails were 
infected with schistosome cercariae resembling to Ocellata Type. Cercaria obtained from the 
snails were fixed with hot 10% formol solution. These cercariae could be classified into four 
groups depending upon their morphological chracteristics, i e., Cercaria A, B, C, and D. 

2) Cercaria A was identified with Cercaria physellae and also proved to be as same as that 
described by Oda in 1958. 

3) Cercaria B presented an almost complete similarity to Cercaria ocellata LaValette, 1855. 
But data are too few to permit an valid conclusion on this point of identification. 

4) Cercaria C will be reported by ond of co-workers, Uno in other papers and Cercaria D> 
resembled to Cercaria A but difftered each other in some points. 

5) Cercaria A, B, and C were experimentally proved to be a causative agent for dermatitis 


in this area. 
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言 

前 籍 に 於 いて , 私 は , 隠岐 産 の カル ガ モ 及 び マ ガ モ を 
自然 宿主 と する 住 血 吸虫 (成虫) の 一 種 が Trichobil- 
harzia physellae (Talbot, 1936) Mc Mullen & Beaver, 
1945 で ある こと を 明らか に し た . また , 隠岐 島 の 水田 
に 棲息 する モノ アラ ガイ ymnaea japonica を 宿主 と 
する QOcellata 型 住 血 吸虫 cercaria の 一 種 を TT Phy- 
sellae の cercaria と 同定 し , これ を 報告 し た . 以上 の 
分 類 学 的 同定 は , 成虫 及び cercaaia の 体制 上 の 比較 検 
討 に 基 ず いた も の で ある . 

然し 住 血 吸 虫 の 分 類 上 , 成虫 の 種 属 同 定 は , 形態 的 特 
徴 に よ つ て 比較 的 容易 に 達成 し 得る が , cercaria の 種別 
は , これ に 反し 極め て 困難 で ある . 特に Ocellata 群 cer- 
caria に つい て は , 既に Talbot (1936) の 指摘 する 如く 
体制 の 同様 な る cercaria を , 唯 。 そ の 大 き さ の 計測 値 に 
よ つ て の み 種 別 を 判定 し 得る に 過ぎ ざる 種 群 の 存在 を 私 
達 は 青 定 せ ざ る を 得 な い の で ある . 

従 つ て , 私 が 第 2 いて , 隠岐 産 Ocelllata 型 cer- 
caria の 一 種 を 単に その 計測 値 の み に よ つて 種 の 同定 を 
行 つ た の で あぁ る が , 更に , 大 磯 1927), Brumpt (1931) 
Mc Mullen & Beaver (1945), Neuhaus (1952) 及 び 
Macy et al. (1955) 等 が だが, それぞれ 住 血 吸虫 を 実験 的 
に 追求 し , 種 属 を 明らか に し て いる 如く , 同 様 方 法 を 用 い 
て , さき に 記載 せる Cercaria A の 育成 実験 を 行い それ 
に より 得 た 成虫 の 体制 を 検討 し , 前 籍 に 於 ける cercaria 
周 定 の 確認 を 期し た . 

実験 材料 及び 実験 方 法 

住 箇 吸 虫 成虫 を 育成 する 実験 的 宿主 動物 と し て 大 阪 地 
方 に 訪 て 養殖 せしめ た 鳥類 住 血 吸 忠 無 感染 の 若い アヒル 
Anas platyrhyncha domestica を 5 羽 使 用 し た . 

アヒル 感 独 用 の Cercaria A は , 隠岐 産 モ ノア ラガ イ 


際 岐 産 Trichobilharzia physellae に 関す る 研究 
(3) 成虫 育成 に 関す る 実験 的 研究 


田 中 
大 阪 医科 大 学 病理 学 教 (指導 田部 教授 ) 


(昭和 35 年 8 月 8 日 受領 ) 
特 別 


実 


より 自然 に 遊 出 せる cercaria を 使用 し た (写真 1). 
実験 は , 1958 年 7 月 に 実施 し , アヒル 1 羽 毎 に cer- 
caria を 20~40 隻 宛 , 経口 的 に 投与 し た . 
実験 用 アヒル 5 羽 の 中 の 2 羽 , No. 1, No. 2, は cer 
caria 投与 後 , 22 日 及び 26 日 目 に , 夫々 , 住 血 吸 虫 卵 子 
の 便 中 排 滋 を 認め た の で , 必殺 し , 直ちに , 腸管 より 成 
曰 及び 卵子 を 採取 し た . 成虫 の 育成 に 成功 し た アヒル 
No. 1, の 腸 壁 静脈 より 雌雄 成虫 各 1 条 を 検出 し た . 
実験 成績 

雄 成 虫 (第 1 表 , 第 1 図 , 写真 3 ) 

体形 , 稽 々 扇 平 細長 , 糸状 で , 体長 11.5mm, 幅 は , 
腹 吸盤 位 で 0.033mm, 口 吸 盤 は , 体 前 端 腹面 寄り に あり 


大 き さ 0.063mm x0.050mm で , 内 面 に 多数 の 小 球 を 認 


め る . 腹 吸盤 は , 口 吸盤 後方 0.541mm の 腹面 に 突出 , 
言 状 を 量 し , 大 き さ 0.062mm で ある . 

消化 器 系 で は , 食道 が 日 吸 盤 よ り 続 き 細 い 蛇 行 せ る 管 
腔 を 示し , 腹 吸盤 直前 0.078mm で 二条 に 分 岐 し て 腸 と 
な る . 

二条 の 腸管 は , 腹 吸盤 を は さん で 体 両側 を 後 走 し , 精 
前 に て 一 条 な り , 抱 の 後 方 に ある 丸 の 間 を 
交互 に 近 曲 , 体 尾 端 近く に て 盲 管 に 終る . 

精 は , 腹 吸盤 後方 0.082mm に あぁ あり, で 長 さ 
0.436mm, 幅 0.040mm, この 幅広 き 部 分 より 後部 は , 次 
第 に 細く 漏斗 状 と な り , 抱 前端, ほ ぶ 中 央 に 
と し て 開い て いる . 亡 丸 は , 抱 雌 溝 後 端 直後 より , 腸管 
育 端 より 生々 前 まで , 腸管 の 左右 交互 に その 数 60 コ = を 教 
え , 大 な る も の は , 長径 0.079mm, 短 径 0.059mm, 小 
な る も の 長径 0.066mm, 短 径 0.053mm の 横 位 長 円 形 で 
ある . これ ら は , 細い 輸 精 管 に より 連ね られ て いる . 

体 中 央 部 に は , 大 き な 抱 雌 溝 が あり , 腹 吸盤 後方 0.541 
mm に 位置 し , 幅 0.132mm, 長 さ 0.385mm, 内 面 に 小 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 の 一 部 にょ つて 行わ れ た と と を 記す . 
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第 1 図 アヒル を 用 いて 実験 的 に 育成 せる 也 Pkysellae の 成虫 
a: 
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b: 
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写真 アヒル に 感染 あめ た 
自然 遊 出 の Cercaria 
A. (10x40) 
2. アヒル , 腸 に 見 出 
し た T. physellae の 
$s 卵子 (10X40) 
3. 腸 管 よ り 分 離せ る 
. 


a; 腹 吸盤 , c; cirrus, cr; 腸 再 結合 部 . e; 食道 , eb; 食道 分 岐 部 , gc; 抱 雌 溝 , gp ; 生 殆 孔 . 
i: 腸管 . od : 卵 ot; 卵 形成 ov : 卵 ove ; 卵細胞 , sr ; 受精 sv ; t; , 
卵黄 巣 , vd ; 卵黄 管 . 
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Table I. Adults by experimental growthing. 
(in millimeter) 


1959 
male Ta naka 
domestic duck 


Length of body 11:5 
Width of body 0.132 
‘Oral sucker in diameter 0.063 x0.050 
Acetabulum in diameter 
Distance from acetabulum to anterior 0.541 
.extremity 
Distance from acetabulum to anterior end 0.541 
.of gynaecophoric canal 。 
Gynaecophoric canal length 0.385 
width 0.132 


number 60 
largement 0.053 Xx0.059 
0.066 Xx0.079 
length 0.436 
width 0.040 


Testes 


Seminal vesicle 


female 


Length of body 7.4 
Winth of body 0.045 
Diameter of oral sucker 0.038 x0.067 
Distance from acetabulum to anterior 0.339 
‘extremity 
Diameter of acetabulum 0.048 Xx0.038 
Esophagial bifurcation from acetabulum 0.038 
Distance from acetabulum to anterior ‘ 
end of body 0.291 
‘Ovary length 0.193 
width 0.089 
0.098 


Seminal receptable 


来 が 多数 認め られ た . 

尾 端 に は , 中 央 に 排 港口 が 見 られ , 又 , 形態 は , 特徴 
な 三 葉 を て いる . 

成 

雄 虫 に 比 し , 繊細 , 且つ 小 で ある . 体長 7.4mm, 体 
幅 0.045mm ( 腹 吸 位 ) で ある. は , 体 前 端 の 
生々 腹 側 寄 り に , 0.038mm x0.067mm の 大 き さ で , 内 
面 に は , 多数 の 小 隷 が 認め られ た . 腹 吸盤 は , 口 吸盤 の 
後方 0.339mm に 位置 し , 腹面 に 突出 , 内 面 は , 日 吸 毅 
と 同じ く 小 隷 が 密生 し て いる . 

食道 は , 日 吸盤 より 続く 細い 管 で . 腹 吸 般 の 前 0.038 
mm に 於 いて 分 岐 し , 二条 の 腸 に 移行 し , 体 両 側 を 通 
つて 腹 吸盤 , 卵 形成 腔 , 卵巣 , 受精 を で , 受精 
後 端 に て 結合 し 一 条 と な り , ほ ぶ ゞ 直 走 し て 体 後 端 近 く 育 
管 に 終っ て いる . 

卵巣 は , 腹 吸盤 の 後方 0.291mm に 前 端 が あり , 長 さ 
0.193mm, 幅 0.089mm. で, 卵巣 内 に 多数 の 卵細胞 を 充 
適 , 緩 か に 蛇行 し , 次 第 に 細く な り , 後 端 は 漏斗 状 と な 
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る . こ > に は , 卵細胞 は 見 られ ず , 次 いで 輸 卵 管 に 移行 
し て いる . 輸 婦 管 は , 内 壁 に 多数 の 線 毛 が ある . これ は 
卵巣 右側 を 前 行 し て , 卵巣 直前 に て , 他 側 を 前 走 し て 来 
る 卵黄 管 と 合流 し , 一 条 と な つて 卵 形成 腔 に た 連なる. 

受精 覇 は , 卵巣 の 直後 で 細い 管 に より , 卵巣 漏斗 状 部 
と 連 つ て 居り , 長 さ 0.098mm で , 内 に 多数 の 精子 を 入 
れ て いる . 

卵黄 巣 は , 体 部 後半 に 多数 存在 し , 約 30 コ を 数 える . 
卵黄 管 は , 卵黄 巣 を 連ね て 前 走 し , 前 述 の 如く 輸 卵 管 と 
合流 する . 

卵 形成 腔 内 に は , 卵子 は 認め らち ら れず, この 前 端 か ら 細 
い 管 が 出 て , 腹 吸盤 直後 の 生殖 孔 に 開い て いる . 

, 体 尾 端 は , 虫 同様 , 三 を し て いる . 

卵子 , アヒル の 腸 粘膜 層 よ り 検 出し た 卵子 卵殻 形態 は 
編 氏 形 を 呈 し , 一 端 は , 小 隷 を 有 し て 鋭 一 端 は 鈍 と な る 
(写真 3 ). 

成熟 卵 , 長径 0.207mm, 短 径 0.072mm, 未熟 
々 殻 は , 長径 0.174mm 短 径 0.054mm で あつ た . 

総括 及び 者 

隠岐 産 モノ アラ カイ ymnaea japonica を 中 間 宿 主 
と する Cercaria A を アヒル Anas platyrhyncha do- 
mestica に 感染 育成 を し め ゅ た 雌雄 成虫 の 体制 は , 前 項 に 
詳 記 し た 如く で ある . この 育成 住 血 吸 虫 は , 第 一 稀 所 報 の 
隠岐 産み に 寄生 せる hysellae と 体制 上 の 一 致 が 
認め られ た の で , 同種 で ある こと は 明らか で ある . 即ち 
Cercaria A は , T. physellae の cercaria に 他 な ら ぬ こ 
と が , 以上 に より 確認 され た . Cercaria A は , T. phy- 
sellae の cercaria な り と 同定 し た 前 入 の 結論 は , こ > 
に 生活 史 的 に 確証 され た の で ある . 

文献 上 , 住 血 吸 虫 , 殊 に , Trichobilharzia 属 住 血 吸 
虫 の 生活 史 の 追求 を 実験 的 に 行い 成功 せる 業 忠 は Tr 
coobilharzia yokogawaz に 関す る 大 磯 (1927) の 報告 
Trichobilharzia ocellata (La Valette, 1855) の Brumpt 
(1931), Trichobilharzia physellae, Trichobilharzia 
ocellata に 就 い て の Mc Mullen & Beaver (1945) の 
実験 , TT szidati Neuhaus, 1952 及び T. oregonensis 
Macy et al. 1955 の 諸 研 究 を 数 える に 過ぎ な い . 

上 述 の 如く , 私 の Cercaria A の 生活 史 追 求 に より 
hysellae 雌雄 成虫 の 育成 に 成功 し た 実験 は , 前 記 先 人 
諸氏 に 次 ぐ 成 果 で あぁ る と 共に , 形態 学 的 同定 の 困難 な る 
Ocellata 群 cercaria に つい て の 生物 学 的 同定 の 特に 重要 
な る 意義 を 疲 に 立証 し た も の で ある . ' 

. physellae の 終 宿主 と し て 既知 の , ハト , 野生 ヵ 
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モ , カナ リヤ , Q@erguedulla discors (マガ モ の 一 種 ) 
の 他 に アヒル Anas ytyrhyncha domestica を 新た に 
追加 する . 
結 論 

1. 隠岐 産 モ ノア ラガ イ ymnaea japonica を 中 間 
宿主 と する Cercaria A を アヒル に 感染 , 育成 せしめ た 
住 血 吸虫 成虫 は Trichobilharzia physellae (Talbot, 
1936) と 同種 で ある . 

2. Cercaria A を T. physellae の cercaria と 同定 
し た 形態 学 的 根拠 は , 成虫 育成 実験 に より 確証 され た . 

3. Physellae の 宿主 と し て アヒル Anas platyr- 
ん hyncha domestica を 追加 する . 


稿 を 終え る に あたり , 終始 御 切な る 御 導 御 校 を 
た まわ つた 恩師 田部 浩 教 授 た に 深 基 な る 謝意 を 表す . 

本 研究 は , 第 28 回 日 本 寄生 学会 に て その を 
報告 し た . 
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IN OKI ISLANDS 


3. EXPERIMENTAL INFECTION OF DOMESTIC DUCKS (ANAS 
PLATYRHYNCHA DOMESTICA) WITH A SCHISTOSOME 
CERCARIAE PARASITIC IN FRESH WATER 
SNAILS LYMNAEA JAPONICA 


MIiNORU TANAKA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Japan) 


In previous report one of cecariae parasitic in fresh water snails, Lymnaea japonica was 
identified with that of Trichobilharzia physellae. 
cercaria by only its morphological characteristics. This study was undertaken in an attempt to 


reconfirm the previous identification of Cercaria A by experimental infection of domestic ducks with 


this cercariae. 


It is, however, very difficult to identify the 


Results obtained were summarized as follows : 


1) Adults worms collected from experimentally infected domestic ducks, Anas platyrhyncha 
domestica, with cercaria A found in the sanils, Lymnaea japonica, in Oki Islands, were identified 
with Trichobilharzia physellae (Talbot, 1936). 
2) Morphological characteristics used for the identification of Cercaria A with that of 7 
s physellae in previous paper, were proved to be available in the classification of cercariae. 
3) Anas platyryhncha domestica was proved to serve as the new final host of T. physellae. 
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[寄生 虫 学 雑誌 第 9 券 第 5 号 615-619 頁 1960] 


際 岐 産 Trichobilharzia bhysellae < 関す る 研究 
(4) Cercaria 育成 に 関す る 研究 


田 中 
大 阪 医科 学 病理 学 教室 (指導 田部 教授 ) 


(昭和 35 年 8 月 8 日 受領 ) 
特 別掲 載 


言 

隠岐 諸島 に する カモ 類 に は , 々 Trichobilharzia 
属 住 血 吸 虫 の 寄生 を 認め , 特に T. physellae (Talbot, 
1936) の 寄生 の 多き こと は , 既に 報告 し た (第 1 息 参 照 ) 
又 , 隠岐 産 モ ノア ラガ イ Lymnaea japonica に は , 
Trichobilharzia 属 住 血 吸虫 の 中 間 和 宿主 と し て Ocellata 
型 cercaria が 繁殖 し , し か も , その 75% ま で Cercaria 
bhysellae の 寄生 を 認め る こと は , 第 2 条 に 述べ た 通り 
で ある . この 種 の 住 血 吸虫 成虫 及び cercaria は , 当初 
小田 (1958) に より 検討 され た が , 形態 的 同定 が 保留 さ 
れ て いた . 

私 は , 前 報 三 称 の 研究 に よ ょ り 隠岐 島 産 小 田 記 載 の 住 血 
吸虫 cercaria を Physellae と 同定 し , 且つ , 形態 的 
の みな ら ず , 成虫 育成 実験 に より 種 の 同定 を 確認 し た の 
で ある . 

し か し な が ら , 鳥類 住 血 吸 虫 の 成虫 育成 実験 は , 大 磯 
(1927), Brumpt (1931), Mc Mullen & Beaver(1945) 
Neuhaus (1951), Macy (1955) に より 行わ れ も れ て いる が 
種 属 明 瞭 な miracidium より cercaria 育成 実験 を 試み た 
る も の は , Neuhaus (1951), Macy (1955) 等 を 数 える 
に 過ぎ な い . 

形態 的 に 類似 性 の 多い Ocellata 型 住 血 吸虫 cercaria 
の 種別 決定 上 , 私 は , 先 に cercaria の 成虫 育成 法 の 用 
な る こと を 認め た が , こ > に , miracidium の cercaria 
育成 に よる 種 属 同定 法 の 意味 を 検討 すべ く 本 実験 を 企 て 
た た. 

私 は , 隠岐 産み モ より 検出 し た T physellae の 卵子 
の miracidium の 育成 実験 を 試み , 育成 せる cercaria の 
形態 的 特徴 を 調べ , 果して これ が 種 属 同 定 に 決定 的 な 意 
義 を 有する や 耕 か を 検討 し た . 

実験 材料 及び 実験 方 法 
隠岐 産 カ ル ガ モ Anas poecilorhyncha zonorhyncha 


実 


の 腸 粘 膜 より Trichobilharzia physellae の 成熟 卵子 を 
検出 , 分 離し , pH 6.8~7.2, 水温 20~25°C の 水 を 加 
え 観 察し 流出 する miracidium を 直ちに 中 間 宿 主 感染 実 
験 に 用 いた . 

実験 用 中 間 和 宿主 に は , 当 研 究 室 に お いて 累代 飼養 の 無 
感染 モノ アラ ガイ を 使用 し た . 

藤 径 7~10mm の 大 き さ の 貝 6 人 箇 を , 5 月 下旬 , 室温 
25°C, 水温 20°~25°C, pH 6.8~7.0 の 条件 の 水中 で 
miracidium と 接触 せしめ , 中 1 人 箇 に つき , 2 ~ 4 隻 ぎ ずつ 
自 働 的 に 侵入 させ た . 

感染 貞 は , 20°~25°C の 恒温 水槽 に 長期 飼養 し , 25 日 
目 に 3 箇 の 由 よ り 自然 に 海 出す る cercaria を 認 め た の 
で 、 こ れ を 生鮮 状態 の ま ゝ で 観察 する 一 方 , 90~100°C 
に 加熱 せる 10 % ホ ル マ リ ン で 固定 し た 全 形 標本 に つき 
cercaria の 各部 位 を 計測 し た -. 

実験 成績 

cercaria の 形態 

体 部 , 幹 尾 及び 岐 尾 に 区 分 する . 

体 部 は , 長 さ 0.296 土 0.028mm, 幅 0.049 圭 0.01lmm, 
体 表 は cuticula に より 竹 わ れ て いる . 前 部 に は 頭 部 器官 
が あり , 長 さ 0.101 上 0.014mm, 幅 0.041 圭 0.005mm で 
ある . その 前 端 の 体 表 に は , 両側 に 近く , 五 対 の 小 球 が 
認め られ た . 腹 吸盤 は , その 径 0.026 土 0.005mm 腹面 
中 央 に 位置 し , 体 部 後 端 ま で の 距離 0.093 土 0.010mm, 
生々 後方 に 向け 突出 し て いる . 

毒 膚 は , 腹 吸盤 の 前 後に , 前 二 対 , 後 三 対 と 計 五 対 あ 
り , 前 二 対 の 細胞 体内 に は , 不透明 題 粒 が 多数 認め られ 
た . 導管 は , 背 腹 両側 に 屈曲 し つ 体 前 端 両 側 
の 小寺 の 部 に 開い て いる . 

眼 点 は , 腹 吸盤 の 前 背 側 に 近く 存在 する .- 体 部 両側 体 
表 に は . 人 対 の 感覚 突起 が 認め られ る . 

食道 は , 頭 部 器官 部 の 体 表 腹 側 中 央 の 口 に 始ま る 細い 


本 研究 は 文 都 省 科 学研 究 費 の 一 部 に た ょ っ つて 行わ も ん た と と を 記す . 
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Table 1. Comparative table of scdistosome cercaria by four Authors 
8 
Ey 
Part Body Tail stem Tail furca Head organ 
Author (year) 
Cercaria physellae 
(Talbot, 1939) 0.265 0.060 0.374 0.040 0.196 0.032 0.095 0.038 0.080 0.029 
T. physellae-like 
cercaria (Oda, 1958) 0.268 0.092 0.356 0.049 0.232 0.021 0.091 0.058 0.090 0.030 
rcaria 0 . type 
(Tanaka, 1960) 0.281 0.057 0'347 0.035 0.212 0.024 0.086 0.044 0.096 0.017 
Cercaria of aquiered 
by growth-experiment 0.296 0.049 0.306 0.032 0.208 0.020 0.101 0.041 0.093 0.026 
(Tanaka, 1960) 
L. Length. W.-Width. Measurement on the specimens fixed with hot 10% formalin solution. 
(in millimeter) 


管 で , 眼 点 直後 中 央 で 二条 の 短い 腸 原 基 に 連なる . 

排 江 系 は , 終末 細胞 が 頭 部 器官 と 腹 吸盤 と の 間 に 三 対 
. 腹 吸盤 と 体 後 端 ま で の 間 に 三 対 , 何れ も 体 両 側 の 背 側 方 
に 対称 的 に 分 布 す る . 各 終 末 細 胞 は , 細 排 洪 管 に より 前 
後 二 対 の 排 滋 管 に つなが り , 腹 吸 般 の 両側 後方 に て 一 対 
の 排 江 主管 に 合流 する . 尚 , 幹 尾 前 端 に 一 対 の 終末 細胞 
が あり , 細 排 江 管 は , 体側 を 紀 い て 後 排 洪 管 に 連 な つ て 


いる . これ 等 の 終末 細胞 は , [(3+3) 十 1〕] 2 の 式 に より 
示さ れる . 
排 洪 主管 の 起 始 部 の 管 壁 に は , 二 対 の Cilien が 認め 


られ る . 左右 の 主管 は , 毒 腺 細 胞 の 間 を 乏 曲 後 走 し て 体 
後 端 に ある 一 つの 排 江 腔 に 入り , 更に 再び 左右 二条 の 管 
に 分 れ て 幹 尾 に 入り , その 直後 , 一 条 と な つて 幹 尾 中 心 
を 貨 いて 幹 尾 後 端 に 至り , 再び 二条 に 分 れ て , 両 岐 尾 に 
入り , 岐 尾 失 端 に 開口 し て いる . 

幹 尾 は , 長 さ 0.306 土 0.028mm, 幅 0.041+0.005mm 
岐 尾 の 長 さ 0.202 上 +0.002mm, 幅 0.020 上 +0.002 で ある . 
幹 尾 , 岐 尾 共 に 表面 に 多数 の 小 球 人 が 認め られ , 岐 尾 に は 
矢 状 面 に 一 致し て , うす い 鯉 膜 が 全長 に 豆 つ て 認め られ 

生態 : 由 よ り 海 出せ る cercaria は , 水面 近く を , その 
幹 尾 , 岐 尾 を 激しく 動か し て 体 部 方 向 に 前 進 す る . 特に 
光 を 与え た 時 , その 方 向 に 進む 趣 光 性 を 有する . 又 ,」 一 
部 は , 水面 近く , 岐 尾 を 上 に し て 静止 する か , 試験 管内 
で ば , 管 璧 又は 水面 に 腹 吸盤 を 接し て 「 く 」 宇 型 に 静止 
し て いる . 

上 記 , cercaria の 形態 的 特徴 の 一 部 と し て , 体 部 の 長 
さと 幹 尾 の 長 さ の 画数 を グラフ に 表記 する に 表 有 1 の 如き 
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Table 2. 実験 的 育成 た に た ょ よる C. physellae の 計測 
値 関 及 文 献 記 載 cercaria の 比較 ( 体 部 の 
長き さと 幹 尾 の 長 さ を グラ フ に する ) 


実線 を 以 て 表現 され る . 

physellae の 育成 cercaria と , 隠岐 産 crcaria の 
比較 : 刀 Physellae の 育成 cercaria と Talbot 記載 の 
C. physellae, 小田 physellae 類似 cercaria 及び 私 の 
Cercaria A の 各 計 測 価 を 比較 する に Table. 1 の に 示す 
如く その 平均 値 に 大 差 な きこ と が 知れ る . 従 つて 計数 
上 , 四 種 の 同種 性 が 明示 され た. 

総括 及び 考 接 

隠岐 産み モ に 寄生 する Trichobilharzia bhysellae の 
miracidium を モノ アラ ガイ に 感染 せしめ 飼養 し た 実験 に 
於 いて 感染 後 25 日 上 朋 に 岐 尾 cercaria の 自然 流出 を 認め 
た . この cercaria は , 隊 岐 産 モ ノア ラガ イ に 自然 に 寄生 
する Ocellata 型 cercaria 群 中 , 私 の 同定 し た (第 2, 
3 照 ) Cercaria physellae と 一 致す る この 実験 成 


C.creaorensie 
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績 は , 当然 の 結果 と 言え る . 

然し 征 ら , この cercaria の 各部 位 を 90°~100°C, 加 
熱 10%% ホ ホルマリン 固定 後 計測 せる 数 値 は , Talbot 所 報 
の 才 値 に 比 し て 著しく 広範 な る は , 注目 すべ き 所 見 で あ 
る . C. physellae の 発見 者 Talbot は , Ocellata 型 cer- 
caria の 分 類 は , 形態 的 に は 困難 で 計測 値 の 差 に よ つ て 
の み 可 能 で ある と 述べ た が , 私 が T. physellae の mira- 
cidium より 育成 し た cercaria は , 何れ も 同一 貝 に 発育 
し た cercaria で あり な が ら , 計測 値 の 範囲 が 著しく 大 き 
く , 文献 上 , 既知 の Ocellata 型 の 諸 cercaria の 内 の 一 
定 種 は , 私 の 育成 cercaria の 計測 値 の グラ フ に 於 ける 実 
線 内 に 入る . 即ち , C. physellae 小田 (1958), physellae 
類似 Cercaria, 私 の Cercaria A, Cercaria D が この 範 囲 
内 に 見 られ , Cercaria B, Cercaria C, Talbot (1936) 記 
載 の C. elvae Miller, 1931, C. oregonensis Mc farane 
& Macy, 1949, C. szidati Neuhaus 1951, C. yokoga- 
wat Oiso, 1927 及び C. stagnicolae Talbot, 1936 は 実線 
外 に 出 て いる . この 事実 は , Talbot の 計測 値 の 差 に よ 
る 類別 法 に よる Ocellata 型 cercaria の 分 類 は , 正確 を 
期し 難い こと を 物語 つて いる . Ocellata 型 cercaria の 形 
態 及 び 計 測 に よる 分 類 は , こ > に 根本 的 に 再 検討 すべ き 
事実 に 直面 し た . 従 つ て , Ocellata 型 cercaria に 於 いて 
は , 特に 生活 史 追 求 実験 に よる 生物 学 的 同定 の 重要 性 を 
私 は 指摘 し た い . 即ち , cercaria 形態 学 の 現況 に 於 いて 
cercaria の 種別 決定 は , Ocellata 型 cercaria 群 で は 必ず 
cercaria より 成 忠 , 
史 的 関 了 溢 性 を 明らか に し ,、 成虫 の 種別 に 従 つ て 同定 すべ 
き で ある . 


miracidium より cercaria へ の 発育 


結 論 
1) 隠岐 産 2 ん hysellae の 卵子 より 得 た る miraci- 
dium を も つて , 実験 的 に モノ アラ ガイ Lymnaea japo- 
nzca を 中 間 宿 主 と す る cercaria を 育成 し た . 
2) 本 実験 に よる TT physellae の miracidium より 


育成 され た cercaria は , 隠岐 産 モ ノア ラガ イ に 寄生 する 
Cercaria A と 同一 種 で ある こと が 確認 され た . 

3) 育成 cercaria の 形態 的 数 値 は , Talbot の 記載 の 
Cercaria physellae の 形態 的 数 値 よ り 変 動 闘 が 極め て 大 
で ある . 

従 つ て , Ocellata 型 cercaria の 種 属 同定 に は , 形態 的 
特徴 の みな ら ず , 発育 史 追 求 に よる 成 中 と の 関連 性 を 決 
定 す る こと が 重要 で ある . 

稿 を 終え る に 当り , 終始 御 懇 切な る 御 指 導 と 御 校 関 を 
賜 わ やわ つ た 思 師 田部 浩 教 授 に 深謝 す . 

谷 , 本 研究 は , 第 28 回 日 本 寄生 虫 学 会 に 於 いて , 要 紅 
を 報告 し た . 
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STUDIES ON TRICHOBILHARZIA PHYSLLAE IN OKI ISLANDS 


4. EXPERIMENTAL INFECTION OF THE SNAILS, 
LYMNAEA JAPONICA WITH THE MIRACIDIA 
OF TRICHOBILHARZIA PHYSELLAE 


MINORU TANAKA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Japan) 


Despite the large amount of experiments on the development of avian schistosome cercariae 
to the adult in host animals, a few data on the experimental infecection of the intermediate. host 
with clearly identified miracidia was available and its successful development to cercariae in the 
host is poorly understood. This study, the fourth in a series, was made to investigate the mira- 
cidia collected from the eggs of T. physellae. The results obtained were summarized as follows : 
1) The cercariae obtained from experimentally infected Lymnaea japonica with miracidia hatched 
from eggs of T. physellae was identified with those from naiurally infected L. japonica in Oki 
Islands. 

2) Values obtained by measuring each part of cercarial body was more variable than those 
of Cercaria physellse reported by Talbot (1936). It is, therefore, very important to obtain the adult 
specimens by means of experimental infection with unknown cercariae when identifying 
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COMPARATIVE STUDIES ON THE ANTHELMINTIC EFFECT OF 
BEPHENIUM HYDROXYNAPHTHOATE, TETRACHLORETHYLENE, 


1-BROMO-3-NAPHTHOL AND 4-IODOTHYMOL 


Tetrachlorethylene, since its discovery by Hall 
.and Shillinger in 1925, has been used generally 
in the treatment of hookworm infections. Usu- 
ally large doses of saline purge have been taken 
with the anthelmintic because of fear for its 
toxicity. However, Carr ef al. (1954) have 
indicated that tetrachlorethylene was more 
effective in removing worms and provoked less 
complaint in the patients when it was not fol- 
lowed by a saline purge. Afterwards Yoshida 
ef al. (1952, 1956), Komiya ef al. (1956), Pinto 
ef al. (1956) and Yanagisawa (1957) re-examined 
this method of the sole application of the drug 
without using a purge and certified the validity 
of the claim. On the other hand, Miura et 
al. (1952, 1953) have synthetized 4-bromo-a- 
naphthol and 1l-bromo-&-naphthol and reported 
on their anthelmintic effects against nematodes 
in the toad. Iwata (1953) later showed that 
both of 4-bromo-c-naphthol and 1-bromo-8- 
naphthol had high activity against human hook- 
worms while possessing low toxicity on the hu- 
man body. Currently, tetrachlorethylene and 
1-bromo-8-naphthol have been used commonly 
in the treatment of hookworm infections in 
Japan. 
Most recently, the authors were given a new 
type of anthelmintic, bephenium hydroxy- 
naphthoate (‘'“Alcopar”), by Dr. Goodwin of 
the Wellcome Laboratories of Tropical Medicine, 
London. Goodwin ef al. (1958) in Ceylon and 
Young ef al. (1958) in America have carried 
out clinical trials with bephenium salts against 
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Necator americanus, and Copp et al. (1958), 
Burrows (1958) and Kobayashi et al. (959) 
have reported on the anthelmintic effect of 
bephenium salts against Ancylostoma caninum, 
while Rogers (1958) has studied on the excretion 
of bephenium-+ salts into urine of human beings. 

The present paper describes the results of 
clinical trials with bephenium hydroxynaphthoate 
compared with tetrachlorethylene, 1-bromo-8- 
naphthol and 4-iodothymol against hookworms 
in a Japanese farm village. 


Materials and Methods 


l. The location of the clinical trials. 


A village of Kumihama-cho of Kyoto Prefec- 
ture was selected for the present trials. Most 
of the inhabitants of this village were engaged 
in agriculture, especially in rice-crop and fruit- 
culture. In August, 1959, patients, whose stools 
were positive for hookworm ova on direct smear 
method seeking up to three specimens per each, 
were selected and treated under field conditions. 
Those patients were divided into ten groups 
(A-J group) at random to be subjected to several 
ways of treatment. 


2. Anthelmintics and dosages. 

A-group: Bephenium hydroxynaphthoate 
(“Alcopar’”’; a preparation of the Burroughs 
Wellcome & Co.), 4.0g in terms of base (8.0g 
as ‘'" Alcopar”” preparation) for adults, with pro- 
portionately smaller doses for children, followed 
by a saline purge (25g of magnesium sulfate 
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with about 500cc of water). 

B-group: Bephenium hydroxynaphthoate, 
40g without any purge before or after treat- 
ment. 

C-group: Bephenium hydroxynaphthoate, 
25g in terms of base (5.0g as ‘'“Alcopar” 
preparation) for adults with a saline purge. 

D-group: Bephenium hydroxynaphthoate, 
2.5g without any purge. 

E-group : Tetrachlorethylene (‘“Tetren™”; a 
preparation of the Kuroda Pharmaceutical Co., 
Ltd.), 4.5g for adults with a saline purge. 

F-group: Tetrachlorethylene, 4.5g without 
.any purge. 

G-group : 1-Bromo-8-naphthol (‘‘“Wormin ”; 
a preparation of the Toyamakagaku & Co., 
Ltd.), 8.0g for adults (12.0g as “Wormin” 
preparation) with a saline purge. 

H-group: 1-Bromo-&-naphthol, 8.0g without 
.any purge. 

I-group: 4-IJodothymol (“Thymolan”; a 
preparation of the Chugai Pharmaceutical Co., 
Ltd.), 6.0g for adults (12.0g as “Thymolan ”’ 
preparation) with a saline purge. 

J-group: 4-Iodothymol, 6.0g without any 
purge. 

These anthelmintics were given in the mor- 
ning to the patients having fasted since the pre- 
vious evening, and no food was allowed until 
two or three hours after the dose. These an- 
thelmintics were administered in two doses of 
an equal amount with an interval of about 30 
minutes in order to minimize the irritation of 
the stomach. 


3. Judgment of anthelmintic effect of these 
medicines. 


The anthelmintic effect of each medicine was 


‘assessed by the following methods. 

(a) When the patients were treated with 
these four anthelmintics followed by the saline 
purge, all bowel movements within 24 hours 
after the drug dosage were collected and washed 
to obtain all recoverable worms. The recovered 
worms were counted and the species identified. 

(b) On the 14th day after the treatment, a 
detailed feces examination was carried out by 
such methods as direct smear, floatation by 


621 


saturated NaCl and egg culture. And the rate 
of stools negative for hookworm ova was cal- 
culated (herein designated as cleared-rate). In 
Japan, such methods as mentioned above are 
usually employed to determine the effects of 
anthelmintics. 

In this point, we must employ an exact 


.method for feces examination after the treatment 


to prevent errors in evaluation of its effectiveness. 
In order to make clear the effect of a new 
anthelmintic, it is important to compare it with 
other anthelmintics which had been examined 
sufficiently in the past. 


Results 


1. Incidence of hookworm infestation and 
species of hookworms on the experimental field. 

The feces examination was carried out on 859 
inhabitants of the experimental field mentioned 
above in August, 1959. Intestinal parasitic 
helminths revealed and their incidences are 
shown in Table 1. By many recent researches 
the rate of hookworm infestation in Japanese 
farm villages shows an average of 20-30%. 


Table 1. Incidence of intestinal parasitic helminths 
in the experimental field (Kumihama-cho, 
Kyoto Prefecture) 


No. Hookworm Roundworm Whipworm 
examined No % No % No 9% 


859 283 32.9 258 30.0 257 29.9 


We have identified the species of hookworm, 
Ancylostoma duodenale (A, d.) and Necator 
americanus (N. a.) which were isolated from 
stools of the patients after the treatment. As is 
shown in Table 2, it was revealed that there 
were A. d. simple infection in 22 cases (32.8%), 
mixed infection of A. d. and N. a. in 18 cases 
(26.9%) and N. a. simple infection in 27 cases 
(41.3%). On the other hand, the number of 
isolated worms were 278 (20.7%) A. d and 1062 
(78.3%) N. a.. In Japan, both species of the 
hookworm, A. d. and N. a., are distributed 
widely. It was considered that N. a. was distri- 
buted more predominantly than 4A.@ in the 
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present experimental field. 


2. The effect of these anthelmintics in the 
treatment of hookworm infection. 

The rates of expulsion of hookworms within 
24 hours after the treatment by these anthel- 
mintics with the saline purge, are shown in 


Table 3. The rates of stools negative for hook- 
worm ova (cleared-rate) by the subsequent stool 
examination on the 14th day after the treatment 
are shown in Table 4. 


Table 2. Proportion of the infestation of Ancylostoma duodenale and 
Necator americanus in the experimental field 


from the stools was not carried out in cases not 
given a purge. Hookworm ova were negative 
in 11 out of 22 cases treated (50.0%). We 
then tested the significance of the difference of 
cleared-rates between cases with and without the 
purge by the X?°-test (level of significance: 5%). 
No significant difference of cleared-rates between: 
A and B-groups was seen (X°=0.02). 

C-group: Bephenium hydroxynaphthoate 2.5g: 
with a purge: In 10 out of 19 cases treated. 
(52.5%), hookworms were recovered, and in 7 


Cases 


Total number of 


expelled worms 


Min. -Mazx. 


Average number 
number per case 


per case 


22 (32.8%) 
18 (26.9%) 
27 (40.3%) 


A. d.* (Simple infection; 
A. d+N. a.** (Mixed infection) 
N. a. (Simple infection) 


A 278 (20.7%) 
N. a. 1062 (79.3%) 


A. d. 1-66 
N. a. 1-160 


A d 6.9 
N. 23.6 


* Ancylostoma duodenale 
** Necator americanus 


Table 3. Results of worms expelled with these anthelmintics 


__Ancylostoma duodenale 


Necator americanus 


No. of No. of 
Anthelmintics (Dosage) cases cases with No. of worms . No. of worms 
No. of No. of 
Bephenium hydroxy- 10 
naphthoate (2.5 g)* 19 (52.5%) 5 2-10 4.6 6 1-37 9.3 
Bephenium hydroxy- 12 < 
Tetrachlorethylene (4.5 g) 21 10 1-66 1.3 9 2-160 43.7 
14 


* Dose in terms of base. 


A-group: Bephenium hydroxynaphthoate 
4.0g with the purge: Hookworms were reco- 
vered from 12 out of 17 patients (70.3%) who 
were treated with this drug, and the detailed 
data concerning the worm species are shown in 
Table 3. Hookworm ova were negative in the 
stools of.9 out of 17 patients treated (52.9%). 

B-group :. Bephenium hydroxynaphthoate 4.0g 
without the purge: Collecting of hookworms 


out of 19 cases treated (36.8%) hookworm ova 
were negative. 
D-group : 
2.5g without the purge: 
treated (50.0%) hookworm ova were negative in 


Bephenium hydroxynaphthoate 
In 11 out of 22 cases 


the stools. By the X?-test, a significant difference 
of cleared-rates between the C and D-groups was 
not seen (X°=1.35). 

E-group: Tetrachlorethylene 4.5g with the 
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Table 4. Comparison of the rates of stools negative for hookworm ova (cleared-rate) 
after treatment with these anthelmintics 


No. of cases No. of cases 


Group Anthelmintics and Dose Cleared-rate 
geen hydroxynaphthoate 4.0 g* with 17 9 52.9 
B Bephenium hydroxynaphthoate 4.0 g* alone 22 11 50.0 
c hydroxynaphthoate 2.5 g* with 19 36.8 
D Bephehium hydroxynaphthoate 2.5 g* alone 22 11 50.0 
E Tetrachlorethylene 4.5g with purge 20 6 30.0 
F Tetrachlorethylene 4.5 g alone 17 8 47.1 
G 1-Bromo-8-naphthol 8.0 g with purge 16 10 62.5 
H 1-Bromo-8-naphthol 8.0 g alone 60 46 76.6 
I 4-Iodothyrnol 6.0g with purge 22 4 18.2 
J 4-Iodothymol 6.0 galone 21 23.8 


purge: In 15 out of 21 cases treated (71.4%), 
hookworms were recovered and in 6 out of 20 
cases treated (30.0%), stools examined for hook- 
worm ova were negative. 

F-group: Tetrachlorethylene 4.5g without 
the durge: In 8 out of 17 cases treated (47.1%), 
hookworm ova were negative. The X%X?-test 
‘showed that a significant difference of cleared.- 
rates between the E and F-groups was not seen 
(7°=1.98). 

G-group: 1-Bromo-8-naphthol 8.0g with the 
purge: In 16 out of 19 cases treated (84.2%), 
hookworms were recovered, and in 10 out of 
16 cases treated (62.5%), stools examined for 
hookworm ova were negative. 

H-group: 1-Bromo-8-naphthol 8.0g without 
the purge: In 46 out of 60 cases treated 
(76.6%), stools for hookworm ova were negative. 
By the X°-test, a significant difference of cleared- 
rates between the G and H-groups was not seen 
(=2.19). 

I-group: 4-Iodothymol 6.0g with the purge: 
In 14 out of 22 cases treated (63.7%), hook- 
worms were recovered from the stools and 4 
‘out of 22 cases treated (18.2%) showed stools 
in which hookworm ova were negative. 

J-group: 4-Iodothymol 6.0g without the 
purge: In5 out of 21 casesitreated (23:8%), 
tools for hookworm ova were negative. We 
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could not find any significant difference of 
cleared-rates between the I and J-groups by 
the X°-test (X°=0.69). 

According to the results meritionéd abové, nc 
significant differences of cleared-rates between 
the purge and no purge groups could be found 
by the X°-test with any of the anthelmintics. 

Next, the cleared-rates of the purge and no 
purge groups were summed up for each anthel- 
mintic, and it was calculated whether any signi- 
ficant difference existed between bephenium 
hydroxynaphthoate and the others. The results 
obtained were as follows; No significant differ- 
ence of cleared-rates between bephenium 
hydroxynaphthoate and tetrachlorethylene was 
seen (X°=0.61). While bephenium hydroxy- 
naphthoate was proved to be less efficient than 
1-bromo-8-naphthol, it was more efficient than 
4-iodothymol, both to a significant degree (X*= 
12.28 and X°’=7.28, respectively). 


3. The difference of resistance between 
Ancylostoma duodenale and Necator ameri- 
canus against these four anthelmintics. 

Hitherto, some authors (Sopar, 1926 ; Yoshida, 
1956 etc.) have pointed out that tetrachlorethylen 
was more effective on N. a. than on A. 4d.. 
Goodwin et al. (1958) reported on the effect 
of bephenium salts against N. a. in Ceylon. In 
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the present study, we considered the problem 
of whether there was any difference of resistance 
between A.d. and N. a. against these four 
_anthelmintics. As is shown in Table 5, 4. @. 
seems to be less resistance than N. a. against 
bephenium hydroxynaphthoate. On the contrary, 
N. a. seems to be less resistant than A. d 
against tetrachlorethylene and 4-iodothymol. 
Both species showed an almost equal resistance 
against 1-bromo-8-naphthol. 


4. Effect of bephenium hydroxynaphthoate 
in the treatment of roundworm infections. 


Tetrachlorethylene has some effect upon the 
young roundworm, but it is nearly inetffective 
to the adult roundworm. Table 6 shows the 
effect against the intercurrent Ascaris infections 
in the patients treated for hookworms. 

The cleared-rate which was calculated by the 


presence or absence of eggs at follow-up feces . 


Table 5. Difference of resistance between two species of hookworm 
against these anthelmintics 


examination, was 50.0% and 57.8% with the 
doses of 2.5g and 4.0g of this drug, respectively. 
This drug has good efficacy against roundworms: 
as Goodwin et al. (1958) has already pointed. 


out. 
5. Side-effects of these anthelmintics. 


We questioned the patients who received the: 
present treatment about side-effects and, if any, 
their degrees. Fig. 1 shows the kinds and rates. 
of side-effects. Generally speaking, no remarka- 
ble difference between the purge and no purge 
groups was found.. With tetrachlorethylene, 
however, in the no purge group, the degree of 
each side-effect may be lower than in the purge: 
group. In the case of bephenium hydroxy- 
naphthoate, it seems that the degree of each 
side-effect did not increase when- the dose was 
increased from 2.5g to 40g. Bephenium 
hydroxynaphthoate showed side-effects in a con- 


Species of 
hookworm 


Anthelmintic 


No. of cases No. of cases 


treated egg negative Cleared-rate 


Bephenium hydroxynaphthoate 


Tetrachlorethylene 


1-Bromo-8-naphthol 


4-Iodothymol 


12 7 58.2 
19 36.8 
12 33.3 
11 6 54.5 
1 6 85.8 
8 87.5 
12 2 16.7 
8 4 50.0 


* Ancylostoma duodenale 
** Necator americanus 


Table 6. Effect of Bephenium hydroxynaphthoate against roundworms 


No. of cases 
Doseage treated 


No. of cases egg Cleared-rate 


4.0g with purge* 13 
4.0g without purge* 6 
s 2.5g with purge* 7 


2.5g without purge* 


negative 
7 53.8 
4 66.9 
42.9 
3 60.0 


Total 


54.8 


* Dose in terms of base. 


N. a.** 
N. a. 
N. a. 
a. 
N. a. 
a 
5 pe 
na 
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siderable percentage, but the symptoms were 
not severe compared with those caused by the 
other drugs, and disappeared within 1-2 hours. 
Tetrachlorethylene characteristically produced 
nervous symptoms such as dizziness, drunkeness 
and headache, but these symtoms were not so 
severe, especially when giving the drug without 
a purge as shown in Fig. 1. In the 1-bromo- 
8B-naphthol cases, the kinds and degrees of side- 
effects were similar to those of bephenium 
hydroxynaphthoate. The toxicity of 1-bromo- 
8B-naphthol is considered to be very low by 
our repeated experiences. Side-effects of 4- 
iodothymol was not so heavy in general, but 
this drug produced a marked laxative effect in 
most of the patients treated even when followed 
by no purge. 


ove A-Iodothyaol 

Puree pree ee a pe 


Fig. 1. The kinds and degrees of side-effects 
of these anthelmintics 


Discussion 

Tetrachlorethylene has been used for many 
years in the treatment of hookworm infections 
and its anthelmintic efficacy has been sufficiently 
studied by many authors. As Carr et al. (1954) 
pointed out, we have also studied tetrachlore- 
thylene for several years and have concluded 
that no purge is necessary with this drug 
(Yoshida et al., 1955, 1956). In the present 
paper, similar results were obtained with tetra- 
chlorethylene. According to the results. of 
Goodwin ef al. (1958) on bephenium hydroxy- 
naphthoate, the mean reduction in the hook- 
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worm egg count with a single dose of this drug 

were 28% with a dose of 0.5-1.5g, 78% with 
2g, and 64% with 2.5-3.0g. No increase in 
efficacy was seen between 2g and 2.5-3.0g in 
dose. Furthermore Goodwin et al. showed that 
the effect of three doses of this drug given on 
the same day, each containing 2g, was similar 
to that produced by a single dose of 2-3g. 
Our results also showed a similar tendency as 
follows : the cleared-rate of 2.5g of bephenium 
hydroxynaphthoate was 36.8-50.0% and that of 
4.0g was 50.0-52.9%, and no significant differ- 
ence of cleared-rates was found by the X°-test 
(X°=0.78). Later Goodwin et al. showed that 
the anthelmintic effect of bephenium hydroxy- 
naphthoate did not increase by using a purge 
before or after the dose in the treatment of 
132 hookworm infections in the field. We have 
also shown the ineffectiveness of the purge, not 
only in bephenium, but in the other three drugs. 
As we have shown in Table 4, a single dose 
of 2.5-4.0g of bephenium hydroxynaphthoate 
was as effective as 4.5g of tetrachlorethylene. 

In judgment of the effect of treatment, we _ 
did not employ the Stoll's egg count method, 
but recoursed to the cleared-rate method by the 
detailed feces examination on the 14th day after 
the tréatment. The cleared-rates calculated from 
Table 2 and Table 3 of Goodwin’s paper are 
37.0% in three doses each of 2g on one day 
and 26.3% in dose of 2g daily for 4-7 days. 
Most recently, Morishita ef al. (1960) indicated 
that bephenium hydroxynaphthoate showed a 
high cleared-rate incidence (nearly 100%) in the 
treatment of 30 cases of hookworm infection in 
Japan. Such a difference of cleared-rates among 
Goodwin ef al., Morishita ef al. and us may 
be due to the difference of the species of worm 
and the intensity of hookworm infestation in 
their. experimental fields. 

Since the discovery of 1-bromo-8-naphthol by 
Miura (1952), many authors have reported on 
the high efficacy of this drug against hookworms 
(Iwata, 1953 ; Matsuzaki, 1957 ; Mai K’ai, 1959 ; 
Wang, 1959 etc.). Our results showed that 
1-bromo-8-naphthol was the most effective 
among them. Hayashi ef al. (1958, 1959) have 
indicated that 4-iodothymol has an anti-hookworm 


) 
| 
| 
1 
1 
| 


626 


effect. Subsequently, Fujisawa (1958), Sasa et 
al. (1958) and Komiya ef al. (1959) have 
reported on the anthelmintic efficacy and side- 
effects of 4-iodothymol. The cleared-rate of this 
drug against hookworms as reported by these 
authors ranges from 30 to 50%. By our results 
obtained, the cleared-rate (21.0% on the average) 
was the lowest among the anthelmintics tested. 
Bephenium hydroxynaphthoate was effective 
against roundworms. The cleared-rate was 
50.0-57.8% with a single doses of 2.5-4.0g. 
This rate was very similar to that of Goodwin. 
For the mass treatment, it would be valuable 
practically that this drug has anthelmintic efficacy 
not only on hookworms but upon roundworms. 


Summary 


Bephenium hydroxynaphthoate which was 
recommended as a new anthelmintic by Goodwin 
élf al. (1958) was compared with tetrachlore- 
thylene, 1-bromo-8-naphthol and 4-iodothymol 
in the treatment of hookworm infections in 
Kumihama-cho, Kyoto Prefecture, a farm village 
of middle Japan. The hookworm incidence in 
the experimental field was 32.9%. In calculating 
the number of expelled hookworms. Ancylo- 
stoma duodenale and Necator americanus 
were 278 
spectively. 

The anthelmintic effect against hookworms 
with a single dose of 2.5 or 4.0g of bephenium 
hydroxynaphthoate was approximately equal to 
that of a single dose of 4.5g of tetrachlorethylene. 
Bephenium hydroxynaphthoate was inferior to 
l-bromo-8-naphthol and superior to 4-iodothymol 
in the anthelmintic effect. The side-effects of 
bephenium hydroxynaphthoate were seen in a 
considerable percentage, but not as toxic and 
not in so many cases as compared with the other 
three anthelmintics. It is unnecessary to take 
any purge with these anthelmintics from the 
view-point of their efficacy and side-effects. It 
was reconfirmed that bephenium hydroxy- 
naphthoate has a marked effect against round.- 
worms. 


(20.7%) and 1,062 (79.3%), re- 
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ベ フ エニ ウム ・ ハ イド ロ オ キシ フト エイ ト , 四 塩 化 エ チレ ン , 1・ ブ ロモ ・ ナ フト ー ル 
(2) 及び 4・ ヨ ー ド チモール の 人 銘 虫 に 対す る 駆虫 効果 の 比較 研究 


幸雄 中 郎 島谷 松尾 喜久 男 
(京都 府立 医科 大 学 医 動 物 学 教 朗 ) 


1958 年 Goodwin に よ ょ つて 紹介 され た 新 銘 虫 駆虫 剤 Bephenium hydroxynaphthoate (以下 BH と 
略 ) は 其 の 後 , Young (1958), Nazir Ahmad (1959), Nagaty (1959), 森下 ら (1960) 等 に ょ っ て 人 
銘 虫 に つい て の 効果 の 追試 が 為 さ れ た . 著者 等 Goodwin 博士 か らち が 本 の 提供 を 受け , 之 と 従 
来 の 負 虫 駆虫 剤 の 主 な ぁゃ の 3 種 と 比較 研究 を 行 つ た ( 四 塩 化 そ テ チ レン , 1・ ブ ロモ * ゃ ナチ フ トー ル (2), 
4・ ョ ー ド チモール は 以下 夫々 四 ェ , BN, IT と 略す ). 実験 時 期 は 昭和 34 年 8 月 , 実験 地区 は 京都 
府 北部 久美 浜 で ある . 

先ず 薬 量 は BH は ion と し で 40g と 2.5g (アル ュ ペ パール 製剤 と し て 夫々 8.0g, 5.0g と な 
る ), 四 ェ は 4.5g, BN は 8g (オー ミン 製 剤 と し て 12g), IT は 6.0g ( チ モ ラ ン 製 剤 と し て 12 
g) の 如く で , 各 薬 剤 共 下 剤 併用 群 と 下剤 ぬき の 群 と た に 分 けた の で 計 10 群 が 出 来 た を . 投薬 方 法 は い 
ずれ る 腹 時 と した. 

下剤 併用 群 た に たつ いて は 深 便 を 行 つ て 成虫 を 得 て 検 査 し た 所 ヅ ビ = 釣 虫 (以下 A.d. と 略 ) の 単独 感 
染 22 例 , アメ リカ (以下 と ) の 単独 感染 者 27 例 , 両 種 合 18 例 で あり , 排出 貝 体 数 
の 上 で は A.d. 278 に 対し N.a. 1,062 で あっ つた 。 当地 区 の 寄生 率 は 32.9 あつ な. 

各 群 の 多 虫 卵 陰 転 率 を 一 括 し て 記す る と 次 の 如く で ある . 


BH 40g 下剤 用 52.9 BH 40g 下剤 ぬき 50.0 
BH 25g 下剤 併用 36.8 BH 2.5g 下剤 ぬき 50.0 
BN 80g 下剤 62.5 BN 80g 下剤 ぬき 76.6 
IT 60g 18.2 IT 60g 下剤 ぬき 


上 述 の 成績 に つき x? テス え スト を 行 つた 結果 各 薬 剤 た つい て 下 剤 の 有無 に ょ る 効果 の 有意 差 は な い . 
BH 40g と 2.5g と の 間 に ゃ も 有意 差 は な い . 叉 BH と 四 ェ と の 間 に は 有意 差 は な に が BH と BN 
の 間 及 び BH と IT の 間 に は 有意 差 が 認め ちら れ た . 

次 に 上 述 4 薬剤 が A.d., N.a. の 種 の 違い に ょ うり 効果 た に 差 が ある か どう か を 検査 し た 所 , 四 ェ は 
A.d. に 対し 33.3 必 ( 陰 転 率 , 以下 同じ ), N.a. に 対し て は 54.5 IT は 夫々 16.7%,;50% ょ と N.a. 
に 対し て 効果 が 高く , BN は 夫々 85.8 ,87.5 と 同 程度 で 且 高 い 。 一 方 BH は A.d. に 対し 58.2 
%, N.a. に 対し て は 36.8 必 と 従来 の 薬 剤 の 反対 の 数 値 を 示し と の 事 は 興味 深い 。 

BH は 又 人 環 虫 に も か な り 良 好 な 衣 虫 効果 が 認め らち られ 今 回 の 実験 で は 2.5~4.0g1 回 頓 用 で 50.0~ 
57.8 の 陰 転 率 を 示し た . 

副作用 に つい て 四 ェ , BN, IT 等 は 従来 くわ し く 検 討 さ れ て 3 ぉ りり, 今回 の 調査 成績 も ほな くそ れ ら 
と 同様 で あつ た が 一 方 BH の 副作用 も 危険 な も の は 全く な く 集 団 駆虫 剤 と し て 充分 使用 出来 る も の 
と 考え られ た と. 
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1. The helminthological Society of Washington の 
第 50 回 総会 の 案内 が き て お り ま す の で 御 知 ら せ 
いた し ます . 

期 日 1960 年 10 月 8 日 
場 処 Maryland 大 学 


REGISTRATION 
GREETINGS AND INTRODUCTIONS 
Remarks 
Dr. George W. Luttermoser 
Welcome to the University 
Dr. George W. Wharton 
PERSPECTIVES IN PARASITOLOGY 
Dr. Clay G. Huff 
Some dietary factors that affect ovarial 
transmission of symbiotes 
Dr. Marion A. Brooks 
COFFEE BREAK 
Physiology of intracellular parasites 
Dr. William Trager 
A goal for parasitologists 
Dr. Leslie A. Stauber 
LUNCHEON 
INTEREST GROUPS (Concurrent sessions) 
Group I. 
Immunity to parasites 
Dr. Elvio Sadun 
Dr. Jose’ Oliver-Gonzalez 
Group II. 
Nematodes of plants 


Dr. Victor H. Dropkin 
Dr. M. W. Allen 


Group III, 
Physiology of parasites 


8:30 
9:00 


10:15 


12:30 
2:00 


3:15 
3:30 
4: 30 
6:15 


Dr. Theodor von Brand 
Dr. Ernest Bueding 


Group IV. 
Culture of parasites 


Dr. Paul P. Weinstein 
Dr. Gordon H. Ball 


Group V. 
Systematics and nomenclature 


Dr. Allen MclIntosh 
Dr. George R. LaRue 


Group VI. 
Chemotherapy 


Dr. Paul D. Harwood 
Dr. Gilbert F. Otto 


COFFEE SERVED IN LOUNGE 
INTEREST GROUPS (continued) 
adjourn 


BANQUET 


2. 欧文 原稿 の 御 投稿 を うけ つけ る こと に な り ま し た 
の で , 御 了 承 下 さい . 
欧文 原稿 (英文 の 場合 ) は 3 頁 ま で 学会 負担 で 4 貢 
以上 は 御 投 稿 者 の 実費 負担 と な り ま す . 


3. 御 投 稿 の 原稿 は 原則 と し て 御 返 却 い た し ませ ん の 
で 御 注 意 下 さい . 写真 その 他 返 却 御 希望 の 方 は 御 
投稿 時 に その 引 御 示し 下さ い . 


4. 各 支 部 大 会 御 案 内 


A) 


B) 


東日本 支部 大 会 。 昭和 35 年 11 月 20 日 
東京 医科 歯科 大 学 講堂 (会 長 加納 大 郎 教 授 ) 


西日本 支部 大 会 
南 日 本 支部 大 会 馬 同 大 会 

昭和 35 年 11 月 2・3 日 

山口 県 湯田 温泉 県 医師 会 館 1 

(会 長 細川 修治 教授 ) 1 


生 虫 学 
昭 


発行 
所 


雑 誌 (Japanese Journal of Parasitology) 
和 35 年 9 月 25 日 印刷 ・ 昭 和 35 年 10 月 1 日 発行 
本 寄 生 上 学 会 
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